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は し が き 


アプ リケーション ソフ ト の 時 代 ? ・・・ 

パソ コン の 世界 は 「 秒 進 分 歩 」。 よ り 新 し く 高 性 能 な ハー ドウ ェ ア 、 よ り 楽 し 
〈 実用 的 な を ソフトウェア が 次 か ら 交 へ と 送り 出さ れ て いま す 。 

つい 何 年 か 前 に は 、 パ ソコ ン と BASIC は 切っ て も 切れ な いも の で し た 。 パソ 
コン を 利用 する た め に は 、 自 分 で BASIC を 使っ て プロ グラ ム を つく ら な けれ 
ば な ら な か っ た の で す 。 

いま で は そん な こと は あり ませ ん 。 便利 で 使い や すい アプ リケーション ソフ 
ト が た くさ ん 発売 され て いま す 。 こ れ か ら パ ソコ ン と お 付き 合い を 始め る みな 
さん は 、 し ご と や 趣味 に ぴっ た り 合 っ た パソ コン と 市 販 の アプ リケーション ソ 
フト を 買っ て き て 、 利 用 すれ ば それ で 十分 な の で す 。 

と ころ が 、 Quick BASIC が 発売 され て 以来 、 こ れ が プロ グラ ミン グ 言 語 ソフ 
ト に も か か わら ず 、 そ の 人 気 は 一 般 の アプ リケーション ソフ ト を 越え て し まう 
ほど の 予想 外 の 販売 数 を 記録 し て いま す 。 

すでに コン ピュ ー タ の プロ グラ ミン グ 言 語 を 学ん で 、 自 分 用 の ソフ ト を つく 
っ て パソ コン を 利用 する 時 代 は 終わ っ て いた は ず な の で す 。 

現在 で は 、 多 大 の 資本 を 投資 し て 何 十 人 も の プロ フェ ッ シ ョ ナル が 、 1 年 も 
2 年 も か け て アプ リケーション ソフ ト を 開発 し て いま す 。 も ちろ ん 、 こ れ に 匹 
敵 す る よう な プロ グラ ム を 個人 で つく る の は 困難 で す 。 ま し て や や 自分 の し ご と 
や 家業 に 使用 する ソフ ト を 自分 で つく る な ど と いう こと は 考え られ な い 時 代 で 
す 。 で は 、 な ぜ 「 い ま 、 デ プロ グラ ミン グ 冒 語 」 な の で し ょ う 。 
Quick BASIC の 世界 へ よう こそ ・・・ 

パソ コン は し ご と や 趣味 の 道具 と いう だ け で は な く 、 パ ソコ ン に 触れ る こと 
その も の が 楽し みや 趣味 の 対象 と な り 得 る も の で す 。 

自分 で いろ いろ な プロ グラ ム を つく る こと は 、 絵 を 描い た り 模 型 を つく っ た 
り 、 テ レ カ や CD を 収集 し た り 、 音 楽 を つく っ た り 歌 っ た りす る こと と 同じ よ 
うに 楽し いこ と な の で は な いで し ょ うか 。 

Quick BASIC は 、 パ ソコ ン で プロ グラ ム を つく る た め の た いせ つ な 道 具 だ 


て を 十分 に 用 意 し て 、 使 いや すい 環境 を 整え て いま す 。Quick BASIC の 環境 
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は 、 パ ソコ ン の 初心 者 に も ベテラン に も 使い や すく 、 プ ログ ラム を 効率 的 に 作 
成 で きる よう に 考え られ て いま す 。 

この よう な 優れ た 環境 が Quick BASIC の 人 気 の 秘密 で し ょ う 。 

けれ ど 、 プ ログ ラミ ング 言語 を 覚 を る の は 、 な ん と いっ て も パソ コン を 自由 
に 使い こなす と いう 楽し み の た めで は な いで し ょ うか 。Do It Yourself の 精神 
で 、 自 分 の 使う プロ グラ ム を 自分 で つく り 上 げ る の が 楽し い の で す 。 

パソ コン は 、 ち ょ っ と で も まち が っ た プロ グラ ム は 受け 付け て くれ な い 、 石 
頭 の 機械 で す 。 こ の 石頭 くん を 思い どおり 使い こなす の は た い へ ん で す が 、 苦 
労 し て つく っ た プロ グラ ム が 動い た と き に は 、 や は りり 快感 で す 。 

Quick BASIC を 越え て ・・・ 

Quick BASIC を 使い こなす こと は 、 パ ソコ ン の 操作 や 利用 法 を 学ぶ こと で 
も あり ます 。 

Quick BASIC は 、 キーボー ド や マウ ス を 使っ て 操作 し ます 。 これ は 他 の いろ 
いろ な アプ リケーション ソフ ト で も 同じ こと で す 。 

パソ コン は 、 ソ フト に よっ て 種々 の 働き を する 汎用 機 で す 。 

Quick BASIC の 環境 を 使い こなす こと に よっ て 、 パ ソコ ン の 基本 的 な 操作 
法 や 、 利 用 の ノウ ハウ を 覚え られ 、 他 の アプ リケーション ソフ ト を 操作 する と 
き に も 類推 し て 早く 使い こなせ る よう に な り ま す 。 

また 、BASIC の プロ グラ ム を 作成 する こと に よっ て 、 パ ソコ ン の 働き や 、 ソ 
フト の し くみ な ども 理解 で きる よう に な り ま す 。 

こう し て ハー ド 、 ソ フト の 知識 が 増え る と 、 他 の パソ コン や いろ いろ な アプ 
リケーション ソフ ト な ども 有 せ ず 利 用 で きる よう に な る こと で し ょ う 。 

本 書 で は 、Quick BASIC の 環境 を 使い こなす 方 法 と 、BASIC の 基本 ステ ー 
トメ ント を 使っ て の プロ グラ ミン グ の 方 法 を 解説 し て いま す 。 

本 書 が 、Quick BASIC を 通し て あな た の パソ コン ライ フ を 広げ て くれ る 一 
助 に な れ ば 幸い で す 。 
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MS-DOS 上 で 動く Quick BASIC 


「Quick BASIC は MS-DOS の 上 で 動き ます 」 

こう は いっ て も 、QOuick BASIC を な に か の 上 に 乗せ て 動か すわ け で は あり 
ませ ん 。「MS-DOS」 と いう の は 、 バ パソコン で 言語 や ワー プロ ソフ ト な どの プロ 
グラ ム を 働か せる た め の 「 基 本 ソフ ト 」 の ひと つ で す 。 

MS-DOS は 「 Microsoft-Disk Operating System」 の 略 。 ア メリ カ の マイ ク 
ロ ソ フト (Microsoft) 社 が 16 ビ ッ ト ハ ソコ ン 用 に 開発 し た OS で す 。 


OS と DOS の し ご と 


「OS 」 は 、 コ ンピュータ を 動か す た め の 基本 的 な ソフ トウ ェ ア の 集まり の こと 
で 、「DOS」 は 、 フ ロッ ピー ディ スク や ハー ド デ ィ スク へ の ファ イル の 読み 書き 
の 機能 を 追加 し た も の で す 。 

この OS を 使わ な けれ ば 、 周 辺 機器 の 厳密 な 制御 は 、 す べ て コン ピュ ー タ の プ 
ログ ラム を つく る 人 が 行わ な けれ ば な り ま せん 。 周辺 機器 の 機械 的 な 構造 や 電 
気 的 な し くみ を すべ て わか っ て か ら で な いと 操作 で き な い こと に な り ま す 。 
普通 の 人 に と っ て パソ コン は も ちろ ん 、 フ ロッ ピー ディ スク へ の 読み 書き 、 
ディ スプ レイ へ の 表示 、 キ ー ボ ー ド か ら の 文字 入力 な どの 操作 を ひと つ ひ と つ 
細か く 制 御 す る な ど と いう こと は 、 現 実 的 に 不可 能 で す 。 

それ に も まし て 、 ソ フト ご と に 違 う コ ンピュータ や 周辺 機器 を 特定 の も の に 
定め て 、 プ ログ ラム を つく ら な けれ ば な ら な く な っ て し まい ます 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に デー タ を 記録 する 方 法 も 、 プ ログ ラム を つく っ だ 大 そ 
れ ぞ れ が すべ て 違っ て いた の で は 、 プ ログ ラム ご と に すべ て の デー タ を 入れ 直 
さ な け れ ば な り ま せん 。 

プロ グラ ム や 機械 ご と に 違っ て いる その 使い 方 を 統一 し て お け ば 、 ど ん な ソ 
フト で も 、 同 じ 方 法 で 周辺 装置 を 取り 扱え ます 。 デ ー タ も 同じ 形式 で 記録 し て 
お け ば 、 複 数 の ソフ ト で デー タ を 共通 に 利用 する こと が で きま す 。 

OS は 、 こ の よう な プロ グラ ム や 、 機械 ご と に バラ バラ の 仕様 を 統一 し て 、 操 
作 @ き ② よ うに する ご と を し で いま び 。 
70 





Quick BASIC と MS-DOS 


OS 
MS-DOS 





DOS は OS5 の し ご と の ほか 、 フ ロッ ピー ディ スク や ハー ド デ ィ スク な どの 操 
作 を 通じ て 、 特 に デー タ の 統一 性 を 確 保 する し ご と を し て いま す 。 


MS-DOS の 直接 操作 も 必要 に な る か ら 


Quick BASIC は 、MS-DOS を 仲立 ち に し て 、 パ ソコ ン 本 体 と デー タ の 入力 
装置 で ある キー ボー ド 、 出 力 装 置 で ある ディ スプ レイ 、 プ リン タ 、 そ し て デー 
タ の 記録 装置 で ある フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 ハ ー ド ディ スク を 操作 し て いま す 。 

し か し 、Quick BASIC に は 基本 ソフ ト で ある MS-DOS は 組み 込ま れ て いま 
せん 。 

Quick BASIC を 使い 込ん で いく うち に 、 フ ァイル の 操作 や 他 の 言語 で つく 
っ た プロ グラ ム と の リン ク と いっ た 複 維 な 操作 が 必要 に な っ て きま す 。 そ うな 
っ て くる と 、 ど うし て も MS-DOS を 直接 操作 し な けれ ば な ら な く な り ま す 。 

こ で 、 こ こ で は MS-DOS の 基本 的 な コマ ンド の 機能 と 操作 法 を 簡単 に 説 


明 し て お きま す 。 














/ MS-DOS を 起動 する 


MS-DOS の シス テム は 、 
IO. SYS 
MSDOS. SYS 
COMMAND. COM 
の 3 つの ファ イル か ら で き て いま す 
この うち COMMAND. COM 以外 の 
ァイル は DIR コマ ンド (後述 ) で 画面 
に 表示 させ て 見 る こと は で きま せん 
IO. SYS は 、MS-DOS が ハー ドウ ェ ア 
を 直接 制御 し て 、 パ ソコ ン と ソフ ト の 仲 
立ち を する プロ グラ ム で す 。 
MSDOS. SYS は 、 お も に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や ハー ド デ ィ スク な どの ファ 
イル の 管理 を 行い 、 デ ー タ の 共通 化 に 役だっ て いま す 
COMMAND. COM は 、 キ ー ボ ポー ド か ら 入 力 さ れる コマ ンド (命令 ) を 解釈 
し て 実行 し ます 。 


内 部 コマ ンド と 外部 コマ ンド 


コマ ンド の うち 、 初 めか ら COMMAND. COM に 組み 込ま れ て いる も の を 
「 内 部 コマ ンド 」、」 フ ロッ ピー ディ スク や ハー ド デ ィ スク に 登録 され て いて 、 指 
定 さ れる た びに パソ コン 本 体 の メモ リ に 読み 出さ れ て 実行 され る も の を 「 外 部 
コマ ンド 」 と 呼び ます 

内 部 コマ ンド は 、 頻 築 に 利用 きれ る コマ ンド が 標準 で 組み 込ま れ て いま す 。 

外部 コマ ンド は 、 処 理 の 複雑 な も の や 、 頻 築 に バー ジョ ン ア ッ プ (機能 強化 ) 
の 行わ れる も DPIMeNA 和 7 

内 部 コマ ンド 、 半生 指 
定 し た 外部 コマ ンド が 指定 し た ドラ イブ や ディ レク トリ に な い 場 合 に は エラ ー 
に な っ て し まい ます 
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IO.SYS CONFIG. SYS DEVICE 
MSDOS. SYS BUFFERS _ AUTOEXEC. BAT 
COMMAND. COM FILES バッ チ フ ァイル 





MS-DOS の 起動 


MS-DOS は 、 以 上 の 3 つの ファ イル が 
あれ ば 起動 で きま す 。 こ の 3 つの ファ イル 
の 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 「 シ ステ ム 
ディ スク 」 と 呼び ます 。 

シス カカ 内 カネ スク を AI ライ カブ に 内 才 
て 、 本 体 の スイ ッ チ を ON に すれ ば 、MS- 
DOS が 起動 し ます 。 こ の と き に 、 

CONFIG. SYS 
AUTOEXEC. BAT 
の 2 つの ファ イル を 使い ます 。 

CONFIG. SYS は 、 MS-DOS が 起動 する と き に 、 シ ステ ム の 構成 を 指定 する 

た め に 使わ れる ファ イル で す 。 お も に 次 の 構成 を 設定 し ます 。 
BUFFERS フロ ッッ ピー ディス ク や ハバ ハード ディ スク か ら デ ー タ な ど 
を 読み 出す と き の バ ッ フ ァ (デー タ を 一 時 鞭 えて お く 
場所 ) の 量 を 指定 し ます 。 多 く と る と ディ スク へ の ア 
クセ ス が 早く な り ま す が 、 メ モリ を 多く 使っ て し まい 





まお 

FILES 一 度 に 取り 扱う こと の で きる 最大 の ファ イル 数 を 指定 
| 剛 ま (お 。 

DEVICE 日 本 語 FEP や マウ ス 、 プ リン タ な どの デバ イス (周辺 


機器 、 ソ フト ) を 設定 し ます 。 

標準 的 な 設定 例 の 画面 は 、 次 ペー ジ に 掲載 し ます 

AUTOEXEC. BAT は 、 自動 実行 ファ イル と 呼ば れ 、MS-DOS が 起動 し た と 
き に 、 い ちば ん 最初 に 実行 きれ る バッ チ フ ァイル (後述 ) で す 。 

この ファ イル の な か に 、 実 行 す る コマ ンド を 設定 し て お け ば 、 自 分 の 利用 し 
や すい 環境 に 吉 妃 し た り 』。 ア ブリ ケー ショ ン ソ フト の オー ト スタ ー ト を 行う こ 
と の で さき 計 E339 
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初期 設定 の 画面 例 


zTYPE CONFIG.SYS 
SHELL=R: ギ COIHND.COI キノ P 


dev iCe=gtok6a . Su5 ノ d=b: 半 gtok.dic /s=1 ノ /e=1 ノン t=1 ノン b= 


device=gtok6b. 5 り S 


SM | 





ドライ ブン ディ レク トリ ファ イル 1 
ドラ イブ は 情報 の 集まっ た 図書 館 の 書 栄 


私 た ち は お も に 、 フ ロッ ピー ディ スク や ハー ド デ ィ スク の ファ イル 操作 を 行 
うた め に 、MS-DOS を 利用 し て いま す 。 

MS-DOS で は 、 こ れ ら の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や ハー ド デ ィ スク に 名 まえ を 
つけ て それ ぞ れ の 機器 を 指定 し て いま す 。 る 

ドラ イブ プ は 、 そ の ディ スク に 入っ て いる 情 
報 の 総体 を 示す も の で す 。 あ る 図書 館 に 集 ま 
っ て 整理 され て いる 書籍 の うち 、 例 えば 「 文 
学 」 と いう 大 き な 分 野 を まとめ て 収納 し た 書 
人 加 の よう な も の と 考え て くだ さい 。 

ドジ イジ 名 は JA BNaC の よ 9 攻 
アル ファ ベッ ト と 「 : 」( コ ロン ) を 組み 合わ 1 
せ て いま す 。 
PC-9801 シリ ー ズ の 場合 は 、 ド ライ ブ 1 が 5 
A ド ライ ブ プ に 、 ド ライ ブ 2 が B ド ライ ブ に 対 = 
応 し て いま す 。 ハ ー ド ディ スク や RAM ディ 
スク を 使っ て いる 場合 は 、 こ れ と は 違う 対応 
に な っ て いる 場合 も あり ます 。 
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ディ レク トリ 名 

カレ ント ドラ イプ 

ドラ イブ 名 カレ ント ディ レク トリ 


ディ レク トリ は 分 類 さ れ た 情報 の 各 分 野 


ドラ イブ が 図書 館 の 書 梨 だ と する と 、 デ ィ レ クト リ は 、 書 架 を 分 類 に 従っ て 
いく つか に 分 け て 整理 し た 部 分 と いう こと が で きま す 。 
例え ば 、A ド ライ ブ に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ヂ ディスク に は 「 文 学 」 に つい て の 


デー タ が 入っ て いた と し まし ょ う 。 ーー ZS 
この 廊 記 ッ ピ ー デ ネス ク の な か に 『「 昌夫 攻 の ググ // | 
学 」、「 外 国文 学 」 な ど に 分 け て いく つか の 文 @ 目 8 四 還 ze 
学 の デー タ が 入っ て いま す 。 デ ィ レ クト リ と 白 $ 

は この 「 文 学 」 や 「 日 本 文学 」、「 外 国文 」 ンク 
の 分 類 の こと を 表わし て いま す 。 2 
ディ レク トリ に は 、 適 切な 「 名 まえ 」 を つ 
け て 管理 し ます 。 名 まえ は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 
や カナ 文字 (1 バイ ト 文 字 と いう ) な ど 8 文 
字 ま で で す 。 

@ カ レン トド ライ ブ と カレ ント ディ レク トリ 
現在 、 操 作 を する た め に 選択 され て いる フロ ッッ ピー ディスク や ハー ド デ ィ ス 
ク の ドラ イブ を 「 カ レン トド ライ プ ブ 」 と いい ます 。 

カレ ント ドラ イブ を 変更 する に は 、 キ ー ボ ー ド か ら 直 接 新 し い ド ライ ブ 名 を 
入力 し ま 98 

例え ば 、 カ レン トド ライ ブ が A で 、 プ ロン プ ト が 「A>」 と な っ て いる 場合 、 

B: 加 

と する と 、 カ レン トド ライ ブ が B に な り 、 プ ロン プ ト も カレ ント ドラ イブ を 表 
わす 「B>」 に な り ま す 。 

同じ よう に 、 現 在 操作 を する た め に 選択 きれ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や ハ 
ー ド ディ スク の ドラ イブ 中 の ディ レク トリ を 「 カ レン トディ レク トリ 」 と いい 
9 も 

カレ ント ディ レク トリ を 変更 する に は 、MS-DOS の コマ ンド 「CD」 を 使い ま 
す (後述 )。 
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@ 階層 ディ レク トリ 

ディ レク トリ は 、 図 の よう に ちょ うど 木 の 枝 を 逆さ き に し た よう に 、 ル ー ト ( 根 ) 
ディ レク トリ か ら 、 先 ( 下 ) へ 先 へ と 伸ばし て いく こと が で きま す 。 

ルー ト か ら 見 る と 、 ピ ラミ ッ ド 型 の 構造 の な か を だ ん だ ん と 階層 が 下がっ て 
いく よう に 見 える の で 、「 階 層 デ ィ レ クト リ 」 と いい ます 。 

先ほど の 図書 館 の 例 で いえ ば 、 書 梨 が ドラ イブ プ 、 ル ー ト ディ レク トリ が 「 文 
学 」、 そ の 下 の 階 層 デ ィ レ クト リ が 「 日 本 文学 」 や 「 外 国文 学 」 に な り ま す 。 

きら に その 下 の 階 層 を つく る と する と 、「 日 本 文学 」 の 下 に は 「 古 典 文 学 」 や 
「 現 代 文学 」」 ま た その 下 で は 「 小 説 」「 戯曲 」…… な ど に 分 類 き され て 、 デ ィ レ 
クト リ を 深く し て いく こと に な り ま す 。 

B : \BUNGAKU\NIHON\KOTEN 

と いう ディ レク トリ が 構築 され て いる 場合 、B ド ライ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
の いち ば ん 上 の 階層 が 、 つ まり 「BUNGAKU (文学 )」 が 「 ル ー ト ディ レク ト 
リ り 」 で す 。 こ れ は 、「 壮 」( 円 マー ク ) で 表わさ れ て いま す 。 

次 の 階層 が 、「NIHON (日 本 ) 」 で す 。 

その 下 が 「KOTEN (古典 ) 」 で 、 上 の ディ レク トリ と の 区 切り は や は り 「」 
で す 。 き ら に その 下 の 階 層 が あれ ば 、「SHOUSETU」 な ど と つづ きま す 。 
書 架 (ドラ イブ ) 





ルー トディ レク トリ 


階層 ディ レク トリ (|) 


階層 ディ レク トリ (2) 


較 階 層 デ ィ レ クト リ の 概念 
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階層 ディ レフ トリ 
絶対 指定 
ルー トディ レ クト リ 相対 指定 
@ 絶対 指定 と 相対 指定 
ディ レク トリ の 指定 方 法 に は 、 
絶対 指定 
相対 指定 


の 2 つが あり ます 。 

絶対 指定 は 、 デ ィ レ クト リ 階 層 の いち ば ん 上 の ルー トディ レク トリ か ら 順 番 
に 下 の 階 層 へ 指定 し て いく 方 法 で す 。 

先 に あげ た 「B : \BUNGAKU\NIHON\KOTEN 」 は 絶対 指定 の 方 法 で す 。 
相対 指定 で は 、 例 えば 、 現 在 位置 し て いる ディ レク トリ で ある カレ ント ディ 
レク トリ が 、「B : \BUNGAKU 半 NIHON ま KINSE」 だ っ た と する と 、 上 と 同 
じ 「B :\BUNGAKU\NIHON\KOTEN 」 の ディ レク トリ を 指定 する 場合 、 

・・ \KOTEN 

と 指定 し ます 。 

相対 指定 は 、 カ レン トディ レク トリ を 基準 に 「 自 分 が いま いる ディ レク トリ 
か ら 移 動 し た い 」 デ ィ レ クト リ を 指定 する 方 法 で す 。 

ここ で 「..」 は 、 カ レン トディ レク トリ の ひと つ 上 の ディ レク トリ 階層 を 表 
わし て いま す 。 つ まり この 場合 は 、「KINSE」 か ら ひ と つ 上 の 階層 「NIHON」 
に いっ た ん 登り 、 そ こ か ら 「NIHON」 の 下 の 階 層 に ある 「KOTEN」 を 相対 的 


に 指定 し て いま す 。 
\ ディ レク トリ の 区 切り の 記号 。 初 め の 場合 は 、 ル ー ト ディ レク ト 
リ を 示す 記号 


ひと つ 上 の 階層 の ディ レク トリ を 示す 記号 


ファ イル は ディ スク に ある プロ グラ ム や デー タ 


フロ ッ ピ ー ア ディス ク や バー ド デ ィ スク に 記録 され て いる プロ グラ ム や デー タ 
の こと を 「 フ ァイル 」 と いい ます 。 
ファ イル も 名 まえ を つけ て 管理 し ます 。 
@ ファ イル 名 
ファ イル 名 は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト や カナ 文字 (1 バイ ト 文 字 と いう ) な ど 8 文 
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字 。 そ れ に 加え て 、「. 」( ビ ピリ オド ) で 区 切っ た 拡張 子 3 文字 を 組み 合わ せ て つ 
け ま す 。 拡張 子 に は 、 フ ァイル の 性 質 を 表わす 3 文字 が 一 般 に 使わ れ て いま す 。 
慣習 的 に 多く つけ られ る いく つか の 拡張 子 が あり ます が 、 フ ァイル 名 を つけ 
る 人 が これ と は 別 の 適切 な 拡張 子 を つけ る こと も で きま す 。 こ の ファ イル 名 と 
拡張 子 の 両者 を 合わ せ て ファ イル 名 と いう 場合 も あり ます 。 
例え ば 、 次 の よう な ファ イル 名 が あり ます 。 
SAMPLE. DOC 
「SAMPLE」 が ファ イル 名 で す 。 
「.DOC」 が 拡張 子 で す 。 こ の 「DOC」 は ドキ ュ メ ント 、 つ まり 文書 で ある こと を 
示し て いま す 。 他 に も 、 
EXE MS-DOS の 実行 可能 な プロ グラ ム フ ァ イル 
COM MS-DOS の 実行 可能 な プロ グラ ム フ ァ イル 
BAT パッ チ フ ァイル 
SYS シス テム ファ イル 
DIC 辞書 ファ イル 
BAS BASIC の プロ グラ ム フ ァ イル 
YY 炎 テキ スト ファ イル 
な ど な ど が よく 使わ れ て いま す 。 

ファ イル 名 や ディ レク トリ 名 に は 、 漢 字 な どの 日 本 語 の 文字 (2 バイ ト 文 字 
と いう ) も 使う こと が で きま す が 、 名 まえ に は 8 バイ ト (漢字 な ど で 4 文 字 ) 
二 拡 張子 3 バイ ト し か 使え ませ ん 。 

日 本 語 の 文字 を 使っ て 、 長 すぎ た 名 まえ を つけ た り し て 、 誤 っ た ファ イル の 
操作 を する と 、 そ の あと ファ イル を 読み 出し た り 、 実 行 で き な く な る 場合 が あ 
り ま す の で 、 日 本 語 の 文字 を 使っ た 名 まえ は 避け た ほう が よい で し ょ う 。 

@ ワ イル ドカ ー ド 
ファ イル 名 を 指定 する と き に 「 ワ イル ドカ ー ド 」 と 呼ば れる 記号 を 使っ て 、 
複数 の ファ イル を まとめ て 取り 扱う こと が で きま す 。 例 えば 、 
ATOKGA. SYS 
ATOKGB. SYS 
の 2 つの ファ イル を 示す の に 、 
ATOKG ?. SYS 
と いう よう に 「 ? 」( ク エス チョ ンマ ー ク ) を 使っ て 示す こと が で きま す 。 
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に X 選 。 ⑤ パ %S TXT 
ファ イル 名 。 COM DIC ウイ ルド カー ド 
拡張 子 BAT BAS パス 


「 7? 」 は 、「 1 文字 な ら ば 、 ど ん な 文字 が き て も か まわ な い 」 と いう 意味 を 表 
わす ワイ ルド カー ド で す 。 ち ょ うど トラ ンプ の ポー カー ゲー ム で 、「 ジ ョ ー カ 
ー」 の 果たす 役割 に 似 て いま す 。 ジ ョ ー カ ー (ババ ) は 、「 ワ イル ドカ ー ド 」 と 
も 呼ば れ て いま す の で 、 こ うい う 名 まえ が つい た の で し ょ う 。 

ワン 他 肉 R カ 寺 小 に は SL 0 アス タリ スウ 5 あり まお ミ れ は ほ は 中 7 靖 款 り 
も 便利 で す 。「※*」 ひ と つ で 、「 何 文字 で も 、 他 の 文字 が き て も か まわ な い 」 と 
いう 意味 の 記号 で す 。 

例え ば 、 上 の 2 つの ファ イル を 「※」 を 使っ て 表わす と 、 

ATOKG *.* 

と 表わさ れ て し まい ます 。 い いえ 、 も っ と 簡単 に 
*※.* 

さして まう さと 没 人 吉信. 人 0 

し か し 、 こ うす る と 上 の 2 つ 以 外 の ファ イル が あっ た 場合 は 、 す べ て の ファ 
イル を 指定 し た こと に な っ て し まい ます 。 い か が で すか 。 慣れ て くれ ば 便利 に 
活用 で きる よう に な り ま す 。 

@ バス 

ソフ ト を 超 動 する 際 に 、 い ちい ち 階 層 デ ィ レ クト リ の いち ば ん 上 か ら 正 確 に 
ディ レク トリ を 指定 し て いた の で は た い へ ん で す 。 こ の た め に 「 パ ス 」 (道筋 の 
意味 ) と 呼ば れる ディ レク トリ を 探し て いく 道筋 を 指定 し ます 。 

パス を 指定 し て お く と 、 指 定 さ れ た ディ レク トリ の ソフ ト が 登録 され て いる 
か どう か 、MS-DOS が 順番 に た どっ て いき 、 見 つか っ た と ころ て で 実行 し ます 。 

こう し て お け ば 、 利 用 し て いる 人 は 実行 する ソフ ト が どの ディ レク トリ に 登 
録 さ きれ て いる の か 気 に し な く て も よく な る わけ で す 。 

パス は 、「PATH」 コ マン ド を 使っ て 指定 し ます 。 例 えば 、 

PATH A : \BUNGAKU\NIHON : A : \BUNGAKU\GAIKOKU 
と 、 デ ィ レ クト リ を 「: 」( セ ミコ ロン ) で 区 切っ て 指定 する と 、 2 つの ディ レ 
クト リ か ら 実 行 す る ファ イル を 探す よう に な り ま す 。 

この コマ ンド は 、 一 般 的 に AUTOEXEC. BAT の ファ イル の な か で 使わ れ ま 
ポ 。 
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MS-DOS の イン スト ー ル 


オリ ジ ナ ルディ スク の 事故 に 備え て 


MS-DOS が な けれ ば 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 使う こと が で きま せん が 、 
購入 し た MS-DOS の オリ ジ ナ ル を その まま 使っ て いた の で は 、 ま ち が え て フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク を 壊し た り 、 記 録 さ れ て いる ファ イル を 消し て し まっ た り と い 
う 事故 で 、 た いせ つ な オ リ ジ ナ ル の ファ イル を 失っ て し まう 場合 が あり ます 。 

その た め 、 MS-DOS や アプ リケーション ソフ ト は 、 実 行 用 の フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク を 作成 し て 使用 し 、 オ リ ジ ナ ル の ディ スク は た いせ つ に 保管 し て お きま す 。 

ここ で は 、 ま ず ソ フト の 基本 と な る MS-DOS の 実行 用 フロ ッッ ピー ディスク 
を 作成 する 「 イ ンス トー ル 」 の 作業 を し ます 。 

まず 、MS-DOS の オリ ジ ナ ル の シス テム ディ スク と 、 ま だ 使っ て いな い 新 し 
い フ ロッ ピー ディ スク を 1 枚 用 意 し ます 。 こ の と き 、 誤 っ て この た いせ つ な オ 
リ ジ ナ ル の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 壊し て し まわ な いよ うに 、MS-DOS の フロ ッ 
ピー ディ スク の 切り 込み 部 分 に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼っ て お きま す 。 


実行 用 ディ スク 作成 の 手順 


で は 、 新 し い フ ロッ ピー ディ スク を MS-DOS の 実行 用 ディ スク に し ます 。 

1 . PC-9801 本 体 の 電源 スイ ッ チ を ON に し ます 。 
2. すぐ に A : ドラ イプ (本 体 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ドラ イブ CN と 書 が 
れ て いる ドラ イブ ) に 「MS-DOS の シス テム ディ スク 」 を 挿入 し て 、 ハ ンド ル 
を 時 計 回 り に カチ ャ ッ と いう まで 回 し て ロッ ク し ます 。 

た だ し 、3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の 場合 は 、 ハ ン ドル が な い の 
で 、 フ ロッ ピー ディ スク が 見 えな く な る まで きち ん と 挿入 し ます 。 

3. が ガチャ ガチ ャ と 小さ な 音 が し て 、 少 し 待つ と 、 MS-DOS が 起動 し た こと を 
示す 表示 が 現れ ます 。 
4. つづ け て 、「 日 付 」 や 「 時 間 」 を た ず ね る 入力 要求 が あり ます 。 こ こ で は 、 

現在 の 日 付 は 19XX-XX-XX(X) で す . 

2 の 


MS-DOS の イン スト ー ル 


アデ プリ ウリ ケージ シ ョ シン ジ シシ に HD 
に ORMAiI 財 上 旨 』 ジ オ ー ン ウツ に 
オリ ジ ナ ルディ スク DD DIR_B 





日 付 を 入力 し て くだ さい  : 
現在 の 時 刻 は XX : XX : XX. 明 で す . 
時 刻 を 入力 し て くだ さい  : 
の よう に 、 そ れ ぞ れ 陸 キー を 押し ます 。 
5、 ゲイ 革 芝 イ だ 
A> 
と 表示 され る の で 、 こ れ に つづ いて キー ボー ド か ら 
FORMAT  B :/S 凡 
と 入力 | ま 9 折 
6. FORMAT コマ ンド が 起動 し て 、 コ マン ド の バー ジョ ン ( 版 ) 表示 の 後 
寺 た 
新しい ディ スク を ドラ イブ B : に 挿入 し 、 
どれ か の キー を 押し て くだ さい . 
と 案内 が 表示 され ます 。 
7 . 案内 に 従っ て 、 用 意 し て ある 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を B : ドラ イブ 
(「 2 」 と 書か れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ ) に 挿入 し て ハン ドル を 回 
紀 で ロウ 0982 
8. キー ボー ド の 陸 キー を 押し ます 。 
9。 フォ ー マ 以 屋 ど がかり 介 ィ ス プレ イイ に 、 
ディ スク の タイ プ は 1 : 64 上 KB) 2 : 1(MB)= 
と 、 確 認 の 案内 が 出 ま すか ら 、 フ ロッ ピー ディ スク の 容量 に 合っ た 数 字 を キー 
炊 力 じ ます 半 
2DD (640KB) の 場合 …… 1 
2HD (1 MB) の 場合 …… 2 
10. フォ ー マ ッ ト の 作業 に 入り 、2HD の 場合 は ディ スプ レイ に 、 
目的 の ディ スク は 1MB FD で す 
フォ ー マ ッ ト 中 で す . . . 
と 、 表 示 き ONW2B ニ デイ スン (に め の ジ ポカ ナー 7 クセ ズ て ジ ォ ー マ 
ッ ト が 行わ れ ま す 。 
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11. フォ ー マ ッ ト 作業 は 、 少 し 時 間 が か か り ま す が 、 終 了 す る と 、 
目的 の ディ スク は 1MB FD で す 
フォ ー マ ッ ト 中 で す . . . フォ オー マ ッ ト が 終了 し まし た 
と 、 表 示 が 変わ り 、 つ づい て 、MS-DOS の シス テム の 転送 作業 を 行い ます 。 
シス テム を 転送 し まし た 
と 表示 され て 、 フ ォ ー マ ッ ト と シス テム の すべ て の 作業 が 終了 し ます 。 
12. 作業 が 終了 する と 、 
別 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます か く ぐ く Y/N> ? 
と 、 次 の 別 の ディ スク の フォ ー マ ッ ト を つづ ける か どう か を た ず ね て きま す 。 
ここ で は 、 他 の ディ スク の フォ ー マ ッ ト を 行わ な い の で 、 キ ー ボ ポー ド か ら 、N 罰 
と 、 入 力 し て すべ て の 作業 を 終了 し ます 。 
する と また 、MS-DOS の コマ ンド の 入力 待ち の 状態 で ある A> に 戻り ます 。 
これ で 、B : ドラ イブ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が MS-DOS の シス テム フロ ッ 
ビ に つの GS リ り 9 し だ る 


ディ スク の 内 容 を 見 る 


で き あ が っ た シス テム フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 を 見 て み ま し ょ う 。 
プロ ンプ ト 「A>」 に つづ いて 、 キ ー ボ ー ド か ら 、DIR BB : と 、 入 力 す 
の 0 7 の 愉 イ ( 促 
ドラ イブ B : の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 、 あ り ま せん 
ディ レク トリ は B : \ 
COMMAND COM 23942 85-12-11 15 : 28 
1 個 の ファ イル が あり ます . 
1164288 バイ ト が 使用 可能 で す . 
の よう に 表示 され て 、 シ ステ ム と と も に 「COMMAND.COM」 の ファ イル が 転 
送 さ きれ て いる こと が わか り ま す 。 こ こ に 表示 され て いる 数 字 は 、 そ れ ぞ れ フ ォ 
ー マ ッ ト に 使用 し た シス テム に よっ て 違っ て いま す が 、 こ れ で MS-DOS の シ 
ステ ム フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が で き あ が っ た こと が 確認 で きま す 。 
ここ に 示し た 方 法 は 、41 ペ ー ジ の フロ ッッ ピー ディスク の フォ ー マ ッ ト を 行 
う 手 順 の 詳細 で す が 、Quick BASIC の 実行 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 作成 す 
る ば か り で は な く 、 別 の アプ リケーション ソフ ト の 実行 用 フロ ッ ピ ピー ディスク 
を 作成 する 方 法 で も あり ます の で 、 参 考 に し て くだ さい 
の ク 


MS-DOS の コマ ンド 


MS-DOS に は 、 フ ァイル を 操作 する た め に 必要 な コマ ンド が 用 竜 さ れ て い 
ます 。 こ れ ら の コマ ンド の うち 、 い くつ か の 基本 的 な も の の 使い 方 を 簡単 に 説 
Bb、 ま ER の な 





DIR 


ディ レク トリ の な か に 登録 され て いる ファ イル の 一 覧 を 表示 し ます 。 
DIR A : 避 
と キー ボー ド か ら 入 力 す る と 、 例 えば 、 


CO 人 IND CI 
HUTOEXEC BRT 


CONF 
JTO 





Me 

ファ イル 名 拡張 子 バイ ト 数 日 付 時 間 

上 の よう に AF ドライブ に 登録 きれ て いる ファ イル や 
ディ レク トリ が 表示 され ます 

バイ ト 数 の 項目 が 「<DIR>」 と な っ て いる 行 は 、 フ ァ 
イル 名 で は な く 、 デ ィ レ クト リ で ある こと を 示し て い 
ます 

ドラ イブ 名 に つづ いて ディ レク トリ 名 を 指定 すれ ば 、 
指定 し た ディ レク トリ 内 の ファ イル の 一 覧 を 表示 させ 
る こ と の カ K あ が 
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REN (RENAME) 


ファ イル の 名 まえ を 変更 する コマ ンド で す 。 
「README. DOC」 を 「YONDENE. BUN」 に 変更 し て み ま し ょ う 。 
REN README. DOC YONDENE. BUN 
これ で 、 フ ァイル 名 が 変更 され まし た 。 
DIR コマ ンド で 確か め て み ま し ょ う 。 


DEL (ERASE) 


指定 し た ファ イル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や ハー ド デ ィ スク か ら 削 除 する コマ 

co 

一 度 削除 し て し まう と 、 も と に 戻す こと が で きま せん の で 注意 し まし ょ う 。 
DEL SAMPLE. DOC 剛 

と する と 、 カ レン トディ レク トリ の 「SAMPLE. DOC」 と いう ファ イル が 削除 


され ます 。 


TYPE 


テキ スト 形式 の ファ イル の 内 容 を 表示 し ます 。 

Quick BASIC の 場合 、 プ ログ ラム は 「 標 準 フ ァイル 」 と 「 テ キス ト フ ァイル 」 
の 2 つの 形式 で 保存 する 方 法 が あり ます 。 

この うち 、 テ キス ト フ ァイル は 文字 と し て 登録 され て いる の で 、 こ の コマ ン 
ド で ディ スプ レイ に 表示 させ て 読む こと が で きま す 。 

標準 ファ イル や EXE 指定 を 行っ た プロ グラ ム フ ァ イル な ど 、 文 字 と し て 登 
録 き れ て いな い フ ァイル は 、 表 示 が 乱れ た り し て 読む こと が で きま せん 。 

TYPE  A : README.DOC 辿 

と する と 、A : ドラ イブ の 「README.DOC」 と いう テキ スト 形式 の ファ イル 
の 内 容 を 表示 する こと が で きま す 。 


COPY 


ファ イル を コピ ー す る コマ ンド で す 。 
COPY  A : README.DOC B : 財 
と する と 、A ド ライ ブ の 「README. DOC」 が 、B ド ライ ブ に コピ ー さ れ ま 
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DELL テキ スト ファ イル 
DIR 川 NM 選 世 ⑨⑨RNY 
REN 標準 ファ イル FORMAT 





す 。 フ ァイル 単位 ば か り で は な く 、 ワ イル ドカ ー ド を 使っ て 、 

COPY A : \BUNGAKU\ *. * A : \BUNGAKU\GAIKOKU 
と する と 、AF ラ イブ の 「BUNGAKU」 の ディ レク トリ 内 の ファ イル が すべ て 
「BUNGAKU ぎ \GAIKOKU」 に コピ ー さ れ ま す 。 


FORMAT 


MS-DOS の フォ ー マ ッ ト で 、 フ ロッ ピー ディ スク や ハー ド デ ィ スク を 初期 
し あす 

新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど は 、 ち ょ うど な に も 書か れ て いな い 紙 の よう 
な も の で す 。 こ れ を ペー ジ ご と に 切っ た り 、 け い 線 を ひい た り 、 東 ね て ノー ト 
に する よう な 作業 を し て 、 初 め て デー タ を 記録 し た り 、 読 み 出す こと が で きる 
よう に な り ま す 。 こ の よう な 作業 が フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) で す 。 

新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う と き に は 、 必 ず 初 め に フォ ー マ ッ ト を し な 
けれ ば な り ま せん 。 

デー グイ スク を つき る に は 、 MA ドラ 用 に MSDOS の シス テバ アン ロッ ピ 
ー デ ィ ス ク を 入れ 、B ド ライ プ に 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ て 、 
FORMAT  B: 

な も まま 事 。 

フォ ー マ ッ ト 作業 が 始ま る と 、 フ ロッ ピー ディ スク の タイ プ を 質問 し て きま 
す 。2DD な ら 「1」、2HD な ら 「2」 を キー ボー ド か ら 入 力 し て 答え ます 。 

フォ ー マ ッ ドコ マン シド を 実行 する と き は 、B ド ライ プ に 新しい フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク を 入れ て 、 コ マン ド の 後ろ に 必ず B ド ライ ブ を 指定 する よう に し まし ょ 
う 。 そ うし な いと 、 誤 っ て 他 の ドラ イプ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト 
し て 、 貴 重 な ア ログ ラ が や デー ブタ を 失 ら で し まう 場合 が あり ます 。 

MS-DOS の シス テム ディ スク を つく る と き に は 「 プ S」 ス イッ チ を 指定 し ま 
す 。 

FORMAT B: /S 凡 
と する と 、B ド ライ プ の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し 、 自 動 的 に シス テム を 転送 
し て 、MS-DOS の シス テム ディ スク が 作成 され ます 。 
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MD (MKDIR) 


新しく ディ レク トリ を つく り ま す 。 
ルー トディ レク トリ の 下 に ディ レク トリ を つく っ た り 、 下 の 階層 の ディ レク 
トリ の きら に 下 に ディ レク トリ を つく り ま すず 訓 記 ィ レ クト リ の 下 の 注 請 芝 クト 
リ を 「 サ プ デ ィ レ クト リ 」 と いう 場合 が あり ます 。 
MD  B : \BUNGAKU\NIHON 
と する と 、B ド ライ ブ プ に ある フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 「BUNGAKU」 の ディ レク 
トリ の 下 に 、「NIHON」 と いう ディ レク トリ を つく り ま す 。 


CD (CHDIR) 


カレ ント ディ レク トリ を 他 の ディ レク トリ に 移し ます 。 カ レン トディ レク ト 
リ か ら 他 の ディ レク トリ に 移動 する と いっ た ほう が 感覚 に 合う か も し れ ま せん 。 
カレ ント ディ レク トリ が 、B :\BUNGAKU\NIHON の 場合 、 
CD  B : \BUNGAKU\GAIKOKU[ 恨 
で 、「NIHON」 か ら 「GAIKOKU」 に ディ レク トリ を 移動 し た こと に な り ま 
す 。 ま た 、 デ ィ レ クト リ の 相対 指定 を 使う と 、 
CD  . .\GAIKOKU 切 
の 指定 で 、 一 気 に 「GAIKOKU」 の ディ レク トリ に 飛ん で し まい ます 。 


RD (RMDIR) 


不要 に な っ た ディ レク トリ を 削除 し ます 。 た だ し 、 削 除 し よう と し た ディ レ 
クト リ の な か に ファ イル が あっ た り 、 さ ら に 下層 の ディ レク トリ が あっ た 場合 . 
は 、 削 除 す る こと は で きま せん 。 不要 な ディ レク トリ に 属す る すべ て の ファ イ 
ル や ディ レク トリ を 削除 し た あと に 削除 し ます 。 

RD  B : \BUNGAKU\NIHON\KINSE 
と する と 、「KINSE」 の ディ レク トリ が 削除 され ます 。 

いっ た ん 削除 さき れ た ディ レク トリ は 、 も と に 戻す こと は で きま せん 。 も う 一 

度 MD コマ ンド で つく り 直 し ます 。 


RENDIR 


一 度 作成 し た ディ レク トリ の 名 まえ を 変更 し ます 。 
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MD RENDIR 
RENDIR  B : \SAMPLE  \MIHON 凡 
と する と 、B ド ライ ブ の 「SAMPLE」 と いう ディ レク トリ 名 が 、「MIHON」 と 
いう ディ レク トリ 名 に 変更 され ます 。 


た だ し 、 MS-DOS の バー ジョ ン に よっ て は 、 こ の コマ ンド が な いも の も あり 
時 9 





バッ チ フ ァイル 


決ま っ た 手順 の コマ ンド は ひと まとめ に し て 

パソ コン を 使っ て いる と 、 あ る 一 連 の コマ ンド を 順番 に 入力 し て いく 場合 が 
よく あり ます 

例え ば 、 カ レン トド ライ プ と カレ ント ディ レク トリ を 移動 し て 、 ユ ー テ ィ リ 
ティ プロ グラ ム を 動か し て か ら 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 起動 する な ど は 、 
だ れ で も 日 常 的 に 行っ て いる こと で し ょ う 

この よう に 決ま りき っ た 手順 を 、 毎 回 キー ボー ド か ら 入 力 す る の は た い へ ん 
で すし 、 ま ちがい も 起こ りや すく な り ま す 

MS-DOS に は 、 こ うし た 一 連 の コマ ンド を 、 実 行 順に 登録 し て ファ イル に し 
て お く と 、 こ の ファ イル 名 を キー ボー ド か ら 打 ち 込 むだ け で 、 指 定 さ れ た 順番 
に コマ ンド を 実行 する 機能 が 備え られ て いま す 

この 実行 手順 を 登録 し た ファ イル を 「 バ ッ チ ファ イル 」 と いい 、 フ ァイル 名 
を 指定 し て 実行 する こと を 、「 バ ッ チ 処理 を 行う 」 な ど と いい ます 。 

バッ チ フ ァイル は 、MS-DOS の コマ ンド を 実行 順に 並べ た だ け の テキ スト 
ファ イル で す の で 、 エ ディ タ や ワー プロ ソフ ト で 簡単 に 作成 する こと が で きま 
す が 、 フ ァイル 名 の 拡張 子 に は 必ず 「.BAT」 を つけ な く て は な り ま せん 

ッ チ ファ イル の な か で も 、AUTOEXEC. BAT と いう 特別 な も の が あり ま 

す 。 オ ー ト エク シキ ュー ト . バッ チ (自動 実行 ) ファ イル で す 。 

Quick BASIC の イン スト ー ル で も つく られ ます が 、MS-DOS が 起動 し た と 
き に いち ば ん 最初 に 実行 きれ る ファ イル で す 

パソ コン や ソフ ト を 使用 する 環境 の 設定 な みな ど を 行い 、 つ づい て ソフ ト を オー 
トス ター ト し た りす る よう に 指定 し た ファ イル が つく られ て いま す 。 

この ファ イル も 簡単 に つく る こと が で きま す が 、 自 動 実 行 フ ァイル と する た 
め に は ファ イル 名 を 必ず 「AUTOEXEC. BAT」 と し な けれ ば な り ま せん 。 
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Quick BAS1C 





/ Quick BASIC の 特徴 は 


わか りや すい プロ グラ ム を マウ ス を 使っ て 


PC-9801 シリ ー ズ に は 、 本 体 の 部 品 の 一 部 で ある ROM に 記録 きれ た BASIC 
「N。。-BASIC (86) 」 と 、 フ ロッ ヒー ディ スク に 記録 され た 「N。- 日 本 語 BASIC 
(86) 」 の 2 つの BASIC が 標準 で 付属 し て きま す 
Na-BASIC (86) は 、 デ ィ ス ク 
ドラ イプ に フロ ッッ ピー ディスク を 
入れ ず に 本 体 の スイ ッ ンチ ナ を オン に 
する と 自動 的 に 起動 し ます 
N。。- 日 本 語 BASIC (86) は 、 付 
必 の シメ ナディ ャ ス が を ディ スク 
ドイ に 内 れ で Nm 炊 イ イツ ナ を オ 
ン に し て 起動 し ます 。 
N。。- 日 本 語 BASIC(86) は 、N』。 
-BASIC (86) に くら べべ て 、 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 制御 
日 本 語文 字 列 の 入力 と 操作 
拡張 グラ フィ ッ ク 
な どの 機能 が 拡張 きれ て いま す 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や ハー ド デ 
ィ ス ク な ど が 普及 し て きた 現在 で 
は 、「 標 準 」 の BASIC と いう と 、 一 般 的 に は N。。- 日 本 語 BASIC (86) の こと 
る bs9b 
この 標準 BASIC は 、 プ ログ ラム の ファ イル 操作 な ど を する コマ ンド や 、 プ ロ 
グラ ム を 作成 する エディ タ 、 テ スト ラン を し て プロ グラ ム の まち が い を 修正 す 
る デバ ッ グ の 機能 を 備え た BASIC で す 
すべ て 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 す る コマ ンド で 操作 し ます が 、 BASIC の 仕様 が 
90 
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FROM  N。。- 日 本 語 BASIC(86) 
標準 BASIC コン パイ ル 
Ni。-BASIC(86) ソン ツイ リグ 





に れ ち の 検 有 才 一 休 と 鞍 も で いる た め に 、 捕 作 に 性 入 に くく し て いま す 。 

また 、 BASIC 自体 が 構造 化 さ れ て いな い の で 、 つい 未 整 備 で わか り に くい プ 
ログ ラム が で き あ が っ た り し ます 

これ に くら べ て 、Quick BASIC は 、 エ ディ タ や デバ ッ グ 、 プ ログ ラム の 実行 
と いっ た 機能 が それ ぞ れ 整 然 と 称 理 され 、 マ ウス を 使っ て 操作 し や すく な っ て 
いま す 。 また 、BASIC も 構造 化 さ きれ て 、 わ か りや すい プロ グラ ム が 書き や すく 
な っ て いま す 。 

し か も 、 コ ン パ イル と いう パソ コン が 直接 実行 で きる マシ ン 語 の プロ グラ ム 
に 変換 する 機能 が ある の で 、 実 行 速度 も 、 い まま で の イン タプ リタ より 、 数 倍 
か ら 百 倍 近 くも 早く 実行 する こと が で きる よう に な り ま し た 。 


次 に その 特徴 を いく つか あげ て み ま し ょ う )。 





※ FOM パソ コン に 組み 込ま れ て いる 部 吊 で 、 デ ー タ を 記録 する 半導体 素 
子 。 記憶 装置 の 一 部 で メモ リ と ば れ て いま す 。 ROM(C ロ ロム ) は 、 Read Only 
Mermory の 暗 で 、 デー を 読み 出す こと し お ガ お できない メモ リ の こと で す 。 

ご れ に 対し て 、 デ ー タ を 書き 込ん だ の (記録 ・ 記 憧 )、 読 み 出 し た りす る こと 
が で きる メモ リ を Random AccesS Memory、 略 し て RAM (ラム ) と 
呼ん で いま す 。 

※ コ ン パ イル プロ プラ ム の 実行 前 こ に 、 パソ コン が 直接 実行 で きる マシ ン 語 の 
プロ プラム に 一 括 し て 変換 する こと 。 

プロ グラム の 実行 速度 が 早く な り ま す が 、 変 換 前 の ソー スプ ロブ ラム で な い 
と 、 プロ ブラム の 修正 が で き な い だ め 、 プロ ブラ ム の デバ ッ グ も 難し こく な り ま 
す 。 一 朋 に 変換 に は 手間 が か り 、 十 分 な MS-DOS の 知識 と 経験 が 和 め 要 で す 。 
※ イ ンタ プリ タ プロ プラ ム の 命令 を ひと つ ざ ずつ 解釈 ・ 実 行 し て いく 記法 。 

プロ グラ ム の 実行 速度 は 遅く な り の ま す が 、 ソ ー ス プロ プラム の まま 実行 や 修 
正 び で きる の で 、 試行 錯誤 に よ つ て プロ プラ ム を 作成 し て いこ こと が で きる な 
ど 、 初 貝 者 に 向い て いま す 。 
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@ マウ ス 

Quick BASIC で は 、 入力 装置 に マ ウス を 使う こと が で きま す 。 カー ソル の 移 
動 や コマ ンド の 選択 は 、 すべて マウ ス で 行う こと が で きる の で 、 マ ウス を 使え 
ば 、 コ マン ド な ど を キー ボー ド か ら 1 文字 ずつ 打ち 込む 必要 は な く な り ま す 

また 、 編 集 す る 男 囲 や 画面 の スク ロー ル も 、 マ ウス を 使っ て 指定 す と が 
(でき 結 39: 

も ちろ ん 、 マ ウス が な く て も 操作 で きま す が 、 操 作 性 は か な り 沙 ち ま す の で 、 
マウ ス を 使っ た ほう が よい で し ょ う 
@ ピ ワル ダウ の ジン メー ニコ 証 

コマ ンド の 選択 に は 、 プ ブル ダウ ン メ ニュ ー を 使う こと が で きま す 。 編集 や フ 
ァイル の 操作 を 選択 する と 、 使 うこ と の で きる コマ ンド の 一 覧 表 が 、 画 面 の 6 
か ら 下 り て くる よう に 表示 され て きま す 。 こ の 一 覧 の な か か ら 必 要 な 作業 を 


軸 プ ル ダ ウ ン メ ニュ ー 
の 画面 


り 





0 
ファ イル 名 を 設定 し て くだ さい 


LE 


LF1= ヘ ルプ : 現在 編集 中 の プロ ラム を 人 が 
F/ フ ァイル p デ ィ レ クト リ 





mM ダイア ログ ボッ クス F1=% プ RETURN= 実 行 ESC= 取 消 TRG= 次 項目 た ソー= 過 所 
の 画面 
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マウ ス 


クリ ッ ク 
OB アド バイ ザ ダイ アロ グ ボ ックス 





る コマ ンド を 選ん で 、 マ ウス で クリ ッ ク す れ ば 、 す ぐに 作業 が で きま す 。 

また 、 現 在 選択 され て いる コマ ンド や 、 使 うこ と の で き な い コマ ンド が わか 
の うに な っ ぬ ま す 。 

細か い 指 定 が 必要 な 場合 は 、 ダ イア ログ ボッ クス と 呼ば れる 対話 の た め の 窓 
が 開き 、 詳 細 な 設定 を 求め て きま すし 、 設 定 の 確認 や 取り 消し も 行う こと が で 
監 ま す 。 

@ (QB アド バイ ザ 

キー ボー ド か ら [f・1] ま た は [ SHIFT ] 十 [f・1] キー を 押せ ば 、 い つ で も ヘル プ 
画面 を 見 る こと が で きま す 。QB ア ドバイ ザ は 、 コ マン ド や BASIC の キー ワー 
ド の 説明 、BASIC の 文法 な ど を 面 画 に 表示 する 機能 で す 。QB ア ドバイ ザ を 使 
えば 、 マ ニュ アル を 引く 手間 が 省け ます 。 

@ エディ タ 機 能 

プロ グラ ム を 書く ため に 各種 の 便利 な 機能 が 用 意 き れ て いま す 。 

プロ グラ ム の 一 部 を コピ ー し た り 、 は ほか の 場所 に 移動 し た り で きま すか ら 、 
同じ こと を 何 度 も タイ プ し な く て も すみ ます 。 ま ち が え て 削除 し て し まっ た 場 
合 に も 、 取 り 消 すこ と の で きる アン ドッ 機能 も 備え と て いま す 。 特 定 の 文字 列 を 
探し 出す 検索 や 、 文 字 列 の 置き 換え を する 置換 の 機能 を 使う ) こ と が で きま す 。 
丘 だ グロ グラ の クア カレ スミ ス を チュッ ク あ る だめ の 、 構文 デ エッ ク グ も で 
きま す 。 

@ デ バッグ 機能 

プロ グラ ム の まち が い を 探し 出す 手助け を する の が 、 デ バッ グ 機 能 で す 。 
プロ グラ ム で 使わ れ て いる 変数 の 値 を チェ ッ ク し て いく こと の で きる ウォ ッ 
ナチ や 、 プ ログ ラム の 実行 を ステ ッ プ ご と に 追っ て いく トレ ー ス 、 こ れ を 逆順 で 
行う ヒス トリ の 機能 が あり ます 。 プ ログ ラム が 一 定 の と ころ に くる と 実行 を 止 





※ マ ウス 形 ガ ネズ ミ に 似 て いる の で こう 呼ば れる 入力 装置 。 机 の 上 に 置い て 
で 動 ガ お す と 、 そ の 動き に 従 つ て パソ コン 画面 上 の マウ スカ ー ソ ル が 動き 、 ボ 
タン を 押し て コマ ンド の 選択 を する な どの 作業 を 進め ます 。 

※ フ リッ ク マウ ス の ボタ ン を 1 回 だ け 押 すこ と を クリ リック する と いい ます 。 
2 回 押す こと を ダブ ルフ リッ ク 、 押し た まま マウ ス を 秘 動 する こと を ドラ ッ ブ 
する と いい ます 。 
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め る 、 プ レー ク ポ イン ト も 設定 で きま す 。 

また 、 サ ブ ププ ロ シー ジャ を 実行 し て いる と き に 、 プ ロ シ ー ジ ャ の 階層 を 表示 
し た り 、 指 定 し た 階層 まで の 実行 を する こと も で きま す 。 


プロ グラ ム の 論理 構造 を 一 覧 表示 し た り 、 そ の な か か ら プ ロ シ ー ジ ャ を 呼び 
出し た りす る こと が で きま す 。 
新しい プロ シー ジャ を 定義 する 場合 に は 、 定 義 を 始め る と すぐ に 新規 の プロ 
シー ジャ と し て 管理 を 始め ます 。 


使い や すい 統合 環境 


Quick BASIC で は 、 プ ログ ラム を 作成 ・ 編 集 す る エディ タ の 画面 と 、 ブ ログ 

ラム の 実行 画面 が 明確 に 分 か れ て いま す 。 

エディ タ 画 面 に は 、 プ ル ダ ウ ン メ ニュ ー 用 の メニ ュー バー や 、 現 在 編集 対象 
実行 画面 


PaPam 





Quick BASIC の 特徴 は 


プロ シー ジ セ ヤ 
ダイ レク トモ ー ド 
ES 





に な っ て いる プロ グラ ム の 名 まえ が 表示 され 、 機 能 的 に プロ グラ ム の 作成 が で 
きる よう に な っ て いま す 。 

また 、 マ ウス て 効率 的 に 画面 の 操作 が で きる よう に ゲー ジ の 入っ た スク ロー 
ル ア イ コン や スク ロー ル ボ ックス も 表示 され て いま す 。 

プロ グラ ム が 実行 きれ る と 、 画 面 が 切り 替わっ て 、 実 行 画面 に な り ま す 。 

こち ら は 、 実 際 に プロ グラ ム が 実行 きれ て いる 画面 で 、 エ ディ タ 画 面 か ら 実 
行 画面 に 戻る と 、 そ れ ま で に 実行 し て 表示 され て いた 画面 が その まま 残っ て い 
作 す 。 

表示 切り 替え の 機能 を 使え を ば 、 エ ディ タ 画 面 と 実行 画面 を 自由 に 往復 し て 、 
混乱 な く 見 る こと が で きま す 。 
@ ダイ レク トモ ー ド 

エディ タ 画 面 の 下 に ダイ レク トモ ー ド の ウィ ンド ウ が あり ます 。 

ダイ レク トモ ー ド は 、QOuick BASIC の ステ ー ト メン ト を 試し に 実行 し て み 
る と か 、 プ ログ ラム 作成 中 に 画面 で の 表示 位置 を 確認 する と か の テス ト を 行う 
互 ど が で きま す 。 

この と きら の 結果 は 実行 画面 に 表示 され ます の で 、 プ ログ ラム 中 の エディ タ 画 
面 の 乱れ を 気 に す る 必要 は あり ませ ん 。 

また 、 プ ログ ラム 中 で 使わ れ て いる 変数 に 任意 の 値 を セッ ト し て 、 プ ログ ラ 
ぬ の デバ ッ グ に 役立て る こと が で きま す 。 
@ モジ ュー ル と ファ イル の 管理 

Quick BASIC の プロ グラ ム は 、 複 数 の モジ ュー ル か ら な り た っ て いま す 。 

モジ ュー ル は メイ ン モ ジュ ー ル を 先頭 に 階層 的 に 管理 され 、 メ ニュ ー バ ー か 
ら 簡単 に 一 覧 表示 させ た り 、 新 し い モ ジュ ー ル を 定義 むす る こと が で きま す 。 

また 、 実 行 し た り 編集 対象 に な っ て いる モジ ュー ル は 常に 把握 され て いて 、 
タイ トル バー に モジ ュー ル 名 が 明示 され て いま す 。 

ファ イル は 、 複 数 の モジ ュー ル を ひと つの プロ グラ ム と し て 一 体 と し て 管理 

※ プ ロ シ ー ジ ャ いく つが の 命令 で で き て いる ひと つの サブ ルー チン で 、 通 常 


は CALL ステ ー ト メン ト や 式 の な が で 呼ば れ 、END SUB、 END FUNC 
TION で 終了 し ます 。 
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され 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し た り 、 読 み 出 し た りす る こと が で きま す 。 
現在 編集 中 の プロ グラ ム の 途中 に 、 ほ か の プロ グラ ム を 読み 出し た り も で き 
ます の で 、 プ ログ ラム の 再 利用 も で きま すし 、 大 き な プ ログ ラム を 分 割 し て 作 
成 し て いく こと も で きま す 。 
ファ イル 形式 は 、Quick BASIC の 標準 形式 だ け で な く 、MS-DOS の テキ ス 
ト 形式 で も 保存 、 読 み 出 し が で きま す の で 、 ほ か の エディ タ や ユー ティ リティ 
を 使っ て 効率 よく プロ グラ ム の 開発 や 管理 が で きま す 。 


構造 化 さ れ た BASIC 
行 番号 の いら な いわ か りや すい プロ グラ ム 


@ 行 番号 
Quick BASIC に は 行 番号 が あり ませ ん 。 プ ログ ラム は 書か れ て いる 順番 に 、 
上 か ら 下 へ と 実行 され ます 。 


プロ グラ ム の 分 岐 や ルー プ は 、 構 造 化 さ れ た 構文 を 使っ て 行わ れ ま す 。 ま た 、 
プロ グラ ム の ジャ ンプ は 、 ラ ベル を 使っ て 行わ れ 、 行 番号 の な いわ か りや すい 
ブロ グン スバ を 書く こと の 3 でき) まず 。 

e 構造 化 プ ログ ラム 

プロ グラ ム を つく る と き に は 、 ひ と つの 作業 を する 単位 ど と に つく っ て いく 
の が 、 最 も つく りや すく 〈 く 、 か つ 理 解 し や すい も の で す 。 


用 行 番号 の な い Quick BASIC の プロ グラ ム 例 


DO 

Chuusi = Iie 
Bangou = の 
DO 


Bangou = Bangou + 1 
RecordNumber = Bangou 
DATA .YOIIIKOMI DATA$( ) , RecordNumber 
PR INT "ーーーー ニ ーー"』 BangOui "ーーーーーー 
FOR i = 1 TO KoumokuSuu 
PRINT Koumoku$(1)』 7 リョ 
PRINT DATA$(i) 
NEXT 
PRINT 
Kari$ = INPUT$(1 ) 
IF LCASE$(Kari$) = "e" OR Kari$ = " イ " THEN Chuusi = Hai 
IF SaidaiBangou <= Bangou THEN Chuusi = Hai 
LOOP UNTIL Chuusi = Hai 
LOOP UNTIL LCASE$(Kari$) = "e" OR Kari$ = "イリ " 
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DO-LOOP グローバ ル 変 数 
ブロ グラ の ジャ ジブ | グロ ツタ 介 | 居 区 長 整数 
SELECT て CASE 文 ロー カル 変数 浮動 小数 点 デ ー タ 





Quick BASIC で は 、 こ の 単位 を モジ ュー ル 、 
サブ ププ ログ ラム 、 ユ ー ザ ー 定 義 変 数 な どの ブロ 
ッ ク ご と に 作成 し 、 管 理 す る と いう 方 法 で 構造 
伯 CA ま 95。 

また 、 ひ と つの ブロ ッ ク の な か で 、 プ ロック 
化 IF 文 や SELECTーCASE 文 、DO-LOOP 
文 な どの 構文 を 使っ て 、 ブ ロッ ク 内 の プロ グラ ム 
を 構造 化す る こと が で きま す 。 

いま まで の BASIC が 、GOTO 文 や 1 行 し か 
使え な い IF 文 の た め に わか り に くい プロ グラ 
ム に な っ て いた の に くら べ 、 き れい で 読み や 
英和 ふ プロ グラ ミン グ が で きる よう に な り ま す 。 
@ 変数 

Quick BASIC で は 、 変数 の 基本 は 、 プ ロ シ ー 司 構 造 化 ブ ログ ラム 
ジャ 単位 で 管理 され る ロー カル 変数 で す 。 

プロ グラ ム 全 体 で 共用 する に は 、 グ ロー バル 変数 と し て 特に 宣言 し な けれ ば 
98 ませ ん 5 

これ は 、 プ ロ シ ジ シー ジャ が 違え ば 同じ 変数 名 を 使用 し て も 、 ま っ た く 別 の 変数 
導 MDGUHX り i 扱 の こと が で きる と いう こと Cs だ くさ ん の 痕 グフ ig グラ を つ 
くっ た と き で も 、 変 数 表 な ど を つく っ て 自分 で 変数 の 管理 を する 必要 が な く な 
り ま す 。 

@ 長 整 数 

整数 型 の デー タ の 場合 、 標 準 BASIC で は 土 3 万 程度 まで の 値 し か 扱う こと 
が で きま せん で し た 。 こ れ 以 上 の デー タ を 扱う 場合 は 、 浮 動 小数 点 の デー タ で 
6 - 7 桁 の 有効 精度 を 使っ て いま し た が 、 こ れ で は 誤差 の 修正 を し な く て は な 
ら な い の で 、 ル ー プ カウ ンタ な どの 計算 に 使う に は 不便 で し た 。 

Quick BASIC で は 、 長 整数 を 使っ て 土 20 億 程度 の 計算 が で き 、 こ の 不便 さき を 
解消 し まし た 。 それほど 規模 の 大 きく な い 計 算 で は 、 長 整数 を 使っ て 、 誤 差 の 
な い 計 算 が で きる よう に な っ て いま す 。 
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@ ユー ザー 定義 変数 

Quick BASIC で は 、 変 数 の 型 を 任意 に 定義 で きる ユー ザー 定義 変数 が 用 意 
され て いま す 。 

文字 や 数 値 な どの デー タ 型 を 組み 合わ せ て 、 新 た な デー タ 型 の 変数 と し て ユ 
ー ザ ー が 定義 むれ ば 、 ひ と まとまり の デー タ と し て 取り 扱う こと が で きま す 。 
特に 、 ラ ンダ ム フ ァ イル を 使う 場合 に 、 レ コー ド 単 位 で デー タ を 変数 と し て 取 
り 扱 うこ と が で きる の で 便利 で す 。 


高度 な 活用 の 可能 性 


マウ ス の クリ ッ ク ひ と つ で プロ グラ ム の コン バ パイル 


@ 従来 の 日 ASIC と の 互換 性 

Quick BASIC は 、 従来 の BASIC で 作成 され た プロ グラ ム も 利用 する こと が 
で きま す 。 標準 の BASIC の 場合 は 、MS-DOS の ユー ティ リティ な ど を 使っ 
て 、MS-DOS の テキ スト ファ イル 形式 に 変換 し て お く 必 要 が あり ます 。 

標準 BASIC と Quick BASIC と で は 、 ス テー トメ ント や ラベ ル の 使い 方 が 
違う な どの 互換 性 の な い 部 分 が あり ます 。 ま た 、 行 番号 は Quick BASIC で は 、 
各行 に つけ られ た ラベ ル と みな され ます の で 、 あ っ て も な く て も か まい ませ ん 。 

単純 な プロ グラ ム な ら 、 標 準 BASIC の プロ グラ ム を その まま Quick BASIC 
で 実行 する こと も 可能 で す が 、 ほ と ん どの プロ グラ ム は 、 Quick BASIC の 仕様 
に 合わ せ て 変更 し な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 

いま まで 使っ て いた プロ グラ ム す べ て を つく り 直 すこ と を 考え れ ば 、 こ の 互 
換 性 は あり が た い 機 能 と いえ る で し ょ う 。 
@ コン バイ ル 

Quick BASIC は 、 イ ンタ ブリ タ の 感覚 で 、 試 し に プロ グラ ム を 動か し な が ら 
プロ グラ ム の 作成 が で きま す の で 、 プ ログ ラム 開発 に は た い へ ん に 便利 で す 。 

し か し 、 プ ログ ラム を ひと つ ひ と つの 命令 ご と に 解 息 し て 、 パ ソコ ン に わか 
る マシ ン 語 に 変換 し て 実行 し て いる の で 、 こ の 解釈 と 変換 の た め の プ ログ ラム 

(これ も BASIC が 行っ て いま す ) が な いと 実行 する こと が で きま せん 。 

また 、 プ ログ ラム を 実行 する と き に 解釈 と 変換 の 過程 が 入り ます の で 、 実 行 
速度 も 遅く な っ て し まい ます 。 

これ に くら べ て コン パイ ル さ ざれ た プロ グラ ム は 、. そ の まま パソ コン が 実行 で 
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ユー ザー 定義 変数 OuicK BASIC 
ラン ダム ファ イル イン タプ リタ 
標準 BASIC コン パイ ル 





きる マシ ン 語 の 形式 に な っ て いま す 。 高 速 に な り ま す が 、 実 行 する 前 に コン パ 
イル と いう プロ グラ ム を 一 括 し て 変換 する 作業 が 必要 に な り ま す 。 

一 般 の コン パイ ル 作 業 は か な り 複 雑 で す 。 あ る 程度 パソ コン や MS-DOS の 
知識 が な いと 、 難 し いで し ょ う 。 

コン パイ ル 後 に プロ グラ ム の 誤り を 探し た り 、 誤 り を 修正 する た め に は 、 変 
換 前 の プロ グラ ム (ソー スプ ログ ラム ) を 修正 し て か ら 、 再 度 コ ン パ イル し な 
けれ ば な ら な い の で 、 イ ンタ プリ タ に くら べ て プロ グラ ム の 作成 に 手間 が か か 
際 ま お 。 

Quick BASIC は 、 こ の コン パイ ル の 作業 を マウ ス の クリ ッ ク ひ と つ で 自動 
的 に 行っ て くれ ます の で 、 非 常に 手軽 に コン パイ ル さ れ た 高速 な を プログ ラム を 
作成 する こと が で きま す 。 

さら に 、 プ ログ ラム を 作成 中 に は 、 Quick BASIC の 環境 下 で プロ グラ ム を イ 
ンタ プリ タ で 動か すこ と が で きま す の で 、 プ ログ ラム の 開発 や 修正 も 簡単 に 行 
うこ と が で きま す 。 

イン タプ リタ と 、 コ ン パ イラ の いい と ころ を ひと つ に 合わ せ て 、 統 合 化 され 
た 環境 に し た の が Quick BASIC で す 。 

@ ク イッ クラ イブ ラリ と 他 の 言語 と の 接続 

Quick BASIC は 、 自分 で 作成 し た プロ グラ ム を BASIC の サブ ププ ログ ラム や 
関数 と し て 組み 込む こと が で きま す 。 

自作 の プロ グラ ム で Quick BASIC の 機能 を 強化 する こと も で きま すし 、 プ 
ログ ラム の 仕様 を 共通 化 さ せる こと に よっ て グル ー プ で 大 き な プ ログ ラム を 開 
発する こと も で きま す 。 

クイ ッ ク ラ イブ ラリ は 、 Quick BASIC の 高度 な 利用 に な り ま す が 、 作成 の 手 
続き は メニ ュー か ら 選 ん で 簡単 に 保存 、 読 み 出し を する こと が で きま す 。 

また 、 他 言語 の マイ クロ ソフ ト C や マイ クロ ソフ ト MASM で 作成 され た ル 
ー チ ン を 、Quick BASIC の ライ ブラリ と し て 活用 する こと が で きる よう に も 
な っ て いる の で 、Quick BASIC は 拡張 性 の 高い 言語 で ある と いえ そま す 。 
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/ スタ ー ト の 準備 は OK ? 


初め に 1 回 だ け す る 「 イ ンス トー ル 」 


Quick BASIC を 実際 に 使用 する た め に は 、 初 め に 1 回 だ け 「 イ ンス トー ル 」 
と いう 作業 を し な けれ ば な り ま せん 
バッ クア ッ プ Quick BASIC の フロ ッ ピ ー 
ディ スク を その まま 使う と 、 誤 操作 や 取り 扱 
の で NGNIKAPiv2ERKー ジ スミ ク 4 を 0 し 
まっ た り し ます 。MS-DOS の COPY コマ ン 
ド で 「 バ パッ クア ッ プ 」 と いう フロッピー ディ 
スグ ( の ほこ つう 28220 お る ます 5 で 6 衝 
だ ん は この フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使い 、 マ ス 
ター ディ スク は た いせ つ に 保管 し て お きま す 。 
MS-DOS の 用 意 Quick BASIC に は 、 こ 
の プロ グラ ム を 動か す た め の 基本 ソフ ト で あ 
る MS-DOS の シス テム が 付属 し て いま せん . 
MS-DOS を 持っ て いな い 人 は 、MS-DOS を 
別に 購入 する 必要 が あり ます 。 

隊 が ieRei eK どの がり クー ヨン 
ソフ ト の な か に は MS-DOS の シス テム が 付 
属し て いる も の が あり ます 。 こ の アプ リタ ー 
ショ ン ソ フト を 動か し て いる シス テム だ け を 
使っ て 、Quick BASIC を 動か す の に 利用 す 
の ED: で きり ま 59 
ワー ク デ ィ ス ク づ くり Quick BASIC を 使 
973 の に は イシ ルッ ズ ドニ ッ レ を 介 つ 2 で 0 の ニク 
ィ ス ク を つく る 必要 が あり ます 。 

まず 、MS-DOS の シス テム ディ スク と 新 
し い フ ロッ ピー ディ スク を 、2HD の 場合 は 3 
枚 、2DD の 場合 は 4 枚 用 意 し ます 。 
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スタ ー ト の 準備 は OK ? 


起動 ディ スク 
バッ クア ッ プ アド バイ ザ デ ヂ ディスク 
アプ リケーション ソフ ト ウー クイ 以 多 





MS-DOS の 準備 


MS-DOS の シス テム の 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を AF ドラ イブ に 入れ 
て 、PC-9801 の スイ ッ チ を ON に し 、 す ぐに フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の レバ 
ー を 下ろ し ます 。 す る と MS-DOS が 起動 し て 、 メ ニュ ー 画 面 が 表示 され ます 。 

ここ で は [CTRL )+ す C を 押し て 、 メ ニュ ー 画 面 か ら の コマ ンド の 選択 を 中 止 
し ます 。 デ ィ ス プレ イ の 画面 に は 、 プ ロン プ ト 「A>」 が 表示 きれ て コマ ンド 
入力 待ち の 状態 に な り ま す 。 

アプ リケーション ソフ ト の MS-DOS を 利用 する 場合 は 、 ソ フト を 起動 し て 、 
すぐ に 終了 し ます 。MS-DOS の 場合 と 同じ よう に 、 デ ィ ス プレ イ の 画面 に は 
「A>」 の プロ ンプ ト が 表示 され て 、 コ マン ド 入 力 待ち の 状態 に な り ま す 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 


NZ 2 に 新 じ PV フロ ッ ピ ー デ イス ク を 大 れ て 、 フ ロッ ピー ディ イズ ク ドラ 
の 222 が 3 の で お 生ま すま すそ じ て でき ブロ ンプ ドッ の 位置 が かち 、 
FORMAT B: /S 剛 
較 必 力 し ます 。 
MS-DOS の フォ ー マ ッ ト コマ ンド が 起動 し て 、B ド ライ ブ の フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク を シス テム ディ スク と し て 使え る よう に 、 フ ォ ー マ ッ ト 作 業 が 始ま り ま す 。 
MS-DOS の バー ジョ ン に よっ て 、 注 意 の メッ セー ジ な どの 細か い 部 分 が 違い 
ます が 、 メ ッ セ ー ジ に 従っ て キー を 押し て 作業 を 進め ます 。 
最後 の 「 別 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます か <Y ン N>」 と いう メッ セー ジ 
に は 「N」 と 了 連 キー を 押し て 、 フ ォ ー マ ッ ト の 作業 を 中 止 し ます 
これ で 、B ド ライ ブ に MS-DOS の シス テム の 入っ た 起動 ディ スク 用 の フロ 
Ei ビー ジワ 2 スグ の で きき 計 まだ 。 
次 は 、 了 アド バイ ザ デ ィ ス ク 、 ワ ー ク ディ スク 用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ 
テッ 生 池 す 。 
B ド ライ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 新しい も の に 入れ 替え て 、 プ ロン プ ト 
「A>」 の 位置 か ら 、 
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PART | レッ ツ Quick BASIC 
FORMAT  B: 
状 呈 ま 9 
2HD の フロ ッ ピ ー デ ヂ ディス ク は 2 枚 、2DD の 場合 は 、3 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク を 同じ よう に フォ ー マ ッ ト し て お きま す 。 
2HD の 場合 は 、「QB 起 動 デ ィ ス ク 」「QB ア ドバイ ザ デ ィ ス ク 」「'QB ワ ー ク デ 
ィ ス ク 」 の 3 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に な り ま す 。 
フォ ー マ ッ ト の で きだ た フロッピー ディ スク に は まち が えな いよ うに 、 
Quick BASIC 起動 ディ スク 
Quick BASIC アド バイ ザ デ ィ ス ク 
Quick BASIC ワー ク デ ィ ス ク 
と 書い た シー ル を 貼っ て お きま す 。 


Quick BASIC 
起動 ディ スク 


〇 , 
1 


Quick BASIC 
アド バイ ザ デ ィ ス ク 


ト 


Quick BASIC 
ワー ク デ ィ ス ク 


@ 















大 f (1 フワ ッ と 9- は 
プ ブ ォ ー マ ッ ト 


財 フ ロッ ピー ディ スク の シー ル 貼 り 


多 


スタ ー ト の 準備 は OK ? 


ヨウ ツ /X イ ウデ ヤス ヌス 

SET UP 

セツ に アッツ プ ヨー ティ リ デ イ 
0 
2DD の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 は 、 起 動 デ ィ ス ク と コン パイ ラディ スク が 


別れ る の で 、MS-DOS の シス テム の 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 、 
Quick BASIC 起動 ディ スク 

を 貼り ます 。 

残り 3 枚 の フロ ッッ ピー ディス ク に は 、 

Quick BASIC コン パイ ラディ スク 
Quick BASIC アド バイ ザ デ ィ ス ク 
Quick BASIC ワー ク デ ィ ス ク 

と 書い た シー ル を 貼っ て お きま す 。 


つづ いて AF ド ライプ 、B ド ライ ブ に 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 奉 
えて 作業 を 進め ます 。 

A ド ライ ブ に Quick BASIC の マス ター ディ スク の セッ ト ア ッ プ ディ スク を 入 
4 

ざさ の と き 、 誤 っ て マス ター ディ スク に デー タ な ど を 書き 込ん で 、 壊 し て し ま 
わな いよ うに 、 す べ て の マス ター ディ スク の ラベ ル 横 に 切り 込み が ある 場合 は 、 
プロ テク トシ ー ル を 貼っ て お きま し ょ う 。 

B ド ライ ブ に 先ほど フォ ー マ ッ ト し た 「Quick BASIC 起動 ディ スク 」 を 
人 W ま ( す 。 

7 ンプ トド 「A>」 で 。、 キ ー ボ ポー ド か ら 

SETUP 

克 涼 久 し ま ず 。 

する と 、Quick BASIC の セッ ト ア ッ プ 作業 を 行う) モ セッ ト ア ッ プ ユー ティ リ テ 
ィ プ ログ ラム が 起動 きれ ます 。 

Quick BASIC の セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ か ら の 注意 が 表示 され ます か ら 、 
それ を 読み な が ら 、 何 回 か [ 恨 キー を 押す と 、 い よい よ 質 問 に 答え な が とら 実行 用 
ディ スク を つく る 作業 に 入り ます 。 
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PART | レッ ツ Quick BASIC 


マウ ス の 使用 を 前 提 に 日 常 使 う 9 ディスク を つく る 


最初 に 、 画 面 に セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ の メニ ュー が 表示 され ます 。 
メニ ュー 選択 し て くだ さい ・・・ 2 1 
ここ で は 、 メ ニュ ー の 「1 Quick BASIC の 利用 環境 を 作成 し ます 」 を 選択 
する 意味 で 、 初 めか ら 「 1」 が ? マー ク の あと に 設定 され て いて 、 こ の 上 で み カ 
ー ソ ル が 点 減 し て いま す 。 
実行 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 作成 する の は メニ ュー の 「 1 」 で す の で 、 限 キ 
ー を 押し て 「 1 」 を 選択 し ます 。 
画面 が 変わ っ て 、 セ モッ ト ア ッ プ の た め の 利 用 環境 の 設定 に 入り ます 。 
転送 元 の ドラ イブ 名 を 設定 し て くだ さい ? A 
の 質問 に は 、「A 」 ド ライ ブ の 意味 で 、 初 めか ら 設 定 さ れ て いる 「A」 の 上 で ヵ カ 
ー ソ ル が 点滅 し て いま す 。 
ここ で は マス ター ディ スク が A ド ライ プ 、 つ まり 1 番 の ドラ イプ に 入っ て い 
る の で 、 そ の まま 較 キ ー を 押し て 「A」 ド ライ ブ を 選択 する 意思 表示 を し ます 。 
次 に 、 
どの ドラ イブ に イン スト ー ル し ます か 2? B 
実行 用 の Quick BASIC を 作成 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 入っ て いる ドラ イブ 
を 質問 され ます 。 先 ほど フォ ー マ ッ ト し た ディ スク を B ド ライ プ 、2 番 の ドラ 
イプ に 入れ て いる の で 、 こ の まま 「B」 を 選択 する た め に 了 軌 キ ー を 押し ます 。 
イン スト ー ル 先 は ハー ド デ ィ スク で すか 「[Y プ N] 7? Y 
ここ で は ハー ド デ ィ スク で は な く 、 フ ロッ ロー ディ スク に イン ジス ドー ル ず る 
の で 、「Y」 で は な く 〈、「No」 の 意味 で 「N 」 キ 一 を 押し ます 。 
イン スト ー ル の ドラ イブ の 関係 の 設定 が 終わ っ た の で 、 
上 記 の 設定 で よろ し いで すか [Y プ N] ? Y 
と 、 確 認 の 質問 が あり ます 。「Yes」 の 意味 で 、 初 めか ら 「Y」 の 上 で カー ソル 
が 点 減 し て いる の で 、 ま ちがい が な けれ ば 陸 キ ー を 押し ます 。 
まち が えて いる こと に 気がつい た 場合 は 、「N」 キ ー を 押し て 初め か ら 
や り 直 し ます 。 
つづ いて マウ ス や ファ イル の 設定 を 行い ます 。 
数 値 演算 ライ プラ リ を 選択 し て くだ さい 「[1 : Alt Math/2 : Emula- 
-tor Math| ? 1 


定 を 


器 


し /4 


スタ ー ト の 準備 は OK ? 


数 値 演算 ライ ブラ リ シリ アル マウ ス 
実行 肝 フ ロッ ビー ディ ス フ マウ ス マウ ドラ イ /N 


イン スト ー ル パス マウ ス ドキ ユメ ント ファ イル 





この 質問 に は 、 数 値 計算 専用 の コ プ ロ セッ サ を 使用 し て いる と き は 「2」 を 
選択 し ます が 、 一 般 的 に は 質問 に 設定 さき れ て いる と お り 、「 1 」 を 選択 し て お く 
た め に 、 陸 キー を 押し ます 。 

マウ ス を 使用 し ます か [Y プ N] ? Y 

マウ ス を 持っ て いる 方 は 「Y」 の 意味 で 恨 キ ー を 押し ます 。 持 っ て いな い 方 
は キー ボー ド か ら 「N」 を 入力 し て 了 較 キ ー を 押し 、 マ ウス を 使用 し な いこ と を 
選択 し ます 。 

Quick BASIC は 、 マ ウス を 利用 し な く て も 使う こと が で きま す が 、 マ ウス を 
使っ た ほう が より 快適 に 操作 で きま す 。 で きれ ば マウ ス を 使用 し た ほう が いい 
で 8 の 

ここ で は 、 マ ウス を 使用 する こと を 前 提 に 進め ます 。 

マウ ス の 種類 を 選択 し て くだ さい | 1 : バス マウ スプ /2 : シリ アル マウ 
垢 基 | ? 1 

使用 する マウ ス の 種類 を 選択 し ます 。 

一 般 的 に 、 パ ソコ ン 本 体 の マウ ス 用 コネ クタ に 接続 きれ て いる マウ ス は バス 
マウ ス で 、 こ の 場合 は 「 1 」 の 上 で 連 キ ー を 押し ます 。 

RS-232 と コネ クタ や 、 拡 張 用 スロ ッ ト に 接続 きれ る こと の 多い シリ アル マウ 
ス の 場合 は 、 キ ー ボ ー ド か ら 「2 」 を 入力 し て 陸 キ ー を 押し ます 。 

画面 の 下 半 分 に 解説 が 出 て くる の で 、 そ れ を 参考 に 自分 の 使っ て いる マウ ス 
の 種類 を 「1」 か 「2」 て で 選択 し ます 。 

どちら の マウ ス か わか ら な い 場 合 は 、 マ ウス の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 

マウ ス ド ラ イ バ を 選択 し て くだ さい | 1 : MOUSE. SYS 2 : MOUSE. 
COM] ? 2 
の 質問 は 、 マ ウス を 使う と き に 起動 する プロ グラ ム の 指定 で す 。 

Quick BASIC 以 外 の プロ グラ ム を 使っ た り 、 並 行 し て 他 の プロ グラ ム を 動か 
し た りす る よう を な 高度 な 利用 を し な いか ぎり 、 あ まり 気 に する 必要 は あり ませ 
ん の で 、 こ こ で は 了 団 キ ー を 押し て お きま す 。 

ドキ ュ メ ント ファ イル を 転送 し ます か [YZN| ? Y 


Quick BASIC を 利用 する うえ で の 注意 や 、 マ ニュ アル の 正誤 表 な どの 文書 が 
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PART | レッ ツ Quick BASIC 


Quick BASIC ワ ー ク ディ スク に 転送 され ます 。 こ こ で は 、 連 キー を 押し て 

「Yes」 の 意思 表示 を し ます 。 
サン プル プロ グラ ム を 転送 し ます か [Y/N」 ? Y 

Quick BASIC で 作ら れ た サン プル プロ グラ ム な ど が 、Quick BASIC ワ ー ク 
ディ スク に 転送 され ます 。QB ア ドバイ ザ を 使用 中 に 、 参 照 す る よう に 案内 が あ 
り ま す の で 、 限 キー を 押し て 「Yes」 の 意思 表示 を し ます 。 

上 記 の 設定 で よろ し いで すか [Y/N] ? Y 

と 、 設 定 の 確認 を 行い ます 。 

変更 する と ころ が な けれ ば 、 そ の まま 陸 キ ー を 押し ます 。 誤 っ た 設定 を し た 
場合 は 「N」 を 入力 し て 了 キ ー を 押し 、 初 めか ら 設定 を や り 直 し ます 。 

画面 が 変わ っ て 、 こ れ ま で 設定 し て きた 条件 で 、 フ ロッ ピー ディ スク に プロ 
グラ ム を 登録 する 作業 に か か り ま す 。 

『 マ スタ ー デ ィ ス ク 』 

ドラ イブ 『A」 に 『 プ ログ ラム ディ スク 」 を セッ ト し て 下さ い 。 
『 ユ ー ザ ー デ ィ ス ク 』 

ドラ イブ 「『B』」 に 「『QB 起 動 デ ィ ス ク 』」 を セッ ト し て 下さ い 。 
【 何 か キー を 押し て 下さ い 】 

と 、 フ ロッ ピー ディ スク を 差し 替 を る よう に 、 セ ッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ か 
ら 指 示 が 出 ま す 。 

マス ター ディ スク の プロ グラ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ A、 つ まり 「1」 番 の フ 
ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 挿入 し ます 。 ド ライ ブ B 、「 2 」 番 の フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ に は 、 先 ほど フォ ー マ ッ ト し た 実行 用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
の うち 、「Quick BASIC 起動 ディ スク 」 を 挿入 し ます 。 

ディ スク が きち ん と 挿入 され て いる こと を 確認 し た ら 、[ ス ペー ス ] な どの 適当 
な キー を 押し ます 。 

セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ は 、 必 要 な プロ グラ ム を 、 自 動 的 に マス ター デ 
ィ ス ク か ら 実 行 用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 複写 し て いき ます 。 

次 つぎ と セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ か ら 、 フ ロッ ピー ディ スク を 差し 替え 
る よう に 指示 が 出る の で 、 そ れ に 従っ て マス ター ディ スク と 実行 用 ディ スク を 
何 度 か まち が えな いよ うに 入れ 替え て いき ます 。 

Quick BASIC を 実行 する た め に 必要 な プロ グラ ム を 、 す べ て 写し 終え る と 、 

読み 込み が 終了 し まし た 。 
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スタ ー ト の 準備 は OK ? 


Ko の 2 ベター プイ スズ タユ ニー ザー デイ スジ 
プロ グラ ム デ ィ ス ク OB 起動 ディ ス フ 
利用 環境 の 作成 CONFIG. SYS 





次 に 利用 環境 の 作成 を 行ない ます 。 
【 何 か の キー を 押し て 下さ い 】 
と 指示 が 出 て 、 キ ー を 押す と 、 つ づい て 、 
『 ユ ー ザ ー デ ィ ス ク 』 
ドラ イブ プ 「『「B』 に 『QB 起 動 デ ィ ス ク 』」 を セッ ト し て 下さ い 。 
【 何 か キー を 押し て 下さ い 】 
と 指示 が 出る の で 、 初め に 作成 し た 「Quick BASIC 起動 ディ スク 」 に B ド ラ 
イブ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ 共 え て 、 キ ー を 押し ます 。 す る と 、 最 後に MS- 
DOS の 環境 設定 用 の ファ イル 「CONFEIG. SYS」 な ど を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 作 
成 し て 、 実行 用 の ディ スク の 作成 が 終了 し ます 。 
セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ の 初め の 画面 に 戻る の で 、「 2 」 を 選択 し て 、 
Quick BASIC の 概要 、 操 作 方 法 の 説明 を ひと 通り お さら いし て お きま し ょ う 。 
セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ の 終了 は 、 初 め の 画面 で 「 3 」 を 選択 し ます 。 
以後 は 、 マ スタ ー デ ィ ス ク を た いせ つ に 保管 し て 、 普 段 は ここ で 作成 し た 実 
行 用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使い ます 。 
最後 に 、Quick BASIC の 注意 事項 で 、 マ ニュ アル な ど に 記載 で き な か っ た 項 
目 が 記録 され て いる ファ イル を 読ん で お きま し ょ う 。A ド ライ ブ に 実行 用 の ワ 
選 久 スグ を 桶 入 し で DAj い の ブ プロ ンプ ト で 、 
TYPE A : \DOC\README. DOC 
と 入力 し て 陸 キ ー を 押し 、Quick BASIC か ら の お 知ら せ を 読ん で お きま し ょ 
際 a 





7 


日 本 語 FEP の 組み 込 


日 本 語 を 入力 する た め に 


Quick BASIC で は 日 本 語 を 使う こと が で きま す 。 日 本 語 入力 を 行う と き に 
は 、 「 日 本 語 FEP と いう ブロ グラ ム が 必要 で す 

Quick BASIC で は 、 マ イク ロ ソ フト 柏 の 林 汐 な 日 本 語 入力 の 方法 で ある 
「MS-KANJI API」 仕 様 に 準拠 し た 日 本 語 FEP と 、 ジ ャ スト シス テム 人 社 の 代 
表 的 な 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ 「 一 大 郎 Ver.3」 に 組み 込ま れ て いる 日 本 請 FEP 
を 使用 する こと が で きま す 

日 本 語 FEP は 、 単 体 ま た は ソフ ト に 組み 込ま れ て 発売 きれ て いま す が 、 
Quick BASIC で は 、 


ATOKG ジャ スト シス テム 
E1 イー スト 
Egbridge エル コ ゴ ソ フ ト 


VJE-/ Ver.2 バッ クス 
の 日 本 語 FEP を 組み 込ん で 利用 する こと が で きま す 。 
- こ で は 、「ATOK6」 を Quick BASIC に 組み 込ん で 利用 する こと に し まし 
ト ょ う 


日 本 語 FEP に 必要 な ファ イル の コピ ー 


ATOK6 を 利用 する た め に 、「 一 太郎 」 の シス テム ディ スク を 準備 し ます 。 ま 
た 、「 一 大 郎 」 の 辞書 を シス テム ディ スク と 別 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 登録 し て 
いる 場合 は 、 こ の 4 ィ ス ク も 准 備 し ます 

ATOK6 の 利用 に 必要 な フロ グラ ム フ ァ イル は 、 

ATOKGA. SYS 
ATOK6B. SYS 
ATOK. DIC 

の 3 つの ファ イル で す 

Quick BASIC の セッ ト ア ッ プ に 引き つづ いて 、 日 本 語 FEP を 組み 込む 作業 
しま ES う 
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ーー 


日 本 語 FEP の 組み 込み 


ATOKGA. SYS 
ATOKO6B. SYS 
MS-KANJI API ATOK. DIC 





A ド ライ ブ に ATOK6 の 入っ た 「 一 太郎 」 の シス テム ディ スク を 入れ ます 。 
B ド ライ ブ に 、 い ま 作 成 し た 「Quick BASIC 起動 ディ スク 」 を 入れ ます 。 
準備 が で きた ら 、MS-DOS の コマ ンド 待ち の 状態 で ある 「A>」 の プロ ンプ 
に つ 57WS0G 
COPY  A : ATOKGA.SYS B: 
と キー 柚 補 ド か 入力 し ます 。 AF ライ ブ の 「 一 太郎 」 の シス テム ディ スク か 
ら 、B ド ライ ブ の Quick BASIC の 起動 ディ スク に 「ATOK6A. SYS」 の ファ 
2 が が 0tー され ま 9:。 つ プ いで 、 
COPY  A : ATOKGB. SYS B: 
と 、 入 力 し ます 。 同じ よ うに 起動 ディ スク に 「ATOK6B. SYS」 の ファ イル 
が コピ ー さ れ ま す 。 
次 に 、ATOK6 の 辞書 で ある 「ATOK. DIC」 の ファ イル を コピ ー し ます 。 
A ド ライ ブ に 、ATOK6 の 辞書 の 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ ます 。 
B ド ライ プ に 、「Quick BASIC ワー ク デ ィ ス ク 」 を 入れ ます 。 
準備 が で きた ら 、MS-DOS の コマ ンド 待ち の 状態 で ある 「A>」 の プロ ンプ 
RSS2RVS で 、 
COPY  A : ATOK. DIC B: 
を 放し ます 。 
星 グ イプ か ら B ド ライ ブ へ 、 『MATOK. DIC」 の ファ イル が コピ ー き され ます 。 
これ で 、 日 本 語 FEP を 使う た め に 必要 な プロ グラ ム フ ァ イル が 、Quick 
BASIC の 起動 ディ スク と ワー ク デ ヂ ディスク に コピ ー さ れ ま し た 。 





※ 日 本 語 FEP (日 本 語 フ ロン ト エ ンド プロ セッ サ ) パソ コン ソフ ト に 対 レ 
て 、 日 本 語 の 入力 を 受け 持つ 専用 の ソフ ト 。 

パソ ノコ ン ソ フト は 、 BASIC 言語 や デー タベース な どの 本 来 の し ご と 責 用 に 
つく ぐら れ て いま す 。 

日 本 語 の 入力 は 英語 な ど と 違 つ て 、 漢 字 を 使う た の め キ ー ボ ー ド 上 に すべ て の 
文字 を 配置 する こと が で きま せん 。 そ こ で 、 カ ナ や ロー マ 字 ガ ら 漢字 に 変換 す 
る 「 ガ な 漢字 変換 」 の 機能 を も つて いな いと 、 日 本 語 を 使用 する こと が で きま 
せん 。 

日 本 語 FEP は 、 パソ コン ソフ ト よ り の 前 に キー ボー ドガ ら の 入力 を 受け 付け 
て 、 ガ な 漢字 変換 を 行い 、 そ の 結果 を 日 本 語 の デー ツタ と し て 、 パソ コン ソフ ト 
に 引き 渡す し ご と を し て いま す 。 
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PART | レッ ツ Quick BASIC 


CONFIG. SYS ファ イル の 書き 換え 


プロ グラ ム フ ァ イル を ディ スク に 登録 する だ け で は 、 日 本 語 FEP は 動き ま 
せん 。 日 本 語 FEP を 動か す た め に は 、 パ ソコ ン の 動作 を 管理 し て いる MS- 
DOS に 「 日 本 語 FEP 用 の プロ グラ ム を 使い ます 」 と いう 設定 を 与え な けれ ば な 
り ませ ん 。 そ の 設定 が 書き 込ま れ て いる の が 「CONFIG. SYS」 と いう ファ イル 
O' ま ゃ 

この ファ イル を 書き 換え る に は 、 エ ディ タ や ワー プロ の ソフ ト か 必要 に な り 
ます 。 こ こ で は 、「 一 太郎 」 を 使っ て 書き 換え て み ま し ょ う 。 

まず 、A ド ライ プ 、B ド ライ ブ プ に 入っ て いる フロッピー ディ 浴 少 を 、 「 一 太郎 
の シス テム フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 差し 替え て 、「 一 太郎 」 を 起動 し ます 。 

B ド ライ ブ を 「Quick BAS"C 起動 ディ スク 」 に 差し 替え ます 。 

「 一 太郎 」 の 「T ( フ ) ファ イル ・L ( ヨ ) 読込 み 」 の コマ ンド を 使っ て 、 
B : \CONFIG. SYS 

の ファ イル 名 を 指定 し て 、 画 面 上 に 「CONFIG. SYS」 の ファ イル を 呼び 出し ま 

す 。 
画面 に は 「CONFIG. SYS」 フ ァイル の 内 容 が 、 次 の よう に 表示 され て いま 
す で 
ー 部 、 違 う よ う に 表示 され て いる 場合 も ある か も し れ ま せん が 、 そ れ は そ 
の まま に し て お きま す 。 
FILES 三 2 
BUFFERS 三 28 

この 2 行 の あと に キー ボー ド か ら 、 次 の 2 行 を 書き 加え ます 。 
device 三 atok6a. sys /d ニ b : \atok.dic /s 三 1 /e=1 /t=1 
/b=B 
device 三 atokGb. sys 

ここ で は 追加 し た こと が わか る よう に 小文字 で 書き まし た が 、 大 文字 で も か 
まい ませ ん 。 画 面 は 、 上 の 2 行 が 追加 きれ て 、 次 の よう に な っ て いる は ず で す 。 

FILES 三 28 


BUFFERS 三 2 
device 王 atok6a. sys /d ニ b : \atok.dic /s ニ 1 /e=1 /t 三 1 


/b=B 


日 本 語 FEP の 組み 込み 


T ( フ ) ファ イル ・ ( 小 ) 保存 
CONFIG. SYS 
T ( フ ) ファ イル ・ し ( ヨ ) 読み 込み 日 本 語 FEP 





device 三 atok Gb. sys 

この ファ イル を 「 一 太郎 」 の 「T ( フ ) ファ イル ・S ( ホ ) 保存 」 の コマ ン 

ド を 使っ て 、B ド ライ プ ブ に 書き 戻し ます 。 
ァイル 名 が 「B : ま CONFIG.SYS」 に な っ て いる か どう か 確認 し て くだ き 
(っ 。 人 0 凍 2 

これ で 、 日 本 語 FEP の 組み 込み が 終わ り ま し た 。 

次 か ら は 、A ド F ド ライブ に 、2HD の 場合 「Quick BASIC 起動 ディ スク 」 を 、 
B ド ライ ブ ( 菩 「Quick BASIC。 ワー ク デ ィ ス ク 」 OR 本 体 の 電源 スイ 
ッ チ を ON に する か 、 電源 スイ ッ チ が 入っ て いる 場合 罰 を ウト オル を 
| 生 MA CORIEDNNINWeHO0 人 0 
ま サ 。 


起動 ディ スク ノワ ー ク ディ スク の 内 容 


ここ まで の 作業 で 作成 され た 「Quick BASIC 起動 ディ スク 」、「Quick 
BASIC ワー ク デ ィ ス ク 」 の 内 容 を 示し ます 。 

セッ ト ア ッ プ の と き の 指 定 に よっ て 一 部 違っ て くる 場合 も あり ます が 、 参 考 
に し て くだ さい (2HD フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 )。 
財 「Ouick BASIC 起動 ディ スク 」 フ ァイル リス ト 


ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は あり ませ ん ・ 
ディ レク トリ は Ai 


CONMAND COM 17199 83-99-19 
AUTOEXEC BAT 73 99-9@1-91 
CONFIG SYS 126 99-9@1-91 
ATOK6A SYS 54353 88-98-11 
ATOK6B SYS 21228 88-98-11 
BIN <DIR> 99- の 1 - の 1 
LIB <DIR> 99-91-91 

7 個 の ファ イル が あり ます . 
98394 パイ ト が 使用 可能 で す . 





PART | レッ ツ Quick BASIC 


少 起 動 デ ィ ス ク 内 の 「 デ ィ レ クト リ BIN」 フ ァイル リス ト 


プ A: の ディ スク に は ボリ ュー ムラ ベル が あり ませ ん 


ドラ イ 
ディ レク トリ は Ai\BIN 
<DIR> 99-01-91 17:17 
ki <DIR> 99- の 1- の 1 17:17 
QB EE 胡 311758 89-11-15 4:5 の 
QB TNI 77 99- の @1- の 1 17:17 
BRUN45A EXE 92329 89-11-15 4:5 の 
LINK EXE 69133 88-99- の 7 16:27 
LIB EXE . 35643 88-97-26 19:S52 
BC EXE 111479 89-11-15 4:59 
MOUSE COM 8431 89-19-18 2: の 9 


9 個 の ファ イル が あり ます 
98394 バイ ト が 使用 可能 で す 


滑 起 動 デ ィ ス ク 内 の 「 デ ィ レ クト リ LIB」 フ ァイル リス ト 


ドラ イブ A: の ディ スク に は ボリ ュー ムラ ベル が あり ませ ん 
ディ レク トリ は Ai:\LIB 
<DIR> 99-91-91 17:17 
8 <DIR> 99-91-91 17:17 
BQLB45  LIB 25391 89-11-15 4:59 
QB LIB 2975 89-11-15 4:59 
QB QLB 5814 89-11-15 4:59 
BCOM45A  LIB 239343 89-11-15 4:59 
BRUN45A LIB 25769 89-11-15 4:59 
GEN LIB 13871 89-11-15 4:59 
GEN QLB 13843 89-11-15 4:59 
GRAPH LIB 6181 89-11-15 4:59 
GRAPH QLB 9295 89-11-15 4:59 
MOUSE LIB 5675 89-11-15 4:59 
MOUSE QLB 8983 89-11-15 4:59 


13 個 の ファ イル が あり ます 
98394 バイ ト が 使用 可能 で す 


「AUTOEXEC.BAT」 フ ァイル の 内 容 ( 例 ) 


PATH=A :\BIN 

SET LIB=A :\LTB 

SET INCLUDE=B :\TNCLUDE 
SET TMP=B:\ 

MOUSE 


財 「CONFIG.SYS」 フ ァイル の 内 容 ( 例 ) 


SHELL=A :\COMIMAND.COMI A:\ /P 

FILES=2 の 

BUFFERS=1 の 

device=atok6a.sys /d=b:\atok.dic /s=1 /e=1 /t=1 /b= の 
device=atok6b.sys 
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日 本 語 FEP の 組み 込み 


Ouick BASIC 起動 ディ ス フ リス ト 


Ouick BASIC ワー フク デ ィ ス フク リス ト 
ーー 


選 「Ouick BASIC ワー ク デ ィ ス ク 」 フ ァイル リス ト 


の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は あり ませ ん . 


ドラ イブ Bi 
ディ レク トリ は B:\ 

INCLUDE <DIR> 
SOURCE <DIR> 
ADVR <DIR> 
DOC <DIR> 
ATOK DIC 445952 
BAS <DIR> 


0O9 デ 1 ウー ク 29 
89-12-29 
89-1 2-29 
G9 ニ 12 こ 29 
88- の 8-1 1 
99- の 1 - の 1 


』 
1 


6 個 の ファ イル が あり ます . 
161792 バイ ト が 使用 可能 で す ・. 


GOAISATU BAS 
TAIJUU BAS 
SUUJIATE BAS 
SHUKEI BAS 
IENU BAS 
YESNO BAS 
JIKAN BAS 
RINGO BAS 
HOS ITZORA BAS 
BOGRAPH BAS 
ENGRAPH BAS 
DENwA BAS 
DENwA DAT 
IEISISTR BAS 
IMEISISTR DAT 


17 個 の ファ イル が あり ます 
812932 バイ ト が 使用 可能 で す 


<DIR> 

<DIR> 
559 
1329 
1817 
1974 
1761 
2393 
1318 
1667 
493 
1146 
1416 
7795 
293 
9796 
1899 


99- の 1 - の 1 
9 の - の 1 - の 1 
99- の 1 9 の 1 
99- の 1 - の 2 
99- の 1 の 3 
9 の - の 1 - の 4 
9 の - の 1 - の 5 
99- の 1 - の 6 
99- の 1- の 7 
99- の 1 - の 8 
99- の 1 -98 
99- の 1 - の 9 
99- の 1 -9 の 9 
99- の 1-10 の 
99- の 1-1 の 9 
99- の 1 -1 2 
99- の 1 -1 2 


ク デ ィ ス ク 
ドラ イプ B: の ディ スク に は ボリ ュー ム 
ディ レク トリ は B:\BAS 


8:49 
8:49 
8:53 
8:55 
2: の の 
『 作 人 t 1 


内 の 「 デ ィ レ クト リ BAS」 フ ァイル リス ト ( 例 ) 


ラベ ル が あり ませ ん 


: の 5 
: の 5 
:32 
| 2 
44 
: の 2 
:43 
の 
5 
: 29 
:58 
4257 
0 
485 
:49 
:36 
LM 





/ 初め と 終わ り 


始め た けど 終わ れ な いで は だ めだか ら 


さあ 、 前 に つく っ た シス テム ディ スク を 使っ て 、 Quick BASIC を 起動 し て み 


まし ょ う 。 

まず は 、 い っ た ん 始め て みた も の の 終わ り を どう し て いい か わか ら な く な っ 
た 場合 の こと を 考え て 、 こ こ で は Quick BASIC の 終わ り 方 も いっ し ょ に 説明 
し て お きま す 。 





@ フ ロッ ピー ディ スク の 挿入 
本 体 や 周辺 機器 の 接続 が 正しく 行わ れ て いる か どう か を 確認 し て くだ さい 。 
ここ か ら は 、 次 の 構成 を 前 提 と し て 説明 し ます 。 
2HD の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が 2 台 
カラ ー デ ィ ス プレ イ 
マウ ス 
プリ ンタ 
ハー ド デ ィ スク や RAM ディ スク が 接続 し て ある 場合 は 、、 ド ライ ブ 名 が 本 書 
で の 説明 と 違う 場合 が あり ます の で 、 各 自 の 構成 に 合わ せ て 適切 な ドラ イブ 名 
に 読み 堆 え て くだ さい 。 
それ で は いよ いよ スタート で すま 。 
A ド ライ ブ に は 「Quick BASIC 起動 ディ スク 」、B ド ライ ブ に 「Quick 
BASIC ワー ク デ ィ ス ク 」 を 、 そ れ ぞ れ 方 向 を まち が えな いよ うに 入れ ます 。 
本 体 の スイ ッ チ を オン に し ます 。 つ づけ て 、 素 早く (フロッピー ディス ク に つ 
いて いる レバ ベー を カチ ッ と 止ま る まで 、 時 計 方 向 に 回 し ます 。 
e MS-D 〇 8 の 起動 
まず 、MS-DOS が 起動 し ます 。 
各自 の 設定 に よっ て は 、 日 付 や 時 間 の 確認 な ど を し て くる 場合 が あり ます 。 
その と き は 、 了 キー を 押す な ど し て 、 コ マン ド 待 ちの 状態 に し て くだ さい 。 
MS-DOS の コマ ンド 入力 待ち は 、A > の プロ ンプ ト が 表示 され て いる 状態 
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ディ スプ レイ A> 
2 ま ミ ブ 回 涼 め に 
HD フロ ッ ピ ー デ ィ ス ドラ イプ プリ ンタ 初期 画面 


iC9a 

ディ スプ レイ の 画面 に この プロ ンプ ト が 表 
示さ れ ま し た か ? これ で 、MS-DOS が 起 
間 用 し まじ 5 3 0 
@ (Juick BASIO の 起動 圏 コマ ンド 待ち 





A> の プロ ンプ トト に つづ いて 、 キ ー ボ ー ド か ら 、 
QB 以 
と 大 力 し まゆ 


する と 、 カ チャ カチ ャ と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に アク セス する 音 が 聞こ え ぇ て 、 
ディ スプ レイ に 、 次 の よう な Quick BASIC の 初期 画面 が 表示 され ます 。 


F2 ァ Ez. 温 集 リン 未 示 S/ 杯 率 R/ 実 行 D デ TP の 、 C ン 関数 
Unt itled 
B 


OU CDS SYMAKSKOYYOo > 


ITicrosoft (R) GuickBRSIC 4.59J Copuright (C) 





Quick BASIC の 初期 画面 
どう し て も 、 表 示さ れ な いり 場合 
ば 5 ジア ロッ ツ ピ ー デ ネス ズ スク の 挿入 し 
て ある ドラ イブ に まち が い が な い 
か どう か 確か め て くだ さい 。 それ 
で も 起動 で き な い 場合 は 、41 ペ ー 

ジ か ら 正 確 に や り 直 し て くだ さい 。 
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@ コマ ンド の 選択 

終了 の コマ ンド を 選択 し て 、Quick BASIC を 終了 し ます 。 

画面 の いち ば ん 上 の メニ ュー バー の な か か ら 「 メ ニュ ー 選 択 」 し て 、 ブ プル ダ 
ウン メニ ュー を 開き 、 コ マン ド を 選択 し ます 。 

その な か か ら 有 目的 の コマ ンド を 「 コ マン ド 選 択 」 す る と いう 手順 で す 。 

ここ で は 、 と りあ え ず 「 終 了 」 の コマ ンド を 選択 し て 、 実 行 し て み ま し ょ う 。 
(1) マ ウス を 使用 し て いる 場合 

マウ ス の 場合 は 、 メ ニュ ー バ ー の F グフ ァイル に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 
左 ク リッ ク し ます 。 

プル ダウ ン メ ニュ ー が 開か れる の で 、 こ の な か の X ノ 終了 に マウ スカ ー ソ ル 
を 合わ せ て 、 左 クリ ッ ク し ます 。 

これ で 、 終 了 の コマ ンド が 選択 され ます 。 

| 0 アッ ョ ッ | ヘル プー 


由 


サブ ファ イル 作成 .. 
用 2 補 葵 : 
ブフ ァ イ リ SA 





虹 プル ダウ ン メ ニュ ー の 画面 
(2) キ ー 入 力 の 場合 
まず 、 メ ニュ ー バ ー の 選択 モー ド に 入り ます 。[GRPH] キ ー を 押す と 、 メ ニ 
ュー バー の な か で 現在 選択 きれ て いる メニ ュー が アク ティ ブ と な っ て 、 書 地 に 
黄色 文字 で 反転 表示 され ます 。 
この アク ティ アプ メニ ュー を カー ツル キー で 移動 し て 、F ププ ァイル を アクア 
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メニ ュー 選択 上 ン ファ イル 
コマ ンド 選択 メン 絶 了 
フル ダウ ン ヌ ニュ ー。 。 エンベロープ 





ィ プ に し て 、 了 キー を 押し て 選択 する か 、 ま た は キー ボー ド の 「F」 キ ー を 押 
し て 、 プ ル ダ ウ ン メ ニュ ー を 開き ます 。 

メニ ュー の な か か ら 同 じ よ うに 、 カ ー ソ ル で 、X グ 終了 の コマ ンド を 選択 し 
て 連 キー を 押す か 、 ま た は キー ボー ド の 「X」 キ ー を 押し ます 。 

少し 待つ と 、Quick BASIC が 終了 し て 、MS-DOS の コマ ンド 待ち の 状態 に 
戻り ます 。 

この よう に Quick BASIC で は 、 メニュー 選択 か ら の コマ ンド 選択 で 、 い ろ 
いろ な 操作 が で きま す 。 

キー ボー ド か ら も 、 ま た マウ ス を 使っ て も 操作 する こと が で きま す 。 
@ 終了 

Quick BASIC が 終了 する と 、MS-DOS の コマ ンド 待ち の 状態 に 戻っ て 、 
A> の プロ ンプ ト が 、 デ ィ ス プレ イ の 画面 に 表示 され て いま す 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の レバ ー を 時 計 方 向 と 反対 に 回 し て 、 ド ライ ブ か ら A、 
B の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 抜き ます 。 

ドラ イプ か ら 出 し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 傷 や 汚れ が つか な いよ うに 、 す 
で ぐに エン ベロ ー プ (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 収 納 用 の 紙袋 ) に 入れ て 、 し まっ て お 
きま す 。 

ディ スク ドラ イブ が 空 に な っ た ら 、 本 体 の スイ ッ チ を オフ に し ます 。 

これ で 、Quick BASIC の 初め か ら 、 終 わり まで を ひと 通り 試し て み ま し た 。 
この よう に Quick BASIC で は 、 簡 単に コマ ンド の 選択 、 入 力 な ど が 行え る 
よう に な っ て いる の が わか っ た と 思い ます 。 


\ キ ー ボ ー ド や マウ ス を 使 つて の 操作 方 法 の 詳細 は 、PART 2 75 ペ ー ジ ガ ら 
の 「Oulck BASIC と の 対話 」 を 参照 し て こ だ さい 。 







ナナ ナー カー カー 

邦 

こ た だ たこ に に た ナー 

や ナー ナー チア 
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How To プロ グラ ミン グ 
エディ タ 画 面 を 使っ て 日 本 語 も 入力 で きる 


Quick BASIC を 起動 する と 、 エ ディ タモ ー ド の 画面 か ら ス ター ト し ます 。 
Quick BASIC の プロ グラ ミン グ は 、 こ の エディ タ を 使っ て 行い ます 。 

実際 に 簡単 な プロ グラ ム を つく っ て み ま し ょ う 。 デ ヂ ディ スプ レイ 画面 の いち ば 
ん 上 に は メニ ュー バー、 そ の 下 の タ イト ル バ ー に は 「Untitled」 と 表示 され て い 





て 、 ま だ プロ グラ ム の 名 まえ が つけ られ て いな いこ と を 示し て いま す 。 

カー ソル は エディ タ 画 面 の 左上 で 点 減 し て いま す 。 こ の 位置 か ら プ ログ ラム 
を 入力 し て いき ます 

キャ キーボード か ら 、 

PRINT" 
と EN で だ さ V35 
次 に 、 日 本 語 の 文字 を 入力 する た め に 、 日 本 語 入 力 モ ー ド に 入り ます 。 
[CTRL ]+[ XFER ( 2 つの キー を 同時 に 押す ) と する と 、 画面 の いち ば ん 下 
の 行 が 日 本 語 和 人 カラ イン に 変わ っ て 、 組 み 込ま れ た 日 本 語 FEP が 起動 し ます 。 

Quick BASIC の イン スト ー ル で 組み 込ん だ ATOK6 の 場合 は 、「 一 」 記号 の 
カー ソル が 現れ ます 

FEP の 機能 を 利用 し て 、 

こん に ち わ 凡 

と 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し て 、 日 本 語 を 確定 し ます 。 

次 に 、 確 定 し た 日 本 語 の 文字 列 を プロ グラ ム の な か に 入れ ます 。 

ここ で 了 較 キ ー を 押す と 、 エ ディ タ 画 面 の カー ソル の 位置 に いま 入力 し た 文字 
が 表示 され で 、 プ ログ ラム の 一 部 に な っ た こと が わが り ま す 。 

日 本 語 入 力 が 終わ り ま し た の で 、 日 本 語 FEP の 機能 を 終了 し ます 。 再度 、[C 
TRL ] +[ XFER 」 と する と 、 日 本 語 入 力 モ ー ド か ら 通 常 の 入力 モー ド に 戻っ て 、 
画面 の いち ば ん 下 の み 日 本 語 入 力 ラ イン が 消え 、 組 み 込 まれ た 日 本 語 FEP が 終 
7 だ SS と の 5 あの がかり まず 
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How To ブ プログラミング 


通常 入力 モー ド 
エディ イタ 画面 INPUT 
日 本 語 入力 モー ド PRINT 





エディ タ 画 面 の カー ソル 位置 に 戻っ て 、 ん キー を 押し て 、 プ ログ ラム の 1 行 
目 の 入力 を 終わ っ て 、 改行 し ます 。 
つつ OCG き 央 の MOE の ロク シル が を 23) 和 有 決 如 ま : じ まう 5 
INPUT AA 
INPUT B 剛 
PTINT A+B 凡 
お や 、 3 客 綱 の 「PTINT」 が お か し いで すね 。 で も ここ で は 、 こ の まま に し 
で お きま 3825 守れ で 、 FE 常に 簡単 な ブロ グラ ム が ひと う で きま し だ た 。 





この プロ グラ ム は まち が い が あ り ます 。 最 後 の 行 の 「PTINT」 は 、 正 し く は 
「PRINT」 で す 。 

プロ グラ ム を 修正 し て み ま し ょ う 。 
[ 舎 」[ ま | 符 ][ 只 の カー ソル キー を 使っ て 、PTINT の 「 1 」 の 位置 に カー ソル 
を 合わ せま す 。 

旭 ] を 押し て 、 ひ と つ 前 の 文字 「 工 」 を 消し ます 

R と 入力 する と 、「PRINT」 に 訂正 され まし た 

RGS IED ジロ グル 4 ペ に な り ) ま いし た 。 

プロ グラム の 修正 や 訂正 も 簡単 に で きま す 。 ま た 、 編 集 メ ニュ ー を 使え ば 、 
文字 列 の コピ ー や 移動 な どの 編集 作業 も 、 ワ ー プ ロ 感 覚 で 快適 に する こと が で 
き 事 す 。 
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プロ グラ ム の 実行 は 
コマ ンド は ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 され て いる 


プロ グラ ム が ひと つ で き あ が っ だ の で 、、 さ づき そ ぐ 実 特 し で み ま し ょ う げ | 
@ メニ ュー か ら の コマ ンド 選択 

マウ ス ま た は 、 キ ー ボ ー ド か ら の メニ ュー 選択 で は 、 メ ニュ ー バ ー か ら 「R 
実行 」 を 選択 し て プル ダウ ン メ ニュ ー を 開き 、「S プス ター ト 」 の コマ ンド を 
選択 し ます 。 

の ボボ け 9 に 、 マウ スズ まだ ば は キー ニ ポ ボー ド を 使 る で アニ ミー の な か が ら 当 4 マジ 
ド を 選択 し て いく の は 、 初 め は わか りや すい の で す が 、 操 作 に 慣れ て くる と め 
ん どう 4 が oy で きま か 。 

そこ で 、 Quick BASIC で は 、 よ く 使わ れる コマ ンド は ファ ンク ショ ン キ ー に 
ショ ー ト カッ トキ ー と し て 登録 きれ て いて 、 そ の ショ ー ト カッ トキ ー を ひと 押 
し する だ け で 、 ヨ マン ド を 実行 する ご と が で きる よう に な っ て いま す 。 
@ ファン クシ ョ ン キ ー で の コマ ンド 入力 

Quick BASIC に 付属 し て くる テン プレ ー ト を ファ ンク ショ ン キ ー の 上 に 乗 
せる と 、 ど の キー が どの コマ ンド に 対応 し て いる か が わか り ま す 。 

プロ グラ ム の 「 実 行 」 コ マン ドド は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [SHIFT] 二 f・5] に 
登録 され て いま す 。 

[SHIFT 」 キー を 押し な が ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー[f・5] を 押し て み ま し ょ う 。 

いま まで の エディ タ 画 面 か ら 、 実 行 中 の 画面 に 切り 替わり まし た 。 

プロ グラ ム の 1 行 目 を 実行 し て 、「 こ ん に ち は 」 と 表示 され 、 つ づい て 次 の 行 
に 「?+ と クエ スナ ョ ンマ ー ク が 表示 きれ で 、 2 本 上 且 の 「INPUT あ 」 で 、A 
に 代入 され る 数 値 の 入力 を 求め て いま す 。 

ここ で は 、 例 えば 、 3 康 と キー ボー ド か ら 入 力 し ます 。 

つづ いで 次 の 行 に 92 コ と ど 用 エモ 学 ョ ショ マー ツン が 表示 され で 。 3' 任 目 の 
「INPUT  B」 で 、B に 代入 され る 数 値 の 入力 を 求め て いま す 。 

同じ よう に 、 例 えば 、 6 と する と 、 画 面 に は 4 行 目 の 「PRINT A+B」 
6 





プ ブログ ラム の 実行 は 

R ン 実行 

S/ ス ダニ トド ト 

シヨ ョ ヨー トカ ツ ト キ ー 実行 コマ ンド 


の 実行 結果 で ある 、「 9 」 が 表示 され ます 
画面 下 に は 、 
何 か キ ー を 押し て くだ さい 。 

と 表示 され て いま す 

これ は 、 Quick BASIC が プロ グラ ム の 実行 を 終わ っ た の で 、 キ ー を 押せ ば エ 
ディ タ 画 面 に 戻り ます よ と 、 案 内 し て いる の で す 

[スペ ー ス 」 バ ー を 押し て み ま し ょ う 。 画 面 が エディ タ 画 面 に 切り 替わっ て 、 い 
ま 実 行 し た プロ グラ ム が 表示 され て いま す 

Quick BASIC で は 、 画面 が 切り 替わっ て プロ グラ ム を 実行 する の で 、 プ ログ 
ラム の エディ ッ ト と 実行 が は っ きり 分 か れ て いて 、 わ か りや すく な っ て いま す 


一 時 停止 

プロ グラ ム を 実行 し て いる と き に 、 プ ログ ラム を 変更 する 必要 が あっ た り し 
て 、 途 中 で 実行 を 一 時 中 断 し た い 場合 が あり ます 。 

プロ グラ ム の 一 時 停止 は 、[STOP] キ ー を 押し て 行い ます 。 

それ で は 試し て み ま し ょ う 。 


何 か キ ー を 押し て くだ さい 





プロ グラ ム の 実行 画面 
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PART | レッ ツ Quick BASIC 


ファ ンク ショ ン キ ー[f・5] を 押し て 、 プ ログ ラム を 実行 きせ て くだ さい 
実行 画面 に 、「 こ ん に ち は 」 と 表示 きれ 、 つ づい て 次 の 行 に 「 ? 」 と クエ スチ 
ョ ンマ ー ク が 表示 され ます 

キー ボー ド か ら 3 陸 と 入力 し ます 

ここ で 、[STOP] を 押す と 、 画 面 が 切り 替わっ て 、 エ ディ タ 画 面 に 移り ます 
画面 で は 、 実 行 中 の プロ グラ ム の 3 行 目 の 「INPUT  B」 の 行 が 緑色 に 変化 
し て いて 、 こ の 行 を 実行 中 に プロ グラ ム が スト ッ プ し た こと を 示し て いま す 
Quick BASIC で は この よう に 、 プ ログ ラム の 実行 が 一 時 停止 され て エディ 
タ 画 面 に 戻る と 、 次 に 実行 され る 行 を 緑色 で 示し て 、 カ ー ソ ル を 合わ せま す 。 
この 行 に 手 を 加え た い 場 合 の た め に 、 非 常に 便利 で す 。 


プロ グラ ム の 一 時 停止 を 解除 し て 、 つ づけ て 実行 し て み ま す 。 プ ログ ラム の 
続行 も ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 当て られ て いま す 
[f・5] を 押す と 、 実 行 画面 に 戻っ て 、 再 度 「 ? 」 と 、B に 数 値 の 代入 を 求め て 
きま す 。 
6 恨 と キー ボー ド か ら 入 力 する と 、 実 行 結果 の 「 9 」 が 表示 され て 、 画 面 下 
。 
何 か キ ー を 押し て くだ さい 。 


| く SHIFT+F1= ヘ ルフ” > <F5=9 人 > <F9= フ レー クボ イト 9 正 
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プログ ラム の 実行 は 


エディ イタ 画面 
ピュ ユー ウィ ンド ウ 





と 表示 され 、 プ ブロ グラ ム の 実行 が 終わ っ た こと が わか り ま す 

[スペ ー ス | を 押す と 、 エ ディ タ 画 面 に 戻り ます 

この よう に (GOuick _ BASIC で は 、 プ ログ ラム の 実行 と 、 一 時 停止 、 エ ディ タ 
画面 で の プロ グラ ム の 修正 を つづ けれ ば 、 効 率 的 に プロ グラ ム の デバ ッ グ ( ま 
ちがい の 訂正 ) を 行え を る よう に な っ て いま す 


ダイ レク トモ ー ド 


プロ グラ ム の 動き な ど を ちょ っ と 試し て みた い 、 な ど と いう と き の た め に 、 
Quick BASIC で は 「 ダ イレ クト モー ド 」 が 用 意 さ きれ て いま す 

エディ タ 画 面 は 、 画 面 の 上 部 の 大 部 分 が 「 ビ ュー ウィ ンド ウ 」 と 呼ば れ 、 エ 
ディ タ 画 面 の いち ば ん 下 の 部 分 が 、 ダ イレ クト モー ド の ウィ ンド ウ て 構成 され 
PGW 人 0916 

ダイ レク トモ ー ド へ 移る に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [f・6] に 割り 当て られ て 
いる 「 窓 切替 」 を 使い ます 。 

[f・6] を 押す と 、 ビ ュー ウィ ンド ウ の 外側 に あっ た 白い ゲー ジ が 消え 、「 ダ イ 
レク トモ ー ド 」 と いう タイ トル バー が 白く 反転 し て 、 ダ イレ クト モー ド に 移っ 


| F フ > E ン 編集 ソ 夫 示 5/ 様 率 R ン 実行 D テ パッ 2 C 較 ヒー 


| 
| 
| 
2 
| 
| 


| <SHIFT+F1= ヘ ルプ > <F6= 宏 換 > く REIURNE 実 行 > 。。。 = :  ( moooi:od:l 





形 ダ イレ クト モー ド の 画面 
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PART | レッ ツ Quick BASIC 
た こと が わか り ま す 。 

カー ソル も ダイ レク トモ ー ド の ウィ ンド ウ に 移動 し て いま す の で 、 こ の 位置 
か ら 入 力 が 行わ れ ま す 。 

それ で は 試し に 、 

PRINT AM 

2 少 2 で 2 の 和 ま 2 の 

画面 が 実行 画面 に 切り 禁 わ り 、 変 数 A に 代入 きれ て いる 値 の 「 3 」 が 表示 さき 
れ て いま す 。 画面 の いち ば ん 下 に は 、「 何 か キー を 押し て くだ さい 。」 と 表示 さ 
れ て いま す 。 

[スペ ー ス を 押す と 、 ま た ダイ レク トモ ー ド の 画面 に 戻り ます 。 こ れ で 、 変 数 
A の 内 容 が わか り ま し た 。 

ダイ レク トモ ー ド は 、 変 数 の 内 容 を 調べ た り 、 変 更 し た り し て プロ グラ ム の 
テス トラ ン に 利用 し ます 。 

また 、 プ ログ ラム の エディ タ 中 の 画面 を 乱 き ず に 実行 画面 の 表示 位置 な ど を 
調整 し た り 、 ス テー トメ ント を 試し て みた りす る の に も 利用 する こと が で きる 
便利 な 機能 で す 。 








/ プロ グラ ム の 保存 と 呼び 出し 


アー トー ca 本 ーー いり テ ニア レー と ar っ sr 





同じ プロ グラ ム を 何 度 も 入力 する の は た い へ ん 


せっ か くつ くっ た プロ グラ ム も 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し て お か な いと 、 
Quick BASIC を 終了 し た り 、 パ ソコ ン の 電源 を 切っ た 瞬間 に すべ て が 消え て 
( 叶 ま VS ま (9 

で きた プロ グラ ム を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し て お か な いと 、 同 じ プ ログ 
ラム を 何 度 も 何 度 も キー ボー ド か ら タ イプ し な けれ ば な り ま せん 。 

短く て 簡単 な アデ ログ ラム な ら た いし た こと は あり ませ ん が 、 こ の あと に 出 て 
くる サン プル プロ グラ ム の よう に 、 か な り 長 いも の に な る と 、 プ ログ ラム の 入 
力 途 中 で 時 間 が な く な っ て 一 時 中 断 し な けれ ば な ら な く な る か も し れ ま せん 。 

こん な と き 、 プ ログ ラム を 保存 し て お か な いと 、 初 めか ら や り 直 し に な っ て 
ゆま まう の の だ W い NAO 人 です 。 

前 に あっ た 例題 も フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し て み ま し ょ う 。 

メニ ュー バー か ら 「F ファイル 」 を 選択 し ます 。 次 に 、「S 保存 」 を 選択 


1F1= ヘ ルプ : 編集 中 の モジ ュ 
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し まま 
これ か ら は 、 こ の よう な メニ ュー と コマ ンド の 選択 を ひと まとめ に し て 、 
F プ ファ イル 
S 保存 
の よう に 表わし ます 。 
保存 の コマ ンド を 選択 する と 、 画 面 に 「 グ ダイ アロ グ ボ ックス 」 が 表示 され ま 
す 。 ダイ アロ グ ボ ックス は 、 Quick BASIC が 必要 な 情報 を 求め て くる 対話 の 窓 
Ia 
ここ で は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 する と き の フ ァイル 名 を た ず ね て きま 
た 
「N プ フ ァ イ ル 名 」 の 位置 の ボッ クス の な か に カー ソル が ある こと を 確認 し て 
くだ さい 。 も し な けれ ば 、[TAB キー を 何 回 か 押し て カー ソル を 移動 する か 、 
マウ スカ ー ソ ル を ボッ クス の な か に 移動 し て 左 ク リッ ク し ます 。 
キー ボー ド か ら フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 
REIDAI 恨 
と する と 、 次 に 「 確 認 」 の ボッ クス に カー ソル が 移り ます 。 ま ち が え て いた ら 、 
[TAB キー と カー ソル キー を 使っ て カー ソル を 移動 し て 修正 し ます 。 
まち が い が な く な れ ば 、「 確 認 」 の ポッ クス で 陸 、 ま た は 、 マ ウス を 左 ク リ 
ッ ク し ます 。 





過 ダイ アロ グ ボ ックス の 表示 


プロ グラ ム の 保存 と 呼び 出し 


保存  F ン ファ イル 
ダイ アロ グ ボ ックス メ ブ 終了 
N プ ファ イル 名 OB 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が カチ ャ カチ ャ と 音 を 出し て 、 プ ログ ラム が 記録 さ れ て 
いる の が わか り ま す 。 
画面 は また 、 エ ディ タ 画 面 に 戻り ます 。 


終了 と 再起 動 


これ で Quick BASIC を 終了 し て し まっ て も だ いじ ょ うぶ で す 。 
Quick BASIC の 終了 は 、 
F プ ファ イル 
メグ 終了 
の メニ ュー を 選択 し ます 。 

Quick BASIC は 、 終 了 す る 前 に まだ 保存 し て いな い プ ログ ラム が ある 場合 
に は 、 ダ イア ログ ボッ クス を 開い て 、 プ ログ ラム を 保存 し て 終了 する か どう か 
た ず ね て きま す 。 

今回 は すでに 保存 が すん で いる の で 、 画 面 を クリ ア し て 、 MS-DOS の コマ ン 
ド 入 力 待ち の 状態 に 戻っ て し まい ます 。 


プロ グラ ム の 呼び 出し 


ディ スプ レイ 画面 は すでに 、Quick BASIC を 終了 し て 、MS-DOS の 管理 下 
に な っ て いる の で 、 
A > 
の プロ ンプ ト が 表示 され て 、MS-DOS の コマ ンド 待ち の 状態 に な っ て いま す 。 
ii20r ウ ント 6E こ つが US で 、 
QB 剛 
と 入力 じ PC ぐだ さい 。 
また 、 フ ロッ ピー ディ スク が カチ ャ カチ ャ と いっ て 、 Quick BASIC が 再起 動 
され ます 。 Quick BASIC の 初期 画面 の エディ タ 画 面 が 表示 され た ら 、 先ほど つ 
くっ た 「REIDAI」 の プロ グラ ム を 呼び 出し て み ま し ょ う 。 
メニ ュー か ら 
F プ ファ イル 
6/ 
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O/ 読 込 

を 選択 し ます 

する と 、 フ ァイル 名 入力 の ダイ アロ グ ポ ックス が 開か れ ま す 

[TAB 」 キ ー、 ま た は マウ ス を 使っ て ファ イル 名 の 表示 され て いる 大 き な ボ ッ 
クス に 反転 表示 きれ て いる カー ソル を 移動 し て 、 読 み 出す プロ グラ ム を 選択 し 
まお 

REIDAI. BAS 

に 反転 表示 の カー ソル を 合わ せま す 

先ほど は 、「REIDAI」 と いう ファ イル 名 だ け で 保存 し まし た が 、Quick 
BASIC が 自動 的 に 、BASIC の プロ グラ ム フ ァ イル で ある こと を 示す 「.BAS」 
の 拡張 子 を 付加 し て いる の が わか り ま す 

ここ で 、 恨 また は マウ ス の 左 ク リッ ク を する と 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら プ 
ログ ラム を 読み 出し て 、 エ ディ タ 画 面 に な り ま す 。 

この あと は 、 ま た プロ グラ ム に 手 を 加え た り 、 実 行 し た りす る こと が で きる 
よう 選 が り ます 

この よう に Quick BASIC で は 、 メ ニュ ー 選 択 で プロ グラ ム の 作成 、 テ スト 
ラン 、 修 正 、 保 存 、 呼 出 、 終 了 な ど が 簡単 に で きま す 。 

また 、 エ ディ タ 画 面 と 実行 画面 が ほ きち ん と 分 か れ て いる の で 、 混 乱 な く プ ブロ 
グラ ム の 作成 と 、 デ バッ グ を 行う こと が で きま す . 

Quick BASIC を ひと 通り ご く 簡 単に な ぞ っ て み ま し た が 、 いか が で すか ? 
きっ と Quick BASIC の 環境 が 気に入っ た こと で し ょ う 。 





io 


画面 と 応用 
いろ いろ 


Quick BASIC の ウィ ンド ウ 


Quick BASIC の 初期 画面 


Quick BASIC を スタ ー ト する と 、 下 の よう な 画面 が 表示 きれ ます 


2 


+ D 
FZ フ ァイル EZ 編集 ン 夫 示 S ン 億 氷 R/ 実 行 Do の ーー 
Untitled 1 


し 


3 





の 


Quick BASIC の ウィ ンド ウ 


示 各 部 の 名 まえ と 働き 


D り メニ ュー バー コマ ンド メニ ュー の 名 まえ が 表示 され て いま す 。 

2 マウ スカ ー ソ ル マウ ス 使 用 時 の マウ ス の 示し て いる 画面 上 の 位置 。 机 の 上 で マウ 
ス を 動か せ ば それ に 応じ て 移動 し ます 。 

3 カー ソル キー ボー ド か ら 入 力 さ れる 文字 の 記入 され る 位置 。 [信和 e[ 共 の カ 
ー ソ ルキ ー で 移動 きせ ます 。 

タイ トル バ ー ピュ ー ウ ィ ン ド ウ に 表示 され て いる プロ グラ ム の ファ イル 名 。 

5) ビ ュー ウ ィ ン ド ウ 編集 対象 に な っ て いる プロ グラ ム の リス ト が 表示 され る ウィ ン 
ドウ 。 

6) フ ル 画 面 表 示 ボ ックス マウ ス で 左 ク リッ ク す る と 、 ピ ュー ウィ ンド ウ の サイ ズ を 
最大 に 広げ ます 。 キ ー ボ ポー ド か ら は [ CTRL ]+[f・10] 。 

⑦ ス クロ ー ル ボッ クス プロ グラ ム 中 で の カー ソル の 位置 を 相対 的 に 示し ます 。 

8 スク ロー ル バ ー マウ ス で 左 ク リッ ク す る と 、 プ ログ ラム テキ スト が マウ スカ ー ソ 
ル の 指す 相対 的 位置 まで 順次 スク ロー ル し ます 。 

⑨ ス クロ ー ル アイ コン マウ ス で 左 ク リッ ク す る と 、 プ ログ ラム テキ スト が 一 度 に 1 
行 ず つ 上 下 に 、 ま た は 1 文字 ずつ 左右 に スク ロー ル し ます 。 

0 ダイ レク トウ ィ ン ド ウ BASIC の ステ ー ト メン ト を 直接 実行 する た め の ウ ィ ン ド 
ツ 。 

⑩⑪ 参 照 バ パー よく 使わ れる ショ ー ト カッ トキ ー を 表示 し て いま す 。 マ ウス で 実行 し た 
い シ ョ ー ト カッ トキ ー を 選択 し て 、 左 クリ ッ ク す る と 、 実 行 す る こと が で きま す 。 
[GRPH] キ ー を 押し て メニ ュー 選択 する と 、 メ ニュ ー の 解説 が 表示 され ます 。 
(コマ ンド インジケータ 表示 位置 カー ソル を 指定 し た 位置 に ジャ ンプ させ る た め の 、 
プレ スマ ー カ を 設定 し て いる 場合 に は 「^ K」 を 、 ワ ー ド スタ ー ラ イク な キー 操作 を 行 
っ て いる 場合 は 「^Q」 を 表示 し ます 。 

(⑬ カ ナ キ ー ロ ッ ク 表 示 位置 防 電 キー が 押さ れ て 、 カ ナ キ ー ロ ッ ク の 状態 の と き に 「 カ 」 
が 表示 され ます 。 

i9 キ ャ プス キー ロッ ク 表 示 位置 [CAPS | キー が 押さ れ て 、 キ ャ プス キー ロッ ク の 状 
態 の と き に 「C」 が 表示 され ます 。 

(⑮ 行 列 カ ウン タ 編集 対象 の プロ グラ ム の リス ト 中 で の カー ソル の 位置 を 「 行 : 列 」 
CK じじ まさ 。 
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4 つの ウィ ンド ウ が まる で コク ピッ ト の よう に 


Quick BASIC で プロ グラ ム 作 成 中 は 、「 ビ ュー ウィ ンド ウ 」、「 ダイ レク トモ 
ー ド 」 の 2 つの ウィ ンド ウ が 、 デ ヂ ディスプレイ 画面 の 上 部 と 下部 に 開か れ て いま 
る 最 

プロ グラ ム を 実行 する と き に は 、 隠 れ て いた 実行 画面 が 現れ 、 ま た 、 プ ログ 
ラム の デバ ッ グ 中 に は 、 ウ ォ ッ チ ウ ィ ン ド ウ が 現れ て 、 ぜ ん ぶ で 4 つの 画面 が 
ある こと に な り ま す 。 

まる で 、 航空機 の コク ピッ ト さ な が ら に 、Quick BASIC の 世界 を あな た が 自 
由 自在 に 操れる よう に な っ て いる の で す 


2 つの 部 分 を 同時 に 編集 で きる プロ グラ ム 作 成 


ビュ ー ウ ィ ン ド ウ は 、QOuick BASIC を 起動 し た と き に 現れ る エディ タ の 画 
面 で 、 こ の ウィ ンド ウ を 使っ て プロ グラ ム を 作成 し ます 。 

プロ グラ ム を 編集 する た め の コ マン ドド や 、 デ バッ グ す る た め の コ マン ド が い 
ちば ん 上 の メニ ュー バー に 配置 され て いま す 。 

プロ グラ ム が 読み 込ま れる と 、 初 め に 「 モ ジュ ー ル レベ ルコ ー ド 」 と 呼ば れ 


ウツ えッ チチ ウィ ン バ ダウ 





ジェ ッ ト 機 の コク ピッ ト で 操縦 する よう に 4 つの 画面 を 自在 に 操作 
め 


Quick BASIC の ウィ ンド ウ 
モジ ユー ルレ ベル コー ド 
アク ティ ブ プ ウィンドウ 
SUB・FUNCTION LOCATE 
る プロ グラ ム の メイ ン ( 主 ) 部 分 が 表示 され ます 
ビュ デ ウ ィ イン ボド ウツ は 、EF20 つ に は 分 割 」 し で 、 ブ ログ ラム の 2.⑦ の 部 分 を 
同時 に 編集 対象 と する こと が で きま す 
カー ソル が 置か れ て いて 、 現 在 操作 対象 と な っ て いる ウィ ンド ウ を 「 ア ク テ 
パプ ウィ レン 軸 必 と いい ます 。 
ルク 8202 イ ルン ド 2Z は は 央 きき を 変る る こと が で きき ます 。 
@ ビ ュー ウィ ンド ウ の 操作 
If・2 SUB・FUNCTION プロ シー ジャ の 呼び 出し 
_ SHIFT | 十 「f・2) 次 の SUB・FUNCTION プロ シー ジャ の 呼び 出し 
人 | ます | 符 [ 陵 |) ウィン ドウ の 上 下 左 右 の 端 で 押す と スク ロー ル 
GRPH っ > V ビュ ー ウ ィ ン ド ウ の 上 下 2 分 割 
If・6) アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の 変更 
LSHIFT ] 十 [f・6) アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の 変更 
LGRPH 二 十 , アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の 拡大 
LGRPH 一 アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の 縮小 
LCTRL 十 f・1) アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の 最大 面積 へ の 拡大 、 戻 し 


ちょ っ と 試し に すぐ 実行 


ディ スプ レイ 画面 の 下部 に 位置 する ウィ ンド ウ が 、 ダ イレ クト モー ド の ウィ 
ど 個 Lua が 

ダイ レク トモ ー ド で は 、BASIC の ステ ー ト メン ト を キー ボー ド か ら 入 力 し 
た り 、 編 集 コ マン ド を 使っ て ビュ ー ウ ィ ン ド ウ か ら 複 写し て 、 そ れ を すぐ 実行 
し て みる こと が で きま す 

LOCATE ステ ー ト メン ト で の 位置 の 調整 を 、 実 行 画面 で 実際 に 試し て みた 
り 、 ブ ログ ラム の デバ ッ グ 中 に 変数 に 値 を 代入 し て みて 、 動 作 を 確か め た りす 
る こと が 7 がき ます 

2 RGE っ ma ド 2G は NN2295.SESUHO 人 TH ま の デ テー ドン ウト を SN( コ 

が が ) 
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ロン ) で 区 切っ て 書く こと が で きま す 。 
ステ ー ト メン ト の 実行 は 、 実 行 す る ステ ー ト メン ト の 行 に カー ソル を 合わ せ 
て 、 罰 キー を 押し て 行い ます 。 実行 結果 は 実行 画面 に 表示 され ます 。 
@ ダイ レク トモ ー ド の 操作 


If・6」 ダイ レク トモ ー ド を アク ティ ブ に する 
[ SHIFT] 十 [f・6] 前 の ウィ ンド ウ に 戻る 

尺 ステ ー ト メン ト の 実行 

実行 画面 


実行 画面 は 、 Quick BASIC の プロ グラ ム を 実行 し た り 、 ダ イレ クト モー ド で 
ステ ー ト メン ト を 実行 し た と き に 、 画 面 が 切り 替わっ て 現れ ます 。 

Quick BASIC の プロ グラ ム を 編集 し て いる 画面 と は まっ た く 別 の 画面 で 、 
プロ グラ ム を 実際 に 動作 させ たと き の MS-DOS が 管理 し て いる 画面 と 同じ に 
な り ま す 。 プ ログ ラム や ステ ー ト メン ト の 実行 が 終わ る と 、「 何 か キー を 押し て 
くだ さい 」 と 画面 の 最 下部 に 表示 され ます の で 、 [スペース] バー な どの キー を 押 
す と 、( ど ょ ウィ ン ドウ は 戻り まま 。 


@ 実行 画面 の 操作 

f・5) プロ グラ ム の 続行 

[SHIFT ][f・5) プロ グラ ム の 実行 

以 ダイ レク トモ ー ド で の ステ ー ト メン ト の 実行 
[スペ ー ス ] ビ ピュー ウィン ドウ へ の 復帰 





何 か キ ー を 押し て くだ さい 


時 実行 画面 
74 


/ Quick BASIC と の 対話 


メニ ュー を 開い て コマ ンド を 選ん で て 実行! 


Quick BASIC で は 、、 プ ログ ラム の 作成 や 保守 に 必要 な コマ ンド を 、 デ ィ ス プ 
レイ 画面 の メニ ュー バー の な か か ら 選 択 し て 実行 で きる よう に な っ て いま す 。 
コマ ンド は 、 項 目 ご と に 分 類 さ れ て 、 画 面 最上 段 の メニ ュー バー に 配置 され 


て いま す 。 


コマ ンド を 実行 する に は 、 分 類 さ れ た メニ ュー を 開い て 、 コ マン ド 一 覧 の な 
か か ら 選 択 し て 実行 する こと が で きる よう に な っ て いま す 。 
メニ ュー バー に は 次 の よう な 項目 が 配置 され て いま す 。 


@ メニ ュー 
F/ フ ァイル 


E/ 編 集 


V/ 表 示 


S/ 検 索 


R/ 実 行 


D/ デ バッ グ 


C/ 関 数 


プロ グラ ム フ ァ イル の 読み 出し や 保存 、 リ スト の 印刷 、 
Quick BASIC の 終了 な どの コマ ンド が 配置 され て いま す 。 
プロ グラ ム を 作成 する の に 必要 な 文字 の コピ ー、 削 除 や カ 
ッ ト 、 ペ ー ス ト 、 構 文 チ ェ ッ ク の 指定 な どの コマ ンド が 入っ 
CVY ま 9 

ビュ ー ウ ィ ン ド ウ の 分 割 や アデ ロ シー ジャ の 表示 、 実 行 画面 
の 表示 な どの 画面 表示 の コマ ンド が 配置 され て いま す 。 

プロ グラ ム の な か か ら 特 定 の 文字 列 を 探し 出す 検索 や 、 文 
字 列 の 置き 換え 、 指 定 し た ラベ ル を 検索 する コマ ンド が 入っ 
て いま す 。 

プロ グラ ム の 実行 、 再 実行 、 続 行 や プロ グラ ム を コン パイ 
ル し て 保存 する コマ ンド な どか が 配置 され て いま す 。 

プロ グラ ム の デバ ッ グ に 必要 な ウォ ッ チ ・ ウ ォ ッ チ ポ イン 
ト ・ プ レー ク ポ イン ト の 設定 や 解除 、 ト レー ス や ヒス トリ の 
設定 の コマ ンド が 入っ て いま す 。 

この メニ ュー は コマ ンド が 配置 され て いる の で は な く 、 実 
行 中 の プロ シー ジャ が 記録 きれ て いて 、 プ ロ シ ー ジ ャ 間 の 呼 
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び 出 し の 状況 が 把握 で きま す 。 ま た 、 選 択 し た プロ シー ジャ 
で を 実行 する こと も で きま す 
0/ オ プシ ョ ン 画面 表示 や サー チバ パス の 設定 、 マ ウス の 右 ボ タン の 機能 、 
構文 チェッ ク 、Full メ ニュ ー と Easy メニ ュー の 切り 換え な ど 
の オプ ショ ン 機 能 を 設定 し ます 。 
H/ ヘ ルプ (F*1) ヘル プ (操作 説明 ) を 画面 に 呼び 出し ます 


マウ ス と キー ボー ド 


Quick BASIC で は 、 キ ー ボ ー ド だ け で は な く 、 マ ウス を 使っ て コマ ンド を 実 
行 す る こと が で きま す 。 

メニ ュー バー の な か か ら 、 必 要 な コマ ンド の 入っ て いる メニ ュー 項目 を 選択 
し て 、 プ ル ダ ウ ン メ ニュ ー を 開き ます 。 

プル ダウ ン メ ニュ ー の な か か ら 、 コ マン ド を 指定 し て 実行 し ます 。 

キー ボー ド 、 マ ウス と も に この 手順 で コマ ンド を 指定 し ます 。 

キー ボー ド は [GRPH | キー と [ 信 [利夫 [ 只 」 の カー ソル キー を 使っ て 操作 し 
ます が 、 画 面 の 切り 震え に ファ ンク ショ ン キ ー を 使っ た り し な けれ ば な ら な い 
た め に 、 少 し 使い に くい か も し れ ま せん 。 

マウ ス な ら 直 接 コ マン ド や メニ ュー を 選択 で きま す 。 プ ログ ラム の 作成 、 編 
集中 に は 、 マ ウス を 使っ て 画面 を 自由 に 行き 来 し て 操作 する の が 快適 で し ょ う 。 
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プロ シー ジャ メン 終了 
プル ダウ ン メ ニュ ー メニ ュー バー 
ペッ ス ガー ジル 飲め 4 9 レラ 
@ マウ ス で 操作 
マウ ス で 操作 する 場合 は 、 マ ウス を て の ひら に 軽く 包ん で 、 机 の よう な 平ら 
な と ころ で 動か し ます 。 手 の 動き に 合わ せ て 、 3 大 Z 人 2 イ 
画面 上 を 移動 し ます 
メニ ュー 選択 メニ ュー バー な どの 選択 し た い メ ニュ ー や コマ ンド に マウ スカ 
ー ソ ル を 合わ せ て 左 ク リッ ク ( 左 ボ タン を 1 回 押す ) し ます 。 
カー ソル の 移動 ビュ ーー ウィ ンド ウ の な か な ど で は 、 プ ログ ラム リス ト の 上 を 
動き 回 っ て 、 マ ウス カー ソル が カー ソル を 移動 きせ た いと ころ に きた ら 、 左 ク 
リッ ク し ます 。 す る と 、 カ ー ソ ル が その 位置 に 移動 し て きま す 。 
@ マウ ス 操 作 の 実際 
マウ ス で 実際 に 、「F プ ファ イル 」 の メニ ュー か ら 「 双 終了 」 の コマ ンド 選 
択 の 操作 を し て み ま し ょ う )。 
メニ ュー バー か ら の 選択 
マウ ス を 机 の 上 で 転がし て (マウ ス を 移動 する こと を 転がす と いい ます )、 某 
色 の マウ スカ ー ソ ル を 、 画 面 最 上 部 の メニ ュー バー に 合わ せま す 。 
メニ ュー バー の な か か ら F プ ファ イル の 項目 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し ます 。 








け フ ファ イル 作成 … 
完 込 .. 
け フ ファ イ ル 角 地 . 
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ここ で 、 去 クリ ッ ク す る と 、 プ ル ダ ウ ン メ ニュ ー が 表示 され て 、「F プ ファ イ 
ル 」 に 分 類 さ れ た コマ ンド が 表示 され ます 。 

コマ ンド を 選択 する た め に マウ ス を 動か し て 、 マ ウス カー ソル を いま 開か れ 
た プル ダウ ン メ ニュ ー の な か に 移動 し ます 。 

ここ で は 、 い ちば ん 下 の X 終了 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せま す 。 

マウ ス を 左 ク リッ ク す る と 、 コ マン ド が 選択 され 、 終 了 コ マン ド が か 実行 され 
ます 。Quick BASIC が 終了 し て 、MS-DOS に 戻り ます 。 

マウ ス は 、 手 の 動き と ディ スプ レイ 画面 上 の マウ スカ ー ソ ル の 動き が 連動 し 
ます し 、 画 面 上 の アイ コン と 呼ば れる マー ク や メニ ュー が 次 つぎ に 変化 し て い 
く の で 、 直 観 的 に 操作 で き て 便利 で す 。 
@ キー ボー ド で 操作 

キー ボー ド か ら も マウ ス と 同じ よう に 、 実 際 に 「F プ ファ イル 」 の メニ ュー 
か ら 「 双 ノ 終 了 」 の コマ ンド 選択 の 操作 を し て み ま し ょ う 。 
メニ ュー バー か ら の 選択 

まず コマ ンド 選択 の 状態 に は いる た め に 、[GRPH」 キ ー を 押し ます 。 

画面 最上 部 の メニ ュー バー 中 の メニ ュー の うち の ひと つが 黒地 に 黄色 文字 の 
反転 に な っ て アク ティ ブ に な る の で 、 メ ニュ ー 選 択 が 可能 な 状態 に な っ た こと 
が わか り ます 。 

メニ ュー バー の な か か ら 「F ノ ファ イル 」 の 項目 が アク ティ プ に な る よう に 、 
カー ソル キー の [ 殿 ][ 欠 | を 使っ て 、 ア クティ ブ 項 目 を 合わ せま す 。 

「F ノ ファ イル 」 が アク ティ ブ プ に な っ た ら 、 了 加 キー を 押し ます 。 プルダウン メ 
ニュ ー が 表示 され て 、 分 類 さ れ た コマ ンド が 表示 され ます 。 

コマ ンド を 選択 する た め に 、 プ ル ダ ウ ン メ ニュ ー の な か の コマ ンド の ひと つ 
が アク ティ ブ に な っ て 、 コ マン ド 選 択 が 可能 な 状態 に な っ て いる こと が わか り 
ます 。 こ こ で カー ソル キー[ 信 [を 押し ます 。 

押す た びに 選択 可能 な コマ ンド が 次 つぎ と アク ティ ブ に な り 、 反 転 表 示さ 
れる の が わか り ま す 。 こ こ で は 、 い ちば ん 下 の 「X ノ 終了 」 コ マン ド を アク テ 
パプ に 1958 

良 する と 、 コ マン ド が 選択 きれ 、 終 了 コ マン ド が 実行 きれ ます 。 

Quick BASIC が 終了 し て 、MS-DOS に 戻り ます 。 

キー ボー ド か ら の 操作 は 、 ほ と ん ど カ ー ソ ルキ ー と な SG きる UN(G な 
っ て いま す が 、 よ り 簡 単に アル ファ ベッ ト の 文字 キー を 使っ て 操作 する こと が 
7@ 
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ウイ コシ メン 終了 
アフ ティ プ ホー ム ポ ポジション 
F ノ ファ イル ⑤ 司 恨 同 2 語 回 交 





で きる よう に も な っ て いま す 。 

覚え て し まえ ば 、 カ ー ソ ルキ ー を 使わ な いた め 、 手 を キー ボー ド の ホー ム ポ 
ジ シ ョ ン か ら 動か さき なく て すみ ます か ら 、 コ マン ド の 実行 が より 早く で きる よ 
9 だ な り ます 。 

e 文字 入力 で の コマ ンド 選択 

実際 に 「X ン 終了 」 の コマ ンド 選択 を 、 キ ー ボ ー ド か ら の 文字 入力 で や っ て 
2 まし SER7 う )。 

[GRPH」、F 、X の 3 つの キー ボー ド 操 作 だ け で 終わ っ て し まい ます 。 

この よう な 操作 を 簡単 に 、[GRPH]・F プ フ ァ イ ル ・X 終了 な ど と 表現 す 
る Sells まじ よう 5 


ショ ー ト カッ トキ ー の 簡単 操作 


Quick BASIC の コマ ンド 実行 の 方 法 に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 一 発 で 実行 
で きる 「 シ ョ ー ト カッ トキ ー」 操 作 が 用 意 き れ て いま す 。 


痢 ルル 





※ ホ ー ム ボ ジ シ ョ ン キー ボー ドガ ら タ イプ する と き は 、 一般 的 に を 右 10 本 の 
指 を 使い ます 。 

ご の と き 、 吾 キ ー を 押す 指 が 決ま つて いて 、 な ん の キー も 押さ な い 準 備 の と 
き の 指 の 位置 を ホー 位置 、 あ る い は ホー ハム ポジ ショ ン と いい ます 。 

キー ボー ド を 見 な いで も タイ プ で きる ブラ イン ド タ ッ ツチ と いう か 法 を 身 に つ 
けれ ば 、 キ ー ボ ー ド ガ ら の 入力 も 素早 くべ 行う こと が で きま す 。 
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これ は 、 比 較 的 よく 使わ れる コマ ンド を ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 当て て 、 
すぐ に 実行 で きる よう に し て ある も の で す 。 





f・1| キー ワー ド ヘ ルプ | SHIFT + f・1 ヘル プ の 利用 法 
[f・2 | SUB 表示 | SHIFT + f・2 次 の SUB 
If・3| 次 を 検索 

If・4」 実行 画面 

If・5 | 続行 [SHIFT 」+ f・5| 実行 

If・6| 窓 切り 替え ( 後 ) | SHIFT +f・6) 窓 切り 替え (前 ) 
「f・7 現在 行 まで 実行 

f・8| | 行 実行 (関数 ) [SHIFT 」+f・8| ヒス トリ ( 後 ) 
|[f・9| プレ ー ク ボイン ト [SHIFT | 二 |f・9| 簡易 ウォ ッ チ 
「f・10) | 行 実行 [SHIFT +f・10 ヒス トリ (前 ) 





Quick BASIC に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 上 に 置い て 使う 「 テ ンプ レー ト 」 
が 付属 し て いま す 。 これ を 使え ば ひと 目 で ショ ー ト カッ トキ ー の 割り 当て が わ 
か が り まず 


ダイ アロ グ ボ ックス 


コマ ンド を 実行 する 場合 、 詳 し く 実 行内 容 を 指定 し な けれ ば な ら な いも の が 
あり ます 。 
例え を ば 、 プ ログ ラム を キー ボー ド か ら 打 ち 込 み 終わ っ て 
ク に 保存 する と き に は 、 少 な く と も ファ イル 名 を 指定 し な けれ ば な り ませ ん 。 
この よう な と き に 、Quick BASIC は 「 ダ イア ログ ボッ クス 」 を 開い て 、 必 要 
な 項目 の 指定 を 求め て きま す 。 
また 、 Quick BASIC を 終了 する 場合 で も 、 ビ ュー ウィ ンド ウ に プログ ラム の 
変更 が あっ た テキ スト が ある 場合 に は 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、Quick 
BASIC か ら プ ログ ラム の 保存 を た ず ね られ ます 。 
この と き に 保存 を 指定 する と 、 重 ね て 「S ン / 保 存 ダ イア ログ ボッ クス 」 が 現 
れ て 、Quick BASIC か ら 対 話 を 求め られ ます 。 
「N ファ イル 名 」 に は 、 保 存する プロ グラ ム の ファ イル 名 を キー ボー ド か ら 
70R ま 9 
保存 形式 に は 、「Q ノ 標準 ファ イル 」 と 「T ノ テキ スト ファ イル 」 が あり ま 
す 。 マ ウス カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク 、 ま た は カー ソル キー[ 信 [で 、 
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ら / 保 存 ダ イア ログ ボ ックス エ プ テ キス ト フ ァイル 
N ア ファ イル 名 確認 
シヨ ョ ヨー トカ ツ ト キ ー O ノ 標準 フラ イル 取消 





ファ を を 脱し て くだ さい 


用 
pn ディ レク トリ 


ファ イル 形式 





(で) 9zGuickBRSIC 
標準 ファ イル 


( ) インデ テキ スト フ ァイル 





時 ダイ アロ グ ボ ックス (保存 ) 
選択 可能 を 示す アク ティ ブ ポ イン タ 「※」( ア スタ リス ク ) を 移動 、 選 キー を 押 
し て 、 ど ちら か を 選択 し ます 。 
最後 に 指定 内 容 の 確認 が あり ます 。 よ けれ ば 「 確 認 .」 に マウ スカ ー ソ ル を 合 
わせ て 左 ク リッ ク 、 ま た は カー ソル キー[ 香 ][ 陵 ] で 、 ア クティ ブ ポ イン タ を 移 
動 し て 、 ど ちら か を 選択 し ます 。 
訂正 が ある と き は 、「 取 消 」 を 選択 すれ ば も と の 状態 に 戻る こと が で きま す 。 


ウィ ンド ウ の スク ロー ル 


ウィ ンド ウ は 、 一 度 に 表示 で きる 行 、 列 が 制限 され て いま す 。 大き な プ ブロク 
ラム の 場合 は 、 当 然 リ スト の ぜん ぶ を 表示 する こと は で きま せん 。 小さ な 窓 を 


開け て ブロ グラ ム の 一 部 分 を 表示 させ て いる に 過ぎ ませ ん 


※ 標 準 フ ァイル Ouick BASIC 独自 の 内 部 コー ド の 形式 で フロ ッ ピ ー デ ィ 

スク な ど に 保存 され る ファ イル 。 MS-DOS の TYPE コマ ンド や エディ タ な 

ご で は 読む こと が で きま せん 。 

※ テ キス ト フ ァイル 一 般 的 な MS-DOS の テキ スト ファ イル の 形式 
(ASCII 形式 ) で 、 フ ロッ ピー ディ スク な ど に 保存 され る ファ イル 。MS-DOS 

の 「YPE コマ ンド や エディ タ な ご ど で も 読む こと が で きま す 。 
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この 窓 に 、 プ ログ ラム の リス ト を 次 つぎ と 表示 きせ る た め に スク ロー ル の 機 
能 が 用 意 き れ て いま す 。 

@ マウ ス で の スク ロー ル 

マウ ス で 画面 を スク ロー ル す る た め に 、 3 つの 方 法 が 用 意 き れ て いま す 。 


スク ロー ル ア イ コン マウ スカ ー ソ ル を スク ロー ル ア イ コン に 置 
- いて 、 左 クリ ッ ク す る と 矢印 の 方 向 に 画面 が 

スク ロー ル す る 。 
スク ロー ル ボ ックス マウ スカ ー ソ ル を スク ロー ル ボ ックス の な 


か に 合わ せ 、 左 ドラ ッ グ で スク ロー ルポ ボッ ク 
ス を 移動 する と 、 そ れ に 合わ せ て ビ ピュー ウィ 
ンド ウ の リス ト が スク ロー ル す る 。 

スク ロー ル バ ー スク ロー ル バ ー の な か の スク ロー ル ボ ッ ク 
ス が 、 表 示 中 の リス ト の テキ スト 全体 で の 相 
対 的 位置 を 示し て いる 。 相対 的 に スク ロー ル 
する 場合 に は 、 ス クロ ー ル ボッ クス の 上 下 左 
右 の スク ロー ル バ パー を 左 ク リッ ク し て 、 リ ス 
ト を スク ロー ル す る こと が で きる 。 


@ キー ボー ド で の スク ロー ル 
[人 ]( す 1( 欠 )( 鞭 ] の カー ソル キー を ウィ ンド ウ の 上 下 左右 の 端 で 押し つづ ける 
と 、 カ ー ソ ル の 逆 方 向 に スク ロー ル し ます 。 
1 画面 ずつ スク ロー ル し た いと き は 、 
[ ROLL UP | swe 1 画面 下 に スク ロー ル 
[ROLL_DOWN| …… 1 画面 上 に スク ロー ル 
の キー で 行う こと が で きま す 。 
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スク ロー ル ア イ コン 
スク フロ ー ル ボッ クス 
スク ロー ル バ ー 


ウィ ンド ウ の 切り 替え 


ビュー ウィ ンド ウ を 2 つ に 分 割 す る と 、 プ ログ ラム の 2 つの 部 分 を 並行 し て 
編集 する こと が で きま す 。 

画面 は 上 下 に 分 か れ ま すか ら 、 こ の 2 つの ウィ ンド ウ を 行っ た り 来 た り し な 
が ら 、 プ ログ ラム を 編集 し て いく こと に な り ま す 。 ダイ レク トモ ー ド の ウィ ン 
ドウ に も 同様 に 移動 する こと が で きま す 。 

3 つの ウィ ンド ウ を 切り 替え る 方 法 は 同じ で す 。 
@ マウ ス で の ウィ ンド ウ の 切り 替え 

マウ スカ ー ソ ル を 移動 し た い ウ ィ ン ド ウ 内 に も っ て いっ て 、 左 クリ ッ ク す る 
だ け で 、 ウ ィ ン ド ウ が 切り 奉 わ り 、 マ ウス カー ソル の 位置 に カー ソル が 移動 し 
ます 。 
e@ キー ボー ド で の ウィ ンド ウ の 切り 替え 

f・6] ま た は +[f・6] で 、 相 互 に ウィ ンド ウ が 切り 替わり ます 。 








/ お 助け マン は 「 ヘ ルプ 」 


esse 





コー ーー 


困っ た と き は な ん で も 「 ヘ ルプ 」 が 教え て くれ る 


Quick BASIC で は 、 操 作法 や BASIC の ステ ー ト メン ト が わか ら な く な っ た 
場合 に 、 マ ニュ アル を 引か な く て も パソ コン の 画面 の 上 で 調べ られ る 「 オ ン ラ 
イン ヘル プ 」 と 「QB ア ドバイ ザ 」 が 用 意 さ きれ て いま す 。 

オン ライ ン ヘ ルプ 、QB ア ドバイ ザ は 、 ヘ ルプ 機能 と し て 統一 され て 、 Quick 
BASIC の 操作 法 や ステ ー ト メン ト 、 関 数 な どの 解説 を ディ スプ レイ 画面 上 に 表 
の NNI 且 と さる 礎 

また 、Quick BASIC の マニ ュ ア ル 機 能 を 、 プ ログ ラミ ング の 最 中 に 画面 上 に 
呼び 出し て 、 関 連 す る 項目 を 参照 し た り 、 プ ログ ラム の 具体 例 を 見 た り 、 サ ン 
プル プロ グラ ム を 作成 中 の プロ グラ ム に 複写 し て 利用 する こと が で きま す 。 

この よう な 機能 を 「 ハ イ パ ー リ ンク 機能 」 と いい ます が 、 そ の お か げ で 本 に 
な っ た マニ ュ ア ル よ り ず っ と 使い や すく な っ て いま す 。 

ヘル プ 機 能 は 、 メ ニュ ー バ ー の 「H プ ヘル プ 」 の 項目 に 設定 され て いま す 。 

キー ボー ド か ら は 、[LGRPH] キ ー を 押し て 、 メ ニュ ー 選 択 の 状態 に な っ て か 





財 ヘ ルプ 画面 「 ヘ ルプ の 利用 法 」 


お 助け マン は ヘル プ 


H/ へ ルプ 
オン ライ ン ヘ ルプ  C/ 目 次 
OB アド バイ ザ |1 ン / 索 引 


ww ペコ ニー メン テテ ゴー イー 
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ら 、 カ ー ソ ルキ ー で 「H ノ ヘル プ 」 を 反転 表示 させ て 切 キ ー を 押す か 、 キ ー ボ 
ー ド か ら 直 接 「H」 キ ー を 押し て 選び ます 。 

また 、 シ ョ ー ト カッ トキ ー の 機能 を 使っ て [SHIFT ]+f・1] で も 呼び 出す こ 
と が で きま す 。 

[SHIFT 」f・1] キー を 押す と 、 ヘ ルプ 画面 の ダケ イア ログ ボ ックス が 表示 さき 
れ 、 オ ン ラ イン ヘル プ の 使い 方 が 表示 され ます 。 こ の な か か ら ヘ ルプ の 目次 と 
索引 に 移る あこ と も で きま す 。 

マウ ス で は 、 メ ニュ ー バ ー か ら 「H プ ヘル プ 」 を 左 ク リッ ク す る と 、 プ ブル ダ 
ウン メニ ュー が 開き ます 。 

プル ダウ ン メ ニュ ー か ら は 、「C/ 目 次 」 を 選択 する と 、 図 の よう な 画面 が 表 
示さ れる の で 、 必 要 な 項目 を 選ん で 解説 を 読み ます 。 

e ヘル プ 利 用 中 の 操作 

「H プ ヘル プ 」 メ ニュ ー か ら 「C/ ノ 目次 」「1 ン 索引 」 な どの ダイ アロ グ ポ ボッ ク 
え を 開い て 、 具 体 的 に 解説 を 読み た い 項目 や 、 キ ー ワ ー ド を 選択 し ます 。 

キー ボー ド で は 、[TAB ] キ ー で 選択 可能 な 項目 に カー ソル を 移動 し て 芝 キ ー を 
押す か 、 項 目 の 先頭 の アル ファ ベッ ト や 数 字 を 入力 し て 、 ヘ ルプ の 内 容 を 表示 
させ ます 。 
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マウ ス で は 、「H プ ヘル プ 」 の メニ ュー か ら プ ル ダ ウ ン メ ニュ ー ま で の 操作 は 、 
マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し ます が 、 ヘ ルプ の ダイ アロ グ ボ ックス 
を 開い て か ら は 、 マ ウス カー ソル が 赤色 に 変わ り ま す 。 

これ は 、QB ア ドバイ ザ の な か の 操作 に 移っ て いる こと を 示し て いて 、QB ア 
ドバイ ザ 内 で は 、 赤 い マ ウス カー ソル を ヘル プ の 項目 に 合わ せ て 、「 右 」 ク リッ 
ク し て 解説 を 選択 し て 表示 し ます 。 

ヘル プ 機 能 を 止め て 、Quick BASIC の エディ タ 画 面 に 戻る に は 、 マ ウス を 使 
っ て いる 場合 も 、 キ ー ボ ポー ド で の 場合 も 、 キ ー ボ ー ド か ら [ESC] キー を 押し ま 
す 。 


ヘル プ メ ニュ ー 


ヘル プ に は 、 キ ー ワ ー ド の 先頭 文字 か ら 解 説 を 選ん だ り 、 機 能 ご と に 分 類 さ 
れ た 項目 か ら 探し て いっ た り 、 プ ログ ラミ ング 中 に すぐ に キー ワー ド の ヘル プ 
を 見 られ る 機能 が 配置 され て いま す 。 
先頭 1 文字 か ら 探 す 1/ 索 引 索引 は 、Quick BASIC の ステ ー ト メン ト や 
関数 な どの キー ワー ド を 先頭 の 1 文字 か ら 選 択 し て 表示 し ます 。 

「」 索引 」 を 選択 する と 、 画 面 に ダイ アロ グ ボ ックス が 開か れ 、 そ の 中 央 に 
アル ファ ベッ ト の 一 覧 表 が 表示 され ます 。 

キー ボー ド か ら は 、 こ の 一 覧 の な か に [TAB ] キ ー で カー ソル を 移動 する か 、 
キー ボー ド か ら 直 接 ア ルフ ァ ベ ッ ト の キー を 押し て か ら 陸 キー を 押す と 、 ア ル 
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時 ヘル プ 画 面 「 索 引 」 
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お 助け マン は ヘル プ 


T ノ キー ワー ド 
ロン ヘル プ の 利用 法 
ハイ バー リン フク 





ファ ベッ ト で 始ま る キー ワー ド の 一 覧 が 表示 され ます 。 こ の な か か ら 解 説 を 
表示 させ る キー ワー ド を 、[TAB ] ま た は カー ソル キー て で 選択 し ます 。 

マウ ス の 場合 は 、 赤 い マ ウス カー ソル を 直接 アル ファ ベッ ト の 上 に 移動 し て 
右 ク リッ ク し 、 キ ー ワ ー ド の 一 覧 が 表示 され た ら 、 そ の な か か ら 解 説 の 必要 な 
キー ワー ド を マウ スカ ー ソ ル て で 選択 し ます 。 
内 容 の 目次 か ら 探す C/ 目 次 目次 は 、「A〆Quick BASIC の 使い 方 」 と 
「B/BASIC 言語 仕様 」 に 大 きく 分 類 さ れ て いま す 。 

A グ Quick BASIC の 使い 方 Quick BASIC の ショ ー ト カッ トキ ー や 
QB アド バイ ザ の 使い 方 な どの 解説 が ま 
と め ら れ て いま す 。 

BBASIC 言語 仕様 Quick BASIC の 文法 に つい て の 解説 が 
まとめ られ て いま す 。「 1. 目的 別 の キー 
ワー ド 一 覧 」 は 、Quick BASIC の ステ 
ー ト メン ト や 関数 の 使い 方 を 機能 別に 分 
類 し て 整理 し て いる の で 、 プ ログ ラミ ン 
グ 中 に 自分 の や り た いこ と を 実現 で きる 
キー ワー ド を 探し 出す の に 向い て いま 
が 

キー ワー ド の 解説 を 直接 読む イエ プ キ ー ワ ー ド エディ タ 画 面 で プロ グラ ミ 
ング 中 の 場合 、 カ ー ソ ル の ある 位置 の ステ ー ト メン ト や 関数 の 解説 、 プ ロ シ ー ジ 
ャ や ユー ザー 定義 変数 に つい て 表示 し ます 。 

オン ライ ン ヘ ルプ の 使い 方 H プ ヘル プ の 利用 法 オン ライ ン ヘ ルプ の 使い 
方 を 表示 し ます 。 こ の 項目 か ら 、「C/ 目 次 」 や 「1/ 案 引 」 な どの 項目 を 選択 
し て いく が でき 寺 す 。 


ハイ バン リジン ク 


Quick BASIC の ステ ー ト メン ト 、 関 数 な どの キー ワー ド に は 「 ハ イ パ ー リ ン 
ク 」 と いう 、 関 連 す る 項目 を 次 つぎ と 参照 し て いく こと が で きる 機能 が あり ま 
2 
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ハイ パー リン ク は 、 キ ー ワ ー ド の ヘル プ を 表示 し て いる 画面 の 最上 部 に 「D 
詳細 」、「E ププ ログ ラム 例 」、 キ ー ワ ー ド の 解説 の 最後 に 「 参 照 」 と し て 関連 
する ステ ー ト メン ト や 関数 が され て いま す 
そ が ぞ れ 『《(.》 」 の 三重 か うら こ で られ て いる の で 8 ここ に カカ み ソ ル を 
合わ せ て 陸 キ ー を 押す か 、 マ ウス カー ソル を 合わ せ て 有 有 クリ ッ ク す る と 、 そ れ 
ぞ れ の 内 容 が 表示 きれ ます 
ヘル プ 画 面 か ら ハ イ パ ー リ ンク の 機能 を 使っ た と き に 、Quick BASIC ア ド バ 
デイ スク が BI ドラ イノ /G 央 つつ で VO2EVS と 
ファ イル QB45QCK. HLP が 見 つか り ま せん 
ファ イル の 入っ て る ディ スク を ドラ イブ に 差込み 実行 する か 
O プ オプ ショ ン + キ P ン パス 設定 で ヘル プ フ ァ イ ル の パス を 変 
更 し て くだ さい 
と いう ダイ アロ グ ボ ックス が 開か れ て 注意 され ます 。 こ の と き 、B ド ライ ブ の 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を Quick BASIC アドバイザ ディ スク に 入れ 夫 え て 、 連 キー 
を 押す と 、 ハ イ パ ー リ ンク の 機能 を 使う こと が で きま す 。 
詳し い 解 説 を 読む D/ 詳 細 キー ワー ド ヘ ルプ で は 、 ス テー トメ ント や 関 
数 の 簡単 な 意味 と 、 パ ラメ ー タ の 指定 順 座 な ど が が され ま す が 、 詳 細 画 面 で は 、 
パラ メー タ の 解説 や ステ ー ト メン ト を 使用 する うえ で の 注意 な どの 詳し い 内 容 
が 表示 され ます 。 
プロ グラ ム の 実例 を 見 る E プ プロ グラ ム 例 ステ ー ト メン ト や 関数 を 使っ 
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お 助け マン は 「 ヘ ルプ 」 


E ン プロ グラ ム 例 
参照 
D ン 詳細 _OuicK SCREEN 





ホーーー ヘ 


だ サン プル プロ グラ ム を 見 る こと が で きま す 。 プ ログ ラム の 解説 や 、^ パ ラメ ー 
タ 指 定 方 法 の 実例 を ボ し て いる の で 、 プ ログ ラミ ング の 参考 に な り ま す 。 

また 、 示 され た サン プル プロ グラ ム は 、[「SHIFT 」] カー ソル キー で 範囲 を 指 
定 し て 「E ノ 編集 」 メ ニュ ー の 「C プ コピ ー」 と 「P ノ ペース ト 」 機 能 を 使っ 
て 、 ヘ ルプ 画面 か ら 他 の 画面 に 複写 する こと が で きま す 。 

この 機能 を 利用 し て 、 エ ディ タ 画 面 で 作成 中 の プロ グラ ム に コピ ー し て 利用 
し た り 、 ダ イレ クト モー ド で プロ グラ ム の 動き を 試し て みる こと が で きま す 。 
関連 する 項目 を 参照 する 参照 ヘル プ 画 面 の 最 下 部 に 関連 する ステ ー ト メ 
ント や 関数 が 「《 》 」 の 二 重 か っ こ に くく られ て 示さ れ て いま す 。 

参照 し た い 項 目 に カー ソル を 合わ せ て [する か 、 マ ウス カー ソル を 合わ せ て 
右 ク リッ ク す る と 、 選 択 き され た キー ワー ド の ヘル プ 画 面 が 表示 され ます 。 
元 の ヘル プ 画 面 に 戻る Quick SCREEN ハイ バー リン ク を 利用 し て 「D グ 
詳細 」 や 「E プ プロ グラ ム 例 」 を 表示 し て いる と き に 、 元 の ヘル プ 画 面 に 戻る 
た め に は 、「Quick SCREEN 」 を 選択 し ます 。 
@ ハイ バー リン ク の 活用 

QB アド バイ ザ の ハイ パー 機能 を 活用 すれ ば 、 マ ニュ アル を まっ た く 開 か ず 
に プロ グラ ミン グ で きる 「 マ ニュ アル レス 」 の 操作 環境 が 実現 で きる だ け で は 
な く 〈 く 、 次 つぎ と 関連 項目 を 調べ て いく こと に よっ て 、BASIC の 葛 強 に も 利用 す 
る こと 人 @ 守 55G5 は 2 。 

ハイ パー リン ク の 活用 は 、 利 用 者 の アイ デア 次 第 で 、 ど ん どん 広がる 可能 性 
を 秘め て いま す 。 


さぁ 
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/ ュ ー 
/ 目 分 好み の QB に 


画面 の 色 や マウ ス の 機能 な ど 使い や すく 好き ず き に 


Quick BASIC を 利用 する と き の 画 面 の 色 や 、 マ ウス の 機能 、 メ ニュ ー の 詳 
し さき さ な ど 、 付加 的 な 設定 を 行う た め に 、「 オ プシ ョ ン 」 の メニ ュー が 用 意 さ れ 
て いぶ ます 


エディ タ 画 面 の 設定 D / 画 面 設定 ※.. . この コマ ンド を 実行 する と 、 画 
面 設定 の ダイ アロ グ ボ ックス が 現れ 、 

1 .「 テ キス ト 」 の 文字 色 

2 .「 現 在 の 実行 ライ ン 」 の 行 の 色 

3 .「 プ レー ク ポ イン ト 」 の 行 の 色 
を 設定 する こと が で きま す 。 そ れ ぞ れ の 色 は 、「F グ 文字 色 」 か ら 選 択 し ます 。 

変更 し た い 項 目 に [TAB 」 と カー ソル キー で カー ソル を 合わ せ 、[ ス ペー ス 」 バー 

を 押し て 「*」( ア スタ リス ク ) を つけ ます 。 次 に 、[TAB] キ ー を 押し て 「E 
文字 色 」 の ボッ クス に 移り 、 カ ー ソ ルキ ー で 色 を 指定 し て 、 財 キー を 押す と 、 
指定 し た 色 に 変わ り ま す 。 








較 プ ル ダ ウ ン メ ュー (オプ ショ ン ) 


自分 好み の 0B に 


R プ マウ ス 機 能 選択 
D ノ 画面 設定 Y グ 構文 チエ ツク 
ご シン サー チバ パス 正定 ヒン EUPL メニ コー ン /EaSV メ 三 ヨ ー 





スク ロー ル バ ー の 「 表 示 」「 非 表示 」 を 切り 替え る た め に は 、 
S プ スクロール バー 
の 前 に つい て いる [ ] (中 か っ こ ) に 、[TAB」 キ ー で カー ソル を 移動 し て 、 
[スペ ニス) バー を 押し ます 。「※*」( ア スタ リス ク ) を つけ れ ば 「 表 示 」 に 、 消 せ 
ば 「 非 表示 」 に 設定 で きま す 。 
エディ タ 画 面 で LTAB キー を 押す と 、 タ プ 位 置 ご と に カー ソル が 移動 し ます 
が 、 こ の タブ で 移動 する 桁 数 を 指定 する の が 、 
T ノ タブ 位置 : 
で す 。 こ の 右側 に カー ソル を 合わ せ て 、 数 字 キ ー で 指定 する と 、 そ の 数 ご と の 
タプ 位置 が 設定 され ます 。 
パス の 設定 S サー チバ パス 設定 .. Quick BASIC の 種々 の 作業 に 必要 な 
プロ グラ ム な どの ファ イル は 、 フ ロッ ピー ディ スク の な か に ディ レク トリ を つ 
くっ て 登録 きれ て いま す 。 フ ァイル の 登録 され て いる ドラ イブ と ディ レク トリ 
を 指定 する の が この コマ ンド で す 。 
コマ ンド を 実行 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 
X 実行 ファ イル : 
1 プイ ンク ルー ド フ ァイル : 
L プ ライ ブラ リフ ァイル : 
E プ ヘル プ フ ァ イ ル : 
の パス の 設定 を 求め られ ます 。 そ れ ぞ れ の 右側 に 位置 し て いる ボッ クス の な か 
に 、[TAB キー を 使っ て カー ソル を 移動 し て 、 キ ー ボ ー ド か ら フ ァイル の ある 
ド グ 2 各 と ゲイ レ クト り 名 を 犬 力 し ます 。 
普通 は 、 イ ンス トー ル の と き に すべ て 設定 され て いる の で 、 そ の 設定 を 変更 
する 必要 は あり ませ ん 。 
マウ ス の 機能 を 設定 _ R プ マウ ス 機 能 選択 ..、 マウ ス の 右 ボ タン の 機能 
設定 し ます 。 初 期 設 定 で は 、 ス テー トメ ント や 関数 な どの 上 に カー ソル を 合わ 
せ て 、 マ ウス の 右 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 キ ー ワ ー ド ヘル プ が 表示 され る よ 
うに な っ て いま す が 、 こ の コマ ンド で 、 こ の 機能 を 使わ ず に 「 ク リッ ク 行 まで 
実行 」 の 機能 に 変え ん る こと が で きま す 。 
97 


PART2 画面 と 応用 いろ いろ 
この コマ ンド を 実行 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 
C/ プ キー ワー ド ヘ ルプ の 表示 
E グ クリ ッ ク 行 ま て 実行 
と 、 マ ウス の 右 ク リッ ク の 機能 を どちら に 設定 する か た ず ね られ ます 。 

設定 する 方 の 左側 の 「( ) 」( カ ッ コ ) 内 に カー ソル を 移動 し て 「*」 (アス 
スクリ ニル を つの ま 598 

プロ グラム の 作成 中 は 「 キ ー ワ ー ド ヘル プ の 表示 」 を 、 テ スト ラン を 行い な 
が ら の デバ ッ グ 中 に は 「 ク リッ ク 行 まで 実行 」 の 機能 に 設定 し て お く と 便利 で 
9 
自動 構文 チェ ッ ク の 設定 Y プ 構文 チェ ッ ク エディ タ 画 面 で プロ グラ ム を 
作成 し て いる と き に 、 入 力 さ れ た ステ ー ト メン ト な ど が Quick BASIC の 文法 に 
合っ て いる か を 自動 的 に 調べ る の が 、 構 文 チ ェ 
ッ ク の 機能 で す 。 

Y プ 構文 チェ ォ ェ ッ ク は 、 切 り 替 え 式 の スイ ッ チ 
に な っ て いま す 。 初期 設 定 で は 、 こ の 機能 が 働 
(よう に オン 人 反っ ら で ywC カニ ュー エ 際 の Y 
構文 チェッ ク 」 の 前 に 「* ま 」( ア スタ リス ク ) 
が つい て いま す が 、 こ の コマ ンド を 選択 する と 
オフ に な っ て 、「※」 が 消え ます 。 

の ロク ラバ で は が く 2 ロク ラム の (上 R0 の が 
ど を 示す ドキ ュ メ ント ファ イル を エディ タ 画 面 
を ワー プロ 代わ り に 使っ て 書く と き に は 、 こ の 
機能 を オフ に し て お く と よい で し ょ う 。 
メニ ュー の 詳し さ の 選択 F Full メ ニュ ー ン Easy メニ ュー 
「F Full メ ニュ ー ン Easy メニ ュー」 は 、 切り 葵 え 式 の スイ ッ チ ナチ に な っ て いて 、 
初期 設定 で は 「Easy メニ ュー」 に な っ て いま す 。 

詳し い メ ニュ ー が 必要 な と き は 、 こ の コマ ンド を 選択 し て 「F ン Full メ ニュ 
ー( EBIURK2 コン ンド の 前 公 員 (大 スス 必 リ スジ グリ の 2 の (が ま 2 沈 

「O プ オプ ショ ン 」 の メニ ュー で 設定 し た 条件 は 、Quick BASIC の プロ グラ 
ム を 終了 し た と き に 、 自 動 的 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 登録 きれ ます 。 そ の た め 、 
次 に Quick BASIC を 起動 し た と き に は 、 前 回 と 同じ 設定 で 利用 する こと が で 
に 
の 





(Quick BASIC で 
な に か する 





/// 編集 する 


対話 し な が ら 自 動 構文 で も 検索 で も 


Quick BASIC を スタ ー ト する と 、 初 期 画面 の ビュ ー ウ ィ ン ド ウ が 開か れ て 
いま す 。 ビ ュー ウィ ンド ウ は 、 プ ログ ラム の 作成 、 修 正 な ど を する エディ タ に 
な っ て いま す 。 

キー ボー ド か ら 入 力 さ れる プロ グラ ム は 、 カ ー ソ ル の 位置 に 1 文字 ずつ 記入 
され て いき ます 。 

Nas- 日 本 語 BASIC(86) な どの 一 般 的 な BASIC の よう に 、1 行 ご と に 隊 *ー 
を 押し て 確定 し て いく 必要 は あり ませ ん 。 画面 で の リス ト の 並び が その まま プ 
ログ ラム に な り ま す 。 

@ カー ソル の 動か し 方 

カー ソル は 、[ 信 ][ ま 中 ][ 了 ] だ け で は な く 、 次 の キー を 使っ て 動か すこ と が で 
きま : す 8 
[CTRL」+TE 1 文字 上 に 移動 [人 
[CTRL 」+ X 1 文字 下 に 移動 =[] 

CTRL]+S 1 文字 左 に 移動 = ニ [ 錠 
[CTRL]+D 1 文字 右 に 移動 =[ 叶 ] 
それ だ け で は な く 〈 く 、 
[CTRL +W 1 行 ず つ 下 に スク ロー ル ニ テニ ウ ィ ン ド ウ の 上 端 で [人 
CTRL )+Z 1 行 ず つ 上 に スク ロー ル = ニ ウィ ンド ウ の 下端 で [ す ] 
CTRL |+R 1 画面 に スク ロー ル =[ ROLL UP | 
[CTRL]+C 1 画面 上 に スク ロー ル =[ROLL_DOWNI 
CTRL]+A 1 語 左 に 移動 =[CTRL [を 
CTRL]+F 1 語 右 に 移動 =[CTRL 寺 [ 只 
の 機能 も 果たし ます 。 

この 操作 法 を 覚 を る と 、 ホ ー ム ポジ ショ ン で カー ソル 操作 が で きま す 。 
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編集 する 


ウル ジン は ウ 編集 メニ ユー 
カー ソル 物 動 NEESー/N2 
スク 回 芋 形 2 ルル タウ シグ ニー 





e 編集 範囲 の 指定 方 法 
プロ グラ ムリ スト を つく っ た り 、 複 写 や 削除 の 編集 作業 を する た め に は 、 事 
前 に 編集 する 範囲 を 指定 し て お か な けれ ば な り ませ ん 。 
範囲 の 指定 は 、 指 定 す る 初め の 位置 に カー ソル を 置き 、 
[SHIFT | [人 ] 
[SHIFT ] +『] 
[SHIFT」 +[e] 
[SHIFT ]+[ 只 ] 
と し て 、 カ ー ソ ル の 方 向 に 反転 表示 の 部 分 を 広げ て 指定 し ます 。 
指定 し た 男 囲 を 「 編 集 」 メ ニュ ー に ある コマ ンド を 使っ て 編集 し ます 。 
@ コマ ンド の 選択 
コマ ンド を 選択 する た め に は 、 メ ニュ ー バ ー の な か か ら コ マン ド の 配置 され 
て いる メニ ュー を 選ん で 、 プ ル ダ ウ ン メ ニュ ー を 開き 、 コ マン ド の 一 覧 を 表示 
し ます 。 こ の 一 覧 の な か か ら 必 要 な コマ ンド を キー ボー ド ま た は 、 マ ウス て 選 
択 し ます 。 
キー ボー ド で は 、[GRPH] を 押し て 、 メ ニュ ー バ ー を アク ティ ブ に し て 選択 
可能 状態 に し ます 。 





骨 編 集 範囲 の 指定 
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メニ ュー バー の な か の 必要 な コマ ンド が 配置 され て いる メニ ュー を 、 カ ー ソ 
ルキ ー[ 四 ][ 陵 ] で アク ティ ブ に し て 、 層 キー で 選択 する か 、 直接 メニ ュー に 設定 
され た アル ファ ベッ ト の 文字 を 入力 し ます 。 

する と 、 選 択 き れ た メニ ュー の 下 に プル ダウ ン メ ニュ ー が 開き 、 コ マン ドー 
覧 が 表示 され ます 。 カ ー ソ ルキ ー[ 含 ] [で 、 実行 し た い コ マン ド を アク ティ 
プ に し て 、 切 キー で 選択 する か 、 直 接 コ マン ド に 設定 され た アル ファ ベッ ト の 
文字 を 入力 し ます 。 

マウ ス で は 、 メ ニュ ー に マウ スカ ー ソ ル を 移動 し て 、 門 多 リ ッ 、 プ ズル 
ダウ ン メ ニュ ー を 開き 、 つ づけ て 実行 し た い コ マン ド に マウ スカ ー ソ ル を 移動 
し て 左 ク リッ ク し ます 。 こ れ で 、 選 択 さ れ た コマ ンド が 実行 され ます 。 
@ ダイ アロ グ ボ ックス の 操作 

Quick BASIC の コマ ンド を 選択 する と 、 よ り 細 か な 設定 が 必要 な 場合 に 「 ダ 
イア ログ ボッ クス 」 が 開い て 各種 の 設定 を 求め られ ま す 。 ダ イア ログ ボッ クス 
は 対話 の た め の ボ ックス で 、 キ ー ボ ー ド で も マウ ス で も 操作 で きま す 。 

ダイ アロ グ ボ ックス の な か に は 、 い くつ か の ボッ クス が 配置 され て いま す 。 
この ボッ クス に マウ スカ ー ソ ル や カー ソル を 移動 し て 、 各 種 の 設定 や 選択 、 デ 
ー タ の 入力 を 行い ます 。 

マウ ス で は 、 ボ ックス 内 に マウ スカ ー ソ ル を 移動 きせ る と 、 反 転 表 示さ れ た 
り 、 マ ー ク が つい た り し て 、 ア クティ ブ な 状態 に な り ま す 。 左 クリ ッ ク し て 設 
定 、 選 択 し ます 。 


くだ さい ": name$ 


|F1=WZ 現在 行 を 更 本 の 状態 に 記し ます 。。。 : ( 2 





抽 プ レダ ウン メニ ュー 画面 


編集 する 


ポッ クス 反転 表示 
マー ク 確認 
プル ダウ ン メ ニュ ユー リウ ウデ テイ デブ | 取消 





キー ボー ド か ら は 、[TAB ] キ ー で 各 ボ ックス に カー ソル を 移動 する こと が で 
き 、 カ ー ソ ルキ ー[ 信 ][,][ 欠 ][ 只 と [スペ ー ス ] バ ー で アク ティ ブ 状 態 や マー ク を 
設定 し 、[ 選 キー を 押し て 設定 、 選 択 し ます 。 

すべ て の 設定 が 終わ っ た ら 、「 確 認 ] の ボッ クス を マウ ス ま た は [TAB 」 キ ー で 
アク ティ プ ブ に し て 、 左 クリ ッ ク 、 ま た は [ 陸 キ ー を 押す と 、 設定 され た 内 容 で コ 
マン ド が 実行 され ます 。 
設定 を 取り 消し た い 場 合 は 、「 取 消 」 の ボッ クス を 選択 し ます 。 

@ 自動 フォ ー マ ッ ト 

Quick BASIC の エディ タ で プロ グラ ム を 作成 する と 、 1 行 入 力 す る ご と に 、 
プロ グラ ム の フォ ー マ ッ ト を 次 の よう に 、Quick BASIC の 標準 的 な 形式 に 自 
動 的 に 整え ます 。 





BASIC の ステ ー ト メン ト を 大 文字 に する 

変数 名 、 プ ロ シ ー ジ ャ 名 の 大 文字 、 小 文字 を 統一 する 
| 演算 子 の 前 後に スペ ー ス を 挿入 する 
| PRINT 文 の 区 切り を 入れ る 
不要 な スペ ー ス を 削除 する 





記 ダ イア ログ ボッ クス の 画面 
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PART 3 Quick BASIC で な に か する 


Quick BASIC で は 、 プ ログ ラム の 編集 操作 を する コマ ンド を 「E ノ 編集 」 メ 
ニュ ー に 配置 し て いま す 

編集 操作 で は 、「 ク リッ プ ボ ー ド 」 を 使っ て 効率 的 に 複写 や 移動 が で き まず 
クリ ッ プ ボー ド に つい て 初め に 触れ て お きま す 

クリ ッ プ ボー ド は 、Quick BASIC 
が 管理 する メモ の よう な も の で 、 削 除 
され た 文字 列 が 一 時 的 に 保存 きれ て い 
まま 9 

あく まで も 一 時 的 な メモ で す の で 、 
次 に な に か 削除 し た り し て 、 新 し く ク 
リッ プ ボ ー ド に 文字 列 が 移さ れる と 、 
以前 の も の は 消え を えて し まい ます 。 クリ 
ッ プ ボー ド に は 、 最 後に 削除 され た も 
の だ けが 残っ て いる わけ で す 。 

この クリ ッ プ ポー ド と ペー スト を 粗 
み 合 わせ て 利用 する と 、 編 集 機能 を 便 
利 に 使う こと が で きま す 。 

「 セ ノ 編 集 」 メ ニュ ー に 配置 きれ た コマ ンド を 見 て いき まし ょ う 。 


クソ ッ フ "ドー ド " 





| F ノ ファ イル E ン 編集 ン 到 示 S4 


自 
し 」 





軸 プロ グラ ム の オー ト フ フォー マット 


の 


編集 する 

フリップ ボー ド C ノ コビー 

U ノ 元 に 戻す = P ン ペー スト 

E ノ 編集 T ノ カッ ト E 削除 





復活 (アン ドゥ ) U ノ 元 に 戻す 直前 に 
行っ た 編集 作業 を 取り 消し ます 。 文 字 を 削除 
し て いて 、 ま ちがっ て 多く 削除 し すぎ た こと 
に 気がつい た 場合 な ど に 操作 を 取り 消し て 、 
も と に 戻す こと が で きま す 。 

次 に 正確 に 削除 すれ ば 、 ま た 打ち 直し を し 
な く て も すむ の て で 便利 で す 。 
カッ ト カッ ト 指定 し た 男 囲 を 削除 し 
ます 。 男 囲 を 指定 し て この コマ ンド を 選択 す 
る と 、 反転 表示 され た 部 分 が 削除 され て 、「 ク 
リッ プ ポ ボー ド 」 に 移さ れ ま す 。 後ろ に つづ く 
文字 列 が ある 場合 は 、 左 へ 詰め られ ます 。 
複写 (コピ ー) C グ ノコ ピー 指定 し た 男 
囲 を 他 の 位置 に 複写 し ます 。 男 囲 を 指定 し て 
この コマ ンド を 選択 する と 、 画 面 上 は 文字 列 
を 残し て 、 反 転 表 示さ れ た 部 分 が クリ ッ プ ボ 
ー ド に 移さ れ ま す 。 

次 に 複写 する 位置 で 左 ク リッ ク す る か 、 カ 
ー ソ ル を 移動 し て 、 ん キー を 押す と 、 指定 さ 
れ た 文字 列 が コピ ー さ れ ま す 。 

クリ ッ プ ボー ド の 文字 列 を 「P ン ペー スト 」 
コマ ンド を 利用 し て 、 複 数 の 場所 に コピ ー す 
る こと も で きま す 。 
貼付 (ペー スト ) P プ ペー スト クリ ッ 
プ ボ ー ド の 文字 列 を 複写 し ます 。 直 前 に 削除 
や 複写 され た 文字 列 は 、 ク リッ プ ボ ー ド に 保 
存 さ れ て いま す が 、 こ の コマ ンド が 選択 され 
る と 、 保 存 き され て いる 文字 列 を カー ソル の あ 
る 位置 か ら 複写 し ます 。 







WN 潤 で tae 吉舎 
W 加 KN 7K ※ 


PART 3 Quick BASIC で な に か する 
ペー スト コマ ンド を 使え ば 、 カ ッ | み 

公 わ せ て コピ ー の 代わ り に する こと も で きま 

す 。 同じ 文字 列 を いく つ で も 、 好 き な 位 置 に 

複写 する こと が で きま す 

削除 "ヒノ 削除 指定 し た 男 囲 を 消去 し ま 


す 。 範囲 を 指定 し て この コマ ンド を 選択 する 
と 、 反 転 表示 きれ た 部 分 が 消去 され ます 
この コマ ンド は 、 カ ッ ト と 合 っ て 、 消 し た 


文字 列 を クリ ッ プ ボー ド に 移 き な い の で 、 ペ べ 
ー ス トト 機能 を 使う こと が で きま せん 

まち が えて 消去 し て し まっ た 場合 は U 
元 に 戻す 」 で 、 消 し て し まっ た 部 分 を 復活 さ 
せる こと が で きま す 


何 十 行 も 何 百 行 も も ある プロ グラ ム を つく っ て いる と 、 当 然 ひ と つの 画面 に 
スト を 表示 きせ る こと が で きま せん 

大 き な プ ログ ラム の な か か ら 特 定 の 文字 列 が どこ に ある の か を 探 そ うと し た 
と き に 、 す べ て の リス ト を 目 で 追っ て いた の で は た い へ ん で すし 、 見 落と し も 
出 て きま す 。 





FE1=W プ , マ 子 2 中 を 本 未 し ます 





届 ブ プルダウン メニ ュー (検索 ) 
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編集 する 


R ン 次 を 検索 C ン 置換 V/ 逐 次 確認 
置き 換え F / 検 索 F ン 置換 前 〇 プー 括 置換 
F 検索 文字 列 ら / 指 定 文字 列 検索 1/ 置 換 後 イラ 人 ルル 





また 、 変 数 名 や メッ セー ジ の 内 容 な ど を 変え な けれ ば な ら な く な っ た と き な 
ど は 、 も っ と た い へ ん で す 。 

この よう な と き に 、 検 索 や 置き 換え の 機能 を 使う と 、 早 く 正 確 に プロ グラ ム 
の 作成 や 変更 が で きま す 。 
検索 F 検索 .. 編集 中 の プロ グラ ム の な か か ら 、 指 定 し た 文字 列 を 探 
し 出し て 反転 表示 し ます 。 

この コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 検 索 する 文字 列 
を 聞い て きま す 。 

この と き 、 カ ー ソ ル が 文字 列 の 上 に ある と 、 こ の 文字 列 が 「F ノノ 検索 文字 列 」 
の ボッ クス に セッ ト さ れ て いま す 。 

この 文字 列 を 検索 する 場合 は 、 こ の まま 陸 キー を 押す と 検索 を 始め ます 。 

ダイ アロ グ ボ ックス の な か の 指定 は 次 の と お り で す 。 


検索 する 文字 列 
F 検索 文字 列 検索 する 文字 列 を 設定 する 
(検索 する 範囲 ) 
1 プア クティ ブウ ィ ン ド ウ 現在 アク ティ ブ プ に な っ て いる ウィ ンド ウ の 
み 
2 プ カ レ ント ウィ ンド ウ 現在 ビュ ー ウ ィ ン ド ウ て で 編集 中 の モジ ュー 
ル の み 
3 全体 ロー ド さ れ て いる すべ て の モジ ュー ル 
(検索 文字 の 制限 ) 
M 大 小文字 の 区 別 被 検索 文字 列 の 大 文字 と 小文字 を 区 別 する 
W/ 全 体 一 致 被 検索 文字 列 の 全体 が 一 致し た 場合 の み 検 
索 
指定 文字 の 検索  S/ 指 定 文字 列 検索 エディ タ 画 面 で も あらかじめ 指定 し た 
範 囲 の 文字 列 を 検索 し ます 。 


あら か じ め 検 索 し た い 文 字 列 を エディ タ 画 面 で 反転 表示 に し て か ら 、 こ の コ 
マン ド を 選択 する と 、 す ぐに 検索 を 始め ます 。 た だ し 、 検 索 する 文字 列 を 複数 
の 行 に また が っ て 指定 する こと は で きま せん 。 
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検索 する 文字 列 が あら か じ め 指 定 さ れ て いな いと 、「F ノ 検索 」 と 同じ 働き に 
な り 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開か れ ま す 。 
検索 の 続行 'R ン 次 を 検索 直前 に 実行 し た 検索 文字 列 を つづ け て 検索 し ま 
し の 
直前 に 実行 し た 「F ノ 検索 」 や 「S プ 指定 文字 列 検索 」 で 設定 され て いる 、 
ダイ アロ グ ボ ックス 内 の 検索 文字 列 を つづ け て 検索 し ます 。 
[f・8] に ショ ー ト カッ トキ ー が 設定 され て いま す の で 、 い ちい ち メ ニュ ー を 開 
いて 選択 する より こち ら を 利用 し た ほう が 便利 で し ょ う 。 
置き 換え C/ 置 換 ... 文字 列 を 検索 し て 指定 し た 文字 列 に 置き 換え ます 。 
この コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 検 索 す る 文字 列 
と 、 こ の 文字 と 置き 換え られ る 文字 列 を 聞い て きま す 。 
ダイ アロ グ ボ ックス 内 て 検索 と 異な る 指定 は 次 の と お り で す 。 
F 置換 前 置換 され る 文字 列 (検索 する 文字 列 ) 
T ン 置換 後 置換 する 文字 列 (置き 換わる 文字 列 ) 
V / 逐 次 確認 一 回 ご と に 置換 する か どう か 確認 する 
C 置換 する = 陸 
S 置換 し な い 
取消 =LESC」 
C/ー 括 置換 確認 せ ず に すべ て を 一 括 し て 置き 換え る 
ラベ ル の 検索  L プ ラベ ル ... 指定 し た ラベ ル を 検索 し て 反転 表示 し ます 。 
この コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 検 索 す る ラベ ル 
の 名 まえ を 聞い て きま す 。 
「 下 ノ 検 索 文 字 列 」 の ボッ クス に セッ ト さ れ て いる 文字 列 に 「 : 」( コ ロン ) を 
つけ た ラベ ル 名 を 検索 し ます 。 
ダイ アロ グ ボ ックス 内 の 指定 は 「F ノ 検索 ..  」 と 同じ で す 。 
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テス ト す る 
入力 し た プロ グラ ム が 動く か どう か の テス トラ ン 


プロ グラ ム の 作成 


いよ いよ Quick BASIC の 編集 機能 を 使っ て 、 プ ログ ラム が で き あ が り ま し 
7 を 5 
Quick BASIC で は 、 プ ログ ラム は ひと まとまり の し ご と を する 単位 で ある 
いく つか の 「 モ ジュ ー ル 」 で 構成 され て いま す 。 

Quick BASIC 起動 時 の 、 初期 画面 で も る エディ タ 画 面 に 、 初め て プロ グラ ム 
を 書き 始め る と 、 こ れ が メイ ン モ ジュ ー ル に な り ま す 。 

入力 し 始め は 、 プ ログ ラム の 名 まえ が つい て いな い の で 、 ビ ュー ウィ ンド ウ 
の 上 に ある タイ トル バー に は 、 な に も 名 まえ が つい て いな いと いう 意味 の 
「Untitled」 が 表示 され て いま す が 、 プ ログ ラム 名 は 保存 の と き に つけ ます 。 





「 ノラ イル E/ 揚 集 と 天 示 5 ン 1 


プル ダウ ン メ ニュ ー (実行 ) 
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入力 し た プロ グラ ム が 、 思 っ た と お り に 動く か どう か 試し て みる こと を テス 
トラ ン と いい ます 。Quick BASIC の 環境 下 で プロ グラ ム を 作成 し て いる と き 
は 、 い つ で も テス トラン を ずる ご と が で きま す 。 

テス トラ ン の た め の コ マン ド が 「R/ 実 行 」、 の メニ ュー に 配置 され て いま す 。 
実行 S プ スタ ー ト プロ グラ ム を 初め か ら 実 行 し ます 。 

Quick BASIC の イン タプ リタ で 、 プ ログ ラム の 最初 か ら 、 ス テー トメ ント を 
ひと つ ず つ 実 行 し て いき ます 。 

構文 チェッ ク で は 検出 で き な い エラ ー や 、 構 文 と し て は 合っ て いる が 、 実 行 
で き な い エラ ー を 発見 し て 、 プ ログ ラム が スト ッ プ し た り し ます 。 

また 、 プ ログ ラム を 作成 し て いる と き は 思っ て も みな か っ た 動作 や 、 ま ち が 
っ た 考え 方 を し た 部 分 を 見 つけ 出す こと が で きま す 。 
再 実行 R プ リス ター ト 停止 し た プロ グラ ム を 再度 初め か ら 実行 し ます 。 
[STOP] キ ー や プレ ー ク ポイ ント な どの デバ ッ グ 機能 を 使っ て 一 時 停止 し た 
プロ グラ ム を 、 再 度 最 初 か ら 実 行 し 直し ます 。 
続行 ~N ノ 続行 停止 し た プロ グラ ム を つづ け て 実行 し ます 。 
[STOP」 キ ー や プレー ク ポ イン ト な どの デバ ッ グ 機能 を 使っ て 一 時 停止 し た 
プロ グラ ム が 、 再 度 停止 し た ステ ー ト メン ト の 位置 か ら 実 行 さ れ ま す 。 プ ログ 
ラム の 停止 中 に プロ グラ ム を 修正 し た 場合 、 実 行 を つづ けら れ な く な る 場合 が 
あり ます 。 

この と き 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て Quick BASIC か ら 「 編 集 の 後 、 継 
続 が で きま せん が よろ し いで すか ? 」 と 確認 し てき ます から 、「 確 認 」 か 「 取 消 」 
を 選択 し ます 。 

コマ ンド ライ ン 引 数 の 入力 C / COMMAND$S の 編集 .. MS-DOS コマ ン 
ドラ イン か ら の 引数 の 入力 を 設定 し ます 。 

独立 型 の プロ グラ ム の 場合 、 プ ログ ラム を 実行 する 際 に MS-DOS の コマ ン 
ドラ イン で 、 プ ログ ラム に 必要 な 引数 を 与え て 実行 する 場合 が あり ます 。 
この よう な プロ グラ ム を Quick BASIC の 環境 下 で テス トラ ン す る 場合 は 、 
実際 に は コマ ンド ライ ン か ら の 実行 が だ できない た め 、 こ の コマ ンド を 選択 し て 
引数 を 設定 し ます 。 

ダイ アロ グ ボ ックス が 開い て 、 設 定 する 文字 列 の 入力 を 求め て きま すか ら 、 
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テス ト す る 


スタ ー ト 〆COMMANDS の 編集 COMMANDS$ 関 数 
R バ リス タデ ト コマ ンド ライ ン  M プ メイ ン モ ジ ユ ー ル の 設定 
N/ 続 行 引数 ダイ レク ドド ウイ ジ ド に ドウ 


キー ボー ド か ら 入 力 す る と 、COMMAND$ 関数 で 返さ れる 文字 列 と し て 実行 が 
開始 され ます 。 
メイ ン モ ジュ ー ル の 設定 M プ メイ ン モ ジュ ー ル の 設定 ... 複数 モジ ュー 
ルプ ログ ラム で メイ ン モ ジュ ー ル を 変更 し ます 。 

大 き な プ ログ ラム で 、 マ ル チ モ ジュ ー ル プロ グラ ム に な っ て いる 場合 、 プ ロ 
グラ ム の 実行 は 常に メイ ン モ ジュ ー ル か ら 開 始 さ れ ま す 。 

プロ グラ ム の 実行 を 開始 する モジ ュー ル を 変更 する 必要 が ある 場合 に は 、 こ 
の コマ ンド を 使っ て メイ ン モ ジュ ー ル を 変更 する こと が で きま す 。 


[ダイ レク トモ ー ド の 活用 


プロ グラ ム の 作成 や チ テスト ラン を 行っ て いる と 、 ス テー トメ ント や 関数 の 働 
き を 試し た り 、 実 行 結果 の 表示 位置 な ど を 試行 錯誤 で 調整 し た く な る 場合 が あ 
り ます 。 

この よう な と き に は 、 ビ ュー ウィ ンド ウ の 下 の ダ イレ クト モー ド の ウィ ンド 
ウ を 使っ て 試し て みる こと が で きま す 。 作成 中 の プロ グラ ム と は 別に 、 直 接 実 
行 す る こと が で きる 便利 な 機能 で す 。 

@$ ス テー トメ ント の テス ト 

ダイ レク トモ ー ド に ステ ー ト メン ト を 入力 し て 、 了 キー を 押せ ば 、 結果 を 試 
し て みる こと が で きま す 。 

例え ば 、 ダ イレ クト モー ド の ウィ ンド ウ に カー ソル を 移し て 、 画 面 の クリ ア 





※ コ マン ドラ イン MS-DOS の プロ ンプ ト A>」 な ど ) に つづ いて 、 キ ー 
ボー ドガ ら 入 力 さ れる 文字 列 。MS-DOS の 内 部 、 外 部 コマ ンド に つづ いて 、 
コマ ンド 実行 に 秒 要 な ら | 数 が 入力 され ます 。 

Ouick BASIC で 作成 され た 独立 実行 型 の プロ ブラ ム も 、 MS-DOS の 外 

部 コマ ンド と し て 実行 可能 で す が ら 、 コマ ンド 名 で ある プロ プラ ム の ファ イル 
召 に つづ いて 、5| 数 を 指定 し て プロ ブラ ム に 引き 渡す こと が で きま す 。 
※ 引 数 ステ ー ト メン ト や 関数 を 実行 する 際 に 引き 渡さ れる 値 。 ス テー トメ ン 
ト や 関数 を 実行 する 場合 、 実 行 に 際 し て 具体 的 な 値 を 指定 する 必要 の ある も の 
が あり ます 。 具体 的 な 数 値 や 文字 列 ガ が ステー トメント や 関数 に 引き 渡さ れ 、 そ 
れ に 量 づい だ た 負 理 びさ れ て 結果 が 返さ れ ま す 。 

引き 渡さ れる 具体 的 な 値 が 引数 、 引 き 渡 し に 使わ れる 仮 の 変数 名 な ど を パラ 
メー タ と いい ます 。 


705 


PART 3 Quick BASIC で な に か する 
の ゲスト を で み ま じ よう 。 も 寺 ボ 層 ドド が か が ら 
CcLS 以 

と する と 、 実 行 画面 に 切り 替わっ て 、 画 面 が クリ ア さ れ ま す 。 

CLS ステ ー ト メン ト の パラ メー タ を 変え て みて 、 反応 を 実験 し て みる こと が 
な 
e 表示 テス ト 

プロ グラ ム を 作成 する ビュ ー ウ ィ ン ド ウ が ある エディ タ 画 面 と 、 実 行 画面 が 
まっ た く 別 に な っ て いま すか ら 、 プ ログ ラム を 実行 し た 結果 の 表示 が 、 プ ログ 
ラム リス ト と いっ し ょ に な っ て し まっ て 、 画 面 が 乱れ る こと は あり ませ ん 。 

プロ グラ ム の 一 部 を ダイ レク トモ ー ド て 実行 し て 、 思 い ど お り の 画面 が で き 
る まで 試し て みる こと が で きま す 。 例 えば 、LOCATE 文 の パラ メー タ を いろ い 
ろ と 変え て みて 試し て みる の に は 、 

CLS : LOCATE 18 18: PRINT "QuickBASIC" 恨 

と し て 、 実 行 画面 で 確認 し て か ら エ ディ タ 画 面 に 戻っ て 、 ダ イレ クト モー ド で 
「LOCATE」 ス テー トメ ント の 引数 を 変更 し て 、 何 回 で も テス ト す る こと が で 
きま す 。 こ の よう に 気軽 に 試行 錯誤 し な が ら プ ログ ラム を 作成 で きる の も Quick 
BASIC の 特徴 の ひと つ で す 。 
@ 関数 の テス ト 

関数 の 働き を 確か め る こと も 簡単 に で きま す 。 ダイ レク トモ ー ド で MID$ の 
働き を 調べ て み ま し ょ う 。 


| F フ ァイル E。 泥 集 < 夫 示 5/1 ま 3 ーー 


ダ 化 外 モー ト 





呈 ダ イセ レジ は ド モード 


テス ト す る 


LOCATE 
MIDS$ 
CLS デバ ッ グ 機能 





PRINT MID$( "QuickBASIC " , 6 , 3) 剛 
と する と 、 実 行 画面 に 結果 が 表示 され ます 。 

これ も か っ こ 内 の 引数 を いろ いろ と 変え て 試す と 、 変 数 の 機能 が よく わか り 、 
プロ グラ ム の な か で の 使い 方 を まち が えな いで すみ ます 。 
@ 変数 値 の 変更 

プロ グラ ム を テス トラ ン し て いる と 、 思 っ た と お り に 動作 し な いこ と が あり 
ます 。 こ の よう な と き は 、 デ バッ ク 機 能 を 使っ て 、 考 え 違 い を し て いる 部 分 が 
な いか どう か 調べ て いき ます が 、 プ ログ ラム を 見 て いる だ け で は な か な か わか 
り 慎 co の の 

原因 と 思わ れる 変数 の 値 を 調べ る の は 、「 デ バッ グ 」 メ ニュ ー で で きま す が 、 ダ 
イレ クト モー ド で は 、 変 数 の 値 を 直接 代入 し て 変更 し 、 プ ログ ラム を 実行 し て 
み ま す 。 

例え ば 、 ダ イレ クト モー ド で 、 

A ニ 1 明 明 2 

な ど と し て プロ グラ ム を 続行 し て み ま す 。 

こう する と 、 限 界 と 考え て いた 値 の 範囲 外 で 予期 し な か っ た 動作 を する こと 
が 発見 され た り し ます 。 
@ エ ラー シミ ュ レ ー ト 

Quick BASIC の イベ ント トラ ッ プ の うち 、 エ ラー トラ ッ プ を 使っ て いる 場 
合 な ど は 、 エ ラー シミ ュ レ ー ト を 行っ て 、 実 際 に エラ ー が 起 っ た 場合 の 動作 を 
確か め て みる こと が で きま す 。 

ERROR 53 凡 

な ど と する と 、 フ ロッ ピー ディ スク 上 に 指定 し た ファ イル が な い 場 合 の エラ ー 
の 発生 を シミ ュ レ ー ト し て 、 エ ラー ルー チン の 働き が 正常 か どう か 試し て みる 
と カ 5 で SS)9E 
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PART 3 Quick BASIC で な に か する 


/ ファ イル を 管理 する 


プロ グラ ム に は まず 名 まえ を つけ て 


プロ グラ ム フ ァ イル の 保有 
プロ グラム を 作成 し て も 、 こ れ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 する こと が で き 
な けれ ば 、 1 回 ご と に 改め て キー ボー ド か が 2 てく て は な ら な く な っ て 


し まい 、 コ ンピュータ を 使う メリ ッ ト は な く な っ て し まい ます 
eS 
標準 ファ イル は 、Quick BASIC の エディ タ で は 、 プ ログ ラム と し て 読み 出し 
こり 、 訂 正 し た りす る こと が で きま す が 、MS-DOS の TYPE コマ ンド て 表示 
させ た り 、 ほ か の エディ タ や 、 ワ ー プ ロ な ど で 読 み 出 し て も 、 私 た ち に は プロ 
グラ ぬ と し て は 読 が こ と が で きま せ 沈 
し か し 、 標 準 フ ァイル は Quick BASIC の 内 部 コー ド で 保存 され る た め に 、 
テキ スト ファ イル に くら べ て 小さ な ファ イル に な り ま す 
MS-DOS を 活用 する こと を 考え る と 、 他 
の ソフ ト と デー タ の や り 取 り が で きる テキ ス 
本 Oc 
ファ イル 名 は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 8 文字 
」( ピ リオ ド ) を は さん て 拡張 子 3 
使っ て つけ ます 
ファ イル 名 に は 内 容 を 表わす 名 称 や 略称 な 
ど を つけ 、 拡 張子 に は ファ イル の 種類 を 示す 
略称 を つけ ます 
拡張 子 に は 一 般 的 に 、 
.BAS BASIC の プロ グラ ム 
.EXE MS-DOS で 直接 実行 可能 な コン パイ ル 後 の ブ プログラム 
.JDAT プロ グラ ム で 参照 する デー タフ ァイル 
.DOC プロ グラ ム の 使い 方 な ど を 記し た 文書 ファ イル 
な ど を 使い ます 
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チ 
チ を 





ァイル を 管理 する 


ファ イル N/ 新 規 
名 拡張 子 Untitled 
F ア ファ イル O/ 読込 


ファ イル 名 に 0 半 22K る 0 全角 で 4 文字 以上 に な 
っ た り 、 異 常 な ファ イル 名 を つけ る と 、~ た 09 宙 記 みか 計 和泊 る 場合 が あ 


り ま す の で 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト と 記号 だ け を 使う の が DS 5 間 3 


ファ イル メニ ュー 


Quick BASIC で は 、 プ ログ ラム を ファ イル と し て 保存 する た め の コ マン ド 
が 「F 者 

ファ イル の 保存 だ け で は な く 、 読 み 出し 、 印刷 、 サ プ ブフ ァイル の 操作 、 Quick 
BASIC か ら MS-DOS の コマ ンド を 実行 す ミ ら も こと な ど が で きま すず 
新しい プロ グラ ム の 作成 N ノ 新規 新しい プロ グラ ム を 作成 し ます 

すでに 読み 込ま れ て 編集 中 で あっ た り 、 作 成 中 の プロ グラ ム が ある 場合 は 、 
消去 され て 、 初 期 画面 の よう に な に も 書か れ て いな い エ ディ タ 画 面 に な り 、 新 
し い プ ログ ラム を 作成 、 編 集 で きる よう に な り ま す 

タイ トル バー も ファ イル 名 の な い 状 態 「Untitled」 に 変わ り ま すか ら 、 作 成 し 
た プロ グラ ム に NMAEORN WO 
プロ グラ ム の 読み 込み O/ 読 込 。.。 フロッピー ディズ ク か ら バ パソ コン に 
プロ グラ ム を 読み 出し ます 。 


上 0 
ブフ ァ イ リ 
サブ ファ イリ 


た 


ゲイ ル 2 ト モト 





ma プル ダウ ン メ ニュ ー (ファ イル ) 
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PART 3 Quick BASIC で な に か する 
この コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 読 み 出す プログ 
ラム の ファ イル 名 を 聞い て きま す 
N/ フ ァイル 名 ファ イル 名 を キー ボー ド か ら 入 力 
ファ イル 名 は 、 ダ イア ログ ボッ クス 内 の ファ イル 一 覧 の ボッ クス の な か か ら 
選択 する こと も で きま す 
マウ スカ ー ソ ル ま た は カー ソル を ファ イル 一 覧 の ボッ クス の な か に 移動 し て 、 
読み 出 ず ファ イル を アク ティ プ ボ イン 夕 で 選択 し ます 
プロ グラ ム の 追加 読込 M プ 結合 .. 現在 編集 中 の プロ グラ ム に 、 フ ロッ 
ピー ディ スク か ら 別 の ファ イル を 読み 出し て 挿入 し ます 
この コマ ンド を 選択 する と 、' 0 読込 」 と 同じ よう に ダイ アロ グ ボ ックス が 
開い て 、 読 み 出す プロ グラ ム の ファ イル 名 を 聞い て きま すか ら 、 同 様 に フロ ッ 
イル を 指定 し ます 
読み 出し た ファ イル は 、 編 集中 の プロ グラ ム の カー ソル が ある 位置 か ら 後 ろ 
に 挿入 きれ ます 
他 の プロ グラ ム で 使わ れ て いる ルー チン な ど を つけ 加え る た め な ど に 利用 し 
ま :295 
プロ グラ ム の 保存 SS ン / 保 存 現在 編集 対象 に な っ て いる プロ グラ ム を フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し ます 
すでに 名 まえ が つけ られ た プ ブログ ラム の 場合 は 、 そ の まま タイ トル バー に 表 
示さ れ て いる ファ イル 名 で 保存 きれ ます 


ピー ディ スク か ら パ ソコ ン に 読み 出す ファ 


は 3 
pp ディレクトリ 


(<*) 9/QuickBRSIC 
標準 ファ イル 


( ) テキ スト ファ イル 





ダイ アロ グ ボ ックス (保存 ) 
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ァイル を 管理 する 


M プ 結合 AZ/ 名 前 を 変え て 保存  D^ MS-DOS コマ ンド 
ら ノ 保存 V すべ て 保存 EXIT 
N ファ イル 名 P。 印刷 メー 終 ず 





名 まえ の つい て いな い 新 し い プ ログ ラム を 保存 する 場合 は 、 ダ イア ログ ボッ 
クス が 開い て ファ イル 名 を 聞い て きま す 。 
N プ ファ イル 名 ファ イル 名 を キー ボー ド か ら 入 力 

保存 する ファ イル 名 は 、 す で に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に ある ファ イル の 名 まえ 
he Nd の 以前 の ファ イ 
ル が な く な っ て 、 い ま 保 存 し た プロ グラ ム に 置き 替わっ て し まい ます 。 
NN VS と 自動 的 に 「.BAS」 の 撤 枯 子 が つけ られ て 保存 
ます 。 
プロ グラ ム の 名 まえ を 変え て 保存  A/ 名 前 を 変え て 保存 ... 現在 編集 
対象 に な っ て いる プロ グラ ム の 名 まえ を 変更 し て 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 
し ます 。 

この コマ ンド を 選択 する と 、 す で に 名 まえ を の つい て いる ファ イル で も ダイ ア 
ログ ボッ クス が 開い て 、 フ ァイル 名 を 聞い て きま す 。「 S ン ノ 保 存 」 で 、 新 し い 名 
まえ を つけ る 場合 と 同様 の 手順 で ファ イル 名 を 設定 し ます 。 

すでに ある プロ グラ ム を 利用 し て 、 新 し い プ ログ ラム を つく っ た 場合 な ど に 
利用 し ます 。 
全 モ ジュ ー ル の 保存 V プ すべ て 保存 すべ て の モジ ュー ル を フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク に 保存 し ます 。 

マル チ モ ジ ュー ルプ ログ ラム の 場合 、 複 数 の モジ ュー ル が 読み 込ま れ て いま 
す 。 読 み 込ま れ た すべ て の モジ ュー ル を ひと つの プロ グラ ム と し て まとめ て フ 
ロッ ピー ディ スク に 保存 する の に 使わ れ ま す 。 
プロ グラ ムリ スト の 印刷  P ン 印刷 現在 編集 対象 に な っ て いる プロ グラ ム 
の リス ト を 印刷 し ます 。 

この コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 プ リン タ で 印刷 
する プロ グラ ムリ スト の 範囲 を 聞い て きま す 。 


S 指定 範囲 あら か じ め 指 定 し た 範囲 を 印刷 
W プ アク ティ ブウ ィ ン ド ウ 現在 アク ティ ブ に な っ て いる ウィ ンド ウ の 
リス ト の み を 印刷 


M プ カレ ント モジ ュー ル 現在 編集 対象 に な っ て いる モジ ュー ル の み 
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PART 3 Quick BASIC で な に か する 
を 印刷 
A/ 全 体 読み 込ま れ て いる すべ て の プロ グラ ム の リ 
スト を 印刷 
MS-DOS の コマ ンド の 実行 D MS-DOS コマ ンド Quick BASIC を 一 
時 中 断 し て 、MS-DOS の コマ ンド を 実行 で きる よう に し ます 

この コマ ンド を 選択 する と 、Quick BASIC を 一 時 的 に 中 断 し て 、MS-DOS 
の コマ ンド ライ ン に 移り ます 。 

Quick BASIC を 終了 し た わけ で は な い の で 、MS-DOS の コマ ン ド を 利用 し 
た あと は 、MS-DOS の コマ ンド ライ ン 「A>」 な どの 状態 か ら 、 

EXIT 
と する と 、 ま た Quick BASIC の 中 断 前 の 状態 に 戻る こと が で きま す 。 

Quick BASIC を 利用 し て いる と き に 、MS-DOS の DIR、DEL、COPY、 
FORMAT な どの コマ ンド を 使う 必要 が ある 場合 に 利用 し ます 。 

た だ し 、 日 本 語 FEP を 利用 し て いて 、 大きな プロ グラ ム な ど を 作成 編集 し て 
いる 場合 な ど は 、 メ モリ 不足 に な っ て この コマ ンド が 利用 で き な い 場合 が あり 
に 
Quick BASIC の 終了 X プ 終了 Quick BASIC を 終了 し て MS-DOS に 戻 
り ま 39 

この コマ ンド を 選択 する と 、 読 み 込ま れ た プロ グラ ム に 変更 が 加え られ て い 
な い 場 合 は 、 そ の まま MS-DOS の コマ ンド 待ち の 状態 に 戻り ます 。 

プロ グラ ム に 編集 な ど で 変 更 が 加え られ た 場合 に は 、 ダ イア ログ ボッ クス が 
開か れ て 、 フ ァイル を 保存 する か どう か の 確認 が され ます 。 


Y プ は い プロ グラ ム を 保存 し て 終了 する 
N プ い いえ プロ グラ ム を 保存 せ ず に 終了 する 
取消 終了 せ ず に エディ タ 画 面 に 戻る 


いずれ か の ボッ クス を 選択 し ます 


の 
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// 構造 管理 する 
構造 的 に 管理 され る プロ グラ ム や モジ ュー ル 


プロ グラ ム の 構造 


Quick BASIC で は 、 プ ログ ラム を 「 プ ブロ ッ ク 」 単 位 で 構成 する こと を 強く 意 
識 し て いま す 。 

こども 用 の 教育 玩具 に ある 「 〇 〇 プ ブロック 」 を 考え て みる と わか りや すく 〈 く な 
まま 98 

プロ グラ ム は 、 小 さき な プ ロック を 上 単位 と し て 、 部 品 で ある さま ざま な 形 を し 
た た くさ ん の プ ブロック を 組み 合わ せ て つく っ て いく と いう 考え 方 で す 。 

Quick BASIC の ブロ ッ ク は 、 パ ソコ ン で 
行う 処理 の 単位 で 、 ひ と つの 作業 の 手順 を ま 
と め た プロ グラ ム の 部 品 で す 。 

小さ な プ ロッ ク か ら 大 き な プ ブロ ッ ク へ 、 部 
品 と 部 品 を 組み 合わ せ て 目的 の し ご と を する 
プロ グラ ム を 構成 し て いき ます 。 

モジ デル は 、 こ うじ て いく つか の プロ ッ 
ク を 組み 合わ せ て で きた 部 品 を 、 さ ら に 集め 
て 組み 立て た 「 モ ジュ ー ル レベ ルコ ー ド 」 と 
「 プ ロ シ ー ジ ャ 」 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 

プロ シー ジャ に は 、 そ の 働き 方 で 「SUB」 
と 「FUNCTION」 の 2 種類 が あり ます 。 

ひと つの モジ ュー ル だ け で で き て いる プロ 

グラ ム を 「 シ ング ル モ ジ ュー ルプ ログ ラム 」 
と いい 、 複 数 の モジ ュー ル で で き て いる プロ 
グラ ム を 「 マ ル チ モ ジュ ー ル プロ グラ ム 」 と いい ます 。 

先頭 の モジ ュー ル を 「 メ イン モジ ュー ル 」 と いい 、 シ ング ル モ ジ ュー ルプ ブロ 
グラ ム は 、 メ イン モジ ュー ル だ け で 構成 され る プロ グラ ム と いう こと が で きま 
っ 
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時 プロ グラ ム の 構成 
プロ グラ ム 





モジ ュー ルレ ベル コー ド 





Quick BASIC で は 、 モ ジュ ー ル や プロ グラ ム が 構造 化 さ れ て 管理 され て い 
ます 。 す べ て の プロ グラ ム を 画面 上 に 同時 に 表示 する こと が で き な く て も 、 見 
た いと き に は いつ で も 呼び 出せ る よう な 機能 が 整っ て いま す 。 

プロ グラ ム 編 集中 や テス ト ラン の 際 に 必要 な 表示 に 関す る コマ ンド が 、「V 
表示 」 メ ニュ ー に 配置 され て いま す 。 
プロ シー ジャ の 一 覧 。 S/SUB 一 覧 .. [f・2| 読み 込ま れ て いる プロ シー ジ 
ャ の 一 覧 を 表示 し ます 。 

現在 Quick BASIC の エディ タ に 読み 込ま れ て いる プロ グラ ム の モジ ュー ル 
や 、 プ ロ シ ー ジ ャ の 一 覧 を 表示 し て 、 プ ロ シ ー ジ ャ を 操作 する た め の ダ イア ロ 
グ ボ ックス を 開き ます 。 

読み 込ま れ て いる モジ ュー ル の ファ イル 名 は 、 大 文字 で 表示 され ます 。 モジ 
ュー ル の な か に ある プロ シー ジャ は 、1 文 字 分 下げ て 、 フ ァイル 名 の 下 に グル 
ー プ 化 さ きれ て 表示 され ます 。 ウ ィ ン ド ウ に 呼び 出す プロ シー ジャ を 選択 し て 、 
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構造 管理 する 


ジグ 后 シ ュ ジ ヤ V グ 表示 
プロ グラ ム プ ロッ ク マル チ モ ジ ユー ル SSUB 一 覧 
モジ ユー ルレ ベル コー ド シン グル モジ ユー ル ヒノ 次 の SUB 





呼び 出す ウィ ンド ウ を 指定 し ます 。 ま た 、 プ ロ シ ー ジ ャ の 操作 は 、 操 作 す る プ 
ロ シ ー ジ ャ を マウ ス や [TAB ] キ ー で アク ティ ブ ポ イン タ を 移動 きせ て 選択 し 、 
移動 また は 削除 の 指定 を し ます 。 
C プ プロ グラ ム 選 択 読み 込ま れ て いる プロ グラ ム の 一 覧 が 表示 
され 、 こ の な か か ら プ ログ ラム を 選択 
W プ アク ティ ブウ ィ ン ド ウ 選択 し た プロ グラ ム を アク ティ ブウ ィ ン ド 


ウ に 表示 

S グ / 分 割 ウ ィ ン ド ウ ウィ ンド ウ を 分 割 し て 新た に 開い た ウィ ン 
ドウ に 選択 し た プロ グラ ム を 表示 

M/ 移 動 選択 し た プロ グラ ム を 他 の モジ ュー ル に 移 
動 

D 削除 選択 し た プロ グラ ム を モジ ュー ル か ら 削 除 


次 の サ プ プ ログ ラム の 表示  E ン 次 の SUB [SHIFT]+[f・2] 次 の サ 
ププ ログ ラム を アク ティ ブウ ィ ン ド ウ に 表示 し ます 。 

SUB プロ グラ ム は 、 アル ファ ベ ッ ト 順 に 管理 され て いま す 。 この コマ ンド を 
選択 する と 、 現 在 編集 対象 に な っ て いる プロ シー ジャ の 次 の 順番 の プロ シー ジ 
ャ が アク ティ ブウ ィ ン ド ウ に 呼び 出さ れ て 表示 され ます 。 





席 riSiST. 
編集 する プロ シー ジャ , ウィ YR Rap 


DaT.TEISE 
DaTa.YOHIKOHI 
NSR 


IEISISTR.BFS:= メ イン モジ ュー ル 
< nz 現在 の ウィ ンド ウ で 編集 時 < S/ 分 割 ウ ィ ン ド ウ で 編集 > 
< 移動 > < 削除 > < 取 肖 > < ロロ ヘ ルプ > 





LF1= ル Z。 RETURN に 宇 行 ESC= 取 泊 TGB= 次 項目 カッ = 選択 ) 09O91:odil 








時 ダ イア ログ ボッ クス (プロ シー ジャ 一 覧 ) 
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いま まで 編集 対象 だ っ た プロ シー ジャ は 、 画 面 か ら は 消え て し まい ます が 、 
その まま サ プ プ ログ ラム の ひと つと し て 管理 され て いま すか ら 、 な く な っ て し 
まう わけ で は あり ませ ん 。 
アク ティ ブウ ィ ン ド ウ の 分 割 P ノ 画面 分 割 アク ティ プ ウ ィ ン ド ウ を 上 下 
2 画面 に 分 割 し ます 。 こ の コマ ンド を 選択 する と 、 ア クティ プ ウ ィ ン ド ウ が 上 
下 2 画面 に 分 割 さ れ 、 編 集 対 象 だ っ た プロ グラ ム が 、 両 画面 に 表示 され ます 。 
分 割 さ れ た 画面 に は 、 別 の プロ シー ジャ を 呼び 出す こと も で きま す 。 両 画面 
と も それ ぞ れ に 編集 する こと が で きま す 。 

この コマ ンド は 、 切 り 共 え スイ ッ ナ 方 式 で 、 一 度 選 択 す る と 画面 が 分 割 さ れ 、 
次 に 選択 きれ る と も と どおり の ひと つの 画面 に 戻り ます 。 

編集 対象 の プロ グラ ム の ある アク ティ ブウ ィ ン ド ウ を 切り 替え る に は 、 シ ョ 
ー ト ドカ ツキ 呈 


f・6 窓 切り 替え ( 後 ) 
[SHIFT]+[f・6] 窓 切り 替え (前 ) 
で 切り 替え ます 。 


次 に 実行 され る ステ ー ト メン ト N/ 次 の ステ ー ト メン ト プロ グラ ム を 一 
時 中 断 し た と き に この コマ ンド を 実行 する と 、 カ ー ソ ル が 次 に 実行 され る ステ 
ー ト メン ト の ある 行 に 移動 し ます 。 プ ログ ラム は 実行 され る わけ で は な く 〈、 実 
行 中 断 さ れ た 位置 に カー ソル を 移動 する だ け で す の で 、 プ ログ ラム の よそ の 場 
所 か ら カ ー ソ ル を 戻す こと に も 利用 する こと が で きま す 。 


1 <SHIFT+F1=W プ > <F6=H 委 > <F2=SUB 一 覧 > <FS5= 実 行 > <FS= ト L-2> ・ 999OS:033 
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U ン 実行 画面 E ノ 編集 
P ノ 画面 分 割 | プイ ンク ルー ド フ ァイル 編集 ら / 新 規 SUB 
N/ 次 の ステ ー ト メン ト し プイ ンク フク ルード フ ァイル 表示 ら / 新 規 FUNCTION 





実行 画面 を 表示  U ン 実行 画面 プロ グラ ム を 実行 し て 、 エ ディ タ 画 面 に 戻 
っ て いる と き に この コマ ンド を 実行 する と 、 プ ログ ラム の 実行 画面 を 表示 する 
こと が で きま す 。 実行 画面 を 見 て か ら 、 な に か の キー を 押す か 、 マ ウス を 左 ク 
リッ ク す る と エディ タ 画 面 に 戻る こと が で きま す 。 
イン クル ー ド ファ イル の 編集 1 プイ ンク ルー ド フ ァイル 編集 アク ティ ブ 
ウィ ンド ウ に イン クル ー ド ファ イル を 表示 し て 、 編 集 対象 に し ます 。 

イン クル ー ド ファ イル と は 、 マ ル チ モ ジュ ー ル プロ グラ ム を 作成 する 場合 に 、 
複数 の モジ ュー ル で 共通 に 利用 する サブ プ プ ログ ラム や 関数 の 型 な どの 宣言 ステ 
ー ト メン ト を まとめ て お く フ ァイル で す 。 

イン クル ー ド ファ イル の 表示 L プ イン クル ー ド ファ イル 表示 アク ティ ブ 
ウィ ンド ウ に イン クル ー ド ファ イル を 表示 し ます 。 

この コマ ンド は 、 切り替え スイ ッ チ 方 式 に な っ て いて 、 も う 一 度 選 択 す る と 
イン クル ー ド ファ イル の 表示 を や め て 、 も と の 画面 に 戻る こと が で きま す 。 
SUB・FUNCTION の サブ ププ ログ ラム は 、 メ イン プロ グラ ム の 作成 中 で も 、 

SUB 以 また は 、FUNCTION 層 
と し て 、 自 動 的 に 作成 を 開始 する こと が で きま す が 、 新 し い サ ププ ログ ラム を 
作成 する コマ ンド は 、「E ノ 編集 」 の メニ ュー に も 配置 され て いま す 。 
e 編集 メニ ュー ビグ ノ 編集 
新規 SUB プロ シー ジャ の 作成 S 新規 SUB... 新しい SUB プロ シー 
ジャ を 作成 し ます 。 
新しい SUB プロ シー ジャ を 作成 する と き に この コマ ンド を 選択 し ます 。 コ 
マン ド を 選択 する と ダイ アロ グ ボ ックス が 開い て 、SUB プロ シー ジャ の 名 まえ 
を 聞い て きま すか ら 、 入 力 し ます 。 
N プ ファ イル 名 SUB プロ シー ジャ の 名 まえ を 入力 

新規 FUNCTION プロ シー ジャ の 作成 S 新規 FUNCTION... 新しい 
FUNCTION プロ シー ジャ を 作成 し ます 。 

新しく FUNCTION プロ シー ジャ を 作成 する と き に この コマ ンド を 選択 し 
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ます 。 コ マン ド を 選択 する と ダイ アロ グ ボ ックス が 開い て 、FUNCTION ブロ 
ー ジ ャ の 名 まえ を 聞い て きま すか ら 、 入 力 し ます 

N ファイ ル 名 FUNCTION プロ シー ジャ の 名 まえ を 入力 


複数 モジ ュー ル の ファ イル 管理 


複数 モジ ュー ルプ ログ ラム の 読み 出し や 削除 と いっ た ファ イル 管理 は 、「F ン 
ァイル 」 の メニ ュー で 行い ます 
アア イル メニ CTr- F ノ ファ イル 
サ プ フ ァイル の 作成 CZ サザ プラ アァ アイル 作成 に 。 7 サ プ モ ジュール インク 
ルー ド フ ァイル 、 ド キュ メン ト フ ァイル を 作成 し ます 。 
マル チ モ ジ ュー ルプ ログ ラム で 、 メ イン モジ ュー ル 以 外 の モジ ュー ル や イン 
クル ー ド ファ イル 、 ド キュ メン ト フ ァイル を 作成 する 場合 に 選択 し ます 。 
この コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 作 成す る モジ ュ 
ー ル な どの 名 まえ 、 フ ァイル の 形式 を 聞い て きま す 。 
N プ ファ イル 名 モジ ュー ル な どの ファ イル 名 を 入力 
形式 の 選択 
M プ モジ ュー ル  。 モジ ュー ル 作 成 の 場合 、* を つけ る 
1 プイ ンク ルー ド イン クル ー ド ファ イル 作成 の 場合 、* を つけ る 
D プ ドキ ュ メ ント ドキ ュ メ ント ファ イル 作成 の 場合 、* ま を つけ る 


サ プ ブフ ァイル の 読み 出し L プ サブ プ フ ァ イ ル 読 込 .. サブ モジ ュー ル 、 イ 
ンク ルー ド フ ァイル 、 ド キュ メン ト フ ァイル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 読 み 出 
し ま の 8 


マル チ モ ジ ュー ルプ ログ ラム で 、 メ イン モジ ュー ル 以 外 の モジ ュー ル や イン 
クル ー ド ファ イル 、 ド キュ メン ト フ ァイル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 読 み 出 し 
ます 。 こ の コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 読 み 出す モ 
ジュ ー ル な どの 名 まえ 、 フ ァイル の 形式 を 聞い て きま す 。 
N ファイ ル 名 モジ ュー ル な どの ファ イル 名 を 一 覧 表 か ら 選 択 
形式 の 選択 
M プ モジ ュー ル  。 モジ ュー ル と し て 読み 出す 場合 、* を つけ る 
1 プイ ンク ルー ド イン クル ー ド ファ イル と し て 読み 出す 場合 、* を つ 
ける 
D プ ドキ ュ メ ント ドキ ュ メ ント ファ イル と し て 読み 出す 場合 、* を つ 
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C ン サブ プ フ ァイル 作成 
し プ サ プ ファ イル 読込 
F ア ファ イル U り アサ プ ブフ ァイル 解放 





ける 

サ プ フ ァイル の 消去 り / サ プ フ ァ イ ル 解 放 ... 読み 出さ れ た サブ プ モ ジュ 
ー ル 、 イ ンク ルー ド フ ァイル 、 ド キュ メン ト フ ァイル を 消去 し ます 。 

すでに 読み 出さ れ て いる マル チ モ ジ ュー ルプ ログ ラム で 、 メ イン モジ ュー ル 
以外 の モジ ュー ル や イン クル ー ド ファ イル 、 ド キュ メン ト フ ァイル を 消去 し ま 
09 

この コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 消 去 す る モジ ュ 
ー ル な どの 名 まえ を 聞い て きま すか ら 、 一 覧 表 か ら 選 択 し ます 。 

メイ ンプ ログ ラム を 削除 し た 場合 は 、 ど の モジ ュー ル を メイ ンプ ログ ラム に 
する か 、 さ ら に ダイ アロ グ ボ ックス が 開い て 聞い て きま すか ら 、 一 覧 表 か ら 選 
択 し ます 。 

ファ イル は メモ リ か ら は 消去 され て も 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら 削 除 さ れる 
わけ で は あり ませ ん 。 フ ロッ ピー ディ スク に は 、 読 み 出 し た と き の フ ァイル が 
残っ て いま す 。 
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プロ グラ ム の 害虫 を 駆除 する デバ ッ グ コマ ンド 


プロ グラ ム を 作成 し て いる と 、 た と え 小 さ な プ ログ ラム で も 、 ま ちがい や か 
ん 違い 、 考 え 違 い を し て いて 、 最 初 か ら 正 し い プ ログ ラム を つく る の は な か な 
か 難し いも の で す 。 

プロ グラ ム も 人 間 の 行う こと で すか ら 、 当 然 ミ ス が あり ます 。 と ころ が 、 プ 
ログ ラム に ミス が ある と 、 和 石頭 の パソ コン は 動い て くれ ませ ん 。 

し か し 、 パ ソコ ン が 動い て くれ な い ミ ス 、 つ まり Quick BASIC が 発見 し て 
くれ れる ミス は 、 す ぐに 訂正 で きる の で まだ いい ば は う で すら 

BASIC の 文法 に は か な っ て いて も 、 考 え 違 い を し て いて 、 意図 し た こと と 違 
う 動作 を する よう な ミス が あっ た 場合 は 、 発 見 が 非常 に 難し いも の で す 。 

プロ グラ ム の 単純 な ミス か ら 、 こ の よう な 発見 の 難し い ミ ス ま で を 含め て 、 
プロ グラ ム の 誤り を 取り 除き 、 正 常に 動作 する プロ グラ ム に 完成 きせ る の が デ 
バッ グ で す 。 

デバ ッ グ は 、 英 語 で 「DEBUG」 と 書き ます 。BUG は 「 虫 」 の こと 、DE は 「 否 
定 の 接頭 辞 」 で すか ら 、「 虫 を と る 」 ぐ らい の 意味 に な り 、 日 本 語 で も 「 虫 と り 」 
な ど と いう 場合 も あり ます 。 

Quick BASIC で は 、 構 文 チ ェ ッ ク 機 能 が 働い て いて 、 実行 不可 能 な ステ ー ト 
メン ト が 入力 され る と 、 ダ イア ログ ボッ クス を 開い て 「 構 文 テ エラ ー」 を 知ら せ 
て バ れ 志 すず 。* 

また 、 実行 時 に も エラ ー を 発見 する と 、 実行 を スト ッ プ させ て 、 エ ラー の あぁ 
っ だ た スプ 必 ダ ジン トド る を 示 じ で MO ま すず 。 

バグ を 発見 する に は な に より Quick BASIC の デバ ッ グ コマ ンド を 活用 する 
の が VOKCSIF の 5 

Quick BASIC に は 、 プ ログ ラム に 潜む バグ を 発見 する た め に 、 非常 に 強力 な 
デバ ッ ク 機 能 が 用 意 さ きれ て いま す 。 こ の 強力 を 機能 を 「 デ パッ ガ 」 と 呼び ます 。 

Quick BASIC 以外 の 言語 で は 、 こ の よう な デバ ッ グ を 行う た め に 、 多 く の 場 
72 の 
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DEBUG 
構文 チエ ツン 機能 
合 専 門 の 「 デ バッ ガ が 」 と いう プロ グラ ム が 用 意 き れ て いま す 。 
普通 は 、 こ の デバ ッ ガ に プロ グラ ム を 通し て バグ を 発見 し 、 再 度 エ ディ タ を 
起動 し て 修正 し て 、 ま た デバ ッ ガ に か ける と いう こと を 何 度 も 繰り 返し て いま 
す 。 
し か し 、Quick BASIC で は 、 こ の デバ ッ AED 
れ て 、 プ ログ ラム を つく りな が ら 、 動 か し な が ら デ バッ グ も で きる よう に 
て いま す 。Quick BASIC で プロ グラ ム を 実行 中 に デバ ッ カ の 機能 を 使う は 
は 簡単 で す 。 
[STOP] キ ー を 押す と 、 プ ログ ラム の 実行 を 一 時 停止 し 、 エ ディ タ 画 面 で あ 
る ビュ ー ウ ィ ン ド ウ に 画面 が 切り 替わり ます 。 
画面 が 切 り 替 わ ら な い 場 合 は 、 つ づけ て [スペ ニース] バー な ど な に か 適当 な キー 
RNN 
エディ タ 画 面 に 切り 替わる と 、 そ れ ま て で 実行 し て いた 部 分 の プロ グラ ムリ ス 
ト が 表示 され ます か ら 、 す ぐに デバ ッ グ 作業 に 入る こと が で きま す 。 
デバ ッ ク グ 機 能 は 、「D デバッグ 」 の メニ ュー に 配置 され て いま す 。 
ウォ ッ チ 式 の 設定  A プ ウォ ッ チ の 道 加 ... 値 の 変化 を 監視 する 変数 を 設 
定 し ます 。 


| F ノ フフ ァイル EZ 湖 集 り / 玩 示 。S2 ン 


5 ワ ォ ツチ 、.. SHIFT+F9 
ル ォ ッ チ ポ Sh… 
に ーー 


を レタ 0 2 
次 の ステ ー 


1 ニ W プ ・ ウォ ソチ ワ ィ ンド ワウ に 表示 する 式 * 交 数 を : 





財 プルダウン メニ ュー (デバ ッ グ ) 
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この コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 ウ ォ ッ チ ウ ィ ン 
ドウ に 設定 する 式 の 入力 を 求め て きま す 
ウォ ッ チ ウィ ンド ウ に 設定 する 式 の 入力 監視 する 変数 名 を 入力 
ウォ ッ チ 式 と は 、 変 数 の 監視 機構 の こと で す 。 プ ログ ラム 実行 中 に 変数 の 値 
の 変化 する よう す を 監視 し て いま す 
この コマ ンド で ウォ ッ チ 式 を 設定 する と 、 ビ ュー ウィ ンド ウ の 上 に 「 ウ ォ ッ 
チ ウ ィ ン ド ウ 」 が 開い て 、 設 定 し た 式 と 値 が 表示 され ます 
設定 し た プロ シー ジャ 以外 の プロ シー ジャ を 実行 し て いる と き に は 、 式 の 値 
と し て 「Not watchable」 と 表示 され て 、 監 視 で き な い こと を 示し ます 
簡易 ウォ ッ チ の 設定 1/ 簡 易 ウ ォ ッ チ ... プロ グラ ム 中 の 変数 に カー ソ 
ル を 合わ せ て この コマ ンド を 実行 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 現れ て 、 そ の 
変数 と 値 が 表示 きれ ます 。 ま た 、 式 を 指定 する と 式 と 式 の 値 が 表示 され ます 。 
[SHIFT ]+f・9] の ショ ー ト カッ トキ ー に この 機能 が 設定 され て いま す 。 
ダイ アロ グ ボ ックス の な か か ら 「A プ ウォ ッ チ の 追加 」 を 選択 する と 、 指 定 
し た 変数 や 式 を 、 ウ ォ ッ チ ウ ィ ン ド ウ に 追加 し て 設定 する こと が で きま す 。 
ウォ ッ チ ポイ ント W プ ウォ ッ チ ポイ ント ..。 ウォ ッ チ ポイ ント の 式 を 設 
定 し ます 。 こ の コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 ウ ォ ッ 
チ ポ イン ト に 設定 する 式 の 入力 を 求め て きま す 。 
条件 式 の 設定 : ( 式 三 真 に な る ま て 実行 し ます ) ウォ ッ チ ボイン ト に 
設定 する 式 の 入力 


用 ファ イル E 凛 儲 / 寺 示 > 末 FR/ 宇 生 D テ W の め に 国光 (ジュ 1 | 


Untitled 





圏 ウォ ッ チ ウィ ンド ウ 
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デバ ッ グ する 


AZ ウ オッ チ の 追加 ウオ ツチ 式 L ノ 公 ウオ ツチ の 削除 
1 簡易 ウォ ッ チ ウオ ツチ ウ ィ ン ド ウ トレ ー ス 
DZ デ バッ グ  W プ ウオ ツチ ポイ ント  D ン ウオ ツチ の 削除 H/ ヒ トス リ 





ウォ ッ チ ナ ポ イ ント は 、 設 定 し た 式 の 値 が 「 真 」 つ まり 「 0 で な い 値 」 に な っ 
た と き に 、 プ ログ ラム の 実行 を 停止 し ます 。 

ウォ ッ チ ナチ ウィン ドウ に は 、 設 定 し た 式 が 表示 され ます 。「FALES」( 偽 ) ま た 
は 「TRUE」( 真 ) が 表示 され て 、 現 在 の 状態 が わか り ま す 。 

設定 し た プロ シー ジャ 以外 の プロ シー ジャ を 実行 し て いる と き に は 、「Not 
watchable」 と 表示 され て 、 監 視 で き な い こと を 示し ます 。 

ウォ ッ チ の 削除 D プ ウォ ッ チ の 削除 .. ウォ ッ チ ウィ ンド ウ に 設定 され 
て いる ウォ ッ チ 式 を 削除 し ます 。 

監視 する 必要 の な く な っ た ウォ ッ チ 式 を 削除 し ます 。 こ の コマ ンド を 選択 す 
る と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 、 設 定 さ れ て いる ウォ ッ チ ナチ 式 の 一 覧 が 表示 
され ます 。 

一 覧 の な か か ら 選 択 し た ウォ ッ チ ナ 式 が 削除 され ます 。 
全 ウ ォ ッ チ の 削除 し L プ 全 ウ ォ ッ チ の 削除 ウォ ッ チ ウィ ンド ウ に 設定 され て 
いる すべ て の ウォ ッ チ ナ 式 を 削除 し ます 。 

この コマ ンド を 選択 する と 、 確 認 を 求め ず に 設定 され て いる すべ て の ウォ ッ 
チ 式 が 削除 され ます か ら 注 意 し な けれ ば な り ま せん 。 

トレ ー ス ググ トレース トレー スモ ー ド を 切り 奉 え ます 。 

トレ ー ス は 、 プ ログ ラム の 実行 状態 を 1 ステート メン ト ず つゆ っ くり と 追い 
か け て 、 実 行 し て いる ステ ー ト メン ト を 強調 表示 し ます 。 

この コマ ンド は 、 切 り 奉 え 式 の スイ ッ チ に な っ て いて 、 初 め に この コマ ンド 
を 選択 する と 、 ト レー ス オ ン の 状態 に な り 、 コ マン ド の 前 に 「>」 の チェ ッ ク 
マー ク が つき ます 。 

次 に この コマ ンド を 選択 する と 、 ト レー スモ ー ド が キャ ン セ ル さ れ て 、 ト レ 
ー ス オフ の 状態 に な り 、 チ ェ ッ クマ ー ク も 消え ます 。 

ヒス トリ H プ ヒス トリ ヒス トリ モー ド を 切り 替え ます 。 

ヒス トリ は 、 ス テー トメ ント の 実行 順序 を 逆順 、 正 順に 追っ て いく た め の 機 
能 で す 。 

この 機能 を 選択 する と 、Quick BASIC は 最後 に 実行 し た 20 個 の ステ ー ト メ 


ント を 記憶 する よう に る ヵ な 50 ます ) 
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PART 3 Quick BASIC で な に か する 
プロ グラ ム を 一 時 停止 させ て 、 次 の よう な ファ ンク ショ ン キ ー で 操作 し ます 。 
[SHIFT ] 二 [f・8) ヒス トリ (前 ) 実行 ステ ー ト メン ト を 逆順 に さか 





の ぼる 
[SHIFT 」 二 [f・10| ヒス トリ ( 後 ) 実行 ステ ー ト メン ト を 正 順に た ど 
る 


トレ ー ス と 違っ て 、 実 際 に ステ ー ト メン ト を 実行 する わけ で は あり ませ ん が 、 
ファ ンク ショ ン キ ー を 押す た びに 、 実 行き され た ステ ー ト メン ト に カー ソル が 移 
り ま すか ら 、 プ ログ ラム が どの よう に 実行 され た か を 知る こと が で きま す 。 こ 
の コマ ンド も 切り 替え 式 ス イッ チ ナ 方 式 に な っ て いま す 。 
プレ ー ク ポイ ント の 設定  B ン プレ ー ク ポイ ント  [f・9) プロ グラ ム の 
一 時 停止 の 位置 を 設定 し ます 。 

プレ ー ク ポイ ント を 設定 する と 、 こ の ポイ ント で 指定 され た ステ ー ト メン ト 
で 、 プ ログ ラム の 実行 を 一 時 停止 し て 、 画 面 を ビュ ー ウ ィ ン ド ウ に 切り 奉 え ま 
すず 

プロ グラ ム を 一 時 停止 し て 、 ダ イレ クト モー ド を 利用 し て 変数 の 内 容 な ど を 
確認 し た り 、 変 更 し て プロ グラ ム の 誤り を 見 つけ 出す の に 利用 し ます 。 

プロ グラ ム を 一 時 停止 し た い 行 に カー ソル を 合わ せ て 、 こ の コマ ンド を 選択 
する と 、 設 定 し た 行 が 強調 表示 され ます 。 

この コマ ンド も 切り 共 え 式 ス イッ チ に な っ て いて 、 プ レー ク ポ イン ト が 設定 
され て いる 行 に カー ソル を 合わ せ て 、 再 度 コ マン ド を 選択 する と 、 プ レー クボ 


| く SHIFT+F1 = ルプ "> <F6= 守 | 委 > <F2=SUB 一 覧 > <F5= ま 1 本 > <F8= ト レース 





骨 プ レー ク ポ イン ト 
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デバ ッ グ する 


E プ エラ ー 時 強制 中 断 
B ア プレ ー ク ポイ ント 8 ら / 次 の ステ ー ト メン ト の 設定 
C ン 全 プ レー フ ボ イン ト の 削除 C ノ 関数 


イン ト の 設定 を 解除 し ます 。 
全 プ レー ク ポ イン ト の 解除  "C/ 全 プレ ー ク ポイ ント の 削除 設定 され た す 
べ て の プレ ー ク ポイ ント を 解除 し ます 。 

この コマ ンド を 選択 する と 、 確 認 な し に 設定 され た ブレーク ポイ ント を すべ 
て 解除 し ます 。 
エラ ー 処 理 で の 実行 中 断  E プ エ ラー 時 強制 中 断 「ON ERROR」 ス テー ト 
メン ト を 使っ て 、 エ ラー トラ ッ プ を 使っ た エラ ー 処 理 を し て いる と き に は 、 エ 
ラー が 発生 する と プロ グラ ム の 実行 が エラ ー 処 理 ル ー チ ン に 移さ れ て 、 エ ラー 
回 復 の 処理 を 行い ます 。 

デ ヂ デバッグ 中 に は 、 エ ラー 処理 を 行わ ず に 、 プ ログ ラム を 中 断 し て エラ ー の 原 
因 を 突き と め た ほう が よい 場合 が あり ます 。 こ の よう な と き に この コマ ンド を 
指定 する と 、 エ ラー 処理 ルー チン を 実行 せ ず に 、 プ ログ ラム を 強制 的 に 中 断 し 
て し まい ます 。 ヒ スト リコ マン ド と 併用 し て 、 エ ラー の 発生 し た ステ ー ト メ 
ント を 探し 出す の に 役立ち ます 。 
続行 ステ ー ト メン ト の 指定 'S/ 次 の ステ ー ト メン ト の 設定 次 に 実行 され 
る ステ ー ト メン ト を 設定 し ます 。 

カレ ント ステ ー ト メン ト は 、Quick BASIC が 次 に 実行 する ステ ー ト メン ト 
で す 。 一度 プロ グラ ム の 実行 を 中 断 し て 、 ビ ュー ウィ ンド ウ に 戻る と 、 強 調 表 
示さ れ て 示さ れ て いま す 。 

続行 の コマ ンド が 選択 され る と 、 こ の ステ ー ト メン ト か ら プ ログ ラム の 実行 が 
再開 され ます 。 

カー ソル を 任意 の ステ ー ト メン ト に 合わ せ て 、 こ の コマ ンド を 選択 する と 、 
ステ ー ト メン ト が 強調 表示 され 、 カ レン トス テー トメ ント が 移っ た こと を 示し 
ます 。 

次 に 続行 の コマ ンド を 選択 する と 、 こ の ステ ー ト メン ト か とら 実 行 が 再開 され 
ます 。 

プロ グラ ム が 一 時 停止 し た 位置 か ら 、 こ の コマ ンド で 設定 され た カレ ント ス 
テー トメ ント まで を 実行 する わけ で は な く 、 単 純 に 飛ば し て し まう の が この コ 
マン ド の 特徴 で す 。 
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PART 3 Quick BASIC で な に か する 


デバ ッ グ に 役立つ メニ ュー に 「C/ ノ 関数 、 メ ニュ ー が あり ます 。 こ の メニ ュ 
ー は 他 の メニ ュー と 違っ て 、 コ マン ド を 選択 する た め に ある の で は あり ませ ん 。 
この メニ ュー を 選択 する と 、 現 在 実行 中 の プロ シー ジャ が 表示 され ます 。 
メイ ンプ ログ ラム を 実行 中 は 、 メ イン モジ ュー ル の ファ イル 名 が 表示 され て 
いま す 。 プ ロ シ ー ジ ャ が 呼び 出さ れ て いる と き は 、 呼 び 出し の 順に リス ト の トト 
か ら ス タッ ク 状 に 積み 上 げ ら れ て 表示 され ます か ら 、 各 プロ シー ジャ の 呼び 出 

し の 関係 が 下 か ら 上 へ と 把握 で きま す 
プロ シー ジャ の 呼び 出し の 関係 の 表示 C/ 関 数 プロ シー ジャ の 呼び 出し 
の 関係 を スタ ッ ク 状 に 表示 し ます 。 
現在 実行 中 の プロ シー ジャ が いち ば ん 上 に 、 そ れ を 呼び 出し た プロ シー ジャ 
が その 下 に 、 と いう ぐあい に 実行 プロ シー ジャ の リス ト が 表示 され ます 。 
アク ティ プ ポ イン タ で 任意 の プロ シー ジャ を 選択 し て 、 院 キー で 確定 し 、f 
<7| キ ー (現在 行 まで 実行 ) を 押す と 、 い ちば ん 上 の プロ シー ジャ か ら 選 択 され 
た プロ シー ジャ まで を 実行 する こと が で きま す 。 


= ルプ” ・ SUB・FUNCTION を 指定 し て くだ さ ( 





プル ダウ ン メ ニュ ー (関数 ) 


※ ス マッ フ 原義 は 干し 草 を 積み あげ だ 山 の こ と で 、 下 ガ ら 積み 上 げ て 、 上 が 
ら 取 り 出 し て いこ よう な こと を いい ます 。 

コン ピュ ー タ 関係 の 用 語 と し て は 、 メ モリ な ど に 順番 に 値 を 積み 上 げ て 、 柄 
み 上 げ だ 最後 の も の がら 取り 出し て い ぐ ( 後 入 れ 先 出し ) 万 法 、 ま だ は メモ リリ 


の 仁 域 の こと を いい ます 。 
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// 実行 する 


速度 は 遅い が デバ ッ グ 、 修 正 、 追 加 も 自由 


プロ グラ ム を 作成 中 は 、 何 回 も テス トラ ン を 重ね て 、 意 図 し た と お り の 動作 
を する か どう か を 確か め な が ら 、 プ ログ ラミ ング を 進め て いき ます 。 

Quick BASIC で は 、 作 成 途 中 の プロ グラ ム を 統合 環境 の な か の Quick 
BASIC イン タブ リタ て で 動作 きせ ます 。 

ステ ー ト メン ト を ひと つ ず つ 解 釈 実行 し て いき ます が 、 実 行 速度 は 、 一 括 し 
て コン パイ ル し た 自動 実行 型 プ ログ ラム より は 遅い も の の 、 プ ログ ラム の デバ 
ッ グ や や 修正 、 追 加 が 自由 に で きま す 。 

こう し て 、 テ スト を し な が ら デ バッ グ を 繰り 返し て ミス を な くし 、Quick 
BASIC コン パイ ラ て で 完成 し た プロ グラ ム を コン パイ ル す る と 、 自 動 実 行 型 の 
プロ グラ ム が 完成 し ます 。 

自動 実行 型 の プロ グラ ム は 、MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら 直 接 実行 で き 
ます か ら 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト や ユー ティ リティ ソフ ト と 同じ 感覚 で 自作 
の ブロ グラ ム を 使う こと が で きま す 。 

プロ グラ ム の 実行 や コン パイ ル に 関す る コマ ンド は 、「R ン / 実 行 」 メ ニュ ー に 
配置 され て いま す 。 


プロ グラ ム の 実行 、 一 時 停止 し た プロ グラ ム の 続行 、 作 成 し た プロ グラ ム の 
コン パイ ル な どの 機能 が あり ます 。 

プロ グラ ム の 実行 に 関す る コマ ンド は 、「R/ 実 行 」 の メニ ュー に 配置 され て 
いま す 。 

プロ グラ ム の 実行 S ン スタ ー ト [SHIFT 」 二 f・5| 現在 編集 対象 と な 
っ て いる プロ グラ ム を 実行 し ます 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら Quick BASIC に 読み 込ま れ て いる か 、 新 た に 作成 
中 の プロ グラ ム を 初め か ら 実 行 し ます 。 
変数 を クリ ア し て 先頭 に 戻る 。R プ リス ター ト 一 時 中 断 し た プロ グラ ム の 
変数 な ど を クリ ア し て 、 最 初 の ステ ー ト メン ト に カレ ント ステ ー ト メン ト を 移 
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| 問 に あな 記 
BN 1 
変数 を 0 また は 空 の 文字 列 に クリ ア し て 、 最 初 に 実行 可能 な ステ ー ト メン ト を 


カレ ント ステ ー ト メン ト に 設定 し て 強調 表示 し ます 

この あと 、 任 意 の 位置 に カレ ント ステ ー ト メン ト を 移し て 、 プ ログ ラム を 続 
行 す る こと が で きま す 

プロ グラ ム の 続行 N プ 継続 f・5| 一 時 中 断 し た プロ グラ ム を 継続 し 
で 実 補 し まお 。 

一 時 中 断 し た プロ グラ ム を 、 中 断 し た ステ ー ト メン ト の 次 の ステ ー ト メン ト 
か ら 継 続 し て 実行 し ます 。 

プロ グラム が 中 断 さ れ て いる の で な けれ ば 、 プ ログ ラム の 先頭 か ら 実 行 し ま 
9 


プロ グラ ム の 実行 に 関す る コマ ンド は 、 実 行 コ マン ド に 配置 きれ て いる も の 
だ け で は あり ませ ん 。 

プロ グラ ム の 実行 制御 と デバ ッ グ は 深く 結び つい て いま すか ら 、 フ ァ ン クシ 
ョ ン キ ー や 他 の メニ ュー の 関連 する コマ ンド や 操作 を 概観 し て み ま し ょ う 。 
指定 行 ま で の 実行 カー ソル 行 ま て 実行 f・7| 現在 の ステ ー ト メン ト か 
ら 、 プ ログ ラム 実行 上 の 後方 の ステ ー ト メン ト に カー ソル を 合わ せ て [f・7」 キ ー 


あや: ド ほす ロ 
「 


| し メイ ン モジ ュー ル の 設定 ..。 | ン モ ジュ | ライン モジ ュー ル o 詳 | 





瑞 プ ルレ ル ダ ウ ン メ ニュ ー (実行 ) 
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実行 する 


R プ リス ター ト 
R ン 実行 N ン 継続 


ら / ス タート ら / 次 の ステ ー ト メン ト の 設定 
Poem 


を 押す と 、 現 在 の ステ ー メ ント か ら 指 定 さ れ た ステ ー ト メン ト ま で を 実行 し ま 
す 。 
指定 行 ま で の スキ ッ プ S/ 炊 の ステ ー ト メン ト の 設定 D プ デバ ッ グ の メ 
ニュ ー に 配置 され て いま す 。 
シン グル ステ ッ プ ご と の 実行 「「f・8| プロ グラ ム を 1 ステー トメント 
ずつ 実行 し ます 。 
この キー を 押す ご と に 、 1 ステ ー ト メン ト を 実行 し 、 ス テー トメ ント 
が 画面 表示 を 行う 場合 は 、 短 時 間 だ け 実 行 画面 を 表示 し て 、 ま た ビュ ー 
ウィ ンド ウ に 戻り ます 。 
プロ シー ジャ ステ ッ プ ご と の 実行 |f・10| プロ グラ ム の 実行 を プロ シ 
ー ジ ャ を 含め て 1 ステ ー ト メン ト ず 実行 し ます 。 
この キー を 押す ご と に 1 ステー トメ ント を 実行 し 、 ス テー トメ ント が 
画面 表示 を 行う 場合 は 、 短 時 間 だ け 実 行 画面 を 表示 し て 、 ま た ビュ ー ウ 
ィ ン ド ウ に 戻り ます 。 
プロ シー ジャ を 呼び 出す 場合 は 、 そ の プロ シー ジャ を 1 ステ ー ト メン 
ト と し て 、 プ ロ シ ー ジ ャ 内 の すべ て の ステ ー ト メン ト を 一 度 に 実行 し ま 
す 。 
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ン バ イ ル す る 


プロ グラ ム を 一 括 し て マシ ン 語 ファ イル に 


Quick BASIC の 統合 環境 の 下 で プロ グラ ム の 作成 、 テ スト ラン 、 デ バッ グ を 
行っ て バグ が な く な っ た ら 、 プ ログ ラム を コン パイ ル し て 、 独立 実行 型 の ブロ 
クッ ラジ (eZOS ま UI の 

Quick BASIC で は 、 2 つの 種類 の 実行 型 の プロ グラ ム を 作成 する こと が で 
きま す 。 

ひと つ は 、Quick BASIC の ラン タイ ム モ ジュ ー ル を 必要 と する ラン タイ ム 
分 離 型 EXE ファ イル 、 も う ひ と つ は 、 ラ ンタ イム モジ ュー ル を プロ グラ ム の な 
か に 組み 込ん で し まう 独立 型 EXE ファ イル で す 。 


プロ グラ ム の コン バイ ル 


コン バ パイル は 、 Quick BASIC の プロ グラ ム を 、 一 括 し て パソ コン が 直接 実行 
で きる マシ ン 語 の ファ イル に し て し まう た め 、 作 成 し た プロ グラ ム を 、MS- 
DOS の コマ ンド ライ ン か ら 実 行 で きる よう に な り ま す 。 

コン パイ ル の コマ ンド は 、「R/ 実 行 」 の メニ ュー に 配置 され て いま す 。 
プロ グラ ム の コン パイ ル X ン 実行 ファ イル の 作成 現在 編集 対象 に な っ て い 





計 ダ イア ログ ボッ クス (コン パイ ル ) 
7 


コン パイ ル す る 


独立 型 EX ビ ファ イル 

R ン 実行 

ラン タイ ム 分 離 型 EX ビ フタ イル メン 実行 フラ イル の 作成 

ーー ーー ーーー ーー デー で や Ear 


る の ログ ラム を コシ パイ 2 少し ます 。 
この コマ ンド を 選択 する と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 開い て 作成 する ファ イル 
の 名 まえ 、 作 成形 式 な ど を 聞い て きま す 。 
@ ファ イル 名 
N プ 実行 ファ イル 名 ファ イル 名 に は 「.EXE」 の 拡張 子 を つけ る 。 この 拡 
張子 の ある ファ イル は 、MS-DOS が 直接 実行 で き 
る ファ イル と され る 


@ ファ イル の 作成 形式 
X プ ラン タイ ム 分 離 型 
ラン タイ ム モ ジュ ー ル の 必要 な コー ドサ イズ の 小 
さい 実行 可能 ファ イル 
A 独立 型 ラン タイ ム モ ジュ ー ル の 必要 の な い 実 行 可能 ファ 
イル 
@ ラ ンタ イム エラ ー の チェ ッ ク 
D プ デバ ッ グ プロ グラ ム の 実行 時 に エラ ー が 起き た り 、[STO 
P」 キ ー が 押さ れ た と き に 実行 を 停止 し て エラ ー コ 
ー ド を 返す 指定 を 行う 。 こ の 指定 を 行わ か いで ラ 
ンタ イム エラ ー が 発生 する と 、 プ ログ ラム の 実行 
は 予測 不能 に な る 
@ コン バイ ル の 開始 
M 実 行 フ ァイル 作成 実行 可能 ファ イル を 作成 し 、Quick BASIC に 戻る 
E ン 実行 ファ イル 作成 後 終了 


実行 ファ イル を 作成 後 、Ouick BASIC を 終了 し て 
MS-DOS の コマ ンド ライ ン に 戻る 
@ ラ ンタ イム 分 離 型 実行 ファ イル 
ラン タイ ム 分 離 型 実行 ファ イル は 、 プ ログ ラム の 実行 時 に 「BRUN45A. 
EXE」 と 「BRUN45E. EXE」 と いう 2 つの ラン タイ ム モ ジュ ー ル が 必要 で す 。 
ラン タイ ム モ ジュ ー ル は 、 コ ン パ イル し た プロ グラ ム を 実行 する 際 に 必要 な 
細か い 作 業 を 行う 小さき な マ シン 語 の ルー チン を 集め た も の で す 。 
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PART 3 Quick BASIC で な に か する 

この ラン タイ ム モ ジュ ー ル と ラン タイ ム 分 離 型 EXE フ ァイル は 、 フ ロッ ヒ 
ー デ ヂ ディスク の な か で 同じ ディ レク トリ に ある か 、 パ バス を 設定 し た ディ レク トリ 
こ な け れ ば な り ま せん 。 

ラン タイ ム 分 離 型 EXE ファ イル は 、 ラ ンタ イム モジ ュー ル を 別 の ファ イル 
と し て いま すか ら 、 コ ン パ イル で 生成 され る プロ グラ ム の コー ドサ イズ は 、 独 
立 型 EXE フ ァイル に くら べ て 小さ く な り ま す 。 
@ 独立 型 EX ビビ ファ イル 

独立 型 EXE ファ イル は 、 コ ン パ イル の 際 に ラン タイ ム モ ジュ ー ル を ブロ グ 
ラム の 一 部 と し て リン ク (結合 ) し て し まい ます 。 

その た め 、 プ ログ ラム の 実行 時 に は 、 ラ ンタ イム モジ ュー ル を 必要 と し ませ 
ん が 、 コ ン パ イル の と き に は 、「BCOM45A. LIB」 と 「BCOM45E. LIB」 と い 
う 2 つの ラン タイ ム モ ジュ ー ル が 、Quick BASIC と 同じ ディ レク トリ に ある か 、 
パス を 設定 し た ディ レク トリ に な けれ ば な り ま せん 。 

プロ グラ ム に ラン タイ ム モ ジュ ー ル を リン ク す る た め に 、 コ ン パ イル 後 の コ 
ー ド サイ ズ は 、 ラ ンタ イム 分 離 型 EXE フ ァイル に くら べ て 大 きく な り ま す が 、 
実行 時 に ラン タイ ム モ ジュ ー ル の 存在 に つい て 注意 する 必要 が な い の て 便利 で 
す 。 

独立 型 EXE ファ イル は 、 他 の プロ グラ ム に 実行 を 引き 継ぐ 「CHAIN」 ス テ 
ー ト メン ト を 使用 じ た 場 合 に 、「COMMON」 ス テー トメ ント て 指定 な 半 
を 保存 し な いた め 、 変 数 の 内 容 を 引き 継ぐ こと が で き な い の て 注意 し な けれ ば 
な り ま せん 。 








/// 行 番 号 は いら な い 


上 か ら 下 へ と 書か れ た 順に 実行 され て いく 
BASIC の プロ グラ ム は 、 最 も 小さ な 単位 と し て 「 行 」 を 単位 に 構成 され て い 
ます 。 い まま で の BASIC、 例 えば 「Naa 一 日 本 語 BASIC (86) 」 で は 、 1 行 が 
[ 行 番号 ] [ステ ー ト メン ト ] [ : 別 の ステ ー ト メン ト ] 
で 構成 きれ て いま す 。 
Quick BASIC の プロ グラ ム の 行 は 、 
[ステ ー ト メン ト ] [ : 別 の ステ ー ト メン ト ] 
で 構成 され て いま す 。 





「 行 番号 」 と いう の は 、BASIC プロ グラ ム の 実行 順序 を 決め る 番号 で 、 プ ログ 
ラム の 1 行 ご と の 先頭 に 整数 で つけ る も の で す 。 
プロ グラ ム は この 行 番号 の 順に 実行 きれ 、「GOTO」 ス テー トメ ント や 「IEF 
ーTHEN 」 ス テー トメ ント て で 次 の 実行 順 計 を 示す と き 、 プ ログ ラム の 分 岐 先 を 
は っ きり させ る た め の 目 印 で も あり ます 。 
行 番号 は 、Quick BASIC が 現れ る まで の いま まで の BASIC、 例 えば PC 一 
9801 シリ ー ズ に 標準 で 付属 し て くる 「N。。 一 BASIC」 や 「N。。 一 日 本 語 BASIC 
(86)」 な どの よう な BASIC で は 、 絶 対 に 必要 で し た 。 
と ころ が Quick BASIC で は 、 プ ログ ラム を 書く た め に 行 番号 の 必要 は あり 
盾 順次 処理 プロ グラ ム ま せ ん 。Quick BASIC 
で は 、 ど うし て 行 番号 が 


N as 日 本 語 BASIC (86) Quick BASIC 必要 な い の で し ょ うか 。 
19 INPUT A INPUT A どう や っ て 、BASIC に 
2』 INPUT B INPUT B プロ グラ ム の 実行 順序 を 
39 C=A+B C=A+B 知ら せる の で し ょ うか 。 
49 PRINT C PRINT C 左 の 「 順 次 処理 プロ グ 
59 END END ラム 」 リ スト は 、 同 じ 簡 


単 な プ ログ ラム を 、 い ま 


行 番号 は いら な い 





GOTO 
IF-THEN-END IF 
財 FCTHEN 分 岐 プ ログ ラム ま で の BASIC と 、 
0 Quick BASIC で 書 
いた も の で す 。 
19 INPUT A Quick BASIC に 
29 INPUT B は 、 行 番号 が あり ま 
3 IF B= THEN GOTO 4 ELSE GOTO 6 せん が 、 い まま で の 
49 PRINT "0 で 割れ ませ ん " BASIC と 同じ よう 
5 GOTO 8 に 実行 され ます 。 
69 C=A/B Quick BASIC の 
79 PRINT C プロ グラ ム は 、 書 か 
8 END れ た 順番 に 上 か ら 下 
へ と 実行 され る か ら 
Quick BASIC 人 
一 方 、 Nss- 日 本 語 
INPUT A BASIC (86) も 、 こ 
INPOT B こ で は 同じ よう に 上 
IF B=M THEN が の NKOZ ログ クム 
PRINT "0 で 割れ ませ ん “ を 実行 し て いる だ け 
ELSE で す が 、 や は り 行 番 
C=A/B 号 が 必要 で す 。 
PRINT C で は 、 今 度 は 左 の 
END IF リス ト は どう で し ょ 
END う か 。 
条件 に よっ て 実行 


する 順番 を 変え た て いま す が 、 ど ちら の プロ グラ ム も 同じ 動作 を し ます 。 
Quick BASIC で は 、「IFーTHENーEND IF」 ス テー トメ ント の な か に 実行 
する プロ グラ ム が 入っ て し まっ て いま す 。 
N。。 一 日 本 語 BASIC (86) で は 、「GOTO」 ス テー トメ ント を 使っ て 、 実 行 す 
る 行 を 変え て いま す 。 
795 


PART4 プロ グラ ミン グ の 入口 

これ は 一 例 で す が 、 プ ログ ラム の 実行 順序 を 変え る の も 、Quick BASIC で 
は 、 プ ログ ラム の 書き 方 し だ いで 、 行 番号 を 使わ ず に 、 読 みや すく で きる よう 
に な っ て いま す 。 

ラベ ル 

Quick BASIC で は 、 行 番号 を 使わ ず に プロ グラ ム 実 行 の 分 岐 が で きま す が 、 
どう し て も プロ グラ ム の 離れ た と ころ へ 実行 を 移し た い 場 合 に は 、 ど うし た ら 
いい で し ょ う 。 

いま まで の BASIC に も あり まし た が 、 こ うい う 場 合 は 「 ラ ベル 」 を 使い ま 
まる 

N。。 一 日 本 語 BASIC (86) で ラベ ル を 表わす に は 、「※*」( ア スタ リス ク ) を 
つけ て か ら ラ ベル 名 を つづ け ま す 。 

Quick BASIC で は 、 ラ ベル 名 の あと に 「 : 」( コ ロン ) を つけ る の で す 。 

どちら も BASIC の ステ ー ト メン ト や コマ ンド は 、 ラ ベル の 名 まえ に 使う こ 
と が で きま せん 。 
崩 GOSUB て RETURN 分 岐 プ ログ ラム 


Nas 一 日 本 語 BASIC (86) Quick BASIC 

19 INPUT A INPUT A 

29 INPUT B INPUT B 

39 GOSUB *KAKE GOSUB KAKE: 
49 PRINT C PRINT C 

5 STOP STOP 

199 *KAKE KAKE: 

119 C=A*B C=A*B 

12 RETURN RETURN 


Quick BASIC で は 、 行 番号 つき の プロ グラ ム も 実行 する こと が で きま す 。 
Quick BASIC で は 、 行 番号 を ラベ ル と 同じ よう に 、 プ ログ ラム の 行 を 表わす 
「 名 まえ 」 と し て 扱っ て いま す 。 
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行 番号 は いら な い 


IFーTHEN 行 識別 子 
GO の ロメ ジ に ド 
GOSUB-RETURN REM 


剛 行 番号 つき の 順次 処理 プロ グラ ム 

N。。 一 日 本 語 BASIC (86) Quick BASIC 
1 INPUT A 4g INPUT 4 
2 INPUT B 19 INPUT B 
329 C=A+B 29 C=A+B 
4g PRINT C 59 PRINT C 
59 END 39 END 


Quick BASIC の ブログ ラム で は 、 こ の よう に 行 番号 が バラ バラ に つけ られ 
て いて も 、 プ ログ ラム が 上 か ら 下 へ と 順に 実行 きれ ます 。 

Quick BASIC の プロ グラ ム て で の 行 の 構成 を も う 少 し 詳し く 見 て みる と 、 

[ 行 識別 子 ][ ス テー トメ ント ][ : 別 の ステ ー ト メン ト ][' コ メン ト ] 

と いう よう に 構成 され て いま す 。 

「 行 識別 子 」 は 、 行 番号 と は 違っ て 、 ラ ベル を 含む プロ グラ ム の 行 に つけ られ 
た 名 まえ で すか ら 、 な く て も か まい ませ ん 。 

Quick BASIC で は 、 こ の 行 識別 子 に 行 番号 や ラベ ル を 使え る こと に な っ て 
いま す 。 

この よう に し て 、 い まま で の BASIC で 作成 し た 行 番号 つき の プロ グラ ム も 、 
Quick BASIC で 動か すこ と が で きる よう に し て いる の で す 。 

「 コ メン ト 」 は 、 実 行 さ れ な い 注 息 で 、「REM」 ス テー トメ ント に 相当 する も の 
で すか ら 、 必 要 な と き に 入れ ます 。 





プロ グラ ム を 構造 告 化す る 


あと で 直し や 追加 も し や すい よう に 


プロ グラ ム は 、 わ か りや すく 、 わ か りや すく と 、 そ れ を 意識 し て 作成 し な い 
と 、 つ くっ て いる その と きこ そ 、 な に を し て いる プロ グラ ム か 、 十 分 に 理解 し 
て いる も の の 、 そ れ か ら 少 し 時 間 が た っ て し まう と 、 作 成 し た 本 人 で も わか ら 
な く な っ て し まっ て 、 プ ログ ラム を 修正 し た り 発 展 さ せ た り する と き に 困っ て 
し まる 922 は (2 が る に CS お 

そん な こと の な いよ うに 、 あ と で 見 て も 、 そ こ に は な に が 書い て ある か 、 ど 
ん な 構造 に な っ て いる か が ひと 目 で わか る よう な 、 管 理 さ れ 、 整 備 さ れ た プロ 
グラ ム が 、 構 造 化 き れ た プロ グラ ム で す 。 

人 NN な ど と いう と 、 だ たい へ ん 難し そう に 聞こ そえ ます が 、 そ 

こと は あり ませ ん 。 プ ログ ラミ ング する と き の 、 ひ と つの 基本 的 な 考え 方 
MSN 


構造 化 プ ログ ラミ ン 


プロ グラ ム の 構造 化 は 、 プ ログ ラム を 「 書 き や す く 」「 読 みや すく 」「 理 解 し 
や すく 」 す る た め の 方 法 で す 。 

構造 化 に は まず 、 プ ログ ラム を 「 プ ロッ ク 」 に 分 け て つく っ て いく 方 法 が あ 
り ま す 。 

プロ ッ ク は 、 ひ と つの 作業 を する ひと か た まり の プロ グラ ム で 、 大 き な し ご 





プロ グラ ム 内 Kexg 会 社 組織 会 社 


作業 1 作業 2 





プロ グラ ム を 構造 化す る 


GOTO 
IFーTHEN 
プ ブロッ マルチ ステ ー ト メン ト 





と を する た め に いく つか の プ ブロッ ク を 呼び 出し て 、 処 理 を 行っ て いき ます 。 
プロ グラ ム は 、 ま ず 大 ま か な し ご と を 考え て 、 次 に その し ご と を する た め の 
細か い 作 業 を いく つか 考え て いき ます 。 

た する みる プロ メタ な は し (ツリ ーー 状 ん に で きも あがっ て いま まり あ ょ う 
ど 、 会 社 の 組織 の よう に 構成 きれ て いる こと が わか り ま す 。 

この よう に プロ グラ ム の 構成 を 上 か ら 下 へ と 、 だ ん だ ん 細か くし て いく 方 法 
で 、 大 き な プ ログ ラム の 流れ を つか みな が ら 、 細 か い プ ログ ラム を 正確 に つく 
っ TGVi〈 を と の * で きま す 。> 

も し プロ グラ ム が 意図 し た と お り に 動作 し な く て も 、 こ の よう に 管理 され て 
いれ ば 、 不 都合 が 生じ た 部 分 を すぐ に 発見 し て 、 対 策 を 立て る こと が で きま す 。 
また 、 あ る 程度 プロ グラ ム が で き あ が っ て き て 、 新 た な 機能 を つけ 加え た り 
する 場合 に は 、 逆 に 下 か ら 上 へ と プロ グラ ム を 検討 し て いく こと も で きま す 。 
常に プロ グラ ム の 構造 化 を 意識 し て いれ ば 、 自 然 に 上 か ら 下 へ 実行 され て い 
くわ が りや すい プロ グラ ム が で きま す が 、 こ れ と は 逆 に 、 プ ログ ラム を つく る 
と き に 気 を つけ な けれ ば な ら な いこ と や 、 や っ て は いけ な いこ と も あり ます 。 
@ GOTO で スパ ゲッ ティ 

GOTO ステ ー ト メン ト は 使わ な いよ "7 






うに も ます 。 Lu 
特に 、IF-THEN ステ ー ト メン ト と 
組み 合わ せ て 、 プ ログ ラム の 実行 を バラ ヽ 


バラ に 分 岐 さ きせ る と 、「 ス パ ゲ ッ テ ィ プロ 
グラ ム 」 と いわ れる 、 実 行 順 座 の めちゃ 
くち ゃ な 、 わ か り に くい プロ グラ ム に な 
っ て し まい ます 。 
@ マル チ ス テー トメ ント 

マル チ ス テー トメ ント と は 、 複 数 の ステ ー ト メン ト を 1 行 の プロ グラ ム に 押 
し 込ん で し まう こと で す が 、 関 連 の 深い ステ ー ト メン ト を 1 行 に まとめ る こと 
財 R2GGREVYS 和 の 9 か の ーー ルト ジジ トド 2000 ま (コロ ン )M や うがい で いく 
こと も 、 わ か り に くい プロ グラ ム に な る 原因 で す 。 


N 
ン 
ノ 
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プロ グラ ム の 制御 構造 


Quick BASIC で は 、 行 番号 を 使わ な いで 、 構 造 化 き れ た プログ ラム を つく る 
た め に 、 プ ログ ラム の 制御 構造 は 使い や すく 、 わ か りや すい も の に な っ て いま 


98 
プロ グラ ム の 構造 化 の た め の 基 本 的 な 制御 構造 は 、 
順次 処理 
選択 
繰り 返し 


の 3 つの 要素 で 構成 きれ て いま す 。 

すべ て の プロ グラ ム は 、 こ の 3 つの 制御 構造 を 使っ て 作成 する こと が で きま 
す 。 
順次 処理 

順次 処理 は 、 上 か ら 下 へ と 順番 に 実行 し て いく 構造 で 、 行 番号 が な く て も ト 
の 左 の 図 の よう に 順番 に 実行 し て いく こと が で きま す 。 
選択 

選択 は 、 そ の 条件 し だ いで 処理 を 分 岐 する 構造 で 、 イ エ 
ス か ノー か の 2 方 向 分 岐 の 場合 や 、 条 件 に よっ て いく つか 
ある ケー ス に 分 か れる 多 方 向 分 岐 の 場合 が あり ます 。 図 で 
示す と 下 の 右 図 の よう な 処理 方 法 で す 。 
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フロ グラ ム を 構造 化す る 


GOSUB-RETURN 繰り 返し 
順次 処理 条件 判断 
選択 ルー スズ 





繰り 返し 
繰り 返し は 、 条 件 に よっ て 同じ 処理 を 何 度 も 繰り 返す (ルー プ ) 構 造 で す 。 
条件 判断 を 繰り 返し の 前 に 行う 場合 と 、 あ と で 行う 場合 が あり ます 。 
条件 判断 を 繰り 返し の 前 に 行う と 、 判 断 の 結果 に よっ て は 一 度 も 処理 を 行わ 
ず に ルー プ を 抜け て し まう 場合 も あり ます し 、 あ と で 判断 を 行う と 、 必 ず 1 回 
は ルー プ 内 の 処理 を 実行 する こと に な り ま す 。 
前 判断 型 後 判断 型 
ルー プ す る ? 









Quick BASIC で は 、 い まま で の BASIC と 同じ よう に 「GOSUB-RETURN」 
ステ ー ト メン ト に よる サブ ルー チン を 利用 し て プロ グラ ム を 構造 化す る こと も 
で きま す が 、「 プ ロ シ ー ジ ャ 」 を 使え ば 構造 化 を さら に 進め る こと が で きま す 。 
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Zs ロリ シン ーー ド ろ っ (SNCAAI つ の ま 沿 
まだ に ど お 多 特 う オ ログ ラム の 
単位 で 、 本 体 (メイ ン ) の ブロ グ 
ラム と は 独立 し た ひと つの 「 モ ジ 
ュー ル 」 と し て 管理 され ます 。 
メイ ン モ ジュ ー ル を ひと つの プ 
ログ ラム と し て 見 て みる と 、 図 の 
よう に 、「 モ ジュ ー ル レベ ルコ ー ド 
(メイ ン モ ジュ ー ル ) 」 と 「 プ ロ シ 
ー ジ ャ 」 か ら 構 成 さ きれ て いま す 。 
プロ グラ ム と し て 独立 し て いる 
だ け で は な く 、 変 数 も 独立 し て 使 
用 で きる よう に な っ て いま す 。 
プロ シー ジャ 内 で は 、「 グロ ー バ 
ル 変数 」 に 指定 し な いか ぎり 、 す 
べ て の 変数 が 「 ロ ー カ ル 変 数 」 と 
し て 独立 し て いま す の で 、 モ ジュ 
ー ル レベ ルコ ー ド (メイ ン モ ジュ 
ー ル ) や 他 の プロ シー ジャ て 使わ 
れ て いる の と 同じ 変数 名 を 使用 し 
て も 、 他 の プロ シー ジャ に は まっ 
た く 影 響 を 与え ませ ん 。 


プロ グラ ム 








財 プ ログ ラム の 構成 


他 の プロ シー ジャ と 同じ 変数 名 も 使え る 

グロ ー バ ル 変 数 と は 、 い まま で の BASIC の 変数 と 同様 に 、 プ ログ ラム 全体 で 
共通 に 使用 され る 変数 で 、 特 に 宣言 すれ ば 、 異 な っ た プロ シー ジャ で 変数 の 値 
を 参照 し た り 、 代 入 す る こと が で きる よう に な り ま す 。 
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プ ブログ ラム を 構造 化す る 


変数 
ロー カル 変数 引数 
グローバ ル 変 数 パラ メー マタ 





これ に 対し て ロー カル 変数 は 、 特 定 の プロ シー ジャ 内 だ け に 有効 な 変数 で 、 
他 の プロ シー ジャ で 同じ 名 まえ の 変数 を 使っ て いた と し て も お 互い に 影響 され 
る こと は あり ませ ん 。 

メイ ンプ ログ ラム と 違っ た 変数 で 処理 で きる 

プロ シー ジャ の 汎用 性 を 高め る た め に 、「 パ ラメ ー タ 」 を 使用 し て 、 メ イン プ 
ログ ラム か ら 処 理 す べき デー タ を 「 引 数 」 と し て プロ シー ジャ に 一 括 し て 引き 
渡し 、 メ イン プロ グラ ム と プロ シー ジャ で 異な っ た 変数 の 組 に よる 処理 を する 
こと が で きま す 。 

プロ シー ジャ を 呼び 出す と き に 、 値 を 引数 と し て プロ シー ジャ に 引き 渡す と 、 
その 値 に よっ て プロ シー ジャ 内 で の 処理 を 行い ます 。 

プロ シー ジャ 内 で 処理 が 終わ る と 、 プ ロ シ ー ジ ャ を 呼び 出し た ステ ー ト メン 
ト の 交 の ステ ー ト メン ト に 戻り ます が 、 こ の と き 呼 び 出し た と き に 使わ れ た メ 
イン プロ グラ ム の 変数 に 、 処 理 を 終わ っ た プロ シー ジャ の 変数 の 内 容 で ある 処 
理 結果 の 値 を 返し ます 。 

パパ ラメ ー タ は 、 プ ロ シ ー ジ ャ で 使わ れる 変数 の 値 を 受け 取る 仮 の 変数 の 「 名 
まえ 」 で 、 プ ロ シ ー ジ ャ 内 で だ け 有 効 で す 。 

引数 は 、 パ ラメ ー タ に 引き 渡さ れる 変数 の 内 容 で ある 「 値 」 で 、 プ ロ シ ー ジ 
ャ で の 処理 が 終わ る と 、 パ ラメ ー タ に 引き 渡し た 変数 に 値 が 戻さ れ ま す 。 
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引数 リス ト と パラ メー タリ スト の 変数 名 は 、 同 じ で な く て も か まい ませ ん が 、 
引数 と パラ メー タ の 「 個 数 」 と 「 変 数 の 型 」 は 、 同 じ で な けれ ば な り ま せん 。 
プロ シー ジャ は 、 ひ と つの 独立 し た プロ グラ ム の 単位 に な っ て いる の で 、 メ 
イン モジ ュー ル か ら だ け で は な く 、 他 の プロ シー ジャ や 他 の モジ ュー ル か ら 呼 
び 出 すこ と が で きま す 。 

また 、 一 度 作成 し た プロ シー ジャ は 、 他 の プロ グラ ム に 組み 込ん で 使う こと 
が で きる の で 、 同 じ よ うな プロ シー ジャ を プロ グラ ム ご と に 作成 し な く て も す 
むように な り 、 プ ログ ラミ ング の 省力 化 や 、 グ ルー プ で の プロ グラ ム 開 発 が で 
きる よう に な り ま す 。 

プロ シー ジャ に は 、「SUB ( サ プ ) プロ シー ジャ 」 と 「FUNCTION (ファ ン 
クシ ョ ン ) プロ シー ジャ 」 の 2 種類 が あり ます 。 


SUB プロ シー ジャ は 、GOSUB ステ ー ト メン ト に 似 た 働き を し ます 。 

SUB プロ シー ジャ が 呼び 出さ れる と 、 プ ロ シ ー ジ ャ 内 の ステ ー ト メン ト が 順 
に 実行 され 、「END SUB」 ス テー トメ ント に くる と SUB プロ シー ジャ を 呼び 
出し た ステ ー ト メン ト の 次 の ステ ー ト メン ト に 実行 を 戻し ます 。 

@ SUB プロ シー ジャ の 定義 

SUB プロ シー ジャ は 、 

SUB [プロ シー ジャ 名 ] [パラ メー タリ スト ] 
[SUB の 処理 ] 


EXIT SUB 


END SUB 
の よう に 行わ れ 、 初め の SUB ステ ー ト メン ト を 入力 する と 、 自動 的 に SUB プ 
ロ シ ー ジ ャ の 定義 に 入り 、Quick BASIC の 管理 し て いる サブ プ フ ァイル の リス 
に 加え られ て 、 メ イン の モジ ュー ル と 区 別 さ れ ま す 。 
[プロ シー ジャ 名 ] は 、 先 頭 が 「FN」 で 始ま ら な い 40 文 字 ま で の 任意 の 名 まえ 
を つけ られ ます 。 た だ し 、Quick BASIC の 予約 語 は 使用 で きま せん 。 
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フロ グラ ム を 構造 化す る 


FUNCTION プ ロ シ ー ジ ャ SUB EXIT SUB 
個数 予約 語 CALL 
SUB プ ロ シ ー ジ ヤセ ヤ 変数 の 型 END SUB 引数 リス ト 


IM を Ei 

[パラ メー タリ スト ] は 、 変 数 の リス ト で す 。 こ の 変数 は 、SUB プロ シー ジャ 
を 呼び 出し た モジ ュー ル か ら の 引数 を 受け 取る SUB プロ シー ジャ 内 で 有効 な 
パラ メー タ で す 。 

SUB プロ シー ジャ の 末尾 は 、「END SUB」 で 終わ り 、SUB プロ シー ジャ の 
処理 を 終了 し て 、 呼 び 出 され た ステ ー ト メン ト の 次 の ステ ー ト メン ト に 実行 を 
戻し ます 。 

また 、SUB プロ シー ジャ の 途中 で 処理 を 中 断 し て 、 呼び 出し た プロ グラ ム に 
処理 を 戻す た め に は 、「EXIT SUB」 ス テー トメ ント を 組み 入れ ます 。 

@SUB プロ シー ジャ の 呼び 出し 

SUB プロ シー ジャ は 、「CALL」 ス テー トメ ント に 組み 込ん で 呼び 出す 方 法 
と 、 プ ロ シ ー ジ ャ 名 を Quick BASIC の ステ ー ト メン ト と 同じ よう に その まま 
使っ て 呼び 出す 2 通り の 方 法 が あり ます 。 





予約 語 OuICK BASIC の ステ ー ト メン ト や コマ ンド 、 シ ステ ム ん 関 数 と し 
て 使用 まれ て いる 単語 。 

Ouick BASIC が プロ ブラ ム を 実行 する と き に 、 単 語 を 1 語 ず つ 読み 込ん 
で 解釈 し て いき ます が 、 こ の と き に まず ざ Ouick BASIC の ステ ー ト メン ト な 
ど で あ る が ご どう ガ が を 調べ ます 。 

OulCK BASIC の ステ ー ト メン ト な ど 以 外 の 場合 は 、 プ ロ シ ー ジ ャ 名 や 変 
数 名 と し て 処理 を する の で 、 予約 語 を 変数 な どの 名 まえ に 使用 する と 、Oulck 
BASIC の ステ ー ト メン ト な ご ど と し て 実行 し よう と する だ め に 、 エ ラー に な つ 
て し まい ます 。 
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CALL [SUB プロ シー ジャ 名 ] [( 引 数 リス ト )] 

CALL に 組み 込ま れ て [SUB プロ シー ジャ 名 ] で 指定 され た SUB プロ シー 
ジャ が 呼び 出さ れ ま す 。 

[引数 リス ト )] は 、SUB プロ シー ジャ に 引き 渡す 引数 の 入っ た 変数 を 「( )」 
(か ら て ) で < く 〈 ラ た な か に 、『,」 (カン マ ) で 区 切っ て 指定 し ます 。 

[SUB プロ シー ジャ 名 ] [引数 リス ト ] 

Quick BASIC の 組み 込み ステ ー ト メン ト と 同様 に 、[SUB プロ シー ジャ 名 ] 
だ け を プロ グラ ム に 書く と 、 指 定 さ れ た SUB プロ シー ジャ が 呼び 出さ れ ま す 。 
[引数 リス ト ] は 、SUB プロ シー ジャ に 引き 渡す 引数 の 入っ た 変数 を 「, 」( カ 
ンマ ) で 区 切っ て 指定 し ます 。 

この 場合 、 引 数 リス ト を 「( )」( か っ こ ) で くく っ て は いけ ませ ん 。 

SUB プロ シー ジャ 名 だ け で 呼び 出す 場合 は 、 プ ログ ラム の 先頭 で 
「DECLARE」 ス テー トメ ント を 使っ て 、SUB プロ シー ジャ の 使用 を 事前 に 宣 
言 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 

DECLARE SUB [SUB プロ シー ジャ 名 ] 

Quick BASIC の エディ タ 環 境 で プロ グラ ム を 作成 し て いる と き に は 、CALL 
に 組み 込ま な い SUB プロ シー ジャ の 定義 を 行う と 、 Quick BASIC が この 宣言 
を 、 自 動 的 に モジ ュー ル の 先頭 で 行い ます 。 

この た め 、Quick BASIC の エディ タ 環 境 で プロ グラ ム を 作成 し て いる と き 
に は 、 SUB プロ シー ジャ を 定義 する だ け で 、 特に 宣言 を 意識 する 必要 は あり ま 
せん が 、 他 の エディ タ な ど を 使っ て プロ グラ ム を 作成 し て いる 場合 は 、 必 ず 自 
分 で この 宣言 を 行わ な けれ ば な り ませ ん 。 


FUNCTION プロ シー ジャ 


FUNCTION プロ シー ジャ は 、「DEF FN 関数 定義 」 に 似 た 働き を し ます が 、 
独立 し た プロ シー ジャ で す の で 、FN 関数 より 自由 に 使う こと が で きま す 。 
FUNCTION プロ シー ジャ は 、 呼 び 出 す プ ログ ラム 内 で は Quick BASIC の 
関数 と 同じ よう に 、 式 の な か で 使い ます 。 

式 の な か に FUNCTION プロ シー ジャ 名 が 現れ る と 、FUNCTION ブロ シ 
ー ジ ャ が 呼び 出さ れ 、 プ ロ シ ー ジ ャ 内 の ステ ー ト メン ト が か 実行 され ま す 。 
「END FUNCTION」 ス テー トメ ント に 来る と 、 呼 び 出 され た だ 式 に 処理 を 戻 
し 、 処 理 の 結果 を 関数 の 値 と し て 、 呼 び 出し た 式 の 計算 や 評価 を つづ け ま す 。 
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ブフ ログ ラム を 構造 化す る 


DECLARE _ END FUNCTION 
CALL EXIT FUNCTION 
FUNCTION INT 関数 





@ FUNCTION プロ シー ジャ の 定義 
FUNCTION プロ シー ジャ の 定義 は 、 
FUNCTION [プロ シー ジャ 名 ]([ パ ラメ ー タ リス ト ]) 
[FUNCTION の 処理 ] 


EXIT FUNCTION 


[プロ シー ジャ 名 ]= [処理 結果 ] 
END FUNCTION 

の よう に 行わ れ 、 初 め の 「FUNCTION」 ス テー トメ ント を 入力 する と 、 自 動 的 
に FUNCTION プロ シー ジャ の 定義 に 入り 、Quick BASIC が 管理 し て いる サ 
プ フ ァ イ ル の リス ト に 加え られ て 、 メ イン の モジ ュー ル と 区 別 さ れ ま す 。 
[プロ シー ジャ 名 ] は 、 先 頭 が 「FN」 で 始ま ら な い 40 文 字 ま で の 任意 の 名 まえ 
を つけ る こと が で きま す 。 た だ し 、Quick BASIC の 予約 語 は 使え を ませ ん 。 
[パラ メー タリ スト ] は 、 FUNCTION プロ シー ジャ に 引き 渡す 引数 の 入っ た 
変数 を 「( ) 」( か っ こ ) で くく っ た な か に 、「 。」( カ ンマ ) で 区 切っ て 指定 
ます 。 

[プロ シー ジャ 名 ] = [処理 結果 ] は 、 プ ロ シ ー ジ ャ 内 で て 処理 し た 結果 の 格納 さ 
れ て いる 変数 の 値 を 、 プ ロ シ ー ジ ャ 名 に 代入 すれ ば 、FUNCTION プロ シー ジ 
ャ を 呼び 出し た プロ グラ ム に 値 が 返さ れ ま す 。 

[プロ シー ジャ 名 ] に 値 を 代入 し な いと 、 初 期 値 で ある 数 値 関数 で は 「0」、 文 
字 関 数 で は 「 ヌ メル 」( 空 の 文字 列 ) を 結果 と し て 返し ます 。 

[処理 結果 ] は 、 プ ロ シ ー ジ ャ 内 て 処理 され た 結果 を 格納 し て いる 変数 で す 。 

FUNCTION プロ シー ジャ の 末尾 は 、「END FUNCTION」 ス テー トメ ント 
で 終わ り 、FUNCTION プロ シー ジャ の 処理 を 終了 し て 、 呼 び 出 され た 式 に 実 
行 を 戻し ます 。 

また 、FUNCTION プロ シー ジャ の 途中 で 、 処 理 を 中 断 し て 戻す た め に は 、 
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「EXIT FUNCTION」 ス テー トメ ント を 組み 入れ ます 。 
@ FUNCTION プロ シー ジャ の 呼び 出し 
FUNCTION プロ シー ジャ は 、「INT」 関 数 な どの Quick BASIC の 組み 込み 
関数 を 使う の と 同じ よう に し て 、 呼 び 出し ます 
た だ し 、 呼 び 出す FUNCTION プロ シー ジャ が 違う モジ ュー ル 内 に ある 場合 
は 、 呼 び 出す 側 の モジ ュー ル で DECLARE ステ ー ト メン ト で プロ ンー ジャ の 
使用 宣言 を し て お か な けれ ば な り ま せん 。 
プロ シー ジャ 名 を 式 の な か で 使う と 、 引 数 と し て 引き 渡さ れ た 変数 を プロ シ 
ー ジ ャ 内 で 処理 し て 、 こ の 変数 の 値 を 結果 と し て 返し 、 式 の 計算 を つづ け ま す 。 
また 、 関 数 と 同じ よう に 「 型 宜 言 文字 」(%、 多 、! 、# $ な ど ) を つけ 加え 
る こと で 、 名 まえ の 示す 型 で 返さ れる 値 の 型 を 指定 する こと が で きま す 。 
例え ば 、 文 字 列 の 処理 を 行う FUNCTION プロ シー ジャ の 場合 は 、 
FUNCTION Moji$(ml$ , m2$) 
m3$= ニ ml$ 十 m2$ 
Moji$= m3$ 
END FUNCTION 
の よう に 、「$ 」( ダ ラー) を つけ て 定義 し ます 。 
呼び 出し た プロ グラ ム の 式 の な か で 計算 が つづ けら れ 、 
Hidari$=LEFT$(Moji$("Ouick" , "Basic") , 7) 
の 場合 は 、 変 数 「Hidari$」 に は 、「QuickBa」 と いう 文字 列 が 代入 きれ ます 。 





// 変数 と 代入 の 入口 


変数 は デー タ を 出し 入れ する 箱 と 考え よう 


変数 は 、 パ ソコ ン で 処理 を する た め の デ ー 
タ を 入れ て お く 場 所 で あり 、 変 数 に デー タ を 
入れ る こと を 代入 と いい ます 

パソ コン の な か で の 実際 の デー タ は 、IC で 
で きた メモ リ の な か に 0 と 1 か ら な る 2 進 法 
の デー タ の 列 と し て 蓄え られ ます 。 メ モリ は 
ひと つ ず つつ 番地 が 定め られ て いて 、 デ ー タ は 
この メモ リ の な か に 、 順 番 に 記録 きれ て いま 
3.。 

変数 は 、 こ の デー タ の ある メモ リ の 番地 を 
管理 し て いま す 。 あ る 番地 か ら 始 まる 、 あ る 
長き の デー タ は 、 特 定 の 変数 名 を つけ られ た 
変数 の 値 (内 容 ) と し て 扱う 約束 に な っ て い 
ま 29*。 

この よう に メモ リ に ある 姿 で 、 変 数 を 理解 
する に は ちょ っ と 抵抗 が あり ます が 、 本 来 は 
この よう な も の で ある と 知っ て お く と 、 よ り 
上 級 の プロ グラ ム を 作成 し た り 、C 言 語 な ど 
他 の 言語 を 勉強 する と き に 役立ち ます 。 こ こ 
で は 深く は 触れ ませ ん が 、 頭 の 片隅 に 置い て 
お いて くだ さい 

変数 は 、 よ く 〈 箱 に た と えら れ ま す 。 箱 の な 
か に 、 数 値 や 文字 な どの デー タ を 入れ た り 出 
屋 だ 60999240 し ニー ジ で 考 及 る と 、 わか りや す 
SD よう jp 

変数 と いう 箱 の な か に デー タ を いれ る こと 
を 代入 と いい ます 。 
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Quick BASIC で は 、 代 入 は 「 ニ 」( イ コー ル 、 等 号 ) を 使い 、 等 号 の 左辺 の 
変数 に 、 右 辺 の デー タ を 代入 し ます 。 デ ー タ に は 、 数値 、 文 字 列 、 式 、 変数 が き 
ます 

右辺 の 式 は 、 数 式 の 場合 は 計算 きれ 、 条 件 式 の 場合 は 評価 され て 、 左 辺 の 変 
数 に 結果 が 格納 され ます 。 右辺 に 変数 が きた 場合 に は 、 右 辺 の 変数 に 格納 され 
て いる 内 容 が 、 左 辺 に 格納 され ます 

Quick BASIC で は 、 右辺 で 変数 を 使っ た 計算 を 行っ て 、 左辺 の 変数 に 結果 を 
代入 し ます か ら 、 左 辺 、 右 辺 に 同じ 変数 を 使う と 、 右 辺 の 変数 の 値 に 計算 を 施 
し て 、 ま た 左辺 の 同じ 変数 に 代入 し て 、 値 を 更新 する こと が で きま す 。 





変数 に 背 番号 を つけ て 管理 する 配列 変数 


変数 に は 、 配 列 変数 と いう 便利 な も の も あり ます 。 変 数 に 背 番 号 を つけ た よ 
うな も の で 、 同 じ 配 列 変数 名 に 添字 を つけ て 管理 し て いま す 。 

背 番号 1 番 の 人 の 名 まえ は 、 配 列 変数 namae$(1) に 、2 番 は namae$(2) に 格納 
する と いう よう に 使い ます 。 こ うす る と 、FOR-NEX※T ステ ー ト メン ト な どの 
ルー プ と 組み 合わ せ て 、 背 番号 を 順番 に 指定 する だ け で 、 た くさ ん の 変数 を ま 
と め て 取り 扱う こと が で きる よう に な り ま す 。 

配列 変数 を 使う と 、 パ ソコ ン 向 き の 大 量 の デー タ を すばやく 次 つぎ に 処理 し 
CS の SG で SE の (の :G298 
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デー タ の 型 で 扱い 方 が 違っ て くる 


パソ コン で は 、 キ ー ボ ー ド や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 「 デ ー タ 」 を 入力 し て 、 
計算 や 判断 な どの 処理 を 行い 、 デ ィ ス プレ イ や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に その 結果 
を 出力 し ます 。 

処理 され た 結果 は 、 数 値 や 文字 ば か り で は な く 、 グ ラフ ィ ッ ク の 絵 や ブザー 
の 音 の 場合 も あり ます が 、 こ れ ら も パソ コン の 内 部 で は 、 同 じ よ うな 「 デ ー タ 」 
と し て 処理 きれ て いま す 。 

プロ グラ ム は 、 こ の よう な 入力 装置 か ら 得 た デー タ を いろ いろ と 加工 し て 、 
出力 装置 に 取り 出す 手順 を 示し て いま す 。 

Quick BASIC で は 、「 デ ー タ の 型 」 の 種類 に よっ て 取り 扱い 方 法 が 違っ て い 
の 

デー タ 型 は 、 大 きく 〈「 文 字 型 デー タ 」 と 「 数 値 型 デー タ 」 に 分 か れ ま す 。 
文字 型 デ ー タ は 、 1 バイ ト 文 字 の アル ファ ベッ ト や カナ 、 2 バイ ト 文 字 の 日 
本 語 の 漢字 や ひら が な な ど を さして いま す 。 

数 値 型 デー タ は 、 量 や 数 な ど を 表わす 数 値 の こと を さ し ま す 。 

@ 文字 と 数 字 と 数 値 

ここ て で 注意 し て ほし い の は 、「 数 字 」 は 文字 で あっ て 、 数 値 で は な いと いう こ 
と で す 。「1234」 は 、1,234 と いう 数 や 量 を 示す 数 値 を 表わす 場合 も あり ます し 、 
文字 と し て 1234 と いう 4 文字 の 文字 列 で ある 場合 も あり ます 。 

1234 を 文字 型 デ ー タ と し て 扱う 場合 は 、 

MOJI$="1234" 
、「?」( ダ ブル クォーテーション マー ク ) で 囲っ て 、 文 字 型 デー タ で ある こと 


また 、 数 値 型 デ ー タ の 場合 は 、 
KAZU= 1234 


と 、 そ の まま 表わし ます 。 
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1234 は 数 値 型 デ ー タ で あり 、 計 算 の 対象 と する こと が で きま す 。 
文字 型 デ ー タ 

Quick BASIC で は 、 文 字 型 デ ー タ と し て 32.767 文 字 ま で の 長 さ の 文字 列 を 
取り 扱う こと が で きま す 。 

文字 型 デ ー タ は 、 次 の 2 つの 種類 が あり ます 。 

可変 長文 字 列 文字 列 の 長 さ が 定め られ て いな い 、 最 大 32.767 文 字 ま で の 文字 


の 並び で す 
固定 長文 字 列 文字 列 の 文字 数 が 宣言 され て 決め られ て いる 文字 列 で 、 最 大 
32,767 文 字 ま で の 範囲 で 宣言 する こと が で きま す 。 
固定 長文 字 列 の 文字 数 の 宣言 は 、 


DIM Moji$ AS STRING * Ig 

の よう に DIM ステ ー ト メン ト を 使っ て 、「Moj$」 と いう 変数 を 、10 文 字 の 固定 
長 の 文字 型 デ ー タ を 取り 扱う 変数 と し て 宣言 し ます 。 
数 値 型 デ ー タ 

数 値 型 デー タ に は 、 次 の 4 つの 型 が あり 、 順 に 精度 が 高く な っ て いま す 。 
精度 が 高く な る に 従っ て 、 メ モリ に 記憶 され る と き に 使用 する 領域 の バイ ト 
数 が 多く な り ま す 。 精 度 の 高い 数 値 を 、 精 度 の 低い 変数 に 代入 する な どの 「 型 
変換 」 を 行う と 、 精 度 が 低い ほう の 型 に 合わ せら れ ま す 。 

また 、 浮 動 小 数 点 形式 の 数 値 は 、 2 進数 で 計算 され た 結果 を 10 進 数 に 変換 し 
て 表示 し て いま す の で 、 計 算 誤差 を 含ん で いま す 。 人 金銭 の 計算 や 、 計 算 結果 に 
よる 分 岐 の 判断 の 際 に は 、 こ の 誤差 に 十分 注意 する 必要 が あり ます 。 
整数 型 ルー プ の 回 数 な ど を カウ ント する と き に 使う 一 32,7 
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型 変換 
型 宣言 文字 


DIM DEF FN 関数 
セキ テー デキ テー ーー ペペ ーー 


68 か ら 十 32.767 ま で の 男 囲 内 の 整数 。 

長 整 数 弄 大 き な 数 の カウ ント や 小数 を 含ま な い 計 算 に 向い た 、 
ー2, 147, 483, 648 か ら 十 2, 147, 483, 647 ま で の 範囲 
内 の 整数 。 

単 精度 型 浮動 小数 点 形式 一 般 的 な 計算 に 用 いら れる 有効 桁 7 桁 ( 百 万 の 単位 ) 
の 小数 点 を 含ん だ 実数 。 

倍 精 度 型 浮動 小数 点 形式 高 精度 な 計算 が 必要 な 場合 に 用 いら れる 有効 桁 15 桁 
( 百 兆 の 単位 ) の 小数 点 を 含ん だ 実数 。 


変数 は 、 数 値 や 文字 な どの デー タ を 格納 し て お く 〈 箱 に た と えら れ ま す 。 
変数 に は 「 変 数 名 」 を つけ 、 必 要 な 場合 は 格納 する デー タ の 型 を 表わす 「 型 
宜 言 文字 」 を 付加 し ます 。 

変数 名 は 、40 文 字 ま で の 英文 字 (日 本 語文 字 は 含ま な い )、 数 字 と 小数 点 「. 」 
(ピリ オド ) を 使っ て つけ ます 。 

た だ し 、「FN」 で 始ま る 変数 名 は 「DEF FN 関数 」 で 宣言 され た 関数 の 呼び 
出し と みな され て し まう の で 、 一 般 の 変数 は 変数 名 の 先頭 を 「FN」 で 始め る こ 





※ 1 バイト 文字 ※ 2 バイ ト 文 字 キー ボー ドガ ら 直 接 入 力 で きる アル ファ ベ 
ツ ト や カナ 、 数 字 、 記号 と 、 特別 な 働き を する 制御 文字 を 合わ せ て 「ASCII」( ク 
スキ ー) 文字 こと いい 、 ま た 1 文字 が 1 バイ ト (2 進数 で 8 桁 ) の 文 コ ゴー ド で 
表わさ れ て いる の で 、 ご これ を 1 バイ ト 文 字 と いい ます 。 

これ に 対し て 、 日 本 語文 字 は 1 文字 が 2 バイ ト の 文 ぼ コー ド で 表わさ れ 、 ア 
スキ ー 文 字 2 文字 分 に 数 えら れ 、 文 字 コ ー ド で の 入力 以外 は 、 日 本 語 FEP を 
使わ な いと 直接 入力 ける こと が で きま せん 。 

OuicK BASIC で は 、 シフ ト JIS」 と いう コー ド 体 系 を 採用 し て いる の 
で 、 ア スキ ー 文 字 と 漢字 な どの 日 本 語文 字 列 を 1 文字 あ だ り の バイ ト 数 の 違い 
だ け で 、 同 じ よ うに 取り 扱う こと が で きま す 。 

Nss- 日 本 語 BASIC (86) な どの 「KI/KO」 (漢字 イン 漢字 アウ ト ) コー 
ド 廊 式 の 場合 は 、 この KI/KO コ ー ド を 日 本 語文 字 の 前 後に 付加 する だめ 、 文字 
数 を 数 え だ り 文字 列 処 理 を する 場合 、 KI/KO コ ー ド の 文字 数 を 加え る な どの 特 
別 の 注意 が 必要 で し だ が 、Ouick BASIC で は 、 一 般 の 文字 列 処 理 関数 で も 、 
バイ ト 数 に 注意 する だ け で 日 本 語文 字 を 取り 扱え る よう に な つて いま す 。 

OuicK BASIC で も 、 日 本 語 に 関す る 専門 の 関数 ガ 多 ご 用 意 さ れ て いま す 。 
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と は で きま せん 。 

型 守 言 文字 は 、 格 納 す る デー タ の 型 に 従っ て 、5 つの 型 が あり ます が 、 型 の 
宣言 を し な いか 、 型 宣言 文字 を 付加 し な いと 、 単 精度 型 と みな され ます 。 
型 宣 言 文字 

表 :: 抽 まあ (グラー) 

整数 型 9%% (パーセント) 

長 整数 型 & (アン パー サン ド ) 

単 精度 型 1 (エク スク ラメ ーション シン マーク ) 

倍 精度 型 # (シャ ー プ また は ナン バー) 

型 の 宣言 は 、 変 数 名 の 後ろ に 型 宣言 文字 を 付加 し な い 場 合 に は 、 変 数 を 使う 
前 に 行わ な けれ ば な り ま せん 。 
変数 の 型 宣言 

Quick BASIC で は 、 数 多く の デー タ の 型 と 、 そ れ ら の デー タ を 格納 する 変数 
の 型 が 用 意 き され て いま す 。 

変数 の 型 を 宣言 する た め に は 「 宣 言え スチ テー トメ ント 」 が 用 意 き され て いま す 。 

型 定 言 の 方 法 は 、 

[宣言 ステ ー ト メン ト ] [変数 名 ] AS [ 型 ] 
の よう に 、「 変 数 名 」 に 対し て 、「AS」 節 を 使っ て 「 型 」 を 割り 当て ます 。 
例え ば 、 
DIM a AS STRING 
と いう 宣言 は 、 変 数 「a 」 を 文字 型 の デー タ を 格納 する 変数 と し て 使用 する こ 
と を 宣言 し て いま す 。 
この 宣言 以降 、 変 数 a に は 文字 型 デ ー タ を 示す 「$」 を 付加 する 必要 が な く 


2 )1 
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DIM INTEGER DOUBLE 配列 変数 
SHARED REDIM LONG STRING 添字 
STATIC COMMON SINGLE 単純 変数 。 多 次 元 配列 





な り ま 
「 宜 言え テー トメ ント 」 に は 次 の よう な も の が あり ます 。 
SHARED グロ ー バ ル 変 数 
STATIC ロー カル 変数 
DIM 配列 また は 単純 変数 
REDIM 動 的 配列 の 再 定義 (メモ リ 管 理 の た め に 配列 を 再 定義 す 
る ) 
COMMON 共用 (複数 モジ ュー ル や CHAIN され る 他 の プロ グラ ム と 


変数 を 共通 に 使用 する ) 
変数 の 「 型 」 の 割り 当て に は 次 の よう な も の が あり ます 。 
INTEGER 整数 型 


LONG 長 整数 型 
SINGLE 単 精度 浮動 小数 点 弄 
DOUBLE 倍 精 度 浮動 小数 点 弄 
STRING 文字 列 型 


この ほか に 、 ユ ー ザ ー 定 義 型 の 型 も 宜 言 する こと が で きま す 。 

文字 列 型 は 、「※」 の あと に 文字 数 を 指定 し て 、 固 定 長文 字 列 を 宜 言 する こと 
も で きま す 。 

変数 の 型 官 言 は 、 変 数 の スコ ー プ を 決定 し た り 、 型 を 事前 に 宣言 する と 同時 
に 、 ど の よう な 変数 を プロ グラ ム 中 で 使用 する か の 宣言 に も な り ま す の で 、 大 
き な プ ログ ラム を 作成 する と き は 、 モ ジュ ー ル の 初め で 宣言 を し て お く よ う に 
おる eS で し ょ よう 。 
@ 配列 変数 

変数 に は 、「 単 純 変数 」 と 「 配 列 変数 」 が あり ます 。 

単純 変数 は 、 単 一 の デー タ を 格納 し ます が 、 配 列 変数 は 、 同 じ 型 の ゲー タ を 
集合 体 と し て 扱い 、「 添 字 」 を 使っ て 個 こ の デー タ の 要素 を 格納 し ます 。 添字 を 
いく つか の 組 に し て 、「 多 次 元 配列 」 を 使う こと も で きま す 。 

多 次 元 配列 は 、 次 元 ま で 可能 で す が 、 一 般 的 に 二 次 元 か ら 三 次 元 ま で を 
利用 し ます 。 の 線 的 な 並び に 、 二 次 元 配列 は 変数 の 平面 的 
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な 並び に た と えら れ ま す 。 
配列 変数 | 配列 に 
まや 9 [AG)|A(z2)| A(3) | A (4) | 

| 二 次 元 配列 

回 剛昌 |^4(LD|A(2 の |A(13) | 

症 | |A 2) 1A (22) 14 (23) | 

A (3,!) |A (3,2) |A (3,3) 








変数 





上 配列 変数 と 配列 
配列 変数 も 単純 変数 と 同じ よう に 、 変 数 名 と 型 宜 言 文字 を 使っ て 各種 の 型 に 
か の と の でき (ます 
添字 は 、「( )」( カ ッ コ ) で くく っ た 整数 で 指定 し ます 。 整数 以外 で 指定 する 
と 、 整 数 部 分 に 丸め られ ます 。 
DIM a(29) AS INTEGER 

「a」 と いう 単 精度 の 配列 に 20 の 要素 を 宣言 し て いま す 。 

添字 を 「, 」( カ ンマ ) で 区 切っ て つづ けれ ば 、 最 大 六 十 次 元 ま で の 高 次 元 配列 
を 宣言 する こと が で きま す 。 

一 次 元 あ た り の 要素 (添字 ) の 最大 は 、32,768 ま で 指定 で きま す が 、 な に も 
指定 し な いと き は 10 の 要素 が 指定 され た こと に な る の で 、 特 に 宣言 を 行わ な く 
て も 、 最 高 10 の 添字 の 要素 まで は 使う こと が で きま す 。 
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複合 デー タ 型 変数 
YaESS 所 NASM 民 選 
DIM 





Quick BASIC で は 、 用 意 き され て いる 変数 の 型 を 、 ユ ー ザ ー が 組み 合わ せ て 定 
義 む すれ ば 、「 複合 デ ー タ 型 」 の 変数 を 利用 する こと が で きま す 。 
複合 デー タ 型 変数 は 、 文 字 や 数 値 の 変数 の 各 型 を 組み 合わ せ て 定義 し た 新た 
な 変数 の 型 で す 。 
初め に 型 の 定義 を 「TYPE-END TYPE」 ス テー トメ ント を 使っ て 行い ま 
9 
次 に 変数 の 宣言 を 「DIM」 ス テー トメ ント で 行い 、 ユ ー ザ ー 定 義 変 数 と し て 
使え る よう に し ます 5 
TYPE Kata 
Namae AS STRING *2g 
Nenrei AS INTEGER 
END TYPE 
DIM Tosi AS Kata 
20 文 字 の 文字 型 の 要素 「Namae」 と 、 整 数 型 の 要素 「Nenrei」 と を 組み 合わ 
せ た 「Kata」 と いう 複合 デー タ 型 を 定義 し て 、「Tosi」 と いう ユー ザー 定義 変数 
を 宣言 し て いま す 。 
変数 Tosi へ の デー タ 代 入 は 、 要 素 ご と に 、 
Tosi. Namae="Mari" 
Tosi. Nenrei= ニ 2 
の よう に 、 変 数 名 と 要素 名 を 「.」( ピ リオ ド ) で 区 切っ て 指定 し て 行い ます 。 
変数 Tosi の 内 容 は 、 
PRINT Tosi. Namae 
PRINT Tosi. Nenrei 
と する と 、 確 認 で きま す 。 
結果 は 、 
Mari 
27 
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で 、 2 つの デー タ が 格納 され て いる こと が わか り ま す 。 
EN 値 を 個 こ の 要素 ご と に 代入 し た り 表 示す る こと が で 
329733 引 = 変数 の 内 容 を 表示 させ た り 、 代 入 す る こと は で きま せん 。 
人 
に 、 デ ー タ を ひと まとめ に する の に 便利 な の で 、 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル と 
組み 合わ せ て 使わ れ ま す 。 


Quick BASIC で は 、 変 数 を モジ ュー ル ・ プ ロ シ ー ジ ャ ご と に 管 理 し て いま 
39 衣 
ひと つの 変数 名 は 、 モ ジュ ー ル ・ プ ロ シ ー ジ ャ 内 で は 同じ 変数 と し て 扱わ れ 
ます が 、 他 の モジ ュー ル や プロ シー ジャ で 同じ 変数 名 を 使っ て も 、 別 の 変数 と 
し て 扱わ れる た め 、 ユ ー ザ ー は プロ グラ ム 全 体 の 変数 の 管理 を Quick BASIC 
に まかせ て お ける よう に な っ て いま す 。 
例え ば 、 メ イン モジ ュー ル で 、 変 数 「 i」 を ルー プ の カウ ンタ と し て 使っ て 
いて も 、SUB モジ ュー ル で は 、 こ れ に 影響 を 与え を ず に 変数 「 i」 を 使う こと が 
で 間 ま す 。 
メイ ン モ ジュ ー ル 
FORi=1IT01IM 
CALL KAKE 
PRINT "MAIN i=" 
NEXT 
SUB モモ ジョー ル 
SUB KAKE 
1 生ま 2 
PRINT "SUB i=" 
END SUB 
この プロ グラ ム は 、SUB モジ ュー ル で 変数 1 に 2 を か が け て 、 ji に 代入 し て い 
ます の で 、 i の 値 が 変わ っ て し まっ て いま す 。 
これ は 、SUB モジ ュー ル 「KAKE」 の な か の 変数 i の 値 が 変わ っ た だ け で 、 
メイ ン モ ジュ ー ル の ルー プ カ ウ ンタ で 使わ れ て いる 変数 i まで は 影響 を 与え て 
いま せん 。 
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ロー カル 変数 
プロ ー バ ル 変 数 


ヨコ ニ ジ COMMON 
PAS コチ デポ デー か ee 


テス トラ ン す る と 、 そ れ ぞ れ の 値 の 変化 が 表示 され ます の で 、 各 モジ ュー ル 
内 で し か 変数 に 影響 が な いこ と が わか り ま す 。 こ の よう に 変数 が 影響 を 与え る 
範 囚 の こと を 「 ス コー プ 」 と いい ます 。 

Quick BASIC で は 、 特に 指定 し な いか ぎり 、 変 数 の スコ ー プ が 同一 の プロ シ 
ー ジ ャ 内 に 限定 され て いま す 。 こ の よう な 変数 を 「 ロ ー カ ル 変 数 」 と いい 、 ロ 
ー カ ル と は ek KN 


と が 押す ) 
グロ ー バ ル 変 数 は 、N。。 一 日 本 語 BASIC (86) な どの 他 の BASIC で の 変数 
00 ま 1ACO UNI 通し て 
使用 する こと が で きま す 。 
SHARED g$ AS STRING * IM 
と 宣言 する と 、 変 数 「g$」 は 、 モ ジュ ー ル 中 の モジ ュー ルレ ベル コー ド や プロ 
シー ジャ て で 文字 列 を 代入 し て 内 容 を 変え た り 、 内 容 を 参照 し た りす る こと が で 
きのう に な り ま す 。 
プロ グラ ム の 別 べ つの モジ ュー ル 間 で 変数 を 共通 に 使用 する た め に は 、 共 有 
する 各 モ ジュ ー ル の モジ ュー ルレ ベル で 、 
COMMON u AS INTEGER 
の よう に 「COMMON」 ス テー トメ ント を 使っ て 、 変 数 の 共用 宣言 し ます 。 こ 
うす る と 、 す べ て の モジ ュー ル で 変数 「u 」 に 共通 に 、 代 入 ・ 参 照 を する 
が で きる よう に な り ま す 。 
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ーー 








デー タ の ファ イル と プロ グラ ム の ファ イル が あっ て 


ァイル 


ファ イル 」 は 、 フ ロッ ピー ディ スク な ど に 記録 さき れ た プロ グラ ム や デー タク の 
2 が 078 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を オフ ィ ス の スチ ー ル キャ ビ ネ ッ ト に た と える と 、 そ の 
な か に し まわ れる 書類 な ど を つづ り 込 ん だ ファ イル と 同じ よう な 意味 で す 。 

スチ ー ル キャ ビ ネ ッ ト の な か の ファ イル に は 、 書 類 や 帳 上 球 が し まわ れ て いる 
よう に 、 フ ロッ ピー ディ スク の ファ イル の な か に も 「 プ ログ ラム 」 や 「 デ ー タ 」 
が 記録 され て いま す 

パソ コン を 使う と いう こと は 、 プ ログ ラム に よっ て な に か の デー タ を 処理 す 
る も 77⑳ あ や と は 、 す で に 熊 れ ま し た 。 

プロ グラ ム は 、 一 度 作 成す れ ば 、 再 度 入 力 し な く て も よい よう に フロ ッ ピ ー 
ディ スク な どの 補助 記憶 装置 に 「 プ ログ ラム ファ イル 」 と し て 保存 し 、 実 行 の 
と き に パソ コン に 読み 出し ます 。 

で は 、 デ ー タ は どの よう な 形 に な っ て いる の で し ょ うか 。 
ユー ザー が 入力 する 

デー タ は 、 処 理 を 必要 と し て いる 人 、 つ まり ユー ザー が も っ て いて 、 プ ログ 
ラム 実行 中 に INPUT ステ ー ト メン ト な ど を 使っ て 、 必 要 が ある と き に キー ボ 





ファ イル の 使い こなし は 


プロ グラ ム フ ァ イル 
INPUT 
READ<DATA 





ー ド な どか ら 入 力 す る 方 法 が あり 
- 電 

デー タ は 、 ユ ー ザ ー の 頭 に な か 
に ある わけ で す 。 
プロ グラ ム の な か に 入れ て お く 

ユー ザー に よっ て 変更 さき れる こ 
と の な い デ ー タ で は あり ます が 、 
プロ グラ マー か 必要 に 応じ て 変更 
する よう な デー タ は 。 ブ ログラム 
の な か に 入れ て お きま す 。 

READ-DATA ス テー トメ ン 
ト を 利用 し て 、 デ ー タ を ひと ま と 
め に し て お き 、 変 数 に 代入 し て 利 
用 する の が 一 般 的 で す 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど に 保存 し て お く 

フロ ッ ピ ピー ディスク や ハー ド デ ィ スク な どの 補助 記憶 装置 に デー タ を 保存 し 
て お き 、 必 要 な と き に 読み 出し て 利用 し 、 処 理 結果 を 書き 込ん で 保存 し て お く 
方 法 が あり ます 。 

住所 録 な どの プロ グラ ム で は 、 キ ー ボ ー ド か ら デ ー タ を 入力 し て 、 そ の デー 
タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 記録 し 、 表 示 や 検索 な どの 必要 な と き に 、 フ ロッ ピ 
ー デ ィ ス ク か ら 読 み 出 され ます 。 

プロ グラ ム と デー タ を 別 の 「 フ ァイル 」 と し て 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 
し て お け ば 、 大 量 の デー タ を 取り 扱う こと が で きま す 。 
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プロ グラ ム フ ァ イル 


Quick BASIC で は 、 プ ログ ラム を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 する 形式 に は 、 
2 種類 あり ます 。 

@ 標準 ファ イル 形式 

Quick BASIC 独自 の フォ ー マ ッ ト で 、 テ キス ト フ ァイル より も 高速 で プロ 
グラ ム を 読み 出す こと が で きま す が 、 他 の エディ タ な ど で 読 ん だ り 修 正 し た り 
する こと は で きま せん 。 

@ テ キス ト フ ァイル 形式 

MS-DOS 標準 の ASCII フ ァイル (テキ スト ファ イル ) の 形式 で 、 他 の エディ タ 
な ど で も 読み 出し や 修正 が で き 、 ま た MS-DOS の TYPE コマ ンド て 内 容 を 表 
示さ せる こと も で きま す 。 

@ ブ プロ グラ ム フ ァ イル の 拡張 子 

プロ グラ ム フ ァ イル は 、 拡 張子 で 見 分 ける こと が で きま す 。 

Quick BASIC で は 、 プ ログ ラム を 保存 する 際 に 、 フ ァイル ネー ム に 拡張 子 を 
指定 し な いと 、「.BAS」 と いう) BASIC プロ グラ ム で ある こと を 示す 拡張 子 を 自 
動 的 に つけ て < 46 ま の 。 

この 拡張 子 は 、 Quick BASIC の 環境 下 で 、 修正 や 実行 の で きる プロ グラ ム フ 
ァイル で ある こと を 示し て いま す 。 

また 、MS-DOS の コマ ンド ライン か ら 直 接 実 行 で きる 自動 実行 型 の ブ プログ 
ラム ファ イル に は 、「.EXE」 の 拡張 子 を 付加 し ます 。 

@ メ イク ファ イル 

Quick BASIC で は 、 モ ジュ ー ル ご と に プロ グラ ム を 管理 し て 、 複数 の モジ ュ 
ー ル や サブ プ プ ログ ラム 、 ま た 他 の プロ グラ ム の モジ ュー ル も 利用 で きる よう に 
な っ て ます 。 

複数 の モジ ュー ル か ら で き て いる プロ グラ ム も 、 メ イン モジ ュー ル の ファ イ 
ル 名 で 管理 され て いま す の で 、 ユ ー ザ ー は サブ ププ ログ ラム の 管理 を 行う 必要 が 
あり ませ ん 。 

他 の プロ グラ ム の モジ ュー ル を 利用 し た 場合 は 、、 メ イン モジ ュー ル を 保存 す 
る と き に 、 自 動 的 に 「 メ イク ファ イル 」 が 作成 され ます 。 

メイ ク フ ァ イル は 、 参 照 さ きれ た モジ ュー ル の ある プロ グラ ム を 、 メ イン モジ 
ュー ル の サブ プ プ ログ ラム と し て 読み 込む た め に 、 そ の プロ グラ ム に 含ま れる す 
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ASCII| フラ ァイル DECLARE 

.EXE 昌和 4 詞 

.MAK COMMON 

ーーーーーーーーwーwーーwーw ツ mnーmnーmーmーomーmーmーーーーーーーーーーーーnーーーーm 
べ て の モジ ュー ル 名 を 記録 し た ファ イル で す 。 


メイ ク フ ァ イル を 利用 すれ ば 、 別 べつ に 作成 し た プロ グラ ム を ひと つの プロ 
グラ ム と し て 実行 し た り 、 い くつ か の モジ ュー ル を ひと つの プロ グラ ム と し て 
取り 坂 う こと が で きる よう に な り ま す 。 

メイ ク フ ァ イル は 、 テ キス ト 形 式 の ファ イル で 、 メ イン モジ ュー ル と 同じ フ 
ァイル 名 に 「.MAK」 の 拡張 子 が 自動 的 に 付加 され ます 。 

この ファ イル を 削除 する と 、 サ ププ ログ ラム を 利用 で き な く な り ま す の で 、 
不用 意 に 削除 や 修正 を 行わ な いよ うに し まし ょ う 。 





@ イ ンク ルー ド フ ァイル 

Quick BASIC の プロ グラ ム を 直接 実行 型 の プロ グラ ム に コン パイ ル す る と 
き 、! イ ンク ルー ド フ ァイル 」 を 用 いる 場合 が あり ます 。 

イン クル ー ド ファ イル は 、 マ ル チ モ ジュ ー ル プロ グラ ム を 作成 し て 、 プ ログ 
ラム 全体 や 、 一 部 の 関連 する プロ グラ ム に 必要 な 宣言 ステー トメ ント な ど を ま 
と め て お くだ た め の フ ァイル で す 。 

一 般 に よく 用 いら れる 宣言 ステ チ テー トメント に は 、 


DECLARE SUB・FUNCTION プロ シー ジャ の 使用 宣言 
DIM 変数 の 型 宣言 

TYPE ユー ザー 定義 型 変数 宣言 

COMMON 複数 モジ ュー ル で の 変数 の 共用 宣言 


な ど が あり ます 。 

特に 大 き な プ ログ ラム を コン パイ ル し た り 、 グ ルー プ で プロ グラム を 開発 し 

た 場合 な ど 、 他 の プロ グラ ム で 多用 する 宣言 を まとめ て お き 、「$INCLUDE 
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メタ コマ ンド 」 で 、 一 定 の 宣言 を 複数 の プロ グラ ム で 共用 する 場合 に 使用 し ま 
ず 』 

@INCLUDE メタ コマ ンド は 、 一 般 に プロ グラ ム の 先頭 に 置い て 、 コ ン パ イル 
時 に 取り 込む せ イ ンク ルー ド フ ァイル を 指定 する 命令 で す 。 た だ し 、 普通 の ステ 
ー ト メン ト や コマ ンド と 違っ て 、REM ステ ー ト メン ト に つづ け て 指定 し ます 。 

'$INCLUDE'[ イ ンク ルー ド フ ァイル 名 ] " 

(クォーテーション ) に 囲ま れ た 「 イ ンク ルー ド フ ァイル 名 」 の ファ イル が 
コン パイ ル 時 に 参照 され て 、 本 体 プ ログ ラム と いっ し ょ に コン パイ ル さ れ ま す 。 

イン クル ー ド ファ イル の 作成 と 編集 は 、Quick BASIC の エディ タ で 行う こ 
と が で き 、 必 ず テ キス ト 形 式 の ファ イル で 保存 きれ ます 。 一 般 に 「.BI」 の 拡張 
子 を 付加 し ます 。 


デー タフ ァイル 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の デー タ の 記録 方 法 は 、「 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル 」 と 
「 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル 」 の 2 種類 の デー タフ ァイル 形式 が あり ます 。 
@ シー ケン シャ ルフ ァイル 
長き の 決ま っ て いな い デ ー タ は 、「 区 切り 記号 」 を 使っ て 、 2 2 
ー ル ド と し て 直線 的 に 記録 され ます 。 こ れ が シー ケン シャ ルフ ァイル で す 。 
区 切り に は 、「, 」( カ ンマ ) を 使い 、 デ ー タ の 最後 に は 「CR 一 LF」( キ ャ リッ 
ジリ ター ンー ライ ン フ ィ ー ド ) 記号 が 付加 され ます 。 
例え ば 、 次 の よう な デー タ を シー ケン シャ ルフ ァイル に し て 記録 する 場合 を 
あべ で の まし 肌 2 
坂本 な な え 03-I23-IIll バイ ク 
佐藤 恵子 0222-23-2222 _ ジョ ギン グ 
三浦 トシ 子 06-456-3333 料理 
この デー タ は 、 名 まえ 、 電 話 番号 、 趣 味 の 3 つの デー タ を ひと か た まり と し 
て いま す 。 
シー ケン シャ ルフ ァイル で は 、 こ の デー タ を 区 切り の 記号 を 使っ て 記録 し ま 
す 。 イ メー ジ と し て は 、 右 ペー ジ 上 の 絵 の よ うな 感じ で す 。 
@ ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル 
デー タ の 長き を あら か じ め 決 め て お いて 、 こ の 長き ご と に デー タ を 区 切っ て 、 
平面 的 に 配置 し て いき ます 。 
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ファ イル の 使い こなし は 


CRー ロ F 
' お INCLUDE レコ ー ド 
日 | フィ ー ル ド 





虹 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の イメ ー ジ 
先ほど の デー タ を ラン ダム アク セス ファ イル に し て 記録 する と 、 下 の 表 の よ 
うに 記録 さき れ 、 絵 の よう に 任意 の デー タ を 指定 し て 取り 出せ ます 。 
ラン ダム アク セス ファ イル で は 、 デ ー タ が 横 に 名 まえ 、 電 話 番号 、 趣 味 と 
び 、 縦 に 1 人 めか ら 3 人 め ま で 、 き ちん と 並ん で いる の が わか り ま す 。 
横 1 列 の 1 人 分 の デー タ を 「 レ コー ド 」 と いい 、 レ コー ド を 構成 する 名 まえ 、 
電話 番号 、 趣 味 の 3 つの 要素 を 「 フ ィ ー ル ド 」 と いい ます 。 
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2* ツ コン を 利 用 する と き 、 フィ ニテ ド 、、 レ コー ド 、 ZZ アル の 欄 念 は 、 た い 
せつ な の で 、 下 図 に し ます 。 


プア ch リ レ 





フィー ルド 


財 フ ィ ー ル ド 、 レ コー ド 、 ワ ファ イル の 概念 

@ シー ケン シャ ルフ ァイル と ラン ダム アク セス ファ イル の 比較 

シー ケン シャ ルフ ァイル 、 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル の それ ぞ れ の 長所 短所 
を くら べ て の み ま し よう 8 

シー ケン シャ ルフ ァイル は 、 デ ー タ の 長 さ を 気 に す る こと な 〈 く 、 次 つぎ と デ 
ー タ を 記録 し て いく こと が で きま す 。 

デー タ と デー タ の 間 に 、 区 切り の 記号 を 置く だ け で 、 連 続 的 に デー タ を 記録 
し て ぃ いく 〈 く の で 、 フ ロッ ピー ディ スク に や むだ が 出 ま せん 。 

ご れ に 計 じ で ラ ンダ バア クセ スン アル は 、 あら か の め ひ と の ひと つの ラフ 
ィ ー ル ド の 長 さ を 決め て し まう の で 、 デ ー タ の 長 さ が フィ ー ル ド に 割り 当て ら 


店 っ て CI! て 





シー ケン シャ ルフ ァイル ラン ダム アク セス ファ イル 
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ファ イル 

レコ ー ド 

フィ ー ル ド 





れ た 長 さ より 短く て も 、 あ まり を スペ ー ス で 埋め て し まい ます 。 

逆 に 、 デ ー タ が フィ ー ル ド よ り 長 いと 、 デ ー タ の 一 部 が 切り 取ら れ て し まい 
ます (この よう な こと が 起こ らち ら な いよ うに 、 フ ィ ー ル ド 長 は デー タ の 長 さ を 子 
想 し て 、 十 分 な 長 さ を 確 保 し て お きま す )。 

シー ケン シャ ルフ ァイル は 、 1 ファ イル の 先頭 が どこ に ある の か を パソ コン 
が 管理 し て いま す 。 

これ に 対し て 、 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 作成 する 
と 、 パ ソコ ン は 1 レコ ー ド ずつ 、 フ ロッ ピー ディ スク の どこ に デー タ を 記録 し 
た か を 管理 し て いま す 。 と 

この た め 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル は 、 デ ー タ を 読み 出し た り 書 き 込 ん だ リ り 
する と き に 、 1 ファ イル ご と に 、 最 初 か ら 最 後 ま で を 順番 に 、 す べ て の デー タ 
を 読み 出し 、 書 ほ き 込ま な けれ ば な り ま せん 。 

ラシン ダス アノ クセ ファ イ ル は 、 デ ー ク が レコ ー ド 民法 に きち ん と 管理 され て 
いる の で 、 何 番目 の レコ ー ド を 読む と 指定 すれ ば 、 そ の レコ ー ド の 部 分 だ け を 
読み 出し た り 、 書 ほ き 込 ん だ りす る こと が で きま す 。 

これ は 、 ち ょ うど カセ ッ ト テ ー プ と CD で 、 途 中 に 録音 され て いる 曲 を 探し 出 
すこ と に た と えら れ ま す 。 シー ケン シ ャ ルフ ァイル は 、 カ セッ ト テ ー プ の よう 
に 、 初 め の 曲 か ら 順 番 に 探し て いき ます が 、 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル は CD の 
よう に 、 特 定 の 曲 を ボタ ン ひ と つ で 聞き 始め る こと が で きる の と 同じ で す 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に デー タ を 記録 する 場合 、 ど ちら の 方 法 が いい か 、 デ ー 
タ の 種類 や 処理 の 方 法 に よっ て 適切 な 方 法 を 選ぶ 必要 が あり ます 。 
シー ケン シャ ルフ ァイル に 向い た デー タ 

デー タ の 長 さ が 決ま っ て いな い 
デー タ の 件 数 が 少な い 
全 デ ー タ を オン メモ リ (一 括 し て 読み 出す ) で 処理 する 
ラン ダム アク セス ファ イル に 向い た デー タ 
デー タ の 形式 が あら か じ め 決 まっ て いる 
デー タ の 件 数 が 多い 
全 デ ー タ を オン メモ リ で 処理 し な い 
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シー ケン シャ ルフ ァイル に は 、 デ ー タ が 一 定 の 順番 で 直線 的 に 記録 きれ て い 
る の で 、 デ ー タ を 初め か ら 終 わり ま て で 一括 し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 読 み 出 
し て 、 処 理 す る の に 向い て いま す 。 

シー ケン シャ ルフ ァイル の デー タ を 読み 出し た り 、 書 き 込 ん だ りす る の に 、 
配列 変数 と ルー プ を 使い ます 。 

ルー プ は 一 定 の 作業 を 繰り 返す の で 、 順 番 に 並ん を で いる デー タ を 読み 出し た 
り 、 書 ほ き 込 ん だ りす る の に 好都合 で 

配列 変数 は 、 添 字 の 数 値 を ルー プ カ ウ ンタ に 合わ せ て 変え て いく と 、 一 定 の 
規則 で デー タ を 読み 出し て 、 配 列 変数 に 格納 し て いく こと が で きま す 。 

配列 変数 に 格納 され た デー タ は 、 オ ン メ モリ の デー タ で すか ら 、 デ ー タ の 処 
理 を 行う 際 に 、 フ ロッ ピー ディ スク に アク セス する 必要 が な く 、 高 速 処理 を す 
る こと が で きま す が 、 メ モリ の 量 に よっ て は 、 処 理 可能 な デー タ の 量 が 制限 き 
4 まま の 8 

配列 変数 を 使っ て シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 格納 する と ころ を イ 
メー ジ し て みる と 、 こ ん な 村 の よう な 感じ PIG で し 47.。 





ファ イル を 作成 する プロ グラ ム と 、 フ ロッ ピー ディ スク の ファ イル か ら デ ー 
タ を 読み 出す プロ グラ ム を 実際 に つく っ て み ま す 。 

ファ イル を 取り 扱う に は 、 ま ず 読 み 書き する ファ イル を 指定 し て 「 オ ー プ ン 」 
し な けれ ば な り ま せん 。 

ファ イル の オー プン は 、 ち ょ うど ファ イリ ング キャ ビ ネ ッ ト か ら 必 要 な ファ 
7%9 


ファ イル の 使い こなし は 
オー プン 
配列 変数 

ルー プ 


ーー 


イル を 一 同 取り 出し て 、 そ の ファ イル を 開く 作業 に た と えら れ 、「OPEN」 ス テ 


ー ト メン ト を 使っ て 、 フ ァイル を 使用 する た め の 各 種 の 指定 を 行い ます 。 

ファ イル を オー プン し て 、 デ ー タ ファ イル の 利用 を 可能 に し て か ら 、 ル ー プ 
と 配列 変数 を 使っ て ファ イル を 読み 出し た り 、 書 き 込 む 処 理 を 行い ます 。 
@ シー ケン シャ ルフ ァイル を 書き 込む ブロ グラ ム 














負い 

「 シー ケン シャ ルフ ァイル 書き 込み 

9 

4: 号 と : ン 
Nag&(f の VRM 放 全 鹿本 幸人) い ER あい 
6: 

7:FORi=1T03 

8: READ Namae$(i), Denwas(i), Shumi$(i) 

9: NEXT 

1: DATA 坂本 な な え , 吸 -123-1111, バイ ク 

11: DATA 佐藤 目 子 , 的 22-23-2222, ジョギング 

12: DATA 三浦 トシ 子 , 6-456-3333, 料理 

13: 

14: 

15: OPEN “TECHO.DAT” FOR OUTPUT AS 衣 

16: 

17:FORi=1TO3 

]18: WRITE 講 , Namae$(i), Denwa$(i), Shumi$(i) 
19: NEXT 

2M: 

21: CLOSE 骨 

22・ END 

の 3 

@ シー ケン シャ ルフ ァイル を 読み 出す プロ グラ ム 

8 : 

欠 ジ こ ゲン シャ ルフ ァイル 読み 出し 
4: 
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5: DE NamaeS(1 紋 , DenwaS(1 釣 , ShumiS(1 


じ 
8: OPEN "TECHO.DAT'FOE INPUT AS i 
0・ 


1M: 1 = 貞 

11: DO UNTIL EOF(1) 

MM 1=i+1 

13: INPUT 購 , NamaeS(i), Denwa$(i), Shumi$(i) 
14: LOOP 

15ig 

16: CLOSE 

0 


18: FORj=110ji 

19: PRINT Namaes(j), Denwa$(}), Shumi$( ふ 
2: NEXT 

0 

22・ END 
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ラン ダム アク セス ファ イル は 、 ま ず 初 め に デー タ の 形 を 十分 検討 し て 、 各 フ 
ィ ー ル ド の 長き さや 、 デ ー タ の 型 、 1 レコ ー ド の 構成 な ど を 決定 し て お か な けれ 
ば な り ま せん 。 

ラン ダム アク セス ファ イル は 、 デ ー タ が 1 レコ ー ド ずつ 一 定 の 形式 で 記録 き 
れ て いま すか ら 、 デ ー タ の な か か ら 特 定 の 1 レコ ー ド を 直接 に 読み 出し て 、 処 
理 す る の に 向い て いま す 。 

ラン ダム アク セス ファ イル の デー タ は 、 ユ ー ザ ー 定 義 型 の 変数 を 利用 し て 、 
1 レコー ド の デー タ を 一 括 し て 読み 出し た り 、 書 き 込 ん だ り し ます 。 

読み 出す レコ ー ド の 指定 に は 、「 レ コー ド 番 号 」 を 使い ます 。 

デー タ は 、 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル に レコ ー ド 番号 を 指定 し て 書き 込み 、 
読み 出す と き は 、 そ の レコ ー ド 番号 を 指定 し ます 。 

この レコ ー ド 番号 を 管理 する た め に 、 普 通 「 イ ン デ ックス ファ イル 」 と いう 
シー ケン シャ ルフ ァイル を 使い ます 。 イ ン デ ックス ファ イル は 、 デ ー タ の 見 出 
し と な る キー デー タ と レコ ー ド 番号 を 結び つけ る 索引 の ファ イル で す 。 
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レコ ー ド 番号 

キー デー ダ 

イン デック ス フ ァ イル 





ラン ダム アク セス ファ イル を 使用 する 前 に 、 キ ー デ ー タ と レコ ー ド 番号 を イ 
ン デ ックス ファ イル か ら 、 配 列 変数 に 読み 出し て お き 、 こ の 配列 変数 の デー タ 
を も と に 、 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル の デー タ を 読み 出し た り 、 書 き 込 ん だ リ り 
涼 党 な 

例え ば 、 キ ー デ ー タ と し て 「 名 まえ 」 を 使っ て いる 場合 、 インデ ックス ファ 
イル を 使っ て レコ ー ド 番号 を 管理 する と 、 

1. イン デック ス フ ァ イル か ら キ ー デ ー タ と レコ ー ド 番号 の デー タ を 読 


み 出 し て お く 
2. キー デー タ の な か か ら 詳 し い デ ー タ を 取り 出し た い 人 の 名 まえ を 見 
つけ る 


3. その 名 まえ の レコ ー ド 番号 の デー タ を 、 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル 
か ら 読 み 出し て くる 
と いう 手順 に な り ま す 。 
実際 に ラン ダム アク セス ファ イル に 書き 込む せ プ ログ ラム と 、 フ ロッ ピー ディ 
スク の ファ イル か ら デ ー タ を 読み 出す プロ グラ ム を つく っ て み ま し ょ う 。 
ラン ダム アク セス ファ イル に デー タ を 書き 込む せ と き に は 、 イ ン デ ックス ファ 
イル に も レコ ー ド 番号 を 書き 込ん で お く 必 要 が あり ます か ら 、 2 つの デー タフ 


ァイル を 同時 に オー プン し ます 。 
イン デック ス フ ァ イル と ラン ダム アク セス ファ イル を 使っ て 、 デ ー タ を 格納 


する よう す を 確認 し て みて くだ さい 。 
@ ゅ ラン ダム アク セス ファ イル に 書き 込む ブロ グラ ム 








H 

1 ラン ダム アク モス ファ イル 書き 和み 

3・ 9 3 

4: ※ 左 側 の 番号 と : (コロ ン ) 
5: DIM NamaeS(1), Denwa$(1, Shumi$(19 まう フカ し ラビ で くだ まけ 
6: 

BR に AU3 

8: READ Namaes$(i), Denwas(1), ShumiS(i) 

9:・ NEXT 
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PARTI4 ブロ グラ ミシン ンク の 思 日 


1: 
出所 
12・ 
13: 
14: 
NN 
16: 
17: 
18: 
19: 
2 
21・: 
5 
2 
24: 
2 
26: 
の 8 
28: 
20: 
3 久 : 
う 1: 
27 
92 
34・ 
35: 


DATA 坂本 な な え , 明 -123-1111, バイ ク 
DATA 佐藤 恵子 , 9222-23-2222, ジ ョ ギン グ 
DATA 三浦 トシ 子 , 躍 -456-3333, 料理 
TYPE Kata 

n AS STRING * 2 

d AS STRING * 12 

s AS STRING * 3 
END TYPE 


DIM Techo AS Kata 


OPEN “TECHO.RDT' FOR RANDOM AS 1 LEN = LEN(Techo) 
FOR RecNumber = 1 10 3 

Techo.n = NamaeS(RecNumber) 

Techo. d = DenwaS(RecNumber) 

Techo.s = ShumiS(RecNumber) 

PUT 寺 , RecNumber, Techo 
NEAT 


CLOSE 骨 
END 


ラン ダム アク セス ファ イル に 書き 込む プロ グラ ム (イン デック ス 付 き 


トー 


7 


いい 〇 Oo 3 の いい 1 に いつ っ 上 トー 


"ラン ダム アク セ モス ファ イル 書き 込み (イン デック ス ) 
に に に EK ホネ: に た に に に に に に に に に に に に に KCC に に に た た に に に に に に に に に に に に に に た に : に キ 


※ 左 側 の 番号 と :( コ ロン ) 


・max = 1 弥 は 入力 し な いで くだ さい 
: DIM IndexReyS (max), IndexRec (may) 


・ TYPE Kata 


n AS STRING * 2M 
d AS SIRING ま 12 


ファ イル の 使い こなし は 


2 s AS STRING * 3 

12:・ END TYPE 

比 

14: DIM Techo AS Kata 

5 

16: 

17: OPEN “TECHO.RDT" FOR RANDOM AS #] LEN = LEN(Techo) 
18: ji=M 

19: DO 

2 上 IS 

2 RecNumber = 1 

MA INPUT "名 前 の 読み : ", Namaehey$ 
『 よ も IndexKey$(i) = NamaeKey$ 

24: IndexRec (i) = RecNumber 

25: 

26: INPUT “名 前 :": Techo.n 
の es INPUT 電話 ・”: Techo.d 
28・ INPUT "趣味 ・・ Techo.s 
20: PRINT 

3 上 : PUT 寺 , RecNumber, Techo 

2 

32: LOOP WHILE Namaekeys の “" 
33・max = ij- 1 

34: CLOSE 骨 

の 

36: OPEN “TECHO.IND" FOR OUTPUT AS 抽 
36 

38: FOR ji = 1 10 max 

39: WRITE 者 IndexReyS$(i), IndexRec(i) 
49: NEXT 

41 : 

42:・ CLOSE 

43: END 





PARIR4W グ 回 グラ ミ シ ジグ の 火 旦 








9W い 

4 ラン ダム アク モス フナ イ ル 読 み 出 し 

5 寺 

4: 左側 の 番号 と .: (コロ ン ) 
5: TYPE Kata は 入力 し な いで くだ さい 
6: n AS STRING * 2 

7 d AS STRING * 12 

8: s AS STRING * 3M 

9: END TYPE 

]: 

11: DIM Techo AS Kata 

7 

13: 

14: OPEN "TECHO.RDT" FOR RANDOM AS 家 LEN = LEN(Techo) 

15: 

16: RecSuu = LOF(1) \ LEN(Techo) 

7 に 

18: FOR RecNumber = 1 TO RecSuu 

19: 
2: GET 寺 , RecNumber, Techo 

4 
が PRINT 名 前 : ": Techo.n 

23: PRINT 電話 : ": Techo.d 
24: PRINT "趣味 : ": Techo.s 

25 : PRINT 

26・ 

27:・ NEXT 

28: 

29: CLOSE 骨 

3: END 

ラン ダム アク セス ファ イル か ら 読 み 出 す プ ログ ラム (イン デック ス 付 き 
1 「CCEICEK 和 ESECK わ に CEC に に に に KCECCKCCCIC に に に た だ ね:C に 3 に 3 に に 

2: ラン ダム アク セス ファ イル 読み 出し (イン デック ス ) 

う ・ 「 や EEC だ CC に KC に 2 に に に に た も に 3 わた ね に に ね に だ に に に に に に OK 

4・ ※ 左 側 の 番号 と :( コ ロン ) 
5・ max = 1 角 は 入力 し な いで くだ さい 


7 グ 2 


ファ イル の 使い こなし は 


6: DIM indexhey$(max)、 IndexRec (max) 

8: OPEN "TECHO.IND FOR INPUT AS 寺 

09: ji= 務 

1g: DO UNTIL EOF1) 

骨 9 江 17 が 沿 

12 INPUT 購 , IndexKey$(i), IndexRec (1) 
13: LOOP 

14: MaxRec = i 

OS 

16: TYPE Kata 

9 n AS STRING * 2M 

18: d AS STRING * 12 

19: s AS STRING * 3 

2: END TYPE 

ll 

22・ DIM Techo AS Kata 

が 

24・ 

25: OPEN “TECHO.RDT" FOR RANDOM AS #2 LEN = LEN(Techo) 
26: 

27・ DO 

28: INPUT “探す 人 の 名 前 : ": NamaeheyS 
29: IF Namaekey$ = " THEN EXIT D0 

3 久 FOR ij = 1 TO MaxRec 

31: IF INSTR(IndexKey$(i), Namaekey$) <> M THEN 
32・ 

33: GET 紗 , IndexRec(i), Techo 
34: 

35: PRINT 名 前 : : Techo.n 
36: PRINT "電話 : ": Techo.d 
27 PRINT "趣味 : ': Techo.s 
38: PRINT 

39: END IF 

4: NEXT 

41: LOOP WHILE NamaeKey$ へ“ 

42: 

43: CLOSE 


・ END 


7 あ 


PART4 プロ グラ ミン グ の 入口 
* Quick BASIC 便利 メモ * 


N。s- 日 本 語 BASIC(86) か ら 
Quick BASIC へ 移植 する と き の 注意 
NEC 製 の Nas - 日 本 語 BASIC (86) の プロ グラ ム を Quick BASIC に 移植 


する 場合 、Quick BASIC の ヘル プ メ ニュ ー に も 一 部 案内 が あり ます が 、 
その ほか の 特に 注意 する 点 を いく つか あげ て お きま す 。 
圏 DOS の 違い 
NEC 製 の 標準 BASIC は 、MS-DOS 版 の Nss - 日 本 語 BASIC (86 ) の ファ 
イル 変換 ユー ティ リティ を 使っ て 、MS-DOS の テキ スト (ASCII) 形式 フ 
ァイル に 変換 し て 、Quick BASIC で 読み 込ん で お か な けれ ば な り ま せん 。 
較 ス テー トメ ント の 違い 副 
実行 制御 ステ ー ト メン ト 
・IFーTHEN の 飛び 先 に 直接 行 番号 を 指定 する こと は で き な い 。GOTO を 
使っ て 指定 する 。 
・ ラ ベル 名 は 、 前 の 「*」 を 取っ て 、 後 ろ に 「 : 」 を つけ る 。 
テキ スト 画面 表示 
・CONSOLE は 、Quick BASIC の VIEW PRINT に 変更 する 。 
・LOCATE は 、 行 、 列 の 順 で 指定 する の で 、(X, Y) を 逆 に する 。 
・COLOR の 色 指 定 の パレ ッ ト 番号 が 違う 。 番 号 を つけ 直す か 変数 に する 。 
グラ フィ ッ ク 画 面 表示 
・SCREEN の 指定 が 違う 。 モ ー ド に PC-9801 の スー パー イン ポー ズ を き 
す 「 0」 を 指定 する 。 
・WINDOW に は SCREEN オプ ショ ン を 設定 し な いと 、 表 示 の 上 下 が 逆 
転 する 。 
・CLS で クリ ア す る 画面 の 指定 が 違う 。 全 画面 の クリ ア は 「 0 」 を 指定 。 
・CIRCLE で の 塗り つぶ し を 指定 する こと は で き な い 。 
その 他 
・DEFtype で の 範囲 の 指定 に 使う 区 切り 記号 は 、「 一 」 に 変更 する 。 
・DATE$ の 年 は 西暦 4 桁 で 返さ れる 。 設定 は 2 桁 で も 受け 付け る の で 、 年 
を 使っ た 計算 や や 文字 列 操作 の 場合 、 注 意 する 。 
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POI 


(Quick BASIC 
ba 





/// パソ コン と 対話 する 


ここ で は 、 実 際 に Quick BASIC を 使っ て プロ グラ ム を つく りな が ら ス テー 
トメ ント の 使い 方 を 覚 を ます 。 こ こ で 取り 上 げ る ステ ー ト メン ト は 、 ど れ も 基 
本 的 な も の ば か り で す 。 サ ンプ ルプ ログ ラム に は 、 実 用 性 や 楽し き を 考慮 し た 
も の を 選び まし た の で 、 参 考 に し て 自分 に 合っ た も の に 改良 し て いく と いい で 





庄 9 訪 


ご あい さ つ プ ログ ラム 』 PHINT を 使っ て 


PRINT (プリ ント ) ステ ー ト メン ト 





書式 PRINT 表示 デー タ 区 切り 記号 表示 デー タ ……… 
機能 指定 され た デー タ を ディ スプ レイ に 表示 する 








1 : キキ トキ キネ 本 末 素 ネ 林 玉林 本 PRINP ネ デリ 
0 ご あい さ つ プ ログ ラム 2 ジン NII は 7 人 5 
し に 人 ※ 堪 側 の 番号 と 』 (コロ ン ) レイ に 文字 や 変数 の 
5: goaisatu. bas は 入力 し な いで くだ さい 5 

3 内 容 な ど を 表示 する 
03 PRINT “こん に お 14C に 細 0G 二 WGcr ti と 

2 ae ん に ち は 私 は Quick BASIC で す スチ ー ド メン ト で を 
Me "あな た の お 名 前 は な ん と お っ し ゃ いま すか ?“ PRINT の 次 に 
り ペー ス を あけ 、 表 示 
13: "名 前 を た ず ね ます デー タ を 指定 する と 、 
導 INPUT “キーボード か ら 打 ちあ 込ん で くだ さい 「: name$ ディ スプ レイ に その 
16: PRINT ーー * 示 さ 
信条 デー タ が 表示 され ま 
18: PRINT 5 も 

19: 

2 外 Quick BASIC で 
の "ご あい さ つ し ます スー ましゃ 
ジア PRINT namr$: " さん こん に ち は !“ は 、 行 番号 を 使い ま 
23: PRINT せん 。 こ こ で は 説明 
24: PRINT "これ か ら も よろ し く お 願 いし ま ー す ! 1 
29 拓 の だ め の ( に で ジョ ログ 2 
し ムリ スト を 打ち 出す 


際 に 、 各 行 の 先頭 に 行 を が す 番 号 を 特に つけ 加え て いま す 。 
すべ て の サン プル プロ グラ ム に この 番号 を つけ 加え て いま す の で 、 プ ブロ グラ 
79 


パソ コン と 対話 する 

ム を 入力 する 場合 は 、 各 行 の 先頭 の 数 字 と 「: 」( コ ロン )、 1 文字 分 の スペ ー 
ス は 入力 し な いで くだ さい 。 

過 プ ログ ラム の 使い 方 

プロ グラ ム を 実行 する と メッ セー ジ が 表示 され 、 ユ ー ザ ー の 名 まえ を キー ボ 
ー ド か ら 入 力 す る よう に 求め て きま す 。 

ユー ザー の 名 まえ を 入力 し て 、 陸 キー を 押す と 、Quick BASIC か ら の ご あい 
さ つ が 表示 され ます 。 

財 プ ログ ラム の 要点 

1 と 3 行 この プロ グラ ム の 名 まえ を 示す REM ステ ー ト メン ト で す 。 大き な 
プロ グラム の 場合 は 、 機 器 な どの シス テム 構成 や 作者 名 、 作 成年 月 日 、 改 良 年 
月 日 な ども 示す と いい で し ょ う 。 

5 行 プロ グラ ム の ファ イル 名 を 示し て いま す 。 

7 て IO 行 7 行か ら が この プロ グラ ム の 本 体 で す 。PRINT ステ ー ト メン ト の 
あと に メッ セー ジ が 指定 され て いま す 。 

14 行 name$ 変 数 に 、 ユ ー ザ ー の 名 まえ を キー ボー ド か ら 入 力 す る よう に 求め 
(で VS ま ⑳。 

22 行 PRINT に つづ け て 、 変 数 name$ の 内 容 を 表示 し て いま す 。「: 」( セ ミ 
コロ ン ) を 区 切り に し て 「 さん こん に ち は 『 」 と いう 文字 列 を 表示 し ます 。 


理想 体重 プロ グラ ム | INPUT を 使っ て 


INPUT (イン プッ ト ) ステ ー ト メン ト 


書式 INPUT " プロ ンプ ト 文 " 区 切り 記号 変数 


機能 キー ボー ド か ら デ ー タ を 入力 し て 変数 に 格納 する 





INPUT ステ ー ト メン ト は 、 プ ログ ラム の な か で 、 キ ー ボ ー ド を 使っ て 直接 
ユー ザー か ら パ ソコ ン に デー タ を 与え る 方 法 の ひと つ で す 。 キ ー ボ ー ド か ら 入 
力 さ れ た デー タ は 、INPUT ステ ー ト メン ト の 後ろ に 指定 され た 変数 に 格納 さ 
9 ま 9 
財 プ ログ ラム の 使い 方 

プロ グラ ム を 実行 する と 、 プ ログ ラム の 説明 が 表示 され 、 身 長 の 入力 が 求め 
られ る の で 、 理 想 体重 を 知り た い 人 の 身長 を cm 単位 で キー ボー ド か ら 入 力 し ま 
す 。 次 に 体重 の 入力 を 求め られ る の で 、 同 じ よ うに kg 単位 で 入力 し ます 。 
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PART 5 Quick BASIC プロ グラ マー 


折 トキ トキ キト ネネ キヤ トト キキ ネギ に に キ ドキ ネ キネ トト ネ ネネ キ 水 末 ホ 本 本 に キネ ネ キ 

3 ロー レル 指数 と 理想 体重 プア ログ ラム 

1 「HPEREEFEREK 本 も た に に も も に に に に に キネ た に に に も た に も わた も に も キト お に に 

4: ※ 左 側 の 番号 と : (コロ ン ) 
5: "Laijuu. is は 入力 し な いで くだ さい 
6: 

2 PRINT "ちゃ ん と 運動 し て ます か ? 私 が 理 和 体重 を 教 ん て あげ まし ょ う " 

8: PRINT "あな た の 生長 と 体重 を 教え て くだ さい " 

9: PRINT 

1]: PRINT 

拓 5 INPUT " 生 長 (cm は 「: sinchou 

12: PRINT 

13: INTUT “ 休 重 (Kg) は 「: taijuu 

14 : PRINT 

5 


16: ロー レル 指数 を 計算 し ます 
17: rohrer = INT((taijuu / sinchou 3*1H 7)* ま 1 /1M 


2: 理想 休 重 を 計算 し ます 
誠 記 risou.ue - INT((sinchou 3*144/18 7)*10 / 1 
22: risou.sita = INT((sinchou "3*115/18 7)* ま 1 /19 


293 

24: 

25: 発表 し ます 

26: PRINT 

Mg TRINT 

28: PRINT "あな た の ロー レル 指数 は 「: rohrer: です 
29: PRINT 

3 凶 : PRINT“ ゝ 99 や せ は すぎ" 
31: PRINT“ 100 ~ 114 や せ ぎ み ~ 
12: PRIYI“ 295 (SS お 人 4 標準" 

IE PRINT“ 145 ~. 159 ふと りき み ~ 
34: PRINT “ 160 ぶ ふと りす ぎ " 
35: TRINT 


36: PRINT "標準 に 入り まし た か ?“ 
37: FRINT それ で は あな た の 理想 的 婦 休 重 を お 知ら せ し ま し ょ う ~ 


38: PRINT 

39: PRINT ` 理 思 体 重 の 上 上限 : risou.ue: ” Kg 

4: PRINT“ 下限 、": risou.sita: ” Kg' 

11 : PRINT 

1: PRINT 理 醒 休 重 か ら は ずれ た 方 運動 や 食事 に 注意 し まし ょ う “ 
4 れ : 

41: END 


すぐ に ロー レル 指数 を 計算 し 、 結 果 と 指数 の 目安 、 理 想 体重 の 上 限 、 下 限 を 
表示 し て 終了 し ます 。 つ づけ て 他 の 理想 体重 を 知り た いな ら 再 度 実行 し ます 。 
明 プ ログ ラム の 要点 
日 行 INPUT ステ ー ト メン ト に 適切 な プロ ンプ ト 文 を 使っ て 身長 の デー タ 入 
力 を 求め て いま す 。 
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パソ コン に し ご と させ る 


I2 行 次 の デー タ 入 力 と の 間 に 1 行 間隔 を あけ る た め に 、PRINT ステ ー ト メ 
ント を 使っ て 1 行 改行 し て いま す 。 

17 行 ロー レル 指数 の 計算 を 行っ て いま す 。 変数 は 、 ど ん な デー タ か が わか る 
よう に 、taijuu と か sinchou の よう な 具体 的 な 変数 名 を つけ ます 。 

28 行 コメ ント で 囲ん で 、 計 算 結果 の ロー レル 指数 を 表示 し ます 。 

30 て 34 ロー レル 指数 の 値 の 意味 を 示し ます 。 

3642 理想 体重 を 示し て 、 注 意 事 項 を 案内 し て いま す 。 


// パソ コン に し ご と させ る 


数 字 当 て ゲー ム 』 |FーTHEN-ーELSE を 使っ て 

パパ ソコ ン の 出す 問題 を あな た が カン を 頼り に 当て て いこ うと いう ゲー ム で す 。 
IF-THEN--ELSE (イフ ーー ゼ ンー エル ス ) ステ ー ト メン ト 
| 書式 IF 条件 THEN | 
| 実行 ステ ー ト メン ト | | 

ELSE 
実行 ステ ー ト メン ト 2 

機能 条件 に よっ て プロ グラ ム の 実行 を 制御 する 








IF-THEN ステ ー ト メン ト は 、 与 えら れ た 条件 を 判断 し て 、 そ の 結果 が 成立 
すれ ば 、 THEN 以下 の 実行 ステ ー ト メン ト 1 を 実行 し 、 成立 し な けれ ば ELSE 
以下 の 実行 ステ ー ト メン ト 2 を 実行 し ます 。 








1 二 6 

2 数 字 あ て ゲー ム 

4: 「 

4: 「 ※ 左 側 の 番号 と : (コロ ン ) 
5: "suujiate.bas は 入力 し な いで くだ さい 
09 詩 

7: hajime: "ーー ゲー ム の は じ め 

8: C1S 

9: PRINT 私 が 1 か ら 100 まで の ある 数 字 を 考え ます " 


1: PRINT "その 数 字 を あな た が 当て る ゲー ム を し まし ょ う " 

5 PRINT 

12: PRINT “私 は あな た の 予想 し た 数 が 私 の 考え た 数 より " 

13: PRINT “大 きい か 小さ いか だ け を 倫 え ます の で よー く 姓 えて くだ さい " 
14: PRINT 
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PART 5 Quick BASIC ブロ グラ マー 


jk 

16: mondai. tukuri: ーー 問題 を 作り ます 
17: RANDOM1ZE TIMER 

18: mondai = INT(RND * 1 昭 + 1) 

19: 

2: PRINT 数字 が 決ま り ま し た ~ 

21: PRINT "それ で は は じ め ま し ょ う !!“ 


2 PRINT 

23: 

24: handan: ーー 回答 の 数 字 を 判断 し ます 
25 kai = 1 

26: 

27: kurikaesi: "一 一 判断 を 繰り 返し ます 
28: PRINT 


29: PRINT kai: | 回 め 
3: INPWUT “さあ Ro ょ うか 「: kaitou 
に kai =kai+ 1 


2 

3 IF mondai < kaitou THEN 
34: COLOR6. 

35・ PRINT “大 きい で すね " 
36: COLOR 7,. 

BY ELSEIF kaitou < mondai THEN 
38: COLOR 2. 7 

39: PRINT “小さ いで すね " 
4 COLOR 7. 

41: END IE 

47: 


43: IF mondai = kaitou THEN GOTO seikai: ELSE GOTO kurikaesi: 
44: 

45: seiki: "ーー 正解 で す 

46: COLOR 3 

47: PRINT "その と お り 正解 で す や っ た ね !!“" 


48: PRINT 

49: COLOR 7, 

5 上 : 

51: mouitido: ーー もう一度 や る か 確認 し ます 
52: PRINT "もう一度 和 や り ま し ょ う “ 

53: PRINT 


54: PRINT "もう一度 や る な ら 「 ッ 」 や め る な ら 「n」 を 押し て 「: 
に INPUT kakunin$ 

56: 

し 7 IF kakuin$ = "y OR kakunin$ = "Y" THEN GOTO mondai. tukuri: 
58: IF kakunin$ = "n" OR kakunin$ = N HEN 


59: PRINT 

6 久 PRINT “や めちゃ う の ? 残金 だ なぁ また や り ま し ょ う ね " 
61: PRINT 

62: PRINT "バイ バイ 

63: ELSE 

64: GOTO mouitido: 

65: END IF 

66: 

67: END) 
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kN ツ ョ リッ ン に ご 035 させ. る 

時 プ ログ ラム の 使い 方 

プロ グラ ム を 実行 する と 、 パ ソコ ン が 問題 を つく っ て 、 ゲ ー ム が 開始 され ま 
す 。「 き さあ 、 い くつ で し ょ うか 」 と の 間 い に 、 キ ー ボ ー ド か ら 数 字 キ ー を 押し て 
答え ます 。 答え と パソ コン の 考え て いる 問題 の 数 字 を くら べ て 、 大 きい か 小さ 
いか が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 こ の 情報 を も と に ユー ザー は 次 の 回 答 を 
考え ます 。 こ れ を 繰り 返し て 、 パ ソコ ン の 考え て いる 数 字 を 当て る ゲー ム で す 。 
過 プ ログ ラム の 要点 

17 行 RANDOMIZE ステ ー ト メン ト に TIMER 関数 を 組み 合わ せ て 、 時 間 に 
よっ て 発生 する 乱数 系 列 を 変え 0 る こと に より 、 実 行 の た びに 違っ た 問題 が 出る 
まう に し て いま す 。 

18 行 RND 関数 を 使っ て 0 一 1 まで の 乱数 を 発生 きせ て 、INT 関数 で 1 一 100 
の 数 に 調整 し て いま す 。 
33 て 41 行 変数 mondai と kaitou を 比べ て 、 回 答 が 問題 より 大 きい か 小さ いか 
を 判断 し て 、 知 ら せ て いま す 。 
43 行 変数 mondai と kaitou が 等 し けれ ば 正解 で す の で 、 ラ ベル 名 seikai: へ 
実行 を 移し 、 等 し く な けれ ば kurikaesi: に 実行 を 戻し ます 。 
46 行 正解 し た と き の 案 内 を COLOR ステ ー ト メン ト を 使っ て 水色 で 表示 す 
る よう に 指定 し ます 。 


FOH 一 NEXT を 使っ て 


FOR-NEXT ステ ー ト メン ト は 、 同 じ 作 業 を 指定 し た 回 数 繰り 返す 命令 で 
す 。 表 集計 で は 、 FOR-NEXT ステ ー ト メン ト を 2 つ 組 み 合わ せ て 、 縦 の 行 と 
横 の 桁 の 指定 を 次 つぎ と 変化 させ て 計算 し て いま す 。 

FOR 一 NEXT (フォ ーー ネクス ト ) ステ ー ト メン ト 


書式 FOR カウ ンタ 変数 = 初期 値 TO 終了 値 STEP 増分 
実行 ステ ー ト メン ト 


NEXT 
機能 一 連 の 命令 を 指定 され た 回 数 だ け 繰 り 返 し て 実行 する 





FOR-NEXT は 、 カ ウン タ 変 数 を 初期 値 か ら 、 終 了 値 まで 増分 ずつ 変化 させ 
て 、 FOR 節 と NEXT 節 の 間 の 実行 ステ ー ト メン ト を ルー プ 状 に 繰り 返し 実行 
する 命令 で す 。 次 の よう な 順序 で 実行 きれ ます 。 

78? 
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カウ ンタ 変数 は ルー プ カ ウ ンタ (繰り 返す 回 数 を 計算 する た め の 変 数 ) と 
し て 使わ れ 、 最 初 に 初期 値 に 設定 され ます 。 
2. FOR と NEXT に 囲ま れ た 男 囲 の 実行 ステ ー ト メン ト が 実行 され ます 。 
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3 
4 . 


て いな けれ ば 2 . に 戻り 、 同 じ 処 理 が 繰り 返さ れ ま す 。 


カウ ンタ 変数 を 増分 だ け 増減 し ます 。 


カウ ンタ 変数 と 終了 値 と を 比較 し て 、 ル ー プ カウ ンタ の 値 が 終了 値 に 達し 


5. カウ ンタ 変数 の 値 が 終了 値 に 達し て いれ ば 、 繰り 返 
次 の ステ ー ト メン ト に 実行 が 移さ れ ま す 。 


集計 計算 


"shukei.bas ※ 左 側 の 番号 と : (コロ ン ) 
( は 入力 し な いで くだ さい 
keta. jougen = 6 
gyou. JOugen = 29 
hajime : 


CLS 1 
PRINT 集計 計算 を し ます (6 桁 ・20 行 まで で す ) “ 
PRINT " 何 杵 : 何 行 あり ます が " 


INPUT “ 横 は 何 桁 ': keta 

INPUT " 絶 は 何 行 ": gyou 

IF keta. jougen < keta OR gyou. jougen < gyou THEN 
PRINT "6 桁 ・20 行 まで で す も う 一 度 ど う ぞ " 
PRINT "な に か キー を 押し て くだ さい ~ 
kari$ = INPUT$(1) 
GOTO hajime: 
IF 


DIM dat(keta, gyou), tate (keta), yoko(gyou) 


・ nyuryOku: 


PRINT "デー タ を 一 行 づつ 入力 し て くだ さい " 
FOR i = 1T0 gyou 
PRINT ii / 行 
FOR ) = 1 TO keta 
DRINE 飼 誠人) 
INPUT dat(} ij) 


NEXT 


: keisan: 


" 横 計 の 計算 
FOR i = 1T0 gyou 
yoko(i) = 9 








反し を 終え て 、NEXT の 


明 プロ グラ ム の 使い 方 

プロ グラ ム を 実行 す 
る と 、 す ぐに 集計 する 
表 の 桁 数 と 、 行 数 を た 
ず ね られ ます 。 最 大 6 
桁 、20 行 まで で す の で 、 
キー ボー ド か ら 入 力 し 
まず 。 

大 きす ぎる 値 を 入力 
する と 、 再 度 入 力 を 求 
め て きま す が 、 マ イナ 
ス の 値 や 文字 な ど を 入 
力 し て も 、 受 け 付 け て 
し まう の で 、 誤 入力 の 
な いよ うに 注意 し て く 
だ さい 。 

大 に 、 計 算 す る デー 
タ を 1 行 目 か ら 順 に 入 
カカ し て いき ます 。 

すべ て の デー タ を 入 
カカ する と 、 計 算 を 実行 
し で 、 末 果 を アイ スプ 
レイ に 表示 し て 終了 し 
ます 。 


バシ ポロ ョ コン ジミ と させ る 


4: FOR j = 1 TO keta 較 プ ログ ラム の 要点 
41: yoko(i) = yoko(1) + dat(} 5 2> 8 行 
42: MEXT 7 て 8 行 表 の 桁 と 、 
NN 1 行 の 上 限 を 設定 し て い 
5:  「 権 計 の 計 邊 ます 。 こ の 数 値 を 大 き 
Ar くす れ ば 、 大 き な 集計 
48: FOR i=1TOgyou き 2 さ 
49: tate(j) = tate(⑪ + dat(j 1j) 表 の 計算 を 行う こと カ 
0 1 きま 95 
52: 24 行 デー タ を 格納 す 
53: "総計 の 計算 て 
0 る 配列 変数 を 宮 言 し て 
55 FOR j = 1 TO keta いま す 。dat( ) は 計算 
56: soulkei = soukei + tate()) 0 
57: する 個 こ の デー タ を 、 
58: に 
hyouji: tate ( ) は 各 桁 の 縦 計 
(中 PRINT "計算 し まし た 結果 を 表示 し ます " k 行 の 
6 * 横 の 表示 AA 
9 Pr 1 横 計 を 格納 する 配列 変 
H 19 < gyou 8 
64: FORj=1TOketa が 数 で す 。 
65: PRINT USING " 旨 電 "お 242 テ ョ ー 
66: NEXT 6 26 34 行 計算 する 9 
PRINT 合計 ムイ TCS も 人 7 リッ レン 
69:  ' 縦 の 行 ・ 入 力 デー タ ・ 横 計 の 表示 ま す 。FOR- NEXT 
79: FORi=170gyou 8 
71: PRINT USING " 朱 行 ":i: ステ ー ト メン ト の 2 重 
72: FOR } = 1 TO keta て 】 
73: PRINT USING " 線 朝 電 典 dat) 10: ルー プ を 使っ て いま す 。 
が 了 IWT G8100 " こ ko(i) YS 
・ YO 
76: プ で 、 カ ウン タ 座 数 に 
CR i を 使っ て 行 を 数 えて 
79: PRINT 
89: PRINT" 合 計 いま す 。 
81: FOR j= 1 keta 30 て 33 行 内 側 の ルー 
82: PRINT USING " 押 畠 澤 提 "tate(): 
83: 8 プ で 、 カ ウン タ 変 数 に 
84: < ER 
85: "総計 の 表示 J を 使っ て 桁 を 数 えて 
86 PRINT USING " 音 拓 電電 "soukei いま す 。 
88: ED 36 て 57 行 2 重 ル ー プ 


を 使っ て 、 横 計 、 縦 計 
を 計算 し 、 総 計 の 計算 を し て いま す 。 


59 て 88 行 計算 結果 の 表示 を 行い ます 。 
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汎用 メニ ュー ルー チン 』 DDーLOOP を 使っ て 


実用 プロ グラ ム の 場合 は 、 選 択 で きる し ご と の 一 覧 を 表示 し て 、 そ の な か 
か ら 目 的 の 作業 を 指定 で きる よう に する と 簡単 で す 。 メニュー 選択 の 際 に 、 
きち ん と 指定 の キー が 押さ れる まで 、 選 択 の 操作 を 求め る と いう よう な 、 条 件 
が 整う まで 同じ こと を 繰り 返す の に DO-LOOP ステ ー ト メン ト を 利用 し ます 。 
DO 一 LOOP (ドゥ ー ル ー プ ) ステ ー ト メン ト 


DO WHILE また は UNTIL 条件 式 
実行 ステ ー ト メン ト 


LOOP 
DO 
実行 ステ ー ト メン ト 
LOOP WHILE また は UNTIL 条件 式 
機能 ① は 先頭 判断 型 、 ② は 末尾 判断 型 で 、 WHILE は 条件 が 成立 し て いる 間 
繰り 返し 、 UNTIL は 条件 が 成立 する まで 、 実 行 ス テー トメ ント を 繰り 
返し 実行 する 





DO 一 LOOP ステ ー ト メン ト は 、DO と LOOP の 間 の 実行 ステ ー ト メン ト を 
繰り 返す 命令 で す 。 繰り返し を つづ ける か 、 中 断 す る か の 判断 を ルー プ の 先頭 で 
する の が 先頭 判断 型 、 ル ー プ の 最後 で 行う の が 末尾 判断 型 で す 。 条 件 判断 に 、 
条件 が 成立 し て いる 間 繰 り 返 し を 行う WHILE 型 の 判断 と 、 条件 が 成立 し て い 
な い 間 (つま り 条 件 が 成立 する まで ) 繰り 返す UNTIL 型 の 判断 が あり ます 。 
※ 左 側 の 番号 と : ( コ 








KA 

人 2 汎 用 メニ ュー ルー チン ロン ) は 入力 し な い 
3: で くだ さい 
4: 14: 

5: "menu.bas 15: DIM menu$(kosu) 

6: 16: FOR i = 1 TO kosu 

7: junbi: 17: READ menu$(i) 

8: 18: NEXT 

9: DEFINT A-Z 19: 

IIH 29: ON KEY(11) GOSUB ue: 
中 kosu = 19 21: ON KEY(14) GOSUB sita: 
12: 作 1 RA) 30 人 1 の 6 

13: x =1 23: hajime : 
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パソ コン に し ご と させ る 


24: 59: PRINT USING “ 細 ": bango: 
25: CLS 6 上 : PRINT " : “: menu$(bango) 
20: FOR i = 1TOkosu 61: 

7 COLOR 7 62: RETURN 

28: bango = i 63: 

29: hyoujiketa =i+Y 64: 

3: GOSUB menuhyouji: 65: ue: 

31: NEXT 66: COLOR 7 

32 ょ 67: hyoujiketa = hango+Y 
33 KEY(11) ON 68: GOSUB menuhyouji: 

34: KEY(14) ON 69: 

35: 7 久 : bango = bango - 1 

36: bango = 1 7 IF bango < 1 THEN bango = kosu 
人 DO 72: COLOR 15 

38: COLOR 15 73: hyoujiketa = bango+ Y 
39: hyoujiketa = bango+ Y 74: GOSUB menuhyouji: 

4 上 GOSUB menuhyouji : りな た 

41: 76: RETURN 

42: DO 7 

43: ky$ = INKEY$ 78: 

44: LOOP WHILE ky$ = ““ 79: sita: 

5: 8: COLOR 7 

46: LOOP WHILE ky$ CHR$(13) 81: hyoujiketa = bango+ Y 
47: 82: GOSUB menuhyouji: 

48: KEY(11) OFF 83: 

49: KEY(14) OFF 84: bango = bango+ 1 

5 上 COLOR 7 85: IF kosu く bango THEN bango = 1 
PU 86: COLOR 15 

528 GOSUB sagyou: 87: hyoujiketa = bango + Y 
53: 89: GOSUB menuhyouji: 

54: END 89: 

55 9g: RETURN 

56: 91: 

57: menuhyouji: 92: 

58: LOCATE hyoujiketa。x 93: sagyou: 

94: CLS 

95: PRINT"「": bango: " 番 の メニ ュー が 選ば れ ま し た 」“ 

96: 14: DATA 4 番 の メニ ュー 

97: RETURN 1]: DATA 5 番 の メニ ュー 

98: 1: DATA 6 番 の メニ ュー 

99: 17: DATA 7 番 の メニ ュー 
1 角 : "data 1 的 : DATA 8 番 の メニ ュー 
1 : DATA 1 番 の メニ ュー 199: DATA 9 番 の メニ ュー 
1M2: DATA 2 番 の メニ ュー 11: DATA 1 0 番 の メニ ュー 
1 角 : DATA 3 番 の メニ ュー 
瑞 プロ グラ ム の 使い 方 


プ ョ グラ ム を スタ ー ト する と 、 デ ィ ス プレ イ の 左上 に 1 -10 ま で の メニ ュー 
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が 表示 され ます 。 メニュー 選択 は 、 カ ー ソ ルキ ー の [ 還 ][ 信 | を 使っ て 、 反 転 表 
示さ きれ て いる 注目 メニ ュー を 移動 し ます 。 選 択 す る メニ ュー を 反転 表示 に し た 
ら 、 切 キー を 押し ます 。 メ ニュ ー が 選択 され た こと を 示す 「 〇 番 の メニ ュー が 
選択 きれ まし た 」 と の 案内 表示 が 出 て 、 終 了 し ます 。 

明 プロ グラ ム の 要点 

9 行 変数 を すべ て 整数 に 宣言 し て いま す 。 

昌行 変数 kosu は 、 メ ニュ ー の 個数 。 この 数 字 で 選択 枝 の メニ ュー を 増減 で き 
ます 。 

12 て 13 行 メニ ュー の 表示 位置 を 変数 Y と X に 設定 し ます 。 

15 て 18 行 メニ ュー に 必要 な 数 の 配列 を 宣言 し て 、 配 列 変数 menu$( ) に 読み 込 
ん で いま す 。 

20 ン 2I! 行 カー ソル キー が 押さ れ た と き の イ ベン トト ラッ ピン グ 。 

25 て 31 行 指定 し た 位置 に メニ ュー を 表示 し ます 。 

33 て 34 行 イベ ント トラ ッ ピ ング を 開始 し ます 。 

37 て 46 行 この プロ グラ ム の 本 体 の 部 分 で 、 末 尾 判断 型 の DO-LOOP ステ ー 
トメ ント を 使っ て いま す 。 

48 て 50 行 ルー プ か ら 脱 出す る と 、 イ ベン トト ラッ ピン グ を 解除 し て 、 色 の 指 
定 も 白色 に 戻し て お きま す 。 

52 行 選択 され た 作業 を 行う サブ ルー チン 呼び 出し 。 

54 行 プロ グラ ム の 終点 を 示し ます 。 こ れ よ りあ と の プロ グラ ム は 、 メ イン 部 
か ら 呼 び 出 され る サブ ルー チン で す 。 

100 て 10 行 メニ ュー の 内 容 を 指定 する 文字 列 を デー タ と し て ひと まとめ に し 
て お きま す 。 こ こ に 、 本 来 の メニ ュー 項目 を 指定 し ます 。 


Yes / No ルー チン 』 日 を 使っ て 


ュー ザー か ら な に か の 入力 を 求め る 場合 、Y ま た は N で イエ ス 、 ノ ー を 答え 
る も の と 、 な に か の キー が 押さ れる まで 待つ 単純 な キー 入力 待ち 、 数 字 キ ー で 
選ぶ 場合 の 3 つの 方 法 を 取り 上 げた も の で す 。 

前 の 汎用 メニ ュー ルー チン で は 、 い まま で の BASIC と 同じ よう に サブ ルー 
チン を 使い まし た が 、 こ の プロ グラ ム で は SUB プロ シー ジャ を 使っ て いま す 。 
こち ら の ほう が より Quick BASIC の 機能 を た 生か し た プロ グラ ム と いえ る で し 
由 交 5 
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パソ コン に し ご と させ る 
SUB (サブ プ ) ステ ー ト メン ト 


| 書式 SUB プロ シー ジャ 名 パラ メー タ 。 パ ラメ ー タ 。……… 
機能 SUB プロ シー ジャ の 定義 を 行う | 


SUB ステ ー ト メン ト は 、 メ イン プロ グラ ム か ら 呼 び 出さ れる サブ ププ ログ ラム 

を 定義 むす る ステ ー ト メン ト で す 。 Quick BASIC の エディ タ 環 境 で SUB ス テー 
メン ド を 使う ポタ ブロ グラム と は 別 の ブロ グラ ム だ し で 、 サ カブ ログ 
ラム が 作成 され ます 。 

サ プ プ ログ ラム は 、SUB か ら END SUB まで が 、 指 定 し た プロ シー ジャ 名 で 
独立 し て 管理 され ます 。 プ ロ シ ー ジ ャ 内 で は 、 メ イン プロ グラ ム と 変数 が 独立 
し て 管理 され て いま す の で 、 同 じ 変 数 名 を 使っ て も お 互い に 格納 し て いる デー 
タ が 変化 し て し まっ た りす る と いっ た 影響 は 受け ませ ん 。 

変数 が 独立 し て 管理 され て いて も 、 パ ラメ ー タ を 使っ て 変数 の 内 容 を 引数 と 
し て 、 相 互 に 引き 渡す こと が で きま す 。 

1: DECLARE SUR yesno.suh (kari$) 

2: DECLARE SUB mati.suh () 

3: DECLARE SUB sentaku.sub (kari$) 

5 Ye s ン No ルー チン 

(6: 本 本来 

(0 ※ 左 側 の 番号 と : (コロ ン ) 

9: yesno.bas は 入力 し な いで くだ さい 





中 所 (COMMON SHARED midori 
12: COMMON SHARED kiiro 
13: COMMON SHARED siro 


]4: 

58 midori = 2 
16: kiiro = 6 
1 siro = 7 
18: 

19: liajime: 

2: CLS 


2 COLOR kiiro 

22: PRINT "キー ボー ド か ム ら の 入力 で 外 理 を 分 け ま す " 

23: PRINT “さて 、 次 の 3 つの うち どの サ プ プ ログ ラム を 試し ます か ?“ 
24: PRINT 


25: PRINT"Yes/No ル ー チ ンーーーー1" 
26: PRINT "キー 入力 待ち ルー チン ーーーー 2" 
27: PRINT "数 字 選 択 レ ルーチン ーーー ニ ーー3" 
28: PRINT 

2: INPUT「 何 番 に し ます か ": kari$ 
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3: kari = VAL(kari$) 

3%3 COLOR siro 

92< 

33: SELECT CASE kari 

14: CASE 1 

958 yeSno.Sub kaisub$ 

36: CASE 2 

うき mati.sub 

38: CASE 3 

30: CALL sentaku.sub(kaisub$) 
4M: CASE ELSE 

41: PRINT " 1 か ら 3 ま で の 数 字 で 入力 し て くだ さい " 
42: END SELECT 

43: 

44: COLOR kiiro 

ぬ : PRINT 

46: PRINT "main' プ ログ ラム に 戻り まし た ~ 
47: COLOR siro 

3: PRINT 

49: TRINT "プロ グラ ム を 終了 し ます " 
5: 

51: 上 

by 介 

53: SUB mati.sb 

54: (OLOR midori 

Eb PRINT 

56: TRINT "'mati.sub' サ ブ プ ログ ラム に 来 ま し た “ 
5708 (COLOR siro 

FE8・ 

59: PRINT 

6: PEINT "な に か キー を 押し て くだ さい " 
61: Karjt = リリ 

62: DO WHILE kari* = 

63: kari$ = INKEY$ 

64: LOOP 

65: 

66: COLOR midori 

67: PRINT 

68: PRINT "キー が 押さ れ ま し た ~ 

69: COLOR siro 

79: END SUB 

7 丘 

72: SUB sentaku. sub (kari$) 

9 COLOR midori 

74: PRINT 

75: PRINT "'sentaku. sub サブ プロ グラ ム に 来 ま し た “ 
76: COLOR siro 

7 

78: FRINT 

79: PRINT "0O か ら 9 の 数 字 で 選ん で くだ さい " 
8M: KAkSyS1G 

81: DO WIILE kari$ く "7 OR "9 く kari$ 
82: kari$ = INPUT$(1) 


遇 プロ グラ ム の 使い 方 

実 術 ず る とき 3 
の キー で 答え る よう に 
メニ ュー が 表示 され ま 
39 

1 < 的 ま だ は 
で イエ ス 、、 を 答え 

2・・・ キ ー が 押さ 
れる まで 待っ て いる 、 
単純 な キー 入力 待ち 。 

3・・・ 数 字 キ ー を 
使っ て 0 9 を 選ぶ 。 

3 つの 方 法 か ら 実 験 
し て みた い ル チン を 
数 字 の 1 一 3 の キー を 
押し て 選択 し ます 。 

1. Yes / No 選択 は 、 
キー の Y ま た は N を 押 
し ます 。 そ れ 以 外 の キ 
ー を 押し て も 受け 付け 
KC まこ 

2. キー 入力 待ち は 、 

な に か の キー を 押す ま 
3G( ま が 人 OER9.( に SEe 
ー が 押 き れる の を 待ち 
ほ 39e 

3. 数 字 選 択 は 、 キ ー 
ボー ド の 0 9 の 数 字 
キー が 押さ れる と 、 押 
され た 数 字 を 表示 し ま 
す が 、 他 の キー は 受け 


AA ジグ 0E00 あ SI さ 革 る 
付け て くれ ませ ん 。 


83: LOOP 
84: 1 は 「 は い 」「 い い ぃ い 
85: COLOR midori ま 

86: PRINT そえ 」 の 回 答 を 求め る 
87: PRINTkari$: "が た " 

88: COLOR 4 4 場合 に 、2 は メッ セ 
89: 2 の 示 

99: kaisubs = kari$ ジ な ど を 表示 し て 
し ee 読む まで の 間 の 時 間 
9 SUB yesno.sub (kari$) 待ち に 、 83 は メニ ュ 
・ OR midori 5 
em ー な ど で の 数 字 を 使 
96: PRINT "yesno.sub サブ ブログ ラム に 来 ま し た " た) こ 利 

97: COLOR siro っ た 選択 に 利用 する 
98: た め の ル ー チ ン で す 。 
99: PRINT 0 

1 原 : PRINT "よろ し いで すか ? (は い ='Y'es / いい ぇ ='N'o )" 還 プ ログ ラム の 要点 

] 四 : KaiSi=ii 加 上 に 

192: DOWHILEkari$ = この ブロ グラ ム は 、 

1 明 : kari$ = INPUTS(1) ーs1 行 の メイ ンプ 

MM: IF kari$ - "y" 0R karis = "Y TEN 90 

1 証 : kaisul$ = "y" ログ ラム と 、53-70 

106: ELSEIF kari$ = "nm" ORkari$ = "N' THEN M と 

1 町: kaisub$ = "n" 行 の mati. sub、 

1 認 : ELSE 失 

180: Mari$ = 72 一 91 行 の senta- 

11 多 : END IF ku. sub、93 一 117 行 

ill: LOOP 人生 

112: の yesno. sub の 3 
3: OLOR midori も 

16 rt つのり ノロ グン へ ハ 

115: PRINT kari$: "が 選ば れ ま し た " た 3 

116: COLORsiro か ら で き て いま す 。 

117: BND SUR 3 つの サブ プ プ ログ 


ラム は 、 そ れ ぞ れ キ 
ー 入 力 待ち 、 数 字 選 択 、Yes / No 選択 の し ご と を する 独立 し た プロ シー ジャ 
で 、 プ ログ ラム の 先頭 で 宣言 され て いま す 。 
1 >3 行 SUB プロ グラ ム の 宣言 を し て いま す 。 
中 て 13 行 COMMON SHARED ステ ー ト メン ト を 使っ て 、 変 数 の 共用 を 宮 
し て いま す 。 
22>28 行 3 つの サ プ プ ログ ラム の うち か ら 試し た いも の を 選択 する よう に メ 
ッ セ ー ジ を 表示 し て いま す 。 
29 て 30 行 変数 kari$ に 選択 し た 番号 を 入力 し て 、 VAL 関数 に よっ て 文字 列 と 
し て 入力 され た 数 字 を 数 値 に 変え た て いま す 。 
33 て 42 行 選ば れ た 番号 で 、 そ れ ぞ れ SUB プロ グラ ム を 呼び 出し て いま す 。 
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40 ご 4| 行 1-3 以 外 の 数 字 や 文字 列 が 入力 され た 場合 に 、 案 内 を し て いま す 。 
必ず 条件 外 の 措置 を CASE ELSE 節 に 指定 し て お きま す 。 

58 て 69 行 キー 入力 待ち の プロ シー ジャ で す 。 

6!64 行 変数 kari$ を 空 に し て 、DO-LOOP ステ ー ト メン ト を 使っ た ルー プ 
に 入っ て いま す 。 INKEY$ 関数 を 使っ て 、 キ ー ボ ー ド か ら の 入力 を 受け 付け ま 
72<91 行 数 字 選 択 の プロ シー ジャ で す 。 

80 て 83 行 この プロ シー ジャ の 中 心 部 分 で す 。 INPUT$(1) 関 数 で 、 キ ー ボ ー ド 
か ら の 1 文字 入力 を 受け 付け ます 。 

93 ン 117 行 Yes / No 選択 の プロ シー ジャ で す 。 

I0I ン 昌行 この プロ シー ジャ の 中 心 部 分 で す 。 INPUTS$(1) で 1 文字 が 入力 き 
れ た 結果 、Y ま た は Y の 場合 、N ま た は 1n の 場合 に 限っ て 受け 付け て いま す 。 


時 間 計 算 プ ログ ラム 』 FUNCTION を 使っ て 


な に か の 経過 時 間 、 つ まり 初め の 時 間 か ら 、 終 わり の 時 間 ま で 何時 間 何 分 何 
秒 だ っ た か 、 す ぐに 計算 する プロ グラ ム で す 。 
FUNCTION (ファ ンク ショ ン ) ステ ー ト メン ト 





| 財 式 FUNCTION プロ シー ジャ 名 (パラメータ, パラ メー タ ………) 
| 機能 FUNCTION プロ シー ジャ の 定義 を 行う 


_EUNCTION は 、 メイ ンプ ログ ラム か ら 呼 び 出 きれ る サ プ ブ ログ ラム を 定義 
し ます 。Quick BASIC の エディ タ 環 境 で FUNCTION を 使う と 、 メ イン プロ 
グラ ム と は 別 の プロ グラ ム と し て 、 サ ププ ログ ラム が 作成 され ます 。 

サブ ププ ログ ラム は 、 FUNCTION か ら END FUNCTION まで が 、 指定 し た 
プロ シー ジャ 名 で 管理 され 、 ひ と つの プロ シー ジャ と し て 独立 し ます 。 

プロ シー ジャ 内 で は 、 メ イン プロ グラ ム と 変数 が 独立 し て 管理 され て いる の 
で 、 同 じ 変 数 名 を 使っ て も お 互い に 格納 し て いる デー タ が 変化 し て し まう と い 
う 影響 は 受け ませ ん 。 

FUNCTION プロ シー ジャ は 、SUB プロ シー ジャ と 違っ て 、 ス テー トメ ント 
の よう に 呼び 出す の で は な く 、 計 算 や 評価 を 行う 式 の な か て 関数 と 同様 に 呼び 
出し て 使用 し ます 。 
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2 パコ (ジン に し じ に ご とき さや る 


1: DECLARE FUNCTION jikan$ (kari) 


2: DECLARE FUNCTION byou (kari$) 

1: 「 杯 EPR ね kk 林木 も に も キキ も わ に に に も も も に も も た に も も も ね 

し 導 時 間 計 算 プ ログ ラム 

5・ た CPK 本 に に 本 や ね ね 本 わ 本 本 ね われ ね も ね ね 

4 ※ 左 側 の 番号 と : (コロ ン ) 
7: "Jikau. bas は 入力 し な いで くだ さい 
4 【 
9: haJime : 

1 CLS 

11: PRINT “初め か ら 終 わり まで の 経過 時 間 を 計算 し ます ( 1 日 以内 で す ) “ 
12: PRINT "時間 は 「 劉 : 銀 : 角 て 23:59:59」 の 2 4 早 間 制 で 入力 し て くだ さい ~ 
125 PRINT 

14: PRINT "初め の 早 間 を 「 時 時 : 分 分 : 秒 秒 」 で どう ぞ " 

15: INPUT kaisi$ 

16: PRINT 終わり の 時 間 を 「 時 時 : 分 分 : 秒 秒 」 で どう ぞ ", 

478 INPUT shuryou$ 

18: 

19: IF shuryou$ < kaisi$ THEN 

2 上 : PRINT “初め の 早 細 は 挫 わり の 時 間 よ り 前 で な けれ ば な り ま せん " 
2 INPUT "リタ ー ン キー を 押し て くだ さい ", dummy$ 

の た GOTO hajime : 

32 END IF 

24: 

5 keika = hyou(shuryou$) - byou(kaisi$) 

26: 

27, PRINT jikan$(keika) : "経過 " 

28: 

20: 

3 

3 

323 

33: FUNCTION byou (kari$) 

34: 

253 kji = VAL(LEFTS(kari$, 2)) * 36 万 

30: khun = VAL(MIDS(kari$, 4、2)) * 6 

37 kbyou = VAL(RIGHIS(kari$, 2)) 

38: 

30: byou = kji + khun + kbyou 

4M: 

41: END FUNCTION 

42: 

43: FUNCTION jikan$ (kari) 

44: kji = kari \ 36 争 

45: khun = (kari - kji * 36 李 ) Y 6 

46: kbyou = (kari - kji * 36 胡 ) - khun * 6 

47: 

48: kji$ = STRS(kji) + "時間 

49: khun$ = STRS(khun) + "分" 

5: kbyou$ = STIR$(kbyou) + " 秒 " 

5】 由 

Ph Jikan$ = kji$ + khun$ + khbyou$ 

1・ 


54: END FUNCTION 





PART 5 Quick BASIC プロ グラ マー 
滑 プ ログ ラム の 使い 方 
プロ グラ ム を スタ ー ト する と 、 画 面 に 注意 事項 を 表示 し ます 。 時 間 を 計算 す 
る た め に 、 初 め の 時 間 を 入力 し ます が 、 時 間 は 「 胡 : 角 : 角 一 23:59:59」 の 
24 時 間 制 で 、 時 分 秒 の 間 の 区 切り と し て 「 : 」( コ ロン ) を 使用 し て キー ボー ド 
か ら 入 力 し ます 。 次 に 、 同 じ よ うに 終わ り の 時 間 を 入力 し ます が 、 男 囲 は 24 時 
間 内 で す 。 入力 が 終わ る と 、 計 算 結果 の 経過 時 間 を 表示 し て 終了 し ます 。 
計算 で きる 範囲 を 1 日 以上 に し た り 、 デ ー タ を 一 括 し て 入力 する な ど し て 、 
自分 自身 の タイ ム マ ネジ メン ト に 使え る プロ グラ ム に 発展 させ て み ま し ょ う 。 
滑 プ ログ ラム の 要点 
9 へ て 29 行 メイ ンプ ログ ラム で す 。 多く が 入力 の た め の チ ェ ッ ク 部 分 で す 。 
10 て 17 行 画面 を クリ ア 。 注 意 事 項 を 表示 し て 、 デ ー タ の 入力 を 求め ます 。 
19 行 開始 時 間 と 終了 時 間 を 文字 列 の まま 、 ア スキ ー コ ー ド て 比較 し て いま す 。 
2I 行 INPUT で 変数 dummy$ に 入力 を 求め て いま す が 、 必 要 な デー タ が ある 
わけ で は な く 、 メ ッ セ ー ジ を 読む まで の 時 間 か せ ぎ を し て いま す 。 
22 行 条件 が 成立 する と 、 プ ログ ラム を 単純 化す る た め に 直接 9 行 の hajime : 
へ 処理 を 移し ます 。 
25 行 FUNCTION プロ シー ジャ byou を 呼び 出し て 、 経 過 時 間 を 計算 し ます 。 
27 行 FUNCTION プロ シー ジャ jikan$ を 呼び 出し て 、 経 過 時 間 を 「 時 時 : 分 
分 : 秒 秒 」 の 文字 列 に 直し ます 。 
33 て 41I 行 byou プロ シー ジャ で す 。 パ ラメ ー タ に kari$ を 使っ て 、 メ イン プロ 
グラ ム と 引数 を や り 取 り し て いま す 。 引 数 の 内 容 は 時 間 を 示す 文字 列 で す 。 
35 て 37 行 kari$ に 受け 取っ た 時 間 の 文字 列 デー タ を 数 値 デ ー タ に 変え て か ら 、 
秒 に 換算 し て いま す 。 
39 行 FUNCTION プロ シー ジャ の 名 まえ byou に 、 換 算 の 結果 を 計算 し て 代 
入 し て いま す 。 プロシージャ 名 に 結果 を 代入 し て 、 引 数 を メイ ンプ ログ ラム に 
引き 渡し ます 。 
43 て 54 行 FUNCTION プロ シー ジャ jikan$ で す 。 
44 て 46 行 秒 で 表わさ れ た 時 間 を 時 分 秒 の 単位 に 換算 し て いま す 。 
48 て 50 行 換算 し た 時 間 を 文字 列 に 変え て 、 時 間 、 分 、 秒 の 単位 を 示す 文字 を 
付加 し て いま す 。 
52 行 プロ シー ジャ 名 jikan$ に 時 間 分 秒 の デー タ を 代入 し て 、 メ イン に デー タ 
を 引き 渡し ます 。 
7 の 


// パソ コン で 表現 し よう 


LOCATE を 使っ て 
簡単 な ステ ー ト メン ト を 使っ た アニ メー ショ ン で す 。 テ レビ アニ メ の よう に 
は いき ませ ん が 、 自 分 で つく っ た プロ グラ ム が 動く な ん て 、 と っ て も 楽し いも 
の で すず 。 
「 ニ ュー トン の りん ご 」 と 、 ち ょ っ と 気取っ た 題名 を つけ て み ま し た 。 題名 は 
「 パ リ の 枯葉 」 で も よい の で す が 、 簡 単 な 計 算 と ステ ー ト メン ト を 組み 合わ せ 
て 、 小 さ な メ ル ヘ ン を 表現 し まし た 。 
LOCATE 0 よ ) AA 


書式 LOCATE 行 , 列 , カー ソル , 上 端 , 下端 
機能 カー ソル を 指定 し た 位置 に 移動 する 


上 BASIC で の ディ スプ レイ 画面 は 、 支 字 を 表示 する 80 列 X25 行 の テキ 

画面 と 、 絵 を 表示 する 640X400 ピ クセ ル 、 ま た は 640X200 ピ クセ ル の グラ 

フィ ッ ク 画 面 に 分 か れ て いま す 。 テ キス ト 画 面 は 左上 の 端 を 「1, 1」(1 行 

1 列 )、 右 下 を 「25, 80」 と する 座標 で 、 画 面 上 の 位置 を 指定 する こと が で きま 
す 。 グラフィック 画面 は 水平 に X 座 標 、 垂 直 に Y 座 標 を と り ま す 。 


80 列 0 639 








X 座 標 


座 e200, 320 


639, 399 





2 399 
4 テキ スト 画面 グラ フィ ッ ク 画 面 


LOCATE は 、 テ キス ト 画 面 上 の どの 位置 に 文字 を 表示 する か を 指定 し ます 。 
カー ソル は 、 画 面 上 の 四角 く 点 減 し て いる 点 で 、 文 字 は カー ソル の 位置 か ら 表 
示さ れ ま す 。 
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この カー ソル を LOCATE ステ ー ト メン ト で 移動 し て 、PRINT ステ ー ト メ 
ント な ど に よる 文字 の 表示 位置 を 指定 し ます 。 LOCATE と PRINT は 、 表 示 位 
置 を 指定 し て 文字 を 表示 する と いう よう に 組み 合わ せ て 使用 し ます 。 








中 

ルル ニュ ー ト ン の りん ご プロ グラ ム 
も 

4: ※ 左 側 の 番号 と : (コロ ン ) 
が Tingo. bas は 入力 し な いで くだ さい 
7: hajime: 

8: 

9: COLOR 2 

19: LOCATE 1, 19 

11: 

12: PRINT“ 22 gr (Au 4maEWr 
135 PRINT“ ドー 

Ms NN 7//)/ 

15: RNN 1 /ーー 

16: PRINT"!// 

17: PRINT "! の / 

18: PRINT ” !/ 

19: PRINT | 

2 : PRINT | 品 

4 PRINT "| 品 

2 PRINT | 昌 

093 PRINT " 

24: PRINT | 品 

の 5 PRINT | 

26: PRINT | 唱 

27: PRINT | 唱 

28: COLOR 6 

29: MRININNCS/ に ニー ェ ニ ーー ニュ ーー ニーー エ ーー ロー キー ザー ゴー で エン ーーー で 
3MM: 

31: FOR x = 1 TO 49 STEP 4 

32: COLOR 2 

33: LOCATE 2, x 

34: PRINT "or: 

35: NEXT 

36: 

37: 

38: FOR x = 19TO 49STEP 4 

39: LOCATE 2, x 

4: PRINT "「: 

41: 

42: FORy = 2 T016 

43: 

44・ ookisa = y - 1 

45: LOCATE y, x,。 1, 見 ookisa 

を # FOR j = 1 T0 5 釣 : NEXT 

47: 


mW プロ グラ ム の 使い 方 
ブウ ログ ウス 
ト す れ ば 、 あ と は 見 て 
いる だ け で す 。 り ん ご 
の 木 か ら 、 実 が 落ち て 
る よう に 見 えれ ば 、 あ 
な た の 想像 力 は す ば ら 
し いも の で す 。 本 葉 が 
ひら ひら と 沙 ち る よう 
に 改造 し て みる の も 楽 
MS で C し 6 
プロ グラ ム の 要点 
10 行 カー ソル を 1 行 、 
10 列 に 移動 し ます 。 
12 て 27 行 りん ご の 木 
の イメ ー ジ を PRINT 
で 表示 し ます 。 
28 て 29 行 色 を 黄色 に 
変 た て 、 り ん ご の 木 の 
根 と 地面 を 表現 し ます 。 
3| て 35 行 FOR 一 NE 
メ エ ルー プ を 使っ て り 
ん ご を 表示 し ます 。 
33 て 34 行 LOCATE 
の 第 2 オプ ショ ン を ル 
ー プ カウ ンタ を 使っ て 
移動 し て は 、 小 文字 の 
oO (オー) を りん ご の 
実に 見 立て ます 。 


パソ コン で 表現 し よう 
38 て 54 行 2 つの ルー 


48: NEXT 

49: ンジ が 凡 れ に <S り 

5 凶 : COLOR 4 

51: LOCATE 17. x ん ご の 実 が 次 つぎ と 落 

3 0 ち て いく よう す を 表現 

0 し ます 。 外 側 の ルー プ 

の 導い は 、 左 か ら 順 番 に 落ち 
PA 

59: る りん ご の 実 を 指定 し 

ik て いま す 。 


3940 行 指定 され た りん ご の 実 を 画面 か ら 消 し て いま す 。 

42 て 48 行 内 側 の ルー プ 。 り ん ご が 落ち て いく 様子 で す 。 

44 て 45 行 変数 ookisa を 使っ て 、 地 面 に 近づい た りん ご の 実 が 大 きく な っ て 
いく よう に 見 せま す 。 

46 行 FOR-NEXT ステ ー ト メン ト を 使っ た 時 間 稼ぎ の た め の ル ー プ で す 。- 
こう し な いと 、 人 間 に は 目 に も 止ま ら な い ス ピー ド で 、 表 示さ れ て し まい ます 。 
50 て 52 行 地上 に 落ち た りん ご の 実 を 数 字 の 0 で 表現 し て いま す 。 

56 て 57 行 プロ グラ ム を 終了 する 前 に 、LOCATE と COLOR の 指定 を 標準 に 
戻し ます 。 


PSET を 使っ て 


グラ フィ ッ ク 画 面 は 、 テ キス ト 画 面 と は 独立 し て 点 や 線 、 円 や 箱 型 (ボッ ク 
ス ) な ど を 描け ます 。 高 解像度 ディ スプ レイ な ら 、1 画面 に 水平 640x 垂 直 400 
で 25 万 6 千 、 標 準 で も 640X200 で 12 万 8 千 も の 点 を 描く こと が で きま す 。 

この 点 が ピク セル で す が 、 画 面 の ラン ダム な 位置 の ピク セル を ラン ダム な 色 
で 、 ひ と つ ず つ 描 きこ ん で いく と 、 き れい な 星空 が だ できあがっ て きま す 。 
PSET (ポイ ント セッ ト ) ステ ー ト メン ト 


ーー 








書式 PSET (X 座 標 , Y 座 標 )) カラ ー 番 号 
機能 グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 を 表示 する | 


』 





グラ フィ ッ ク 画 面 の 自由 な 位置 に 絵 を 表示 させ る 最も 基本 的 な ステ ー ト メン 
ト が PSET で す 。 座標 は 基本 的 に ディ スプ レイ の 左上 の 端 が (0, 0 )、 右 下 の 
端 が (639、 399) に な り ま す 。 水平 に 右 に いく ほど 増え て いく の が XX 座標 で 、 

垂直 に 下 に いく ほど 増え る の が Y 座 標 で す 。 
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泊 明 プロ グラ ム の 使い 方 

彰義 ここ ニニ エニー ここ ここ ここ ニ こ エニ ここ ここ ここ ここ ここ こよ ここ ここ ニニ ニニ ここ 

重い 星空 プロ グラ ム プロ グラ ム を スタ ー ト する と 、 画 
3: 本 ンー ニン こも くつ や ここ よそ < ニニ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ニコ っ 『 

4 ※ 左 側 の 番号 と : 面 に 夜空 の 星 の よ うに 色とりどり の 
5: "hosizora. has (3 コロ ジリ) は 入力 | と ニ が 0 MAN 
2 記 夫 訪 | ※ が 表示 され ます 。 な に か の キー を 
押す と プロ グラ ム を 終了 し ます 。 

8: SCREEN87 0 

9: WINDOW SCREEN (8 釣 -(639, 399) 骨 プロ グラ ム の 要点 

: VIEW SCREEN (! 太 -(639. 3 1Y 

8 4 7 才 あ 伯 8 行 グラ フィ ッ ク モ ー ド を 640 メ 
人 400 の スー パー イン ポー ズ モ ー ド で 
13: haJjime : 

1 使う 指定 を し ます 。 

16: DO 9 行 グラ フィ ッ ク 画 面 の 論理 座標 
・ 衣 ネ テ ーー の kr ーー 

放 Yaeii か を 実際 に ディ スプ レイ に 表示 され る 
20 br 旨 9 座標 の 物理 座標 と 同じ 座標 系 に 合わ 
の 3 SET (xy). iro て いま す 。 

22: の =ー > に -】 ーー ュ Oo 

23: 。 LOOP WIILEINKEYS = I0 行 ビュ ー ポ ー ト を ディ スプ レイ 
5 0 上 の 物理 座標 に 合わ せ て いま す 。 


I4 行 乱数 の 発生 系 列 を 初期 化 。 
17 行 RND 関数 と INT 関数 を 利用 し て 、1 一 639 ま で の 整数 値 を 発生 し て 、X 
座標 を 指定 する た め に 変数 * に 代入 し て いま す 。 
18 行 同様 に 1 一 399 ま で の 整数 値 を 発生 し て 、 変 数 Y に 代入 し ます 。 
19 行 色 指 定 の た め に 使う カラ ー 番 号 を 同じ よう に 1 一 7 まで の ラン ダム な 整 
数 を 発生 し て 、 変 数 irro に 代入 し て いま す 。 
2| 行 ラン ダム に つく っ た xy の 点 を 座標 指定 に 、iro を カラ ー 番 号 指定 に 利 
用 し て 、 星 に 見 立て た 点 を 表示 し て いま す 。 


LINE を 使っ て 


棒グラフ は 、 た くさ ん ある グラ フ の な か で も 基本 中 の 基本 で 、 量 を 比較 し た 
り 、 推 移 を 見 る の に 適し て いま す 。 棒 グラ フ を つく る に は 、 グ ラフ ィ ッ ク で 線 
を 引く LINE を 利用 し ます 。 

LINE (ライ ン ) ステ ー ト メン ト 


書式 LINE (始点 X, 始点 Y) 一 (終点 X, 終点 Y), 色 , 箱 


機能 グラ フィ ッ ク 画 面 に 線 や 箱 型 を 表示 する 





パソ コン で 表現 し よう 


グラ フィ ッ ク 画 面 上 の 2 点 間 を 結ぶ 直線 を 引く ステー トメ ント で す 。 始点 と 
終点 は それ ぞ れ XX 座標 、Y 座 標 で 指定 し ます 。 


欄 グ ラフ プロ グアム 


お た も キキ セト キネ 
2: 棒グラフ プロ グラ ム し 0 
4 は 10 個 まで の 与え られ 
4:「 ※ 左 側 の 番号 と : (コロ ン ) た デー タ を 棒グラフ に 
5: bograrh. bas は 入力 し な いで くだ さい 2 4 
607 で 家 が じまい すず 3 が 二 
7: junbi: っ 放 
タ を 棒グラフ に する こ 
9: WINDOW SCREEN (4 -(639, 399) ーー 

1 中 VIHW SCREEN (8 の -(630. 399) は 0 カー イ の 数 介 を 
19 CLSM いか に グラ フィ ッ ク 画 
12: R 

13: datasu = 1M 面 の 座標 に 換算 する か 
14: DIM bodata (datasuu) で す 

15: FOR ij = 1 TO datasuu し 

寺 READ bodata(i) 基準 の 線 を 定め て 、 
17: 

18: デー タ の 値 が 大 きい ほ 
19: DATA 81.72.43.52,92.78. 8 71.55.89 1 

2: ど XX 座 標 の 値 が 減っ て 
21: hajime: SO 

22・ 0 いく よう に し ます 。, 座 
23: PRINT" あの 要 が 決定 し た 

24: 。 LINE(@A 16)-584, 224), 2. B 標 が 決定 し た あと は 、 
25: FOR i roko LINE の 箱 型 オプ ショ 
26: LINE (78. 1)-@82, 1), 2 ( 

27: 0 ン を 使っ て 、 基 準 線 と 
28: LOCATE 2. 6: PRINT USING " 畠 押 "1 久 al い 
29: LOCATE8. 6: PRINT USING " 理 志 "1 5 デー タ の 値 に 従っ た 座 
3 中 LOCATE 14, 6: PRINT USING 「 拘 村 "用 標 の 点 を 結ぶ 棒 を 表示 
5 

32: FOR i = 1 TO datasuu し ( ま 和 9 

33: iro = INT(i MOD 7) + 1 

14: LINE ((i * 48) + 57, 224 - (bodala(⑪) * 2))-((1 * 48) + 8R 224).iro, EEF 
15: LOCAIE 15,i*6+9 リ 

36: PRINT CIRS(i + AD : 財 プ ログ ラム の 使い 方 
夫 NWWREM プロ グラ ム を スタ ー 
30: FOR i = 1 TO datasuu / 2 と 、19 行 で 与 > 
4: LOAE ij+17. 1 ト す る と 、19 行 で 生え 
41: PRINT CHRS(i + &H40:「 「: bodata(i) られ た デー タ を 棒 グ ラ 
42: と お 

13: LOCATE i+ 17. 49 フ に し て 表示 し ます 。 
44: PRINT CHRS(i + 8H4H+5): "bodata(i +5) デー ク た が うか! 

お 5: R ーー タダ が 生え だ りり 、 
AN デー タ の 個数 を 変え て 
47: END 


試し て みて くだ さい 。 
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8 て 中 行 グラ フィ ッ ク 画 面 の 設定 と 、 画 面 の クリ ア 。 

13 行 グラ フ 化 する デー タ の 数 を 変数 datasuu に 格納 し ます 。 

14 行 1 た 人 

15 て 17 行 配列 に デー タ を 読み 込み ます 。 

19 行 グラ フ 化 する デー タ を DATA ステ ー ト メン ト を 使っ て 与え ます 。 
32 て 37 行 デー タ 数 分 の 棒グラフ を 表示 し ます 。 

34 行 LINE ス テー トメ ント に 色 と 箱 (BF) を 指定 し て 棒 を 表示 し ます 。 


CIHCLE を 使っ て 


円 グラ フ は 全体 の 合計 を 100 と し て 、 個 別 の 数 値 が それ に 占め る 割合 を 百分率 
で 計算 し て 表現 する グラ フ で す 。 

百分率 が 出れ ば 、 円 の 360' に 換算 し て 、 簡 単に 円 グラフ に する こと が で きま 
記 
CIRCLE (サー クル ) ステ ー ト メン ト 





M 書式 CIRCLE (中心 X, 中 心 Y), 半径 , 色 , 開始 朋 , 終了 角 
機能 グラ フィ ッ ク 画 面 に 円 、 円 弧 、 扇 型 を 表示 する 


し ここ ーー = mm 


中 心 と 半径 を 定め て 、 グラ フィ ッ ク 画 面 に 円 、 円 紋 、 扇 型 を 描く ステ ー ト メ 
ント で す 。 中心 の 位置 は 、 中 心 X と 中 心 Y を 座標 で 指定 し 、 半 径 は ピク セル 数 
指定 し ます 。 














1 軸 プロ グラ ム の 使い 方 
る 円 グラ フ プ ログ ラム プロ グラ ム を スタ ー 
00467 ※ 充 側 の 番号 と : (コロ ン ) 。 ト す る と 、 科 ー29 に 
に 天 i. bas ( な いで くだ さい 

6 0 与え られ た デー タ を 円 
7: junbi: 

8: SCREEN 87 の の に 」 了 ます る デー 
9: WINDOW SCREEN (8 -(639, 399) 1 | 

19: VIEW SCREEN (8 -(639 399) ク を 変え た り 、 デ ー タ 

机 CLS の 個数 を 変え れ ば 、 い 

13: CONST Pai - 1.141592 ろ い ろ な 円 グラ フ が で 

14: 

15: DataSuu = 6 さき 

16: DIM Kaisha$(DataSuu) プロ グラ ム の 要点 


が DIM EnData(DataSuu) 
872C 生 コグ クラ シア イッ 


DIM Iro(DataSuu) 
DIM Wariai (DataSuu) 


FOR ij = 1 TO DataSuu 
READ Kaisha$(i) 
READ EnData(i) 


READ Iro(⑪) 
NEXT 
- DATA 日 本 商事 , 939, 4, 東京 物産 , 421.6, 大 阪 商 店 256, 3 
DAIA 名 古屋 KK, 28, 1 札幌 産業 168.2. そ の 他 .411.5 
WC: 
LOCATE 2、11 
し 義人 90 


FOR ij = 1 T0 DataSuu 
Goukei = Goukei + EnData(i) 


FOR ij= 1 T0 DataSuu 
Wariai(i) = EnData(i) / Goukei 


KaisiKaku = Pai / 2 


FOR ji- DataSuu TO 1 STEP -1 


SiuuryouKaku = KaisiKaku + Wariai(i) *Pai*2 


パソ コン て 表現 し よう 
ク 画 面 の 設定 で す 。 
13 行 CONST を 使 
っ て 、 変 数 Pai に 定数 
と し て 3.141592 を 代入 
し て いま す 。 以 後 は 、 
Pai を 使っ て 角度 の 計 
算 が で きま す 。 
I6 て 19 行 デー タ 数 分 
の 配列 を 用 意 す る た め 
に 、 配 列 変数 の 宣言 を 
行い ます 。 
2I て 25 行 それ ぞ れ の 
配列 に デー タ を 読み 込 
み ま す 。 
27 て 28 行 グラ フ 化す 
る デー タ を 与え ます 。 
3I て 62 行 この ブロ グ 
ラム の 本 体 部 分 で す 。 


IF Pai * 2 < ShuuryouKaku THEN ShuuryouKaku = ShuuryouKaKu - Pi * ネ 2 
CIRCLE (164 16), 112, Iro(), -KaisiKaku, -ShuuryouKaku 


KaisiKaku = ShuuryouKaku 
NEXT 


FOR j = 1 TO DataSuu 
LOCAIEi*2+4. 4M 
COLOR Iro(i) 
RINT Kaisha$(i) : 
COLOR 7 
PRINT。 「: EnData(i) : 
PRINT USING ” ( ま 雷 : Wariai(i) * 1: 
PRINT “%“ 
NEXT 


45 て 50 行 円 グラ フ を 
表示 し て いま す 。 FOR 
ーNEXT で デー タ を 
小さ いも の か ら 順 に 表 
示し て いま す 。 
52 て 60 行 各社 の 売り 
7 チーク とき シェ ア 
を % で 表示 し ます 。 


2 の 7 


// ディ スク を 活用 し よう 


| 電話 帳 プ ログ ラム |』 OPEN / INPUT #/ WRITE # 村 使っ て 


シー ケン シャ ルフ ァイル を 使っ た 電話 帳 プ ログ ラム で す 。 さ て 、 あ な た の 電 
話 帳 に は いっ た い 何 人 の 電話 番号 が 載っ て いま すか ? この プロ グラ ム を 応用 
し て いく と 、 き っ と すべ て の 人 の 電話 番号 を ディ スク に 記録 し て 、 便 利 に 利用 
の 6 まめ の 9 に 2 の で L よ の 5 
OPEN (オー プン ) ステ ー ト メン ト 


書式 OPEN ファ イル 名 FOR モー ド AS # フ ァイル 番号 


機能 ファ イル を 使え る よう に 設定 する 





OPEN は 、 フ ロッ ピー ディ スク 上 の ファ イル を 使え る よう に する た め 、 指 定 
し た ファ イル の 読み 出し 、 書 き 込 み の モ ー ド を 設定 し ます 。 
INPUT # (イン プッ ト ナン バー) ステ ー ト メン ト 


書式 INPUT # フ ァイル 番号 , 変数 
機能 シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 読み 出し 、 変 数 に 入れ る 





INPUT # は 、OPEN ス テー トメ ント で オー プン され た だ た フロッピー ディ スク 
に 記録 きれ て いる ファ イル 番号 の シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 読み 出 
し ます 。 読 み 込ま れ た デー タ は 、 指 定 さ れ た 変数 に 格納 され ます 。 
WRITE #( ラ イト ナン バー) ステ ー ト メン ト 


書式 WRITE # フ ァイル 番号 , デー タ 


機能 シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 書き 込む 





WRITE # は 、OPEN ステ ー ト メン ト で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に オー プン 
され た ファ イル 番号 の シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 書き 込み ます 。 書き 
込ま れ た デー タ と デー タ の 間 は 、「 , 」( カ ンマ ) で 自動 的 に 区 切ら れ ま す 。 

同じ よう な 働き を する ステ ー ト メン ト に PRINT #( プ リン ト ナン バー) 
が あり ます が 、 こ れ は 区 切り 記号 を 付加 し ませ ん の で 、 プ ログ ラム の な か で 区 
切り を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 
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則 プ ログ ラム の 使い 方 


ディ スク を 活用 し よう 


この プロ グラ ム は 、 電 話 帳 を パソ コン に 管理 させ ます 。 ス ター ト す る と 、 メ 
イン メニ ュー が 表示 され ます 。 ひ と つの し ご と を 終わ っ た り 、 異 常 な 入力 が 行 
われ て 、 処 理 を 続け られ な く な る と 、 こ の メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 

メニ ュー は 、 キ ー ボ ー ド の 1 ~ 7 の 数 字 キ ー を 押し て 選択 し ます 。 


登録 され て いる デー タ を 修正 し ます 。 
必要 の な く な っ た デー タ を 消し ます 。 


登録 きれ て いる デー タ を 順番 に 表示 し ます 。 
範囲 を 指定 し て デー タ の 一 覧 を 印刷 し ます 。 


1 追加 登録 デー タ を 追加 し ます 。 

2 修 正 

3 六 ) 際 

4 検索 該当 する デー タ を 探し 出し ます 。 
5 一 覧 表示 

6 一 覧 印刷 

7.。 終 人  S の アロ グレ ラウ 必 を 終了 軍 じ ます 。 


| 追加 登録 

シメ イ 氏名 の 読み を カタ カナ で 入力 。 名 

まえ か ら の 検索 に 利用 する 。 [キー だ け 押 

す と メイ ン メ ニュ ユー に 戻る 。 

氏 名 漢字 の 名 まえ を 入力 する 。 

摘 要 家族 や 勤務 先 、 趣 味 な お ど な ん で も 
記録 で きる 。 

TEL 電話 番号 を 入力 つづ いて FAX 

番号 な ども 記録 で きる 。 

・3 つ の 項目 を 順番 に 入力 。 

・ カ ー ソ ルキ ー で 、 他 の 項目 へ は 秘 れ な い 。 

・ デ ー タ の な い 項目 は 、 キー だ け を 押す 。 

・ 最 後 の 確認 で 訂正 の ある 場合 は 「Y」 キ 
ー を 押す 。「N」 を 押す と 、 デ ー タ の 登録 
を 終了 レ し て メイ ン メ ニュ ユ ュー に 戻る 。 

2 引 正 
修正 する デー タ の 番号 を 入力 する と 、 現 

在 登録 され て いる 内 容 が 画面 に 表示 され る 

の で 、 順 番 に デー を 修正 する 。 

・ カ ー ソ ルキ ー で 、 他 の 項目 の 入力 に は 移 
れ な い 

・ デ ー タ の 変更 の な い 項 目 は 、 先 頭 で 。 キ 
ー だ け を 押す 。 

・ 一 部 を 変更 し な だ 場 合 は 、 登 録 す る デー 
の 最後 の 文字 の 右側 まで 、 カ ー ソ ル 物 動 
し て か ガ ら キー を 押す 。 

・ 最 後 の 確 認 で 訂正 の ある 場合 は 「Y」 キ 
ー を 押し て 、 訂 正す る 。「 NN」 を 押す と 、 


訂正 され だ デー を 登録 し て メイ ン メ ニ 
ユー に 戻る 。 
3 前 | 際 
秒 要 の な ぐ く なつ だ デー は 、 デ ー タ の 番 
号 を 指定 し て 削除 する 。 何 番 の デー を 削 
除 す る か 、 そ の 番号 を 入力 する 。 
・ 削 除 し て よけれ ば 「Y」 を 、 ま ち が つ て 
選択 し て 削除 し な いな ら 「N」 を 押す 。 
・ 削 除 が 終わ の る と メイ ン メ ニュ ユー に 戻る 。 
4 検 案 
名 まえ や 読み 、 摘 要 に 記録 さき れ て いる 事 
頂 を も と に 該当 する デー を 探し 出す 。 検 
索 す る 名 まえ や 摘要 に 記録 さき れ ね て いる 家族 
や 勤務 先 な どの キー デー を 入力 する 。 
・ 該 当 す る デー タ が 、 見 つか つ だ 場合 は 、 
デー タ の 全 項 目 を 表示 する 。 
・「 続 け て デー タ を 検索 し ます 」 と 表示 され 
だ ら 、「Y」 を 押す と 、 同 じ キ ー デ ー タ で 
検索 を 続行 する 。 
・ ご れ 以 上 検索 を つづ ける 秘 要 の な い 場 合 
は 、「N」 キ ー を 押し て 中 断 す る 。 
・ 検 索 を 終わ の り 「 す べ て の デー タイ を 検索 レ 
終わ り ま し だ 」 と 表示 され だ ら 、 な に か 
キー を 押す と メイ ン メ ニュ ユー に 戻る 。 
5 一 覧 表示 
デー を 1 番 か ら 順 番 に 表示 する 。 
・「 ビ 」 キ ー を 押す と 一 覧 表示 を 中 止 し て 、 
メイ ン メ ニ ユ ー に 戻る 。 
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・「 三 以外 の キー を 押す と 、 表 示 が 一 時 停 
止 し 、 デ ー タ の 項目 を 読 で こと が ガ で きる 。 
・ 再 度 ス ペー スバ ー を 押す と 表示 を 続行 。 
6 一 覧 印刷 
何 番 の デー か ガ ら 、 何 番 の デー ツタ まで を 
印刷 する が 範囲 を 指定 する 。 初 め の 番号 が 
小さ く 、 終 わり が 大 きぐ な けれ ば な ら な い 。 
・ 番 号 の 指定 が 終わ り 「 プ リン の 準備 が 
で きだ ら な に ガキ ー を 押し て ぐだ さい 」 と 


1: 
28 人 6 電話 眉 ア ログ ラム 





: denwa. bas 


3 

4 

bs 

6: 

7: Junbi: 

8: CONSTIie = 

9 CONST Hai = NOT Iie 

1 CONST Saidai = 19MM 

11 CONST MenuKosuu = 7 

12: CONST KoumokuSuu = 4 

13: SaidaiBangou = 

14: Bangou = 

15 

16 DIM TelData$(KoumokuSuu, Saidai) 
17 DIM Menu$ (MenuKosuu) 

18 DIM Koumoku$ (KoumokuSuu) 
19 
2 


GOSUB DataSettei: 


21: OPEN "DENWA DAT'FOR APPEND AS 電 


22・ (L0SE 

23: GOSUR DataYomikomi : 

24: 

25: Hajime: 

26: C1S 

27? DO 

28: GOSUB Sentaku: 

29: SELECT CASE MenuBangou 
3: CASE 1 

31 GOSUB Touroku 
32 CASE 2 

33 GOSUB Shuusei 
34 CASE 3 

35 GOSUB Sakujo 
36 CASE 4 

37 GOSUB Kensaku 
38 CASE 5 

39 GOSUB Itiran 
4 凶 : CASE 6 

41: GOSUB Insatu: 
42: CASE 7 





※ 左 側 の 番号 と : 
は 入力 し な いで くだ さい 


案内 が 出 た な ら 、 な に ガキ ー を 押す 。 

・ 印 刷 を 途中 で 中 止 し だ い 場 合 は 「E」 キ 
ーー を 押す 。 

・ 印 刷 し 終わ る か 、 ヒ キー が 押さ れ だ 場合 
は 、 0 ユー に 戻る 。 


登録 され て いる デー ツ を すべ て 2 回 ツ ピ 
ー デ ィ ス フ に 記録 し て 、 プ ログ ラム を 終了 
する 。 


妥 プ ログ ラム の 要点 
(メイ ン ル ー チ ン ) 

7 て 23 行 プロ グラ ム 
の 本 体 に 入る 前 の 準備 。 
8 て 9 行 プロ グラ ム 
の な か て で 使う 条件 判断 
「 は い 」「 い いえ 」 を 1 
と 0 の 定数 と し て 設定 。 
10 て I2 行 デー タ の 最 
大 個数 を 1000、 メ ニュ 
ー の 個数 を 7 、 デ ー タ 
の 項目 数 を 4 に 設定 。 
13 て 14 行 デー タ の 番 
号 を 管理 する た め の 変 
数 を ゼロ クリ ア し ます 。 
162208 行 軸 カ ラック NN 多 
デー タ の 項目 
を 格納 する 配列 を 宣言 。 
20 行 デー タ の 設定 は 、 
サブ 7 キチ ナン と 選 で 独 
立 さ せ て 呼び 出し ます 。 
っ ン 22 和 TRS この) 
OPEN ステ ー ト メン 
トド で 9 アイル レ 名 
DENWAJDAT を オ 


(コロ ン ) 


トー 


43: GOSUB Shuuryou: 

44: CASE ELSE ァイル が フロ ッ ピ ー デ 

45: COLOR 6 

46: LOCATE MenuKosuu* 2+ 4 ィ ス ク に な か っ た 場合 

b ーー だ さい 

6 0 7 の て 表し て くだ きい は 、 新 た に ファ イル を 

49: Kari$ = INPUIS(1) 

59: END SELRT 作成 し ます 。 

だ LOOP WHILE Shuuryou = lie 23 行 ファ イル か ら デ 

by 

53: ー タ を 読み 出す サブ ル 

C 介 96929 PRIOOCNAMS2 ー チ ン を 呼び 出し ます 。 

56: へ 53 行 プロ グラ 

57: Sentaku: 25 へ 53 行 プロ グラ ム 

2100 愉 ば の 本 体 。 メ ニュ ー で 選 

59: LOCATE1,28 0 

69: PRINT' 電 話 帳 / 羽 し し ご と (E お らら で 

61: FOR ji = ] TO MenuKosuu の 

62: LOCATEi*2+2.25 SPLECTーCASE ス 

63: OM Menu$):「 ii テー トメ ント を 使っ て 

64: 

65: LOCATE rk MM 処理 を 分 岐 さ せ 、 終 了 

66: PRINT "番号 で : て くだ さい : 3 M 

67: Kaitou$ = INPUTS(1) が 選択 され る まで ルー 

> MenuBangou = VAL(Kaitou$) プ し て 繰り 返し ます 。 

7: (サブ ルー チン ) 

71: Touroku: と 也 1 

7 の SaidaiBangou = SaidaiBangou + 1 55 て 226 行 プロ シー 

7 Bangou = SaidaiBangou (人 0 < 

74: Teisei$ = "y ジャ を 使わ ず に 、 普 通 

9 C1S た と さ 

76: LOCATE 1 1 720 つの グ と に で 、 

77: PRINT Menu$(MenuBangou) : " No.": Bangou メル イン 2620 ロ グラ バッ が は け 

78: COSUB DataHyouji: 0 

79: FOR i = 1 T0 MOumokuSuu か ら な る プロ グラ ム に 

8 LOCAIEi*2+1.8 

81: INPUT "Kotae$ し て いま す 。 

82: TelData$(i, Bangou) = Kotae$ いま 信和 

83: IF TelData$(1。 Bangou) = "TEN (選択 サブ ルー チン ) 

84: Saidaiangou = SaidaiBangou - 1 57 て 69 行 し ご と の メ 

85: RETURN P 

86: END IF ニュ ー を 表示 し て 、 キ 

87: NEXT ョ 3 

88: DCOE emloaw 2+4 1 ー ボ ポー ド か ら 数 字 キ ー 

80: PRINT 訂正 が あり か ( "Y'es / No)" いい 

9: Teisei$ = LCASE$(INPUT$(1) ) で 選択 し ます 。 
(208 ペ ー ジ に つづ びく) 

91: IF Teisei$ = "y′ OR Teisei$ = " ツ THEN GOSUB DataTeisei: 

92: RETURN 
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ペグ ンド じ で て) の アー タフ 
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93・ 
: Shuusei: 


94 


95: 
96: 
97・ 
98: 
99: 
1 劉 : 
1 町: 
12 : 
1 的 : 
1 史 : 
・ Sakujo: 


1 中 


1 包 : 
1 妨 : 
1 招 : 
109: 
11M: 
111 : 
112: 
113: 
114: 
115: 
116: 
117: 
118: 
119: 
12 久 : 
121: 
122: 
121: 
121: 
125: 
126: 
127: 
128: 
129: 
13 上 : 
: Kensaku: 


131 


132: 
83』 
134: 
1255 
136: 
137: 
138: 
139: 
14 上 : 
141: 
142: 
143: 
144: 
145: 


206 


CLS 

LOCATE 1, 1 

PRINT Menu$(MenuBangou): 「 No.1 ~: | No.": SaidaiBangou 
PRINT 

INPUT “ 何 番 の デー タ を 修正 し ます か 「: Kari$ 

Bangou = VAL(Kari$) 

IF Bangou < 1 OR SaidaiBangou < Bangou THEN REIURN 

GOSUB DataTeisei: 


REIURN 


CLS 
LOCATE 1, 1 
PRINT Menu$(MenuBangou): 。 No.1~": | No.": SaidaiBangou 
PRINT 
INPUT “ 何 番 の デー タ を 削除 し ます か 「: Kari$ 
Bangou = VAL(Kari$) 
IF Bangou < 1 OR SaidaiBangou < Bangou THEN REIURN 
Teisei$ = "y「 
C1S 
LOCATE 1, 1 
PRINT Menu$(MenuBangou): ” No.": Bangou 
GOSUB DataHyouji: 
LOCATE MenuKosuu*2+4, 1 
COLOR 4 
PRINT "この デー タ を 削除 し ます “ 
COLOR 7 
PRINT "良い で すね ( 「Y'es / No)“ 
Kakunin$ = LCASE$(INPUIS(1) ) 
IF Kakunin$ = "y OR Kakunin$ = "ツジ THEN 
FOR ij = 1 TO KoumokuSuu 
TelData$(j, Eangou) = 
NEXT 
END IF 


RETURN 


(1S 
LOCATE 1,. 1 
PRINT Menu$(MenuBangou): ” No.1-: | No.": SaidaiBangou 
PRINT 
INPUT "検索 する 文字 列 は ": KensakuMoji$ 
FOR ji = 1 TO SaidaiBangou 
FOR j= 1 TO KoumokuSuu 
IF INSTR(TelData$(j, ji), KensakuMoji$) <> ! THEN 
Bangou = i 
CLS 
LOCATE 1, 1 
PRINT Menu$(MenuBangou): ” No.": Bangou 
GOSUE DataHyouji: 
LOCATE MenuKosuu*2+4、1 


146: 
147: 
148: 
149: 
15: 
151: 
152 : 
153: 
154: 
0998 
156: 
157: 
158: 
: Itiran: 


159 


16: 
161: 
162: 
163: 
164: 
165: 
]66: 
167: 
168: 
169: 
17 上 : 
171: 
172: 
173: 
174: 
175: 
176: 
177: 
178: 
179: 
18H: 
181: 
182: 
183: 
: RETURN 
185: 


: Insatu: 


184 
186 


187: 
188: 
189: 
199: 
191 : 
192: 
193: 
194: 
195: 
196: 
197: 
198: 


ディ スク を 活用 し よう 


PRINT “続け て デー タ を 検索 し ます " 
PRINT 良い で すね ( "Y'es / "No )“ 
Kakunin$ = LCASES(INPUIS(1) ) 
IF Kakunin$ = "n" OR Kakunin$ = ミ THEN RETURN 
END IF 
NEXT 
NEXT 
LOCATE MenuKosuu* 2+4. 1 
PRINT "すべ て の デー タ を 検索 し 終わ り ま し た " 
PRINT "メニ ュー に 戻り ます 何 か キ ー を 押し て くだ さい " 
Kakunin$ = INPUIS(1) 


RETURN 


VIRW PRINT 
CLS 
LOCATE 1, 1 
PRINT Menu$(MenuBangou): 「 No.1 "| | No.": SaidaiBangou 
LOCATE 24, 1 
PRINT "スペ ー ス "で 続行 'E' で 中 止 " 
VIEW PRINT 3 T0 23 
DO 
Chuusi = lje 
ij= 
DO 
1=i+1 
PRINT “------ "1。 "ーーーーーー 
FOR j= 1 TO KoumokuSuu 
PRINT Koumok$()): "の 
PRINT TelData$(} i) 
NEXT 
FRINT 
Kari$ = INPUIS(1) 
IF LCASES(Kari$) = “e" OR Kari$ =" イ THEN Chuusi = Hai 
IF SaidaiBangou <= iTHEN Chuusi = Hai 
LOOP UNTIL Chuusi = Hai 
LOOP UNTIL LCASES(Kari$) = e" ORKari$ = イ 
VIEW PRINT 


CLS 

LOCATE 1, 1 

PRINT Menu$(MenuBangou: "No.1 て ": | No.": SaidaiBangou 
PRINT 

PRINT 何 番 か ら 何 番 を 印刷 し ます か ~ 

INPUT "印刷 請 始 ': InsatuKaisi 

IF InsatuKaisi < 1 OR SaidaiBangou < InsatuKaisi THEN RETURN 
INPUOT" 結 了 : InsatuShuuryou 

IF InsatuShuuryou < 1 OR SaidaiEangou < InsatuShuuryou THEN RETURN 
PRINT 

PRINT "プリ ンタ の 準備 が で きた ら 何 か キー を 押し て くだ さい 。 “ 
Kari$ = INPUI$(1) 
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1079・ 
2M: 
2 用 : 
22: 
2 刀 : 
2 : 
2: 
2 人 0: 
2 : 
2 學 : 
29: 
21 好 : 
2 
212: 
213: 
214: 
2155 
216: 
Al7s 
218: 
219: 
22 有 : 
72 
222: 
223: 
224: 
225: 
226: 
227: 
228: 
2209: 


23 上 : 
211: 
212・ 
233: 
234: 
235: 
216: 
217: 
218: 
239: 
71: 
241 : 
242: 
243: 
214: 
245: 
246: 
247: 
248: 


249: 


25: 


209 


LOCAIE 24, 1 
PRINT "'E ' で 印刷 中 止 " 
VIEW PRINT 3 TO 23 
(Chuusi = lie 
= InsatuKaisi - 
DO 
PRINT " yr DO り 
RINI es eo い 
FOR j」= 1 T0 KoumokuSuu 
PRINT koumoku$(j)) : 
PRINT TelData$(j. 1) 
LPRINT Koumoku$(jJ): 
LPRINT TelData$(j, ji) 
NEYT 
PRINT 
LPRINT 
Kari$ = INKEY$ 
ij=i+lI 
IF LCAS 陸 (Kari$) = "e OR Kari* = デイ THEN Cuusi = Hai 
IF lnsatuShuuryou <= iTHEN Chuusi = Hai 
LOOP UNTIL Chuusi = HAi 
VIEW PRINT 
REIURN 
Shuuryou: 
GOSUR DataKakikomi : 
Shuryou = Hai 
REIURN 
EdGhiNgRHraimpgg 作業 用 2 ナン) TTTTROILTESS 
DataSettei: 67 て 68 行 に ンー ペー ド か ら の 入力 を 文字 列 
0 人 と し て 受け 、VAL 関数 を 使っ て 数 値 に し 
READ Menu$(si) 
NEXT て 、 変 数 MenuBangou に 選択 され た 番号 
DATA デー タ の 追加 登録 
DATA デー タ の 修正 を 格納 し ます 。 
に | 
1 19 放 46 0 1 (登録 サブ ルー チン ) 
DATA デー タ の 一 覧 表示 < と 92 行 デー タ を 人 と め の サ ブル 
JIA デー タ の 一息 印刷 7I て 92 行 デー タ を 入力 する た め 
DAUA)zrrtrny ョ 芋 和 2 ンク 
FOR si = 1 TO KoumokuSu 72 て 73 行 これ か ら 入 力 す る デー タ の 番号 
ES Koumoku$(si) を 最大 に し て いま す 。 
DATA "シイ <9| 行 デー タ 入 力 の た め の 一 組 の ブロ 
作っ 74 て 9I| 行 デー タ 入 力 の た め 組 
DATA 摘要 ッ ク 。 訂正 が な けれ ば 、 
DATA “TEL “ 
REIURN 14 ま 拓 


79 て 86 行 デー タ を 入力 。81 行 の INPUT 


この ブロック を 抜 


251: DataHyoujji : 

9Y2 LOCATE 3 1 

253: FOR si = 1 TO KoumokuSuu 

254: PRINT Koumoku$(si): |: 
9 COLOR 3 

256: PRINT TelData$(Si, Bangou) 
257: COLOR 7 

258: PRINT 

259: NEXT 

2G: RETURN 

26]: 

262: DataTejisei: 


203: Teisei$ = y" 

204 : IO 

205: CIS 

266: LOCATE 1, 1 

267: PRINT Menu$(MemuRangou): | No.": Rangou 
268: GOSUR DataHyouji: 

209: FOR si = 1 TO KoumokuSuu 

27: LOCAIE si*2+1.8 

271: INPUT “", Kotae$ 

4 本 IF Kotae$ の "TEN 

271: Telata$(si, Bangou) - Kotae$ 
274: END IF 

275: NEXT 

276: LOCATE MenuKosuu* 2+4. 1 

の 77 PRINT 訂正 が あり ます か ( "Y'es / 'N'o )“ 
278: Teisei$ = LCASER(1NPUIN(1) ) 
279 1L0OP WIILE 1eisei$ = "y" OR Teisei$ = ツゲ 
28: RETURN 

281: 

282: DataVomikomi: 

283: OPEN "DENWADAT FOR INUT AS 旨 
284: 1 = 

285: DO UNTIL EOF(1) 

280: ji+1 

287: FOR j= 1 T0 KoumokuSuu 

288: INPUT 抽 , TelData$(j 1i) 
289: NXT 

20M: LOOP 

291: CLOSE 

202: SaidaiRangou = i 

293: RETURN 

204: 

295: DataNakikomi : 

206: OPEN TENWA.DAT' FOR OUIPUT AS 旭 
297: FOR ij = 1 T0 SaidaiRangou 

208: FOR j= 1 TO KoumokuSuu 

299: WRITE 者 , TelData$(j ij) 
3 交 : NEXT 

3 中 : NEXT 

392・ (LOSE 

3 中 : RETURN 


ディ スク を 活用 し よう 
で 入力 を 求め 、82 行 で デー 
クタ を 配列 に 格納 し て いま す 。 
83 て 86 行 カナ 氏名 の デー 
クタ に な に も 入力 され な か っ 
た 場合 は 、 メ イン ルー チン 
に 戻り ます 。 
88 て 9I 行 デー タ に 訂正 が 
な いか どう か の 確認 。 訂 正 
が あれ ば 訂正 の サブ ルー チ 
ン を 呼び 出し ます 。 
90 行 LCASE$ 関数 で 、1 
文字 入力 され た 文字 を 小 文 
字 に 変換 し て 91 行 で の 条件 
判断 を 簡単 に し て いま す 。 
(修正 サブ ルー チン ) 
94 て 103 行 修正 する デー 
タ の 番号 を 入力 し て 、 デ ー 
タ 修 正 サ ブル ー チ ン を 呼び 
出す サブ ルー チン で す 。 
I0I 行 番号 の 入力 まち が 
い を 調べ て 、 ま ち が え て い 
だ だ SM は 2 イジ ルー ニカ シン 
に 戻し ます 。 
(削除 サ プ ブルー チン ) 
105 て 129 行 不要 に な っ た 
デー タ を 削除 し ます 。 
106 て II2 行 削除 する デー 
タ の 番号 の 入力 を 求め ます 。 
113 て 123 行 デー タ の 削除 
に つい て 確認 を 求め ます 。 
124 て 128 行 Y キ ー が 押さ 
れる と デー タ を 削除 し ます 。 
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(検索 サブ ルー チン ) 

131 ン 157 行 入力 され た 検索 文字 列 が デー タ の な か に な いか を 検索 する サブ ルー 
ナジ シン: ぐ 9 

136 行 検索 し た い 文字 列 の 入力 を 求め ます 。 

137 ン 152 行 二 重 の FOR-NEXT ルー プ 。 外 側 の ルー プ で 1 一 最大 番号 まで 
の 全 デ ー タ を 順番 に 探し ます 。 内 側 の ルー プ で 配列 の 各 要 素 の デー タ と 検索 文 
字 列 を 比較 し て いま す 。 

139 行 INSTR 関数 で 検索 文字 列 が デー タ に 含ま れ て いな いか を 調べ て いま 
が 

140 ン 149 行 検索 文字 列 が 見 つか っ た 場合 の 確認 の 処理 で す 。 

144 行 見 つか っ た デー タ の 番号 を 140 行 で 設定 し て 、 デ ー タ 表示 サブ ルー チン 
を 呼び 出し て 、 内 容 を 表示 し ます 。 

146 ン 149 行 検索 を つづ ける 確認 、N が 選ば れる と 、 メ イン ルー チン に 戻り ま 
99 

153 ン 156 行 検索 を 終わ る と 、 メ イン ルー チン に 戻り ます 。 
(一 覧 サブ ルー チン ) 

159 て 184 行 登録 され て いる デー タ を 順番 に 表示 する サブ ルー ナチ ン 。 

160 行 テキ スト 画面 の すべ て を 表示 範囲 と する 画面 の 初期 化 で す 。 
167 ン 182 行 二 重 の DO-LOOP。 外側 の ルー プ は 表示 の 中 止 、 続行 の 判断 、 内 
側 の ルー プ は 表示 デー タ の 指定 と 各 項 目 デ ー タ の 表示 を 行い ます 。 

I7! 行 表示 デー タ を 指定 する 番号 を 、 カ ウン ト ア ッ プ し て いま す 。 
172 て 177 行 デー タ を 表示 し て いま す 。 

178 て 180 行 E が 入力 され た と き と ル ー プ カウ ンタ i が 最大 番号 を 越え た た と き 
に 、181 行 で の ルー プ 脱 出 の 準備 の た め に 、 変 数 Chuusi を Hai に し て いま す 。 
この よう に 、 あ る 状態 に な っ た こと を プロ グラ ム の 他 の 部 分 に 知ら せる こと を 、 
「 フ ラグ を 立て る 」 と いい ます 。 

18I 行 変数 Chuusi が Hai で フラ グ が 立っ て いれ ば 、 内 側 の ルー プ を 抜け ま 
和 。 

182 行 以外 の キー が 押さ きれ た 場合 は 、 ル ー プ を 終了 せ ず 、E が 押さ きれ る と ル 
ー プ を 抜け ます 。 

(印刷 サブ ルー チン ) 

186 て 226 行 デー タ の 一 覧 印刷 を する サブ ルー チン で す 。 
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191 て 195 行 印刷 を 開始 する デー タ の 番号 と 、 終 了 す る デー タ の 番号 を 入力 し 
ます 。 それぞれ 1 より 小さ く な いか 、 開 始 の 番号 が 最大 の 番号 を 越 を た て いな い 
か を 確か め て 、 異 常 な 値 を 入力 され た 場合 、 メ イン ルー チン に 戻っ て 、 メ ニュ 
ー 選 択 か ら や り 直 し ます 。 
203<219 行 一 覧 サブ プル ー チ ン を も と に 、 エ ディ タ 機 能 を 利用 し て 、 印 刷 の た 
め の 行 を 加え る な どの 修正 を 行い 、 効 率 的 に プロ グラ ム し ます 。 
(終了 サ プ ル ー チ ン ) 
223 て 226 行 終了 の サブ ルー チン で す 。 
224 行 プロ グラ ム の 終了 の 前 に 、 登 録 さ れ て いる デー タ を 書き 込み ます 。 
225 行 変数 Shuuryou に Hai を 代入 し て 、 プ ログ ラム を 終了 する よう に フラ 
グ を 立て て メイ ン ル ー チ ン へ 知ら せま す 。 
(作業 用 サ プ ブルー チン ) 
228<303 行 メイ ン ル ー チ ン か ら 各 し ご と を する 専門 の サブ ルー チン を 呼び 出 
し 、 ま た その サブ プ ブルー チン か ら 呼 び 出さ れ て 細か い 作 業 を 行う)「 サ プ ブサ プ ブルー 
チン 」 と も いえ る サブ ルー チン の 集まり で す 。 
(デー タ 設 定 サ ブ プルー チン) 
23|<249 行 READ-DATA を 使っ て 、 配 列 に メニ ュー の 作業 項目 名 や デー タ 
の 項目 名 を 設定 し ます 。 
(デー タ 表 示 サ プル ー チ ン ) 
252<260 行 デー タ の 項目 と 内 容 を 表示 する サブ ルー チン で す 。 
253 行 呼び 出し た ルー チン と 変数 名 が か ち 合 わな いよ うに 、 FOR-NEXT の 
ルー プ カ ウ ンタ 変数 に si を 使っ て いま す 。 サブ ルー チン 用 の カウ ンタ 変数 と い 
う 意味 か ら 、S が つけ 加え られ て いま す 。 
(デー タ 訂 正 サ プ ブルー チン) 
263<280 行 デー タ の 内 容 を 表示 し て 、 ま ちがい の ある 項目 の デー タ を 入力 し 
て 町 正す る サブ ルー チン です 。 
272 て 274 行 な ん の 入力 も な く 、 連 キー が 押さ れる と 、 変 数 Kotae$ に は 空 の 文 
字 が 格納 され ます 。 空 文字 で な けれ ば 、 訂 正 の デー タ が 入力 され た こと に な る 
の で 、 配 列 TelData$( ) に 入力 され た デー タ を 代入 し ます 。 
(デー タ 読 み 込み サブ プ ブルー チン) 
283<>293 行 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 刀 録 きれ た シー ケン シャ ル デ ー タ ファ イル 
DENWA.JDAT か ら 、 配 列 に デー タ を 読み 出し ます 。 
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283 行 ファ イル を デー タ 読 み 出し の た め に オー プン し ます 。 

285 と 290 行 DO-LOOP の 判断 に EOF 関数 を 使っ て 、 フ ァイル の 最後 に な っ 
た ら ル ー プ を 抜け て 、 デ ー タ の 読み 出し を 終わ る よう に し て いま す 。 

288 行 ファ イル か ら デ ー タ を 読み 出し て 、 配 列 TelData$( ) に 格納 し ます 。 
29| 行 使用 を 終わ っ た ら フ ァイル は すぐ に クロ ー ズ し て お きま す 。 

(デー タ 書 き 込 み サ プル ー チ ン ) 

296 こ 303 行 入力 され た デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 記録 し ます 。 

296 行 ファ イル を 書き 込み の た め に オー プン し ます 。 

297 ン 30| 行 FOR-NEXT の ルー プ カ ウ ンタ の 終了 値 を デー タ の 最大 番号 に 
し て 、 1 番 か ら 最 大 番号 まで の デー タ す べ て を 記録 し ます 。 

298 て 300 行 内 側 の ルー プ は 、 デ ー タ の 項目 を 配列 の 要素 ご と に 記録 し ます 。 
299 行 配列 TelData$( ) に 格納 され て いる デー タ を 書き 込み ます 。 

302 行 使用 を 終わ っ た ファ イル は すぐ に クロ ー ズ し ます 。 


名 刺 ホ ル ダ ー プ ログ ラム 
TYPEーEND TYPE GET #/ PUT # 林 使っ て 


名 刺 ホ ルレ ル ダー プロ グラ ム は 、 住 所 録 や 人 物 デ ー タ ベー ス に も 応用 で きる プロ 
グラ ム で す 。 こ の プロ グラ ム で は 、 氏 名 だ け で は な く 、 会 社名 や 所 属 、 役 職 な 
どの すべ て の 項目 と 、 摘 要 に 記録 され た 自由 な デー タ て で 検索 が で きま す 。 
TYPE-END TYPE (タイ プー エン ド タイ プ ) ステ ー ト メン ト 


T 





書式 TYPE ユー ザー デー タ 型 名 
要素 名 AS 型 名 





END TYPE 
機能 ユー ザー 定義 デー タ 型 を 定義 する 





GET # (ゲッ ト ナン バー) ステ ー ト メン ト 





書式 GET # フ ァイル 番号 , レコ ー ド 番号 , 変数 
機能 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の ラン ダム ファ イル か ら 指 定 さ れ た レコ ー ド 
番号 の デー タ を 変数 に 読み 出す 
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ディ スク を 活用 し よう 
PUT # (スッ ポ の 2 だ 2 


も 

| 書式 PUT # フ ァイル 番号 , レコ ー ド 番号 , 変数 | 
機能 _ フロッピー ディス ク 上 の ラン ダム ファ イル の 指定 され た レコ ー ド 番 

四 号 に 、 変 数 に セッ ト さ れ て いる デー タ を 書き 込む | 





プ ログ ラム の 使い 方 

この プロ グラ ム は 、 名 刺 を パソ コン に 管理 させ る プロ グラ ム で す が 、 住 所 録 
や 人 物 デ ー タ ベー ス と し て も 利用 する こと が で きま す 。 

ロン ジミ ん スグ の ー ド 3 ある の に 、 プイ ング メニ ュー が 表示 され ます 。 ひと つの し 
ご と を 終わ っ た り 、 異 常 な 入力 が あっ て 、 処 理 を つづ けら れ な く な る と 、 こ の 
EN 中 

メニ ュー は 、 キ ー ボ ー ド の 数 字 キ ー を 押し て 選択 し ます 。 


| 追加 登録 デー タ を 追加 し ます 。 

2 修 正 登録 きれ て いる デー タ を 修正 し ます 。 

3 削 除 必要 の な く な っ た デー タ を 消し ます 。 

4 検索 該当 する デー タ を 探し 出し ます 。 

5 一 覧 表示 登録 きれ て いる デー タ を 順番 に 表示 し ます 。 
6 一 覧 印刷 範囲 を 指定 し て デー タ の 一 覧 を 印刷 し ます 。 
7 終 JNI だ の ZI ログ ラペ を 衝 F 呈 ま 5 す 5 


・ デ ー タ の な い 項 目 は 、 キー だ け を 押す 。 
・ デ ー 久 入力 が 終わ り 、 訂 正 が ある か どう 
か 聞け れ だ ら 、 訂 正 の ある 場合 は 「 ヤ 」 
氏 名 漢字 の 名 まえ を 入力 する 。 キー を 押す 。「N」 を 押す と 、 デ ー タ の 登 
会 社 勤務 先 の 名 称 を 入力 する 。 録 を 終了 し て メイ ン メ ニ ユ ー に 戻る 。 
所 属 勤務 先 の 所 属 を 入力 する 。 る 才 尋 ns 正 
役 職 勤務 先 で の 役職 を 入力 する 。 修正 する デー タダ の 番号 を 入力 する と 、 現 
TEL 電話 番号 を 入力 する 。 会社 や 自宅 在 登録 され て いる 内 容 が 画面 に 表示 され る 
の 電話 番号 を 自由 に 記録 で きる 。 の で 、 項 目 ご と に 順番 に デー タ を 修正 する 。 
FAX FAX 番号 を 入力 する 。 ー ソ ルキ ー で 、 他 の 項目 の 入力 に 移る 
摘 要 名 刺 を 交換 し た 時間 や 場所 だ け で こと は で き な い 。 


| 追加 登録 
シメ イ 氏名 の 読み を カタ カナ で 入力 する 。 
名 まえ か ら の 検索 に 利用 する 。 


な ぐ 、 ご この 人 の 印象 や 趣味 な ど な ん で も 記 

録 で きる 。 

・ 台 項 目 を 順番 に 入力 する 。 

・ シ メイ の 入力 で 、 キー だ け を 押す と 、 
メイ ン メ ニコ ユー に 戻る こと が で きる 。 

・ カ ー ソ ルキ ー で 、 他 の 項目 の 入力 に 移る 
こと は で き な い 。 


・ デ ー タ に 変更 の な い 項 目 は 、 デ ー タ の 先 
頭 で キ ー だ け を 押す 。 

・ デ ー タ の 一 部 を 変更 し だ 場合 は 、 登 録 す 
る デー タ の 最後 の 文字 の 右側 まで 、 カ ー 
ソル 移動 し て か ら ピ | キー を 押し て 登録 す 
る 。 

・ デ ー 入 力 が 終わ り 、 訂 正 が ある か どう 
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か た ざね られ だ ら 、 訂 正 の ある 場合 は 
「Y」 キ ー を 押す 。「N」 を 押す と 、 修 正 
され だ デー タ を 登録 し て メイ ン メ ニ ユ ー 
に 戻る 。 
3 削 除 
息 要 の な く こなつ だ デー タ は 、 デ ー タ の 番 
号 を 指定 し て 削除 する 。 何 番 の デー を 削 
除 す る ガ 聞 ひれ だ ら 、 番 号 を 入力 する 。 
・ 削 除 し て よけれ ば 「Y」 を 、 削 除 し だ ぐ 
な い 場 合 は 「N」 を 押す 。 
・ 削 除 が 終わ る と 、 メ イン メニ ユー に 戻る 。 
4 検 索 
氏名 や 会 社名 、 摘 要 に 記録 され て いる 事 
頂 を も と に 該当 する デー タ を 探し 出す 。 検 
索 す る 文字 列 を を ず ね られ だ ら 、 探 し だ たい 
名 まえ や 摘要 に 記録 さき れ て いる 家族 や 勤務 
先 な どの キー デー を 入力 する 。 
該当 する デー を 探し て 、 見 つか つた だ ら 、 
デー タ の 全 項 目 を 表示 する 。 
・「 続 け て デー タ を 検索 し ます 」 と 表示 さ 
れ 、「Y」 を 押す と 検索 を 続行 する 。 
・ 目 的 の デー タ が 見 つか ひか つ だ ら 「N」 キー 


: DECLARE FUNCTION SENTAKU! () 

・ DECLARE SUB TOUROKU () 

DECLARE SUB SHUUSEI () 

DECLARE SUB SAKUJO 0) 

DECLARE SUB KENSAKU () 

: DECLARE SUB ITIRAN 0) 

: DECLARE SUB INSATU 0 

: DECLARE SUR SHUURYOU () 

: DECLARE SUB DATA SETTIEI (MK, KS) 
1: DECLARE SUB DATAHVOUJI (0$0, KS) 
11: IECHLARE SUB DATA TEISEI (D$(), B, KS) 
12: DECLARE SUB DATA.YOMIKOMI (D$0, B) 
13: DECLARE SUB DATA KAKIKOMI (DS(), B) 


ココ つい や いた いら ょ TO ルー 


15 名 刺 ホ ル ダ ー プ ログ ラム 


DR ※ 左 側 の 番号 と : (コロ ン ) 
は 入力 し な いで くだ さい 


18: "meisistr.bas 


29: Junbi: 

2 CONSTIie = 

の CONST Hai = NOT lie 
23: CONST Saidai = 1 
24: CONST MenuRosuu = 7 
5 CONST KoumokuSuu = 8 


を 押し て 検索 を 中 断 す る 。 

・ 検 索 終 了 の 表示 が あつ だ と き 、 な に ガキ 
ー を 押す と メイ ン メ ニ ユ ー に 戻る 。 

5 一 覧 表示 

登録 され て いる デー タダ を 順に 表示 する 。 
・「E」 を 押す と 、 メ イン メニ ユー に 戻る 。 
・ 三 以外 の キー を 押す と 、 表 示 を 一 時 停 
止 す る の で 、 デ ー タ の 項目 を 読む こと が 
で きる 。 

・ 再 度 ス ペー スバ ー を 押す と 表示 を 続行 。 
6 一 覧 印刷 

まず 何 番 の デー タ ガ ら 、 何 番 の デー を 
印刷 する が 範囲 を 指定 する 。 番 号 は 初め が 
小さ く 、 終 わり が 大 きく な けれ ば な ら な い 。 
・ 番 号 の 指定 が 終わ り 、 プ リン の 準備 が 
で きだ ら 、 な に か キー を 押す 。 

・ 印 刷 を 途中 で 中 止 し た い 場 合 は 、「E」 キ 
ー を 押す 。 

・ 印 刷 し 終わ る か ひ 、 ヒ キー が 押さ れ だ 場合 
は 、 メ イン メニ ユー に 戻る 。 

7 終 DI 

・7 を 選択 する と 、 プ ログ ラム を 終了 する 。 


朋 プ ログ ラム の 要点 
この ワ ロ グ ラ 太 は 、 
メグ ZN 
メイ シン ジロ グ 必 計 が から 
選択 され た し ご と に 従 
っ て 呼び 出さ れる サブ 
プロ グラ ム 、 お よび 専 
門 の 作業 を 行う サブ ププ 
ログ ラム か ら な る プ ブロ 
シー ジャ で 構成 され る 
シン グル モジ ュー ルプ 
ロジ ルフ ン WAS 
(メイ ンプ ログ ラム ) 
1 て 13 行 プロ シー ジ 
ャ の 宣言 部 。 Quick 
BASIC の エディ タ 環 








DIM SHARED SaidaiBangou 

DIM SHARED Bangou 

DIM SHARED DATA$ (KoumokuSuu) 
DIM SHARED Menu$(MenuKosuu) 
DIM SHARED Koumoku$(KoumokuSuu) 
DIM SHARED Owari 


SaidaiBangou = 
Bangou = 


TYPE meisi 
Simei AS STRING * 2 
KanjiSimei AS STRING * 2 
Kaisha AS STRING * 4 
Shozoku AS STRING * 49 
Yakushoku AS STRING * 49 
Tel AS STRING * 15 
Fax AS STRING * 15 
Tekiyou AS STRING * 8 

END TYPE 

DIM SHANED MeisiData AS meisi 


ディ スク を 活用 し よう 
境 で プロ グラ ム し た 場 
合 、 自 動 的 に 付加 され 
ます 。 

2I へ 25 行 定数 を 変数 
名 と と も に 宣言 し ます 。 
27 て 32 行 モジ ュー ル 
内 で 共通 に 使用 する 変 
数 を 共用 変数 と し て 宣 


表し ます 。 
34 て 35 行 デー タ の 番 
号 を 管理 する 変数 を ゼ 


AZ)37912GCUR ま 895 
37 と 47 行 ユー ザー 定 
義 デ ー タ 型 を 定義 し て 


OPEN "mcisistr.dat" FOR RANDOM AS #] LEN = LEN(MeisiData) 


SaidaiBangou = LOF(1) \ LEN(MeisiData) 
CLOSE 


DATA. SETIEI MenuKosuu, KoumokuSuu 


: Main: 


DO 

CLS 

MenuRangou = SENTAKU 
(1LS 


SELRCT CASE MenuBangou 
(ASE 1 


いま す 。 定義 きれ た 型 
で 変数 を 宜 言 し ます 。 
49 行 OPEN を 使っ 
て 、 フ ァイル 名 meisis- 
tr.dat を ラン ダム モー 
4 Joalf ホン 
50 行 LOF 関 数 を 使 
5 で 求め だ 7 一 用 ノ ァ 
イル の 長 さ を 変数 の 長 
さ で 割り 、 値 を レコ ー 
ド 数 に し ます 。 
94 の ーー ペッ プラ 
タ の 項目 を 設定 する フ 
ロ シ ー ジ ャ を 呼び 出し 
で まず : 
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1 名 : 
1 名 : 
192: 
193: 
1 釣 : 


1 の 5 


106: 
17: 
18: 
199: 
11: 
95 
112: 
(0 


114 


115: 


116 


CASE ELSE 
COLOR 6 
LOCATE MenuKosuu*2+4, 21 
PRINT "1~7 の 番号 で 選択 し て くだ さい ~ 
COLOR 7 
Kari$ = INPUT$(1) 
END SELECT 
LOOP WHILE Owari = lie 
CLS 
: END 
: MenuData: 
DATA デー タ の 追加 登録 
DATA デー タ の 修 正 シレ 
DATA デー タ の 削 除 
DATA デー タ の 検 二 時 
DATA デー タ の 一 覧 表示 0 
DATA デー タ の 一 覧 印刷 
DATA ---ーーーー- 走 了 
・ KoumokuData: 
: DATA " イ " 
DATA 氏名 
DATA 会 社 
DATA 所 属 
DATA 役職 
DATA "TEL " 
DATA "Fax " 
DATA 摘要 
:・ SUB DATA HYOUJI (0$(), KS) 
LOCATE 3, 1 
FOR i= 1TOKS 
PRINT Koumoku$(1): | の: 
COLOR 3 
PRINT DS(i) 
COLOR 7 
PRINT 
NEXT 
: END SUB 
: SUB DATA KAKIKOMI (D$(), B) 


必 78 
118: 
119: 
12g: 
121: 
122: 
123: 
124: 


125: 
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MeisiData Simei = DS(1) 
MeisiData. KanjiSimei = D$(2) 
MeisiData. Kaisha = D$(3) 
MeisiData. Shozoku = DS(4) 
MeisiData. Yakushoku = DS$(5) 
MeisiData. Tel = D$(6) 
MeisiData.Fax = D$(7) 
MeisiData.Tekiyou = D$(8) 


55>84 行 プロ グラ ム 
の 本 体 で す 。 選択 の 
FUNCTION プ ロ シ 
ー ジ ww を 用 いで くじ ご 
と の 番号 を 選び ます 。 
SELECTーCASE 
を 使っ て 対応 する プロ 
シー ジン を INR 人 AH 
終了 に な る まで ルー プ 
し て 繰り 返し ます 。 
86 て 103 行 DATA ス 
テー トメ ント を 使っ て 、 
メニ ュー と デー タ 項 目 
の 文字 列 デ ー タ を 定義 
に ま ず 。 
(プロ シー ジャ ) 
Quick BASIC で は 、 
プロ シー ジャ の 表示 や 
印刷 の 順番 の 管理 を ア 
ルフ ァ ベ ッ ト 順 に し て 
いま す 。 
(デー タ 表 示 SUB プ 
ロロ シー ジャ) 
105 て 114 行 デー タ の 
項目 と 内 容 を 表示 する 
SUB プロ シー ジャ 。 
107 行 FOR-NEXT - 
の ルー プ カ ウ ンタ 変数 
に i を 使っ て いま す 。 
メイ ン 部 と 同じ 変数 名 


OPEN "meisistr.dat'FOR RANDOM AS 者 LEN = LEN(MeisiData) 


ディ スク を 活用 し よう 


で も 影響 され ませ ん 。 
(デー タ 書 き 込 み 
SUB プロ シー ジャ ) 

116 て 129 行 変数 に 格 
納 さ れ て いる デー タ を 
ラン ダム ファ イル に 書 
き 込 み ま す 。 
117 て 124 行 
タ の 配列 を 使っ て 引き 
渡さ れ た 引数 の デー タ 
ンス ジン ン S/29249 4 
用 変数 に 格納 し ます 。 
125 て 128 行 ファ イル 
を オー ワン (US ラジ シグ 
ム フ ァ イル に デー タ を 
書き 込ん で いま す 。 終 
了 し た ら フ ァイル を ク 
ロー ま 98 


パラ メー 


(デー タ 設 定 SUB プ 
ロ シ ー ジ ャ ) 
131 て 14I 行 READ 
ェ DATA で 、 配 列 に メ 
ニュ ー の 作業 項目 名 や 
デー タ の 項目 名 を 設定 
関 ま 398 


]26: RecordNumber = B 

127: PUT 尋 , RecordNumber、MeisiData 
128: CLOSE 

129: END SUR 

13 中 : 

131: SUB DATA.SETTEI (MK KS) 

132: RESTORE Menuata: 

133: FORi= 1 TO0MK 

134: READ Menu$(i) 

135: NEXT 

136: 

137: RESTORE KoumokuData: 

138: FORi=110KS 

139: READ Koumoku$(i) 

14 外 : NEXT 

141: END SUB 

142: 

143: SUB DATA TEISEI (D$(), E KS) 

144: Teisei$ = "y" 

145: DO 

146: CLS 

147: LOCATE 1, 1 

148: PRINT Menu$(MenuBangou): | No.:B 
149: RecordNumber = B 

15 上 : DATA YOMIKOMI D$(), B 

151: DATA.HYOUJI D$(), KS 

152: FORi=110KS 

153: LOCATEi*2+1.8 
154: INPUT “Kotae$ 

155: IF Kotae$ へ “THEN 
156: D$(i) = Kotae$ 
157: END IF 

158: NEXT 

159: DATA.KAKIKOMI 5(0), B 

16 凶 : LOCATEKS* 2+3. 1 

161: PRINT “訂正 が あり ます か ( Y'es / "N'o )“ 
162: Teisei$ = LCASE$(INPUTS(1) ) 
163: LOOP WHILE Teisei$ = "y OR Teiseis = ゲ 
164: END SUB 

165: 

166: SUB DATA YOMIKOMI (D$(), B) 

167: OPEN "meisistr.dat" FOR RANDOM AS LEN = LEN(MeisiData) 
168: RecordNumber = B 

169: GET 者 , RecordNumber, MeisiData 
179: CLOSE 

171: D$(1) = MeisiData. Simei 

172: D$(2) = MeisiData. KanjiSimei 
173: D$(⑬) = MeisiData. Kaisha 

174: D$(4) = MeisiData. Shozoku 

175: D$(5) = MeisiData. Yakushoku 
176: D$(6) = MeisiData. Tel 
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177: 
178: 


179 


・ END 


18: 


181 


: SUB 


182: 
183: 
184: 
185: 
186: 
187: 
188: 
189: 
19: 
191: 
192: 
193: 
194: 
195: 
196: 
197: 
198: 
199: 
2 釣 : 
2 : 
202: 
2 : 
2 史 : 
2 呈 : 
20: 
2 所 : 
2 : 
29: 
21 外 
WM 
212: 
213: 


214: 


215: 


216: 


SUB 


2172 
218: 
219: 
22 衣 : 
2 
222: 
223: 
224: 
225: 
226: 
227: 
228: 
229: 


279 


D$(7) = MeisiData.Fav 
D$(8) = MeisiData. Tekiyou 
SUB 


INSAU 
CLS 
LOCATE 1. 1 
PRINT Menu$(MenuBangou) : " No.1 ~: | No.": SaidaiBangou 
PRINT 
PRINT " 何 番 か ら 何 番 を 印刷 し ます が " 
INPUT "印刷 開始 ": InsatuKaisi 
IF InsatuKaisi < 1 OR SaidaiBangou < InsatuKaisi THEN EXIT SUB 
INPUT" 半 了 : InsatuShuuryou 
IF InsatuShuuryou < 1 OR InsatuShuuryou < InsatuKaisi THEN EXIT SUB 
PRINT 
PRINT "プリ ンタ の 準備 が で きた ら 何 か キー を 押し て くだ さい " 
Kari$ = INPUIS(1) 
LOCATE 24, 1 
PRINT "E "で 印刷 中 止 " 
VIEW PRINT 3 T0 23 
Chuusi = je 
Bangou = InsatuKaisi 
DO 
RecordNumber = Bangou 
DATA YOMIKOMI DATA$(), RecordNumber 
LPRINT "------ "Bangou: "ーーーーーー 
FOR i = 1 TO KoumokuSuu 
LPRINT Koumok$():) 
LPRINT DATA$(j) 
NEXT 
IPRINT 
Kari$ = INKEY$ 
IF LCASE$ (Kari$) = "e" OR Kari$ = イ THEN Chuusi = Hai 
IF InsatuShuuryou <= Bangou THEN Chuusi = Hai 
Rangou = Bangou + 1 
LOOP UNTIL Chuusi = Hai 
VIEW PRINT 
SUB 


ITIRAN 
VIEW PRINT 
CLS 
LOCATE 1, 1 
PRINT Menu$(MenuBangou): " No.1 ~": | No.": SaidaiBangou 
LOCATE 24, 1 
PRINT “スペース "で 続行 E' で 中 止 " 
VIEW PRINT 3 TO 23 
DO 
Chuusi = lie 


Bangou = 


DO 
Bangou = Bangou + 1 
RecordNumber = Bangou 


23 外 : 
231: 
232: 
233: 
234: 
735 
236: 
りん イル 
238: 
239: 
24 凶 : 
241: 
242: 
・ END SUB 
244: 
・ SUB KENSAKU 
246: 
247: 
248・ 
249: 
25: 
251: 
252: 
253: 
254: 
255: 
256: 
257: 
258: 
259: 
26 外 : 
261: 
262: 
263: 
264: 
265: 
266: 
267: 
268: 
269: 
279: 
271: 
272: 
: END SUB 
274: 
・ SUB SAKUJO 
276: 
277: 
278: 
279: 
28M: 
281: 
282: 


243 
245 


273 
275 


ディ スク を 活用 し よう 


DATA. YOMIKOMI DATA$(), RecordNumber 
PRINT "------ "Bangou: "ーーーー" 
FOR ji = 1 TO KoumokuSuu 
PRINT Koumoku$⑪): ) |: 
PRINT DATA$(i) 
NEXT 
PRINT 
Kari$ = INPUTS(1) 
IF LCASES (Kari$) = "“e" OR Kari$ = " イ THEN Chuusi = Hai 
IF SaidaiBangou <= Bangou THEN Chuusi = Hai 
LOOP UNTIL Chuusi = Hai 
LOOP UNTIL LCASES(Kari$) = e" ORKari$ = イイ 
VIEW PRINT 


CLS 
LOCATE 1, 1 
PRINT Menu$(MenuBangou): ” No.1ー": | No.": SaidaiBangou 
PRINT 
INPUT "検索 する 文字 列 は “: KensakuMoji$ 
FOR ji = 1 TO SaidaiBangou 

Bangou = 』 

RecordNumber = Bangou 

DATA. YOMIKOMI DATA$(), RecordNumber 

FOR j= 1 TO KoumokuSuu 

IF INSTR(DATA$(j), KensakuMoji$) へ 9 THEN 
C1S 


LOCATE 1, 1 
PRINT Menu$(MenuBangou): ” No.": Bangou 
DATA HYOUJI DATA$(), KoumokuSuu 
LOCATE KoumokuSuu* 2+3, 1 
PRINT “続け て デー タ を 検索 し ます " 
PRINT “良い で すね ( "Y'es / No )“ 
Kakunin$ = LCASE$(INPUTS(1) ) 
IF Kakunin$ = n OR Kakunin$ = ミ THEN EXIT SUB 
END IF 
NEXT 
NEXT 
LOCATE KoumokuSuu * 2+ 3, 1 
PRINT “すべ て の デー タ を 検索 し 才 わ り ま し た “ 
PRINT "メニ ュー に 戻り ます 何 か キ ー を 押し て くだ さい ~ 
Kakunin$ = INPUTS(1) 


CLS 

LOCATE 1, 1 

PRINT Menu$ (MenuBangou), "No.1 ~: | No.": SaidaiRangou 
PRINT 

INPUT “ 何 番 の デー タ を 削除 し ます か 「: Kari$ 

Bangou = VAL(Kari$) 

IF Bangou < 1 OR SaidaiBangou < Rangou TIEN EXIT SUB 
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283: Teisei$ = "y" 

284: (1S 

235: LOCATE 1, 1 

286: FRINT Menu$(MenuBangou) : "No. : Bangou 
287: RecordNumber = Bangou 

288: DATA. YOMIKOMI DATA$(), RecordNumber 
289: DATA.HYOUJI DATA$() KoumokuSuu 

29M: LOCATE KoumokuSim* 2+3, 1 

291: COLOR 4 

292: PRINT "この デー タ を 削除 し ます " 

293: COLOR 7 

294: PRINT 良い で すね ( Y'es / No )~ 
295: Kakunin$ = LCASE(INPUTS(1) ) 

296: IF Kakunin$ = "y OR Kakunin$ = ツ THEN 
297: FOR j = 1 T0 KoumokuSuu 

298: DATA$(i) = 

299: NEXT 

3 晴 : RecordNumber = Rangou 

3 中 : DATA.KAKIKOMI DATA$(), RecordNumber 
3 的 : END jEF 

3 角 : END SUB 

3 吸 : 

3 応 : FUNCTION SENTAKU 

3: FOR j = 1 TO KoumokuSuu 

3 殺 : DATAS() = 

3 招 : NEXT 

3 的 : LOCATE 1, 28 

31 中 : PRINT “名 刺 ホ ル ダ ー“ 

311: FOR ij = 1 TO MenuKosuu 

312: LOCATEi*2+2. 25 

313: PRINT Menu$(): 「 ii ュ 

314: NEXT 

315: LOCATE MenuKosuu* 2+4, 21 

316: PRINT "番号 で 選択 し て くだ さい : 『: 
317: Kaitou$ = INPUTS(1) 

318: SENTAKU = VAL(Kaitou$) 

319: END FUNCTION 

32 外 : 

321: SUB SIMURYOU 

122 : Owari = Hai 

323: END SUB 

324: 

325: SUR SHUUSEI 

326: (1S 

327: LOCATE 1, 1 

328: PRINT Menu$(MenuRangou): | No.1 -:「 
329: PRINT 

33 外 : INPUT “ 何 番 の デー タ を 修正 し ます か “: Kari$ 
33 人 5 Bangou = VAL(Kari$) 

992< ]F Pangou< 1 OR SaidaiBangou < Fangou THEN RETURN 
9 DATA. TEISEI DATA$()、 Rangou, KoumokuSuu 
334: RerordNumber = Bangou 
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(デー タ 訂 正 SUB プ 
ロ シ ー ジ ャ ) 
143 て 164 行 まち が い 
の ある 項目 の デー タ を 
訂正 する サブ ルー チン 
CKWie 

152 て 158 行 な に も 入 
力 さ れず に 陸 キ ー が 押 
され る と 、 変 数 Kotae$ 
に は 空 の 文字 が 格納 さ 
れ ま す 。 空 文字 で な け 
れ ば 、 配 列 D$( ) に 入 
力 さ れ た デー タ を 代入 
し 才 ま 3 

I59 行 。』 力 ガ アーク グ を 
ソロ ウツ Em ブル スズ スグ だ 
書き 込み ます 。 
(デー タ 読 み 込み 
SUB プロ シー ジャ ) 
166 て 179 行 フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク に 記録 され 
た ラン ダム ファ イル か 
ら 、 変 数 に デー タ を 読 
み 出 し ます 。 
167 て 170 行 ファ イル 
を オー プン し 、 引 数 で 
渡さ れ た レコ ー ド 番号 


No.": SaidaiBangou 


99 た DATA. KAKIKOMI DATA$(), RecordNumber 

316: END SUB 

38 

338: SUB TOUROKU 

1339: SaidaiBangou = SaidaiBangou + 1 

14 外 : Bangou = SaidaiBangou 

341 : DO 

342: 8 

343: LOCATE 1, 1 

344: TRINT Menu$(MenuPangou): ” No.": Bangou 
345: DATA HYOUJI DATA$() KoumokuSuu 

146: FOR j = 1 TO KoumokuSuu 

347: LOCAIEi*2+1.8 

148: INPUT ““。Kotae$ 

149: DATA$(i) = Kotae$ 

35 有 : IF DATA$(1) = “THEN 

351: SaidaiRangou = SaidaiRangou - 1 
352: Bangou = SaidaiBangou 

353: ERXIT SUB 

354: END IF 

355・ NXT 

356: LOCATE KoumokuSuu* ま 2+3. 1 

357: FRINT 訂正 が あり ます か (YYes/ No)" 
358: Teisei$ = LCASES(INPUIS(1) ) 

1359: IF Teisei$ = "y OR Teisei$ = ツ THEN 
36 路 RecordNumber = Bangou 

361: DATA KAKIKOMI DATA$(), RerordNumber 
362: DATA TEISEI DATA$() Bangou, KoumokuSuu 
363: IF 

104: LOOP WHILE Teisei$ = "y′ OR Teisei$ = " ゲ 
105: RecordNumber = Bangou 

360: DATA KAKIKOMI DATA$(), RecordNumber 

367: END SUB 


ディ スク を 活用 し よう 
2 セツ 2 トコ アル スク 
ム フ ァ イル か ら 1 レ コ 
ー ド の デー タ を 変数 に 
読み 込み ます 。 
終了 する と ファ イル 
ちの ロニー し ま 、9。 
171 て 178 行 読み 込ま 
れ て ユー ザー 定義 型 変 
数 に 格納 され た デー タ 
を < 呼び 出し た プロ グ 
ラム に 引数 と し て 返し 


内 す 。 


(印刷 SUB プロ シー 
ジャ ) 

181 て 214 行 デー タ の 
範囲 を 指定 し て 印刷 し 
記 

186 て 190 行 印刷 を 開 
始 する 番号 と 終了 する 
番号 を 入力 し ます 。 異 
常 な 値 が 入力 され た 場 


合 、188 行 、 190 行 の EXIT SUB で SUB プロ シー ジャ を 脱出 し て メイ ンプ ログ 
カ ぬ に 戻り ます 。 


199 て 212 行 DO-LOOP ステ ー ト メン ト で 、 


レコ ー ド 番号 を 更新 し な が ら 、 フ 


ァイル か ら デ ー タ を 読み 出し て は 、 プ リン タ で 印刷 し て いま す 。 
(一 覧 SUB プロ シー ジャ ) 


216 て 243 行 


(検索 サブ プル ー チ ン SUB プロ シー ジャ ) 
245 て 273 行 入力 され た デー タ を 検索 する サブ ルー チン で す 。 


25| 268 行 


登録 され て いる デー タ を 順番 に 表示 する 一 覧 の プロ シー ジャ で す 


二 重 の FOR~-NEXT ルー プ で す 。 外 側 の ルー プ で 、 全 デー タ を ラ 


ンダ ム フ ァ イル か ら 読 み 出 し て は 、 順 番 に 探し て いき ます 。 内側 の ルー プ で 、 
読み 込ま れ た 配列 の 各 要 素 の デー タ と 検索 文字 列 を 比較 し て いま す 。 


2 の 7 


PART 5 Quick BASIC プロ グラ マー 

(削除 SUB プロ シー ジャ ) 

275 ン 303 行 不要 に な っ た デー タ の レコ ー ド に 、「 ヌ ル 」( 空 の 文字 列 ) を 書き 
込ん で 削除 する サブ ルー チン で す 。 

288 て 289 行 削除 する デー タ の 番号 に 対応 する レコ ー ド 番号 の デー タ を 読み 込 
ん で 、 画 面 に 表示 し ます 。 

296 て 302 行 Y キ ー が 押 き れる と 、 選 ば れ た 番号 の レコ ー ド 番号 の デー タ に 、 
すべ て 空 文字 を 代入 し た デー タ を 書き 込ん で 、 デ ー タ を 消し て し まい ます 。 
(選択 FUNCTION プロ シー ジャ ) 

305 て 319 行 し ご と の メニ ュー を 表示 し て 、 数 字 キ ー て 選択 し ます 。 

3I8 行 入力 され た 回 答 を 、VAL 関数 を 使っ て 数 値 に し 、 プ ロ シ ー ジ ャ 名 の 
SENTAKU に 代入 し て 、 呼 び 出し た プロ グラ ム に 結果 と し て 値 を 返し ます 。 
(終了 SUB プロ シー ジャ ) 

321 て 323 行 変数 Owari に Hai を 代入 し て フラ グ を 立て て 、 メ イン プロ グラ 
ム に 終了 を 知ら せま す 。 

(修正 SUB プロ シー ジャ ) 

325 て 336 行 修正 する デー タ の 番号 を 入力 し て 、 デ ー タ 訂正 の プロ シー ジャ を 
呼び 出す プロ シー ジャ で す 。 

333 行 デー タ 訂 正 SUB プロ シー ジャ に 引数 を 与え て 呼び 出し 、 訂 正 し ま す 。 
334 て 335 行 修正 の 終わ っ た デー タ は 、 デ ー タ 書き 込み の SUB プロ シー ジャ 
を 呼び 出し て 、 フ ァイル に 登録 し ます 。 

(登録 SUB プロ シー ジャ ) 

338 て 367 行 デー タ を 入力 する プロ シー ジャ で す 。 

339 て 340 行 デー タ の 最大 番号 を カウ ント アッ プ し て 、 こ れ か ら 入 力 す る デー 
タ の 番号 を 最大 番号 に し て いま す 。 

341 て 364 行 デー タ 入 力 の た め に DO-LOOP を 使っ て いま す 。 

342 て 355 行 各 項 目 の デ ー タ を 入力 する 部 分 で す 。 

356 て 363 行 入力 し た デー タ に 訂正 が な いか 確認 し ます 。 

365 て 366 行 デー タ の 番号 を レコ ー ド 番号 に し て 、 デ ー タ 書き 込み SUB ブロ 
シー ジャ を 呼び 出し て 、 デ ー タ を 記録 し ます 。 
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日 下部 孝一 著 』 1230 円 


ー 太 郎 Ve を 3 テク ニカ ル マ ニ ュ ア ル 


岡田 慎一 著 』 1300 円 


一 大 郎 VEr4 テ クニ カル マニ ュ ア ル 


新家 弘 健 著 W 1230 円 


花子 テク ニカ ル マ ニ ュ ア ル 


服部 佳代 著 W 1230 円 
新 松 テ クニ カル マニ ュ ア ル 


牧田 本 -- 著 W 1600「 


Ltus1-0-3 テク ニカ ル マ ニ ュ ア ル 


使 東 ひ ろ み 著 * 1600 円 
クイ ッ ク ベ ー シ ッ ク テ ク ニカ ル マ ニ ュ ア ル 
絵 で わか る 田中 一 郎 着 1000 円 
は じ め て の PC-98 


3j ヽ かい 『 


MB-D0S Ver 3.3 実 用 マニ ュ アル 


田中 一 郎 ノ 大 橋 均 著 W1540 円 


は じ め て の MS-D 〇 8 


ャ し) FIELDNUT PLLANNING 著 * 1500 幅 


MS-D0 の 基礎 知識 


人 一 デ / 了 


パソ コン 通信 


わか る 円 井 公孝 著 * 1230 円 
パソ コン 通信 アク セス ガイ ド 


: 林 人 守 基 970 は 





キ ギィ) がり 田中 - 郎 小山 郁夫 著 W 1000 円 
ベー シッ ク 用 語 辞 典 

時 わか り 大 橋 均 ノ 田中 -- 郎 著 W 1640 円 
ベー シッ ク 決 まり 文句 


J 


| 若松 登志 樹 著 W 1230 円 


わか る 機械 語 入門 





新星 出 版 社 の 
わか りや すい 実用 パソ コン BOOKS 








機能 充実 の ワー プロ ソフ ト 「 一 大 郎 Ver.3」 を 
や さ し く 解説 し 、 は じ め て 接する 人 で も すぐ に 理 
解 で きる よう に し た 一 番 わ か りや すい 入門 書 。 


な ど ) と 、 さ ら に レベ ル ア ッ プ し た 多く の 機能 に 
つい て 、 初 心 者 で も すぐ に 理解 で きる よう 解 癌 
処理 の 方 法 を 、 基 本 か ら 応 用 まで 順 を 追っ て 
紹介 し た 。 実 例 も 豊 滞 に 収録 。 
や チラ シ 広 告 な ど 実際 の 文書 作成 を 通し て 、 
その 操作 方 法 を 具体 的 に 解説 し た 入門 午 。 


請求 青 発 行 、 グ ラフ 化 な どの 日 営業 務 に 即 し て 、 

わか りや すく 解説 し た 、 実 践 的 な 入門 午 。 
イッ クベ ペー シッ ク の オペ レー ショ ン と プロ グラ ミ 

ング に つい て わか りや すく 解説 し た 。 
ベー シッ ク の 使い 方 な ど を 図 と イラ スト て 解説 
に 、 ビギナー の た め の PC-9801A 門 。 
化す る バッ チ フ ァイル や 日 本 語 処理 の 方法 等 
を 解説 。 全 コマ ンド を 実行 例 で くわ し く 説 明 
め に 、MS-DOS の 基礎 知識 や コマ ンド の 使い 

方 を わか りや すく 解説 し た 入門 草 。 
スタ ー か ら 、 コ マン ド 、 階 層 化 ディ レク トリ な ど 、 
実行 例 を あげ て いち ば ん や さ し く 解説 し た 。 
の 基礎 知識 か ら BBS・ 電 子 メ ー ル ・ チ ャ ッ ト 

な どの アク セス の 実際 まで わか りや すく 紹介 。 
クセ ス し 、 新 聞 ・ 和 雑誌 の 検索 や 役 新 ニュ ー ス の 

先取 りな ど 、 活 用 方 法 を 実例 で 紹介 。 
パソ コン 操作 の 基礎 知識 と BASIC に よる プロ 
グラ ミン グ 方 法 の 解説 を 通し て 、 コ ンピュータ 








(自由 に 線 を 引く 》( キ ャ ラク タ を 移動 させる) な 
ど 、 プ ログ ラミ ング の 基本 と な る ベー シッ ク の 
ステ ー ト メン ト を 、 体 的 な 例 で 説明 し た 。 









め に 、Z80 の マシ ン 語 命令 を 解説 し 、 マ シン 語 
に よる 人 簡単 な プロ グラ ミン グ の 仕方 を 解説 し た 。 
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